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序

第二東名高速道路は静岡県を東西約170kmに渡って貫く形で建設が進められています。本書はその建

設に伴い実施された島田市牛尾に所在する駿河山遺跡の発掘調査報告書(第3分冊)です。

島田市域では、上ノ山遺跡や上志戸目古窯、駿河山遺跡、上伊太遺跡の4個所で、本調査が行われ、 い

ずれでもその地域の特性を示す貴重な発見がなされています。本書を含む5分冊で報告が計画されてい

る駿河山遺跡は最も大規模な調査が行われた遺跡のひとつで、特に縄文時代中期前半~後期後半・弥生

時代後期~古墳時代前期では質・量ともに大井川流域の歴史を語るためには欠かせない資料を提供して

います。

本書で報告する弥生時代~古墳時代は、 駿河山遺跡が最も盛んであった時期にあたります。大井川中

流域から下流域・志太平野へと集落が増加する時期であり、駿河山遺跡もその一つに数えられます。

駿河山遺跡は、大井川の西岸、山間部と志太平野が接する独立丘陵上に位置する遺跡ですが、かつて

は対岸と尾根続きであったといわれ、調査前から表面採集資料などから大集落の存在が示唆されていま

した。 今回の調査によって判明した弥生時代~古墳時代の集落は、 数多く の竪穴式住居・ 掘立柱建物 ・

方形周溝墓などからなり、当時の人々の生活をありありと窺うことができる好資料に恵まれました。ま

た、 出土した土器群は、 基本的には静岡県西部地域東側の影響が強いものですが、 その中にも県東部地

域や伊勢湾岸、近畿地方のものが混じっており、他地域との交流が図られていたことを示すものでした。

縄文時代にも見られた文化の合流点がこの時代にも継続していたことが分かり、人々の営みはあたかも

大河の流れのように絶え間ないものであることを感じさせます。一方で、現代社会に生きる私たちは、 彼

らのくらしから学び、採った情報を充分に理解して活用し、より豊かな生活の糧としなければなりません。

今回の発掘調査ならびに本書の作成にあたっては、 中日本高速道路株式会社東京支社 (旧横浜支社)、

島田市(旧金谷町)教育委員会、静岡県教育委員会等の関係機関各位、地元住民の方々より多大な御理

解と御協力をいただきました。さらに、 多くの方から様々な御指導・御助言をいただ、いています。この

場を借りて、心よりお礼を申し上げます。

平成22年3月

財団法人 静岡県埋蔵文他財調査研究所

所長天野忍
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本書は、島田市金谷地区における第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査のうち、静岡県島田

市牛尾1174他に所在する駿河山遺跡の発掘調査報告書である。この報告書は弥生・古墳・歴史時代編

の第l分冊である。

第二東名建設事業に伴って実施した埋蔵文化財発掘調査においては、それぞれ地点名が付されてい

る。本書は、 No.91地点に相当するものである。

第二東名建設に伴う埋蔵文他財発掘調査報告書の作成は、地区(市町村)単位で実施している。島

田市域では本書が第4冊目であるため「第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 島田市

5 J とした。

駿河山遺跡の資料整理は、平成17年12月から実施し平成24年3月までの予定である。報告書は、平

成19年度に遺構図版編が刊行されており、続いて縄文時代編、弥生・古墳・歴史時代編を編集・刊行

する。本書は、駿河山遺跡報告書の第3分冊であるため「駿河山遺跡皿」とした。

調査は第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査として、 中日本高速道路株式会社(旧日本道路

公団静岡建設局)の委託を受け、静岡県教育委員会文化課の指導のもと、島田市(旧金谷町)の協力

を得て、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が実施した。

現地調査・資料整理の期間と当研究所の担当者は以下のとおりである。

確認調査:半成10年8月"'-'10月 足立順司、河合修、川上努

本調査:平成10年10月~平成II年3月 足立)1頂司、河合修、川上努

平成11年4月~平成12年3月 及川司、飯塚晴夫、諸星雅一、河合修、石田勉、

木崎道昭、大林元

平成12年4月~平成13年3月 及川司、飯塚晴夫、諸星雅一、河合修、中田出、大畑要

平成13年4月~平成14年3月 及川司、加藤埋文、河合修、桶田光俊

資料整理・報告書作成:平成17年12月~平成19年3月 河合修、鈴木淑子

平成19年4月~平成20年3月 河合修 (4"'-'6月、12月"'-'3月)、鈴木淑子

平成20年4月~平成21年3月 松川淑子 (旧姓鈴木)

平成21年4月~平成22年3月 河合修

当研究所の担当者とともに梅川光隆(平成II年4月"'-'12年3月)、 高山正久(平成12年4月"'5月)、

真鍋治 (5月~平成13年8月)が本調査の一部を分担した。

8 本書の執筆は河合がすべて行った。

9 

10 

11 

調査における協力者等は、弥生・古墳・歴史時代編最終巻の文末に記載する。整理作業では、弥生

土器 ・土師器については篠原和大氏(静岡大学准教授)にご指導いただいた。石器石材については一部

を伊藤通玄氏に同定いただいた。

現地での基準点測量、空中写真撮影及び遺構測量の一部は株式会社フジヤマに委託した。

本書で使用した遺物写真図版は、すべて当研究所写真室が撮影した。

12 調査の概要は、当研究所の出版物で一部公表されているが、内容において本書と相違がある場合は

本報告をもって訂正する。

13 本書の編集は財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所があたった。

14 発掘調査の資料は、静岡県教育委員会が保管している。



凡 仔リ

l 座標は平面直角座標第四系を用いた国土座標、日本測地系(改正前)を使用している。

2 グリッドは、 lの座標を用いl辺10mの方眼を設定している。また、方位も lの座標による方位

(座標北)を基準としている。

3 本書に使用した図表は主に調査によって測量・実測した図を基に作成している。 これ以外の図につ

いては各図中に出典等を示している。

4 本書で使用した遺構の表記は次の通りである。

例)SK19543 (SK:遺構の種別 19543遺跡内の全遺構通し番号)

SH:竪穴住居 SP:柱穴・小穴 SK:土坑墓・土坑 SX:風倒木痕

5 遺構図、遺物実測図の縮尺はそれぞれの図版に明記した。

6 遺構図には遺構と撹乱を同時に表記しである。 これらのうち、トーンを落とした。

7 遺物番号は、挿図掲載遺物について種類・挿図の別にかかわらず、通し番号を付した。

8 本文中に用いる色彩に関する用語・記号は、新版『標準土色111占.n (農林水産省農林水産技術会議事

務局監修 1992)を使用した。

9 本書の図中に用いたスクリーン トーン等の使い分けは、必要なものを各図の中で表記した他、造物

については次のように統ーした。

石器一範囲口
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第 liii 遺跡の位置とJJil境

第 l章遺跡の位置と環境

第l節遺跡の位置と地理的環境

本報告は、駿河山遺跡のうち弥生時代以降に形成された遺構群について詳述するもので、 遺跡を取り

巻く環境は前時代と著しい差がある ものとは捉えられない。遺跡の位置と地理的環境に付いては、平成

17年度に刊行した『上ノ山遺跡』及びこの報告と同年度に刊行した『駿河山遺跡』 縄文時代編に記しで

あるのでそちらを参照されたい。

第2節歴史的環境と調査歴

第l節と同様に、大井川流域の縄文時代遺跡と駿河山遺跡周辺の遺跡分布については『駿河山遺跡」

(縄文時代編)においてあらましを述べ分布図を掲載しであるのでそちらを参照されたい。

弥生時代の遺跡は、大井川の上 ・中流域に少なく F流側に多く営まれている。下流域では丘陵上弥生

時代後期の遺跡が主体となるが、 中流域では弥生時代前期の資料が得られており、この地域の特異性を

感じさせる。なお、低湿地の遺跡は矢崎遺跡などから検出されているが、 大井川流域ではいまだ明らか

でない。大規模河川の影響をあまり受けない、谷合いの部分から水田開発が進展していったのだろうか。

古墳時代では、前期初頭の集落が駿河山遺跡から検出されているほかは、同時期以降の集落遺跡は明

らかでない。流域には古墳時代前期から後期の横穴式石室墳に至るまで多数の古墳が構築されている。

ここでは地形的な特徴から、静岡市葵区小河内から川根本町千頭付近までを上流域、 千頭付近から島

田市神尾付近までを中流域、これより下流を下流域として弥生時代以降の遺跡について概観する。

1 弥生時代の遺跡

( 1 )上 ・中流域の遺跡

弥生時代の遺跡は上流部では見当たらない。

中流部に至ると、縄文時代後・ 晩期の遺跡が営まれた地域に継続している事例がある。大島遺跡では、

弥生時代前期の条痕文系土器が出土し、東海地方西部の影響が及んで、いたこ とが知られる。 ここで、は水

田遺構が検出されていないので、生活自体はさほど変化していない可能性もあろう。また、下関戸遺跡

からも前期・中期の土器が若干量出土している。

家山には天王山遺跡がある。ここからは隅丸方形の平面プランを持った後期の竪穴式住居が4軒検出

されている。 このうちの l軒からは有孔磨製石鍬がI点出土している。このほか、 天王山遺跡の北側に

ある絵下原II遺跡や対岸の身成原遺跡も弥生時代の遺跡として知られる。

( 2 )下流域の遺跡

大井川が志太平野に接する下流域で、は弥生時代の遺跡がより多く見うけられる。中期の遺物が出土し

た遺跡は上ノ山遺跡、東山遺跡とごく限られている。他は後期を主体とするもので、河岸段丘上にある

遺跡 (駿河山遺跡、宮ノ段遺跡、横岡城遺跡)と、現在の島田市北部の丘陵部にある遺跡(山王前遺跡

など)、大井川を望む牧ノ原台地斜面の遺跡 (天王町遺跡、下坂遺跡など)などがある。

島田市西部にあたる大井川西岸地域では、本報告の駿河山遺跡から弥生時代の遺物が出土することが

以前から知られていた。昭和57年に行われた駿河山2号墳の調査に際しても、採集された弥生時代造物

が報告されている。今回の調査では調査区全域から200軒以上の後期後半の竪穴式住居などが検出され、

当該期の中心的な集落のひとつであったことが判明している。この結果の一部については巻を改めて報
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告する予定である。また、これより西側の丘陵縁辺に形成された河岸段丘上にある横岡城遺跡から も平

成8年に茶畑の改植に伴って後期後半の壷が出土している。方形周溝墓とも考えられる溝が検出されて

いることからも、居住域と墓域が近接して造られている可能性を感じさせる。平野部北端に突出した低

丘陵上にある宮ノ段遺跡も弥生時代の遺跡と して知られている。

大代川沿いにある上ノ山遺跡はこれまで存在が明らかで、なかったが、第二東名の工事に伴って発見@

調査が行われ、すでに報告がなされている。中期後半の遺物が出土したことから も、周囲の前身的な集

落である ことが把握され注目される。

大井川東北岸地域では、北側に広がる丘陵部に遺跡が分布する。この丘陵は小河川による開析が及ん

だ急峻な地形をもつものが多いが、遺跡はその中でもより平坦あるいは緩斜面を構成する部分に占地し

ているようにみえる。この部分でより古く位置付けられるのは東光寺谷に沿った東山遺跡で、中期の資

料が得られている。東山遺跡は茶畑の改植に伴って調査が行われ、 l軒の竪穴式住居が検出されている。

ここからは、農耕を示す石器が多数出土している。この周囲には岸遺跡・岸山遺跡・馬平遺跡・大谷池

I遺跡などが丘陵上に営まれている。

山王前遺跡は大津谷川に沿った台地上に営まれた遺跡で、昭和57'"'-'58年に調査が行われている。ここ

では縄文時代から集落が営まれているが、弥生時代後期では24軒の竪穴式住居跡が検出されている。周

囲の丘陵上にはスモウダン遺跡・落合西遺跡・鳥羽美遺跡・田ノ谷追跡などい くつもの同時代の集落が

形成されており、この場所が地域の中心的な集落のひとつであったことが判明している。大津谷川沿い

の低湿地にある矢崎遺跡からは、 弥生時代後期に遡る可能性がある水田遺構が検出されている。ここか

らは畔の芯材に転用された建築材も出土しており、周囲に存在した集落と密接な関係であったことを示

唆している。一方で、ここから丘陵を遡った立合遺跡も弥生時代の遺跡として知られている。

島田市南部の牧ノ原台地上にも弥生時代の遺跡が散在する。由ーから天王町遺跡・下坂遺跡・風西遺跡・

長軒谷遺跡・五輪塔遺跡・地蔵原遺跡・松ノ木原遺跡・南原遺跡などがこれにあたる。この部分には大

井川の河岸段丘が発達し縄文時代の集落が広く営まれているが、弥生時代ではいずれも小範囲の遺跡と

なることが特徴的である。

2 古墳時代の遺跡

古墳時代の遺跡は古墳が中心となり、集落遺跡が確認された例は少ない。

古墳は家山の天王山遺跡以北には今のところ確認されていない。天王山遺跡では古墳時代前期の方形

周溝墓 (天王山2号墳)が検出されている。今回駿河山遺跡で検出された方形周溝墓群と近似する時期

のものであり興味深い。

前期の古墳は旗指古墳。 鳥羽美古墳・城山古墳で、ある。 これらは島田市北部のごく狭い範囲にあり、

いずれも栃山川の支流である大津谷川や伊太谷川が形成した比較的安定した平野部を望む高台に築かれ

ている。城山古墳は昭和51年(1976)に茶畑の改植に伴って発掘調査が行われている。主体部は小口石

を持つ木棺直葬で、土器・銅鍛・万子・槍飽・鉄剣などが副葬されていた。これらの他、把握されてい

る古墳の多くは、古墳時代後期の横穴式石室を持つ群集墳である。

大井川中流域の家山にある天王山l号墳は、大正14年(1925)に家山小学校用地の造成のため行われ

ていた土取り工事中に偶然発見された。 横穴式石室内からは、大万や6世紀半ば頃の須恵器が出土して

いる。

大井川西岸地域では7個所15基が把握されている。群集墳は、 宮ノ段古墳群と駿河山古墳群である。

宮ノ段古墳は少なくとも 3基で構成される。 I号墳は最も遺存状況がよく、大規模な石室が完存して

いることから、 大井川西岸域を代表する家族の墓であると考えられる。 2号墳は茶畑の造成によりほ

ぼ破壊され、 3号墳も石室の一部が露出している。 この古墳群は古く から注目されており、明治33年

n
H
U
 

唱

'
E
A



j 宵羽恨

" ¥ 

命

渇
戸
ノ
比
官

;'rn:~ 
E 

句
? 

'r 、l
-、， 1
'・ 1 、

11 

¥: ，1L方1{:

列間

1 、
一‘ー-o 1 :.250，000 .5kin 又 i 待

「町J ~ : U _ 

第l図 大井川流域の弥生・古墳時代遺跡(国土地理院発行1/25万図に合成)

第 l章遺跡の位置と環境

l 森の段 姥ヶ山l号墳

2 天王山古墳 姥ヶ山2弓墳

3 孫ェ門原古泊 金谷沢山古m

4 駿河山古墳群 西/谷山古郡

駿河山 JW照寺古然

5 天神原古漬鮮 香橘寺古墳群

6 伊太口古m群 地蔵山古墳

7 IJU指古m群 31 法fJ寺古草11洋

8 回ノ谷 32 尼沢

9 落合西 33 谷口原古担11伴

10 鳥羽美 34 唐沢原古tflm

I1 山王前 35 叶釘ILI古噴群

12 nヶ谷古ぜ1I伴 36 御小屋原古獄i伴

13 スモウダン 37 奥ノ沢古都1伴

14 大谷池 I 38 本村阪古江i!洋

15 城山 l号J'u 39 i召伏jjjl古都群

16 供方 1-rJー償 40 }Jj(/平

17 iI'I:)凶古ぜI1fl 41 船Lil古償

18 i皮凹3勾tn 42 mヶ谷市古twrr

19 波間 l守主:1 43 鉛ヶ谷市別府

20 i皮トH2号tft 44 沼伏

21 釣}'J寺古江1 45 沼伏古m

22 "江主J奇2号trt 46 i'::j椴森古tm洋

23 Jf;~jl手前tJ:ll伴 47 7}くt.l'tilitA1~，tfU伴

24 二供古tm伴 48 水郷波B，主的m~

25 柑1I沢北古都ltr 49 水掛波C古償f，1:

26 柳沢古紙m~ 50 9 TEE古在i

27 ;主l明山古主主lii 51 六ッ啄古江Hl手

28 馬平古墳11宇 52 J.え[1]塚古む

29 F山古Jim 53 稲荷山古立~

拘 束山北古Jj'i1伴 54 官事i中JjjT古ml伴

Jll山中古Jiim 55 wi原古償

)j:[山南占Jm昨
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(1900)と平成9年(1997)にl号墳の石室内の調査が行われ、須恵器、勾玉、耳環等が出土している。

この古墳は現在島田市の指定史跡として保存されている。

駿河山古墳群は6基で構成され、丘陵の南側縁辺に築かれる。周囲は茶畑に造成されているので、現

況では把握できない古墳が存在する可能性がある。このうち 2号墳は昭和57年(1982)に茶畑の改植に

伴い発掘調査され、長さ6.7mにわたる横穴式石室が検出されている。一方、孫エ門原古墳や狐平古墳、

伊之助原古墳など単独墳は、 比較的高所の丘陵縁辺に築かれる傾向が窺える。

大井川東北岸地域では25個所110基が把握されている。これらは菅ヶ谷 (2基)・白岩寺(10基)・法

信寺((7基)・鵜田(15基)・二俣(5基)・駒形(4基)・竜雲寺(8基)など大樟谷川流域にある古墳群と、

これらの東にある馬平(2基)・柳沢北(2基以上)・柳沢(5基)・雲明山(5基)・姥ヶ山(2基)・東山北(1 

基以上)・東山中(7基)・東山南(23基)・香橘寺(4基)など東光寺谷川流域の古墳群に大別できる。い

ずれの場合も谷奥にある例は少なく、より広い谷底平野、あるいは志太平野の末端に面した位置に主に

築かれている。 下山古墳群は市内で最も多い16基で構成されている。東光寺谷のさらに東側の志太平野

に面する位置にあり、隣接する岩田山古墳群(藤枝市)と関係が深いものと思われる。

これら群集墳の他、大津谷では供方 l号墳、波田 1"'-'3号墳、釣月寺古墳、三石山古墳、金谷沢山古

墳、西ノ谷山古墳に見られるような単独で丘陵の稜線上に築かれる古墳が目立つている。

集落遺跡は調査例が少なく、様子が明らかでない。大井川東北岸の山王前遺跡、スモウダン遺跡、落

合西遺跡、田ノ谷遺跡など、弥生時代の集落が位置する場所が継続的に使われているようである。

今回調査を行った駿河山遺跡からは、前期の竪穴式住居、方形周溝墓、区画溝等が検出されている。

これらの一部については巻を改めて報告する。方形周溝墓は平坦部の西側縁辺と中央に連続して築かれ

ている。竪穴式住居は、平坦部の半ばから東側縁辺にかけて造られており、外縁には区画溝が巡って居

住域と墓，域を分っている。全面からくまなく竪穴式住居が検出された弥生時代後期とはまったく異なる

土地利用がなされており、両時代の聞に何らかの断絶が強く感じ られる。また、竪穴式住居からは、伊

勢湾沿岸のS字盤と在地の聾が供伴する出土例が得られており、二つの文化の接点として興味深い。

3 古代~中世の遺跡

( 1 ) 上・中流域の遺跡

大井川上・中流域では古代の遺跡は希薄である。川根本町下開戸遺跡の調査では灰紬陶器が出土して

いるので、 平安時代後期の集落が営まれていたことが推測されるが、その内容ははっきりしない。

( 2 )下流域の遺跡

古代の国郡里制では、 大井川西岸域は遠江国にあたる。往時の大井川は志太平野の北西端で平野部に

放たれるが、ここから西へ大きく流れを変えて現在の栃山川あたり本流があったと考えられる。焼津市

西部の上・下小杉から西側は近世に至るまで榛原郡に含まれる こともこの名残と捉えられる。

島田市西部にあたる大井川西岸域では、上ノ山遺跡から奈良~平安時代の造物と掘立柱建物等が、駿

河山遺跡から平安時代後期の掘立柱建物、区画溝が検出された以外は判然としない。 一方生産遺跡では、

灰紬陶器窯が把握されている。釜谷西窯は11世紀代の窯で、静岡県教委が実施した窯業遺跡調査に伴っ

て発掘調査が行われている。当該期の窯は引き続く山茶椀生産とともに、 折戸53号窯式並行期から灰柚

陶器生産が開始される大井川東岸の旗指窯と密接に関わるものと考えられる。周辺地域には同時期の窯

が複数基所在するようであるが、判然としない。

平安時代のこの地域は、大井川西岸域を広く荘域とする質侶荘に含まれる。この荘園の来歴は、大治

3年(1128)8月の藤原永範寄進状に詳しく記されている。 11世紀末には国守大江公資の私領であったも

のを藤原長家に寄進し本家とし、領家は孫娘が嫁した藤原成季、その子の永実、孫の永範に相伝された

と伝えられる。天永3年(1112)ごろ、本家職が永範に買い取られ、実質のすべてが公資の子孫に帰した
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第 1f，i 遺跡の位置と環境

1 郷平 39 中村皿

2 覚仙屋敷 40 東川根上

3 小長谷城 41 東川根 I古祭

4 岸城 42 東川根H古熊

5 護応土城 43 東川根回古熊

6 土岐飽 44 伊太口古芸者

7 徳山城 45 旗指 l地点古m

8 天王原 46 旗指2地点古熊

9 天王原墳墓 47 liIl指4地点古然

10 徳山城 48 旗指8地点古熊

11 徳山城 49 主主ヶ谷古紫

12 極郷袋 50 瀞居寺前

13 市減 D地点古m

14 経塚 51 ir¥lf居寺前

15 千紫山展望台 C地点古里民

16 千葉 52 \~rt居寺裂古然

17 智満寺 53 大観堂

18 智満寺 54 大i:l!城

19 大館山 55 仲山経塚

20 事1I1坐A地点古照 56 むヶ谷A地点

t 21 事1I座B地点古然 57 行ヶ谷B地点古~

22 大沢 58 務合

23 相賀古然 59 居合

24 三ッ沢古;匁 60 野田減

25 きつね沢古然 51 i-!} 

25 ほろん沢古然 62 岸城

27 北古空軍 53 丸山!古窯

28 新兵術古然 64 丸山古然

29 ほろん沢東 65 湯日城

30 土山原古窯 66 尼沢

31 中古然 67 宮上

32 南古然 58 医王寺南

33 内政古熊 69 竹林奇

34 釜谷間古照 70 六千ヶ谷瓦然

志戸呂城 71 南原古熊

35 上志戸呂古然 72 南原瓦然

36 中村 I

E孟
37 中村H

よf:o.:.i
38 巾村地正翼線前

第2図 大井川流域の歴史時代遺跡(国土地理院発行1/25万図に合成) 古然
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といわれる。史料には、永久2年(1114)10月14日の源基俊請文案にみえる記載が初見である。永範は、

荘域が遠江守源基俊に横領されそうになったため、大治3年に再び本家職を待賢門院御願寺円勝寺に寄

進し、自らは領家職として保身を図ったのである。建久元年(1190)、駿河守護武田信義の子息板垣兼信

が地頭と して質侶荘に入るが、 後白河法皇の反発によって兼信は更迭されたうえ、 流罪となる。これ以

降、地頭は補任されていない。円勝寺領としての質侶荘は、文永年間 (1264"'-75)まで継続していたよ

うであるが、その後は定かでない。

一方、島田市南部から焼津市西部にかけてのかつての榛原郡域には、初倉荘が営まれている。この荘

園は、遠江守となった藤原氏によって11"'12世紀に成立したものとされ、 12世紀半ばには鳥羽皇后であ

る美福門院を所有者とした皇室領荘園となる。美福門院の没後は、全国220ヶ所以上で構成されていた

といわれる八条院(美福門院の息女)領のひとつと して経営されている。永仁7年 (1299)には、 実質

的な経営権が亀山法皇から南禅寺に寄進され、以後およそ200年間は南禅寺領となる。「南禅寺寺領目録」

には、江富郷 ・吉永郷・藤守郷・鮎川郷 ・川尻村・ 上泉村の地名が見えるので、現在の大井川から栃山

川に固まれた平野部一帯が寺領であったことが分かる。その後、 16世紀初頭まで、に今川氏親の遠江侵攻

に伴って押領され、荘園と しての機能が失われたことが 「南禅寺領所々目録」によって知られている。

初倉荘の荘域ではいくつかの遺跡が調査されている。焼津市にある藤守遺跡は低湿地に立地し、広大

な面積を占めており、近接する小杉御厨の一部にかかるものと考えられる。ここでは11"'12世紀代の大

小の掘立柱建物が検出され、 名主百姓を中心とした集落形成が進んでいたとみられる。また、屋敷が密

接して設けられた場所が見えないことから、 耕地の中に少数の建物による集落が点在する、現在とは異

なった集落景観であったと考えられる。 また、道路も検出されており、 集落聞の物流を促す社会資本が

整備されていたことを暗示している。一方で、丘陵上の遺跡も認められる。宮裏追跡・高根森遺跡は牧ノ

原台地の末端に立地する遺跡で奈良時代~平安時代の遺構が検出されている。平安時代の遺構は藤守遺

跡より もやや古く10世紀の竪穴式住居が検出されている。牧ノ原台地上にある ミョウガ原遺跡ではこれ

より もやや新しい11世紀代に下がる可能性がある竪穴式住居が検出されており、近接して掘立柱の側柱

建物が建てられている。これらの事象から考えると、11世紀代には、 湿気の多い低湿地では掘立柱建物

が住居としてもっぱら使われ、より湿気の少ない台地上では従来からの竪穴式住居が依然として用いら

れていたとみることもできる。かたや、 竪穴式住居と掘立住建物が共用される環境は、用途や身分序列

の差が集落内に生じていたこ とを感じさせる。

島田市東部にあたる大井川北東岸域は、駿河国にあたる。志太平野の西部は大井川が乱流していたこ

ともあ り、遺跡として捉えられる部分は谷間を除げ'ぱ希少である。平安期には谷間に大津御厨、稲葉荘

などが認められる。

大津御厨は現在の島田市大草から野田付近の大津谷川に沿う平野部に営まれていたとみられる。鎌倉

時代初頭には太皇大后宮御領となり、板垣兼信が地頭に任ぜられている。南北朝期には足利義満が今川

泰範に相伝の所領として安堵していることは、今川氏の初期段階からの所領であったこととともに、御

厨としての機能がすでに失われていたことを示している。大津谷川の改修工事に伴って調査が行われた

石成遺跡・矢崎遺跡では、平安時代後期から鎌倉時代に至る遺構が検出されている。出土造物の中には、

地元で生産された灰柚陶器・山茶椀の他に、より西の地域からもたらされた滑石製の石鍋や瓦器碗が含

まれており、集落の中心域あるいは有力者が近在していたこ とを窺わせる。また、平安時代のこの西側

の丘陵に旗指古窯跡群が展開し、灰紬陶器を盛んに焼成している。旗指古窯跡の製品の集積地と考えら

れる居倉遺跡は大津谷側に沿う平野部の南端部にあることから、窯と大津御厨は何らかの関わりがあっ

たとみられる。
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第2m調査の成果

第 2章 調査の成果

第I節竪穴式住居の概要

1 遺構・遺物の概要

遺構は、縄文時代中期~後期、弥生時代後期~古墳時代前期、平安時代のものが主体である。なかで

も前2者に該当する遺構が濃厚である。 ここでは、本書で報告する弥生時代後期~古墳時代前期の概要

を述べる。

弥生時代後期~古墳時代前期の遺構は今回の調査範囲のほぼ全域から検出されている。特に竪穴式住

居、掘立柱建物、方形周溝墓、溝などが集落を構成する主要な要素となっている。遺構の量は竪穴式住

居が最も多く、 当時の生活相を知る上で興味深い資料を提示している。 ここでは本書で詳述する竪穴式

住居を取り上げてみていきたい。

2 霊穴式住居の概要

( 1 )形態的な特徴

竪穴式住居はおよそ200軒を検出した。平面形状は大きく分けると楕円形・隅丸方形・方形の3形態

が基本であり、従来から言われているようにこの順番で移り変わるものと考えられる。もちろん過渡期

にあたるとみられる相互の中間形態と捉えられるものも存在する。特にSH3271では、同一掘方を利用

した建て替えによ り楕円形状から方形状に移行しているので、形の移り変わりは連続的な時間の経過に

伴うものと理解できる。このように、集落全体を見ても営みは継続的であったと考えられる。それぞれ

の形態における規模は大小様々である。特に楕円形では規模の差が大き くなる傾向が強い。同位置での

改修、建て替え、拡張が観察されるのもこの形態が多い。隅丸方形では一辺4m前後が目立ち、方形で

は一辺4m前後と 7m前後の大小がある。方形の住居は小型のものには壁満が明らかでない場合が多く 、

大形ではしっかり整えられる傾向がある。方形の住居の場合は規模の差が楠〈築方法や室内の仕様の差を

含むものであったと考えられる。また、円形の住居も少量ながら検出されている。 円形の住居は主柱穴

を伴わないものが多く、 上屋構造が他と異なっていたと考えられる

( 2 )住居の分布

当該期の竪穴式住居は調査範囲のほぼ全域にわたって分布しているが、濃淡が偏る場所もみられる。

調査区東端から12ライン付近までには比較的密であるが、 13"-'15ラインにはほとんど住居が把握できな

い。 17ライン以西は再び密になるが、 J22"-'L26・P24"-'R26グリ ッド付近にも住居が希薄となる。これ

ら空白域が何であったのかを遺構から検証することは難しいが、森林や広場、畑など集団聞の緩衝帯的

な役割を伴っていたものと推測することができる。

住居の形態ごとにみても偏りは認められる。最も古い段階に想定される楕円形の住居は、東端から12

ラインまで、 M16グリッドからJ21グリッド、 N25グリッドからV34グリッドと大き く分けて三つの分

布が認められる。隅丸方形の住居も、この分布とほぼ同一である。

方形の住居に至ると異なる分布を示すようになる。方形の住居のうち小型の住居は東側ではII1グ

リッドに見える程度でごく少なく、 127"-'N32グリッド聞に散在している。大型の住居となると調査区

中部を大きく掘り割る溝SD50838以東に集中し、以西にはまったく見られなくなる。この方形の住居は、

大きな社会的な変動をともなって駿河山集落に導入されているものと考えられる。

また、周囲に溝を伴う住居は調査区の東端にあたるC3"-'E4グリッ ド、西端に近い127"-'M33グリ ッ
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ドで検出されており、台地の内側には例がない。溝の様子がよく分かるのは後者の分布域である。基幹

となるSD302は弧状に均等なカープをもってお り、円形に巡るので、あれば直径100m以上に及ぶ可能性

がある。この溝から分岐した近似する規模の溝がSH1313や5119の周囲を巡っている。 SH2218に伴う溝

は、 やや離れているのでどのよ うに連結するのか把握できていないが、少な くとも調査区内では15m

程度の間隔を置いてSD302の左右に互い違いに造り替えられている様子がうかがえる。 SD302が西側で

2本が切り合うことや、 SH5119が同様に溝で固まれると思われるSH5678を切っていることからみる と、

この溝と住居は同一位置で複数回の改修が施されていることが分かる。

(3 )住居内の設備

通常主柱穴は4本である。しかし、小型の住居では主柱穴が明らかでないものがあり、屋根の部材を

直接地面に差し込んだテント状の構造であったのかもしれない。炉は中央からやや北~北西に寄った位

置に設ける場合が多いが、 床面が失われている住居では存在を把握できなかったものがある。炉は床面

を掘り窪める場合と、粘土を貼って台状に盛り上げる場合がある。炉の上にはSH50802や51496、14703、

14209、70010のように時折細長い礁が複数個据え置かれていることがある。 SH52984や13021のように

台石を置く例もある。これらの礁はいずれも焼けていないので、炉の使用を停止させる際に意図的に置

かれたものと考えられる。なお、電を備えるものは全く存在しない。

貯蔵穴を備える住居も複数棟確認されている。通常は炉の偏り とは反対方向にあたる南~南東の縁で、

やや東に寄った位置にある。このことから考えると、住居の入り口は南~南東で貯蔵穴の西側に近接し

た位置にあったものと思われる。 SH50800や3085、14703の貯蔵穴内には土器が据え置かれた状態で検

出されている。内容物は残されていなかったが、元来は何らかの有用な有機物が入れられて保管されて

いたものと考えたい。

今回は壁溝が掘方を押える板壁を据えるための施設であったか否かの判断ができる事例を得る ことは

できなかった。壁溝の有無は住居ごとに差があるが、当時の掘方の深さや微妙な土質の差にも左右され

たのであろうか。

(4 )床と床下の構造

床下には馬蹄形の溝を掘りこんでいる例が多い。溝を掘削した後、残土を入れて平らになら した上に

床を貼り込んでいる。床は黒色~黒褐色シルトや、 これに遺跡のベースとなるW層から掘り取ったとみ

られる樺色~樟褐色の粘土が混じった土を素材とする場合が多く、 1'"" 4 cm程度の厚さで貼り込んでい

る。掘方埋土と質の差がみられる場合がほとんどなので、意図的に土を入れて敵き締めているものと考

えた。しかし中には掘方の埋土の上面が硬化している例もある。 生活することで踏み固められている可

能性も考慮しなければならないだろう。

床の張られる範囲は、住居の中央部が主体であり、壁溝際あるいは掘方の立ち上がりに至る例も多く

ある。柱の周囲も柱の際まで詰めて張られる例と柱穴の掘方に相当する範囲に張られない例がある。 ま

た、充分な覆土で覆われているにもかかわらず床面が一部抜けてることがある。住居を放棄する際に床

を意図的に壊している可能性も否定できない。

(5 )上屋の構造

今日の調査では、有機質の建築材が残っている例がほとんどなく、 出土品で上屋の構造を知るこ とは

できない。焼失住居であるSH50799からは炭化した部材の一部が検出されている。直径lOcm以下の垂木

と思われる部材の他、屋根材は葦や萱のよう な材料が用いられている。さ らに、これらの上に貼り付い

て焼けた粘土が認められた。 屋根は有機質の部材で葺かれて、さらに土で覆われていた可能性が高い。

( 6 )家財道具

当時の住民が住居内に家財道具を残している例はさほど多くない。 特に楕円形~隅丸方形の住居に
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第2章調査の成果

は遺物が残されている例は少ない。床面上や貯蔵穴内に土器が残されている例はSH70002・14703・

50800・50610・5194・2157・3085・13日・ 5425・328・1203などである。しかし、この中で破損するこ

となく 保たれるのはSH1313の小型の査62だけで¥他はいずれも一部の破片が失われている。このこと

から、 住居が放棄される際には不要な土器を破壊して、 一部の破片を拾い出して全く異なる位置にわざ

わざ捨てているものと考えられる。

一方、 大型の方形を呈する住居SH70004や70005，70010では完形近くまで復原できる土器が出土して

おり、住居が放棄される際の手順に明らかな差が生じている。特に70010では貯蔵穴脇に複数個体の護

が潰れて検出されているので、住居の片隅に片付けられていた土器を割ってその場に集積したものと捉

えられる。炉の奥側に伏せられている例もSH14390に認められる。炉の上に据え置かれた状態で検出さ

れた謹はなく、使用後はかならず炉から外して片付けられていたものと考えられる。

土器は調査区を全般的にみると、弥生時代後期中葉から古墳時代前期中葉頃までのものが出土してい

る。一時期が抜け落ちることもないので、 集落はこの間継続して営まれていたと考えられる。

弥生時代後期中葉にあたる土器はSH50800(16)・53142(106)・492(131) などにみ られる。

SH5119出土47などもこれに近い時期であろう。いずれも楕円形の住居に伴うもので、細く絞られた頚

部をもっ壷が特徴的である。弥生時代後期後半の土器は菊川式に類したもので、 SH2157(38)・5119

(46)・3339(86)・15315(99・100)・50802(125'"'-' 127)などに比較的広汎にみられる。また、 同時

期の折り返し口縁をもっ無台の鉢は少量で、あるがSH70009(5)や2934(111)、1307(128)から出土

している。この時期の塑は台付窓で、胴部が張り口唇部に刻みをもつものが該当する。高郎は見当たら

ない。

後期後葉の弥生土器から古式土師器にあたる遺物は14703(13)などがある。古墳時代前期の土器に

は外来の土器が目立ち始める。 S字謹はSH14549(192・193・197)・70005(139)・70010(166)など

にあり、高杯や在地の塑を伴って、 当時の供伴関係を良く示している。このうち B類が192・193・197，

C類が139、166となる。 SH70005から出土している142は庄内式の叩き習である。また、 SH15475出土

の219は静岡県東部地域に分布する大郭式の大形壷で、更に大きくなる大形壷12はこの前段階にあたる

ものとみられる。二重口縁をもっ壷 (190)はSH15285から出土している。

石器については、台石が据え置かれたまま放置される例がSH50799・70010などにみられる。これら

の例では敵石・磨石も近接して置かれている場合がある。 一方、利器の存在は把握できない。SH50799

の貯蔵穴SK53906出土の台石には砥石に用いたと思われる筋が幾条か残されており、 SH14550出土の台

石についても平行する擦痕が認められるので、住居内で道具を研いで、いたことは確かであろう。住居内

に残きれなかった道具は退去する際に持ち出しているものと考えたい。

(7)焼失住居

SH15285や50799、14235、14390からは炭化材が検出されており、焼失したものと考えられる。焼失

住居はそれぞれ離れた位置にあり、飛び火等によって複数軒が一度に燃え落ちた事例は見当たらない。

当初、焼失住居には家財道具が残されていると考えたが思いの他遺物が少ない。不慮の失火でも家財ー道

具を持ち出す余裕があったのだろうか。SH50799の貯蔵穴内には遺棄された造物が含まれ、 SH14390で

も一部の失われた土器が床面上に置かれていた。これらの遺物が廃棄される流儀が他の住居にみられる

事例と類似することは、これらの住居が、住居を放棄する行為のすでに執り行われた後の姿である とも

考えられる。何らかの要件で廃棄する際に焼き払っている可能性がある。
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第2節 竪穴式住居・住居を囲む溝と出土遺物

1 竪穴式住居と出土遺物

竪穴式住居は他の弥生時代~古墳時代遺構と同様にII'"田層上で検出している。住居の掘方の深さは

一様で、はないので、検出段階の立体的な位置も同一ではない。床面あるいは床面上に設けられた施設で

ある炉が明らかな場合はこの位置で精査を行い、記録にと どめている。一方で床面が失われ掘方の埋土

があらわになった例も少なくない。この場合は掘方下位まで掘削した段階を記録している。また、住居

内の土の組成は、床上の自然堆積した可能性のある部分を床上覆土(あるいは単に覆土)、床下の人為

的に埋められた部分を掘方埋土 (あるいは単に埋土)と床を境に調査実施時から表記を使い分けている。

( 1 )楕円形を呈する竪穴式住居

SH70002 (第4......6図)

[遺構] D3"'E4グリ ッドで検出された周囲を溝で固まれる住居である。一部を確認調査トレンチ

Tl-lによって切られるほか、耕作等の撹乱が部分的に及ぶ。検出面では床面を明確にと らえる こと は

できなかった。便宜的に炉が検出できた高きで-E!.精査し、 この部分を床面相当として記録にと どめた。

炉は住居の中央若干奥側に設けられる。長軸70cm、短軸50cmの楕円形を呈し、上位に磯を二つ置いて

いる。これらの礁は焼けていないので、炉の使用を中止する際に意図的に置かれたものと理解できる。

壁溝は掘方まで除去した段階で住居の西・南・南東側縁辺に幅15"'25cm、深さ 6cm前後で、確認する こ

とができた。本来は住居の縁辺を全周していた可能性がある。

貯蔵穴は南側縁辺にSK70668が設けられている。本来は一辺0.9m前後の正方形状であったとみられ

るが、検出段階では北側と東側に不定形の張り出しが認められた。深さは35cmで、下端は長辺58cm、短

辺47cmの長方形に整えられる。

住居の掘方は底面が平らに整えられ、西側と東側に溝が設けられる。西側の溝は|幅60cm前後、 深さ 7

cmで、掘方の縁辺に沿って掘られている。東側の溝は幅0.7'"1.4mと北側の幅が広いが、深さはlOcm前

後と均一で、ある。柱の掘方は3か所で明らかになった。 直径35"'60cmの円形あるいは楕円形をなす。北

側の柱穴はバランスが悪いので、誤認している可能性がある。

[造物]貯蔵穴と炉の直上から土器と石製品が出土している。

lは壷の底部~体部片である。体部過半でくの字形に折れて体部を垂直に立ち上げる。外面はナデと

板ナデによって平滑に整えられる。2は小型の翌の体部~口縁部である。台部は貯蔵穴に遺棄される前

に割り取られおり、出土していない。いずれも貯蔵穴の内部に捨てられた状態で出土している。

3は磨石である。平坦面と両側面が使用によ り滑らかに擦り減っている。 4は磨石と敵石の兼用品で、

平坦面と両側縁が滑らかに擦り減る。 一側縁は縁辺を磁石に使用した際に大きく破損している。

SH70001 (第4.....6図)

[遺構)D3"'D4グリッ ドで検出された。 西側の2/5程度をSH70002によって切られるほか、東側の

一部を確認調査トレンチT-2によって破壊される。SH70002同様、便宜的に炉が検出できた高さで一

旦精査し、 この部分を床面相当として記録にとどめた。

炉は住居の中央若干奥側に設けられる。長軸95cm、短軸60cm前後の不定形を呈する。

住居の掘方は長軸5.5m、短軸4.2m程度の方形状を呈し、床面相当の形状とは異なっている。底面は

平坦で、あるが、東側に溝をもっ。溝は|幅1.1"'2.1 mで、南に行くに従って幅が広く、上端も不定形状とな

る。深さは5cm前後である。柱の掘方は明確に把握することができなかった。

SH70001 • 70002は楕円形に含めたが、掘方の形状は隅丸方形、あるいは方形に近いものである。 こ

こでは、相互の過渡的な時期にあたるものと理解しておきたい。

20 



第2軍調査の成果
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第4図 SH70002・70001平面・断面図(床面相当)
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第5図 貯蔵穴SK70280、炉70668遺物出土状況・遺物実測図

22 



A 

@ 

。

109. 7m←γ~一\ノイ7 3

B 
109. 7m 

C 
109.7m 

D 
109.7m 

例 一 、-恥
ゆ， 

i.~;;' ';'\':~ 

報 V

c' 

D' 

第6図 SH70002・70001平面・断面図(掘方)

第2草調査の成果

D 

A' 

B' 

o 1 . 80 2m  

23 



即6'601
3 

回

目。∞
・u
g

‘3 

c
m
 A A' 

A 

109.9m 

1 : 3 10cm 

5 

第7図 SH70009平面 ・断面図(掘方)

.E
C
i[
 

口

A' 

o 1:80 2m  

SH70009 (第7図)

[遺構] F5"'F6グリッドで検出された。 検出面が床面以下となったので掘方の形状のみを把握して

いる。床面に設けられた施設で存在が把握できるのは炉である。住居の中央やや奥側に35"'40cm程度の

直径をもっ不定形の熱染みが観察されている。また、貯蔵穴は設けられていない。

住居の掘方は底面をほぼ平らに保ち、壁沿いから50cmほど離れた内側に満を巡らせる。この溝は幅

0.7'" 1.2m、深きが最大で、20cmほどで、南西側に聞く馬蹄形に掘られている。柱の掘方はこの溝の内径

に沿う位置に掘られている。長手方向は芯々で2.9'"3 m、短手方向で2.6'"3 mと入口側の間隔がやや

広くとられている。

[遺物]住居掘方の溝内から土器が出土している。住居の床下に当たるので、 住居の構築時に混入した、

あるいは破片が埋め込まれたものと考えられる。 5は壷の底部~体部片である。外面は、底部付近に縦

方向のハケ調整が施される。やや上がった位置にはこの後に縦方向、上位では横方向のミガキが加えら

れ平滑に整えられる。内面は横方向のハケ調整が観察される。
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第8図 SH14215平面・断面図(掘方)

SH14215 (第8図)

[遺構]H8'"'-'H9グリッドで検出された。北側をSH14549、西側をSH14968、南側をSH14209に切ら

れ、ほとんどの部分で壊されている。検出面は掘方の底面直上である。したがって床面は失われていた。

壁溝は住居の東側・西側で一部が検出された。 Illffi15'"'-'20cm、深さは 5cm前後で、ある。柱穴は7か

所で確認された。いずれも直径40cm前後の円形で、 45'"'-'55cmの深さがある。南側のSP15942・16124、

SP16126・16125は南に挿げ替えられているものと考えられる。北西側の16157・16131も同様に、 西側

に挿げ替えられたのだろう。 15945に切り合う小穴は浅く、抜き取り穴の可能性がある。
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A' 覆土帯
l 明稼褐色シルト
2 船褐色~暗褐色シノレト
3 縄褐色シルト 床
4 鳳褐色γルト

SP15692 
i 胤褐色シノレト
2 褐色ンノレト
3 黒褐色vノレト
4 柱1Ij
5. ~恥飴色シルト
SP15986 
L >>県柏色シノレト
2 褐色ブロックと黒簡色シノレト協合
3 往痕

第9図 SH14158平面・断面図(掘方)

o 1 : 80 2什1

SH14158 (第9図)

[遺構]G8，，-，H8グリッドで検出された。西側をSH14549、北側を確認調査 トレンチT5-1に切られる。

床面 ・炉は断面では観察されたが面的に把握することはできなかった。黒褐色シルトを素材として利

用している。炉の掘方は長軸40cm、短軸35cm、深さは掘方底面から 7cm前後の楕円形状をなす。

住居の掘方は底面を平らに整え、北側に溝を設ける。溝は二重に掘られているようにみえる。南寄り

では幅0.8"-'1.45m、深さ12"-'14cmで、西側で幅広になる。北寄りの溝は住居掘方の立ち上がりに沿っ

てU字形に掘られる。|幅0.35"-'1.15mで、深さはlOcm前後で、ある。 これらは切り合いから北寄りがより

新しい。住居の拡張による掘り直しの可能性もあるが、伴う柱穴が明らかでない。柱の掘方は4か所で

検出されている。直径31"-'50cm、深さ53"-'63cmで、南側のSP15681がやや大きい。SP15692には南側に

柱の抜き取り穴と考えられる浅い小穴を伴う。柱穴の間隔は、 長手側に芯々で:'3.3m、短手側に同様に

3.1 "'-"3.l5mとほぼ揃っている。
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SP16148 
1 黒色シノレト
2 にぷい貨間色シルトと褐色プロック混合
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第10図 SH15968平面・断面図(掘方)
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SH15968 (第10図)

[遺構]H8""'I 9グリッドで検出された。北側をSH15286・14548により壊され、床面は失われていた。

住居の掘方は底面を平らに整え、溝を伴う。溝は0.8""'1.5m、深さlOcm前後で、南側に馬蹄形に巡る。壁

溝は111高30cm前後、深さ10cm程で、住居の北~東に検出された。柱穴は4か所で確認された。直径1m前

後、深さ80cmほどと大きし SP15944の断面には直径15cm前後の柱痕を確認、した。柱穴の間隔は、長手

側に芯々 で、4.3 ""'4.4m、短手側に同様に 4mとほぼ揃っている。土坑SK15523は貯蔵穴であろう。
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SH13791 (第11図)

[遺構] E 9"-' E 10グリッ

ドで検出された。南側の一

部を耕作による撹乱に切ら

れるほか、時期の判然とし

ない小穴群が北側に密集し

ている。 住居の掘方底面が

検出面となったため、西側

の立ち上がりが一部明らか

になった以外は住居の形状

は定かでない。住居の掘方

底面は平坦で、、溝は設けら

れていない。また、炉や貯

蔵穴も把握できない。柱穴

の掘方は直径35"-'45cmの円

形状で4か所に検出された。

柱穴SP13774は柱の抜き取

り穴と思われる小土坑を伴

う。 柱穴の間隔は長手方向

に芯々 で、2.1"-'2.3m、短手

方向に同様に1.9mとなる。
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SH14550 (第12--13図)

【遺構]H 10"-' 1 10グリ ッドで検出された。 南側のおよそ1/5をSH15615・16008によって壊されるほか、

耕作等による撹乱が複数入っている。

床面は住居の中央部分に残存している。周囲は検出面が低くなったために検出できなかったので、元

来は更に広く 張られていた可能性が高い。黒褐色シルトを素材としてお り、硬く敵き締められている。

炉は中央やや奥側に検出された。床面を切るかたちで長軸75cm、短軸56cm、深さ10cm程度の楕円形の

掘方をもっ。全体的に焼けて明褐色を呈するが下位に観察できる黒褐色シルトが素材として充填されて

いたものと考えられる。

貯蔵穴は確認、で、きず、元来設けられていないものと考えられる。

住居の掘方は、底面を平らに整えている。北側に幅10"-'45cm、深さ 2cm前後のごく 浅い溝がある。こ

の溝はあま りに小規模で、壁溝の残存部と考えたい。住居の立ち上がりと間隔があるので、ここから

さらに北側に拡張されているとみられる。柱穴の掘方は4か所で検出されている。SP15256・16030・

16159・15255は直径44"-'47 cm、深さ43"-'48cmと近似した規模を持つ。SPl5256は北側にほぼ同規模の

柱穴があり、柱の挿げ替えがより外側に行われていたと みられる。これは住居の拡張に伴うものの

可能性がある。SP16159は南側をより浅い小穴に切られているので、柱は掘り抜かれているのだろう。

SPl5255は抜き取り穴を伴わない。 SP16160は直径58cmの不定形で、深さは34cmで、ある。南東側に間口

が似通った小穴が複数切り合う。柱の挿げ替えや抜き取りが行われているのだろうか。

[遺物]遺物は土器・石器・石製品が出土している。

6・7はS字口縁をもっ台付聾の体部上半~口縁部片である。口径がほぼ同じなので同一個体の可能
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第13図 SH14550出土遺物実測図

性があるが、接合しなかったので便宜的に別に扱った。 外面の体部上半は縦方向のハケの後、その下に

横方向のハケ調整を加える。内面は指頭痕が多く観察される。口縁部は横方向にナデ調整され、 平滑に

整えられる。 6が床上の覆土、 7が床下の埋土から出土しているが、 7は撹乱の影響等で出土層位が狂っ

ているのだろう。隣接するSH15615の遺物が混入している と考えられる。 8は台石であり、床直上から

出土している。平坦面は敵き、 磨り両用となる。 片面の外縁部が広く摩耗して滑らかになっており細か

な擦痕が複数個所で認められるので、砥石としても用いられていたとみられる。 9は短冊形の打製石斧

である。表面には原磯面を広く残し、先端部は使用によるものとみられる細かな擦痕が観察される。縄

文時代の遺物であり、床下埋土に混入したものである。
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第2章調査の成果

SH13847 (第14'"15図)

[遺構]F9"-'GIOグリッ

ドで検出された。耕作等

による撹乱を一部に受け

ているが、遺存状況は比

較的良好で、あった。検出

面が床面直上となったの

で壁の立ち上がりは明ら

かでない。

床は主に住居中央部に

認められた。 検出段階で

周囲が若干 ドがってし

まったので、 元来はほぼ

全面にわたって張られて

いたものと推測される。

褐色シル トと黒褐色シル

トが混合したものを材料

としてお り、 2cm内外の

厚みで硬く蔽き締められ
2m 
ている。床面上には脆弱

な覆土による直径30"-'35

cmの円河手のプランカ~3か

所観察された。これらは

柱痕跡の一部と考えられ

る。

炉は中央部やや北寄り

で検出された。 直径50cm第14図 SH13847平面・断面図(床面)

前後の円形を呈し、炉の上面は失われて中位以下が焼け締まった状態にあった。

壁溝は認められず、貯蔵穴も設けられていない。

住居の掘方は、底面が平らに整えられ、内側に溝が掘られる。溝は住居掘方の下端から30"-'95cm内側

に全周するかたちで掘られており、幅は0.34"-'1.27mと西側が著しく広く、東側の北寄りで、極端に狭く

なる。深さは3"-'lOcmで、やはり幅の広い部分がより深く掘られる傾向がある。この溝とは別に、北西

側の掘方下端に沿うように幅15"-'40cm、深さ 4"-' 6 cmの小規模な満が設けられる。柱の位置関係から、

構築段階の壁溝である可能性がある

柱の掘方は、 5か所で検出された。 SP15893と15892など切り合う位置関係にあるので、 当初は柱の

抜き取り穴が掘られているとみたが、SPl5787と15788のように切り合わないものも認められるので、

それぞれはすべて柱穴であると考えた。したがって、住居は南東側にあるSP15785だけを従来の位置の

まま置きながら、 3か所の柱をすげ替えて北西側に若干量の拡張を伴って建て替えられたものと考えら

れる。当初の柱の間隔は長手方向には芯々で、2.7m、短手方向で2m、建て替え後の柱の間隔は同様に

3 "-'3.2m、2.5mとなり、柱で固まれる空間だけをみればおよそ2.5m広くなっている

[遺物]床面上の覆土から土器が出土している。 10は壷の頭部~口縁部片である。全体的に風化する。
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外面は頚部付近では斜め方向、口縁部付近は縦方向のハケ調整によって整えられる。内面は口縁部に斜

め方向のハケ調整が認められる。口縁部は折り返し口縁となり、外面をやや丸く収めている。

SH16008 (第16図)

[遺構]H9'"'-'I10グリッ ドで検出された。床面では北側の1/3程をSH14550・15615により、掘方では

1/4程をSH15615によって壊されている。

床面は、切り合う住居に近い部分は失われている部分が多いが、南側のほぼ全域に認められた。黒褐

色シルトを材料として2'"'-'4 cmの厚みで、硬く敵き締められている。床面上には脆弱な覆土による直径15

'"'-' 18cmの円形のプランが2か所観察された。これらは柱痕跡と考えられる。

炉は検出できた範囲の北側縁に検出された。この位置は住居の中央やや奥側にあたる。床を一部切り

込む形で、長軸1.15mの楕円形状の掘方が穿たれ、明黄褐色粘土を内部に充填し上面を炉として使用して

いる。この掘方は住居の規模に比べてやや大きいので、複数回の改修を施している可能性がある。

貯蔵穴は、 南東側の壁近くに設けられている。直径42'"'-'53cmの情円形をなし、 東寄り部分が深さ29cm
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第2章 調査の成果

と円形にひときわ深く掘ら

れている。

/ 壁溝は、l幅10"-'15cm、深

さ2"-' 6 cm程で、一部で途

切れている。南北方向の断
一土 11 D-i 

~ 面でみると、掘方の立ち上A' 
がり まで床面が設けられて

q IVH 11¥1 いるので、 壁溝が検出でき

。
¥¥¥1 

なかった部分には元来設け。 宅瓦f られていなかったものと考

回切l
えられる。

住居の掘方は底面が平ら

に整えられ、西側に溝が掘
s 

られている。溝はIP&j0.75'"ー
磁土帯 A 

2 ~ ~ 6 ~ ，5 
A' 

1 胤褐色色yノレ ト 床橿土 1.5mと中央付近が内側に2 鳳約 γノレ ト 110.5m 
3 鵬褐色シルi 埋土
4 場l綜相色シノレト 燦土

突出する。深さは4"-' 7 cm 5. ，鳳問節色制巴色粘土 炉粘土
6 シノレ ト
7 時侶色シルト

で、北側に行く に従って

徐々に深くなっている。住

居の北側には幅15"'22cm、

深さ 3cm程度の壁潜とみら

れる細しミ溝がへの字形に掘

一一一-wg・on られている。この溝は床面
ヨ ヨ

日 が残存する部分の壁溝と不
4' 

/ /0 {/// 整合な位置にあるので古い

段階の壁溝であると考えら

れ、この位置から北西側の

壁溝の位置まで拡張されて

いる可能性を高く感じる。

前l IIII( ) |ヤ 「~~三宗主三 可! 柱の掘方は4か所で検出し

F 手G

L~町市日ゴト
た。 柱の間隔は長手方向に

は芯々で、2.3"-'2.4m、短手
羽

方向で、2.3mとほぼ正方形
耳

である。柱穴SPl6014に切

り合う小穴は柱の抜き取り

{ 【 穴と考えられる。

C c' 
SPI6120 110.5m 
1. I!I飴色シノレ ト 床
2 血色ンノレト 控償
3. ~Hll色シノレト 哩土
SP'6053 
l 制色三/ノレ ト 住痕
2 鳳惜色シノレト
SPI6014 。 1 : 80 2m 
l 鼎色シルト
2. I出邑プロ ックと ~lrJ色ブロ シク混合

第16図 SH16008平面・断面図(床面・掘方)
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SH14347平面・断面図(床面)

SH14347 (第17"'18図)

[遺構]H 10"-' 1 11グリッドで検出された。楕円形を呈する住居ではもっと も大きなうちの一軒である。

一部に耕作による撹乱を受ける以外は大きな破壊は被っていない。検出面は床面直上となったため、床

上の覆土は把握できなかった。

床面は、住居のほぼ全域で検出された。黒褐色シルトを用いて3"-' 5 cmの厚みで、硬く敵き締められ

ている。床面上では住痕と考えられる直径38cmの円形のプランを 2か所で見出した。これらは柱穴

SP15709・15711の場所にあたる。他の2か所は不明瞭で、把握できなかった。

炉は住居の中央やや奥側に設けられているが、撹乱等の影響で一部が失われていた。直径90cm、深さ

lOcmの円形の掘方内に褐色粘土が充填されている。頂部は平坦で、、赤褐色に焼け締まっていた。

壁溝は認められなかった。掘方上でも検出きれなかったので備えられていなかった可能性もある。

貯蔵穴も把握できなかった。柱穴SP15714の南側の掘方上に柱穴と同等の深さをもっ四角形状の小穴
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SP15706 
1 鼎色シノレ ト 柱痕
2 鳳褐色yノレト
3 鵬褐色Vノレト
4 褐色シノレト
SPlS709 
1 蝋色シルト 往痕
2 属褐色γノレ卜
3 鵬褐色yノレト

SPI5711 
1 臨色 Yノレト 桂瓜
2. ~民俗色二ノノレト
SPl5714 
1 肌色ゾノレト 往歳
2 肌飴色シルト
3 凧仙色シノレト

第2章調査の成果
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第四図 SH14347平面・断面図(掘方)

がある。これが貯蔵穴の可能性もあるが確証を得られなかったので図中では撹乱扱いとした。

住居の掘方は底面を平らに整えて溝を備える。溝は東側に開く馬蹄形状をなす。幅0.6"-'2.14m、深

さ1"-' 1 Ocmとなる。北側は概ね同じ幅に掘られるが、南側では幅の差が著しい。 特に南端付近で浅く 1I1日

広となる。住居の立ち上がり に接するのは南側の一部のみで、他の部分は0.35"-'1.2mの幅で、テラス状

の平面を残している。

柱穴の掘方は4か所で、検出された。直径0.62'"'-'1 mと著しく広く掘られている。いずれの柱穴の断面

でも柱痕が確認された。 l幅30cm前後と太い。このたくましい柱を据えるために柱穴は広く掘られたもの

と理解される。 この太さは床面上で検出された柱痕の直径とも合致している。このことから、床は柱の

際まで張られていたこ とが分かる。柱穴の間隔は長手方向に芯々で、4.2 '"'-'4.4 m、短手方向で同様に3.4"--

3.6mと広い。
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SH14346 (第四国)

【遺構] I 11グリ ッドで検出さ

れた。 北側をSH14235、南側を

SH14236、上面を耕作に伴う撹

乱によって壊されている。西側

の一部に住居の掘方と思われる

部分を観察したが、住居の検出

面を撹乱の下位に求めたため、

構造の多くが失われた状況で把

握された。

柱穴は4か所で検出された。

SP15712はややひしゃげている

が、他は直径32"-'42cmの円形を

呈する。 SP15712は都合三つの

小穴が切り合っており、複数回

に柱の挿げ替えが近似した位置

で行われたと考えられる。 他に

は挿げ替え・抜き取り等の痕跡

を見出すことはできなかった。

柱穴の間隔は長手方向で芯々に

2.85"-'2.9m、短手方向で同様

に2.3"-'2.6mとなる。 第19図 SH14346平面・断面図(掘方)

炉 ・壁溝は確認できない。貯蔵穴も住居のプランが不明瞭なので特定できない。あるいは、 SP15920

南側にある土坑状のくぼみが該当するのだろうか。

SH14322 (第20-21図)

【遺構] I 9'"" J 10グリッドで検出された。南側でSH18109、東側でSH14319・15315、北側で

SH14323を壊している大型の住居である。検出面が下がったために床面は失われており、住居の構造は

掘方の底面でのみ把握するこ とができた。

住居の掘方は底面を平らに整え周囲に溝を備える。溝は南側に開く馬蹄形を呈し、幅0.7"-'2.1m、深

さ2"-' 8 cmの規模がある。北側が著しく太く、東側は 1m内外で、比較的整っている。掘方の内部にはH

層に起因すると考えられる褐色粘土粒を含む黒褐色シルトで埋められている。 掘方の掘削の際に出た撹

押された残土を用いたものと考えられる。

北側縁には幅16"-'28cm、深さ 3"-' 5 cmの壁溝が残存している。南側まで巡るかは明らかでない。

炉は住居の中央やや奥側に設けられている。一部を撹乱に切られ上面は失われる。長軸90cm、短軸72

cm、深さ12cmの隅丸方形状の掘方を有し、内面に褐色粘土を充填する。 上面は熱により赤化している。

中央部は周囲より10cm程度円形にへこんでいる。 SH15325や52984の炉のように、 周囲に土手状の高ま

りをもっ形状であった可能性もあろ う。掘方の深さの事例から、 検出された炉の上面と床面は検出面か

ら5cm内外の高さに存在した可能性が高い。

柱穴は4か所で検出された。 直径56"-'94cmの円形ないしは楕円形を呈し、 SP15758以外は大型である。

住居の掘方埋土を切って設けられるので、 掘方内をある程度埋めた後に間隔を測って掘削されていると

考えられる。 柱穴には挿げ替えによる切り合いはみられない。SP15987の東側に切り合う土坑は住居廃
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SPI5802 
1. !m日色シル 卜
2. J.U尚色γノレ ト 位前
3. !.U侶色シル 卜
SP15800 
1 山地色シル ト 住阪
2 ・.'.¥Ill色γノレト
3. :.!I削色ンノレト
SPJ5987 
!. I.lllll色ンノレト
2. I自色シノレトと晴尚色フロック混合
3. .'.凪尚色ンノレ卜
4. t主岨
SP'57SS 
!. lJIl白色シルト
2 風船色ンル卜
3 別ぬ色:ソノレト 住痕
4 何色シル ト
5 山Jf)

覆土等
1. ~，~飴色シノレト 岨土
2 胤柏色シノレ ト 咽土
3 胤i品色シノレ卜
4 ・E他色シノレ卜 竪ilt
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第20図 SH14322平面・断面図(掘方)
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絶後に建てられた掘立柱建物の柱穴である。柱穴には

いずれにも断面で柱痕が確認されている。柱穴の間隔

は長手方向に芯々で、3.8m、短手方向で、同様に3.3mと

整然としている。

貯蔵穴は南東側の縁に設けられている。貯蔵穴

SK15995は長軸60cm、短軸55cmの隅丸方形状を呈し、

41cmほどの深さがある。東側には同じ幅で、50cmほどの

長さがある深さ27cmの土坑15996が伴っている。貯蔵

穴に接してより浅い土坑が設けられる例はSH328の貯

蔵穴SK2302やSH1313の貯蔵穴SK3081に見受けられ

る。これらの事例に対してはやや深めではあるが、貯

蔵穴の蓋受けのような機能を有していたのかもしれな

しユ。

16249 

日
吋

.0
J
[」
[

〈

l 褐色粘土
2. I!I褐色シノレ ト
3 困層

o 1 : 20 50cm 

第21図炉16249平面・断面図

SH14242 (第22図)

【遺構] 111'""J11グリッドで検出された。南側をSH14250に、北側をSH14239に、一部を掘立柱建

物SB80013によって切られている。 SH14239は隅丸方形の竪穴住居であるが、掘方がSH14242よりもか

なり浅いためにSH14242の多くを壊していない。一方、南側のSH14250の掘方はSH14242よりも深く、

全体の1/5程度が失われている。

床面はより上位にある黒色シルトの下で検出された。北側の立ち上がりから80cm程度は床が設けられ

ていない。この南側から始まる床面は黒褐色シルトを用いており、床の設けられない部分から 2cm程の

盛り上がりをもって3'"" 4 cmの厚みでお張り込まれている。南側では 8cm前後と著しく厚くなる。床面上

でドは直径16'""26cmの円形のプランが2か所検出された。 これらは柱痕であると考えられる。

炉は住居の中央付近に設けられている。長軸90cm、短軸50cm程の楕円形をなし、 東側に一部が突出す

る。内部には下位に焼土の混じった黄褐色粘土を充填し、上位に均質な黄褐色粘土を貼り付ける。この

掘方は床面を穿っており、さらに床面を覆う黒色シルトをも切っている。 この状況から、 この炉は残存

する床面に伴うものではなく 、黒色シルトでかき上げされた上に床面が設けられていたことを物語って

いる。また、炉の覆土の下位に混じる焼土は従来存在していた炉の残材であると考えられる。この炉は

従来の炉の位置に再構築されているものと推測される。

壁溝は検出されなかった。断面でも見出すことはできず、設けられていなかった可能性がある。

貯蔵穴は南側のSH14250の掘方底面でも見いだせないので、備えられていないものと考えられる。

住居の掘方は底面を平らに整え北側に小さな溝を備える。北から西側にかけては住居の立ち上がり際

まで、は幅20cm、3'"" 8 cmの高きでテラス状に掘り取られなかった部分が巡っている。溝は幅30cm前後、

深さ 4cmである。この部分以外に溝の痕跡はなく、部分的な掘削にと どまっている。

柱穴は4か所で検出された。このうち東側のSP15900はSH14250の掘方底面で見出した。直径50'""

80cmの円形ないしは楕円形状を呈する。 SP15965は南側に切り合う小穴があるが意凶は明らかでない。

15965より23cm浅く 、15965の断面に柱痕が観察されることから外側に挿げ替えられたとも考えにくい。

SP15900を除くいずれの断面からも柱痕が観察されている。柱穴の間隔は長手側に芯々 で、2.4'""2.55m、

短手側は同様に2.2'""2.3mを測る。

[遺物]遺物は床上の黒色シルトから土器が出土している。 11は小型の査である。ハケ調整の後、底部

付近のみ縦方向のミガキを加えて平滑に整えている。
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説士電事
l 鳳色""レト SHJ4239覆土
2 鳳色シルト SH11239床
3 凧色シJレト SHJ4239埋土
4 貨褐色粘土 SH14242炉
5 再色ンル卜 SHl4242置土
6 再褐色シノレト SHI4:242床
7 皿色ンノレト SH!4242 
8 属色シル卜 SH14242床
9 鼎色""レト SH14242 
10. I!I褐色シノレトと貨褐色粘土混合
II 煉土と揖例色粘土炉
12 鳳褐色ンノレトと暗!!l色シルト混合
13. I!I褐色シルト
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1. 11¥色ソルト住庖
2 鳳槌色シノレト
3. HH品色シノレトと持制色粘土混合
SPI5961 
1 県色ンルト 住痕
2 鳳i!l色シノレト
3. III伯色シルト
4. 1111'..色ンノレトと貨ぬ色粘土混合
SP15962 
l 鳳色ンノレト 住瓜
2. m~日色ンノレ 十
3. I.lJiu色ンノレト‘ヨ
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第22図 SH14242平面・断面図(床面・掘方)
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SPl5730 
1 鳳褐色ンノレト
2 鳳色シノレトと褐色粘土混合
SP15703 
l 胤禍色ンノレト
2 褐色シノレト
3 胤色シルトと褐色粘土混合
SP15736 
l 胤褐色ンルト
2 褐色シルト
3.1r..色シルトと禍色粘土混合
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111. Om 

SH14356 (第23図)

[遺構JHIIグリッドで検出
された。南東側をSHl4347に

よって壊されている。 検出面

が床面以下に下がっているの

で、 床面以上の施設はほぼ失

われた状態であった。床面に

設けられた施設で存在が把握

できるのは炉である。住居の

中央やや奥側に30"-'40cm程度

の直径をもっ楕円形状の熱染

みが観察されている。また、

貯蔵穴は設けられていない。

住居の掘方はほぼ平坦でー、

溝は設けられていない。 内部

には I層と H層が混合した

黒色~黒褐色シルトを主体

とする埋士が充填されてい

る。 柱穴の掘方は4か所が把

握された。うち南側にあたる

SPl5703は隣接するSHl4347

の掘方上で検出されている。

直径55"-'75cmの円形状を呈し、

いずれも住居掘方の縁に沿う

位置に掘りこまれている。南

側のSPl5703は一部が検出さ

れた掘方のラインよりも外側

に出るので、元来はひと回り

大きな住居掘方が設けられて

いた可能性がある。断面では

SPl5735を除くいずれからも

柱痕と思われる堆積を把握し

ている。 また、 SP15736は複

数の穴が交錯しているので、

抜き取り穴によって柱が北側

に倒されている可能性が高い。

柱の間隔は長手方向で2.2"-'

2.4m、短手方向で、2.2"-'2.5m

と入口方向がやや幅広となっ

SH14356平面・断面図(床面・掘方)第23図

ている。
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第2章調査の成果
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第24図 SH14703平面・断面図(床面)

SH14703 (第24----27図)

[遺構]H12グリッドで検出された。 一部が歴史時代の溝SD13387や確認調査トレンチTト3に切られ

るが、床面以下の迫存状態は良い。検出面は床面直上であり、覆土は把握できなかった。南側の床面上

からは焼けた木材が出土し、炉とは異なる位置に焼土が認められるので焼失しているものと考えられる。

床面は広い範囲で認められたが、炉の北側で検出できない部分がある。暗褐色シルトを用いて 1"'3

cmの厚みで、硬く敵き締められている。床面上では掘方の間口に近似した規模で柱穴が観察されている。

全ての柱穴で断面を確認できていないので断定できないが、柱の周囲に床が設けられていなかったか柱

の周囲のみを掘って柱を引き抜いているのかもしれない。

炉は住居の中央やや奥側に設けられている。直径80cm、深さ 8cmの掘方内に、褐色粘土を充填する。
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第25図 SK15209遺物出土状況・遺物実測図

頂部は床面より 3cm程度盛り上がった
】

位置にあり、赤褐色に焼け締まる。南 N 

側には長き35cm、|幅15cmの自然礁を置

く。この様は構築時から据えられてい 14703 

たもので掘方埋土に充填された褐色粘 / 
土に一部が食い込む。

壁溝はSD13387の北西側に検出され

た。幅26""'60cm、深さ 3""' 13cmで、南 _t.---

側が太く、深くなる。

貯蔵穴SK15209は南東隅に設けられ

ている。長軸95cm、短軸77cmの=角形

状で、深きは26cm程度となる。内部か

ら頚部以上が割り取られた査が横た
A 

わって出土している。 110.8m 

住居の掘方は底面を平らに整え、溝

を設けない。 掘方底面の周囲には床面

13 

1 : 3 10cm 

¥ /弘y-

上で検出された壁溝の内側に別の壁溝 。 1 : 20 

が存在することが明らかになった。北

東・南西部分は一部で重複するが北西 第26図 SH14703炉平面・断面図

側で、は40cm、南東側で‘は80cm内側に入った位置にある。幅24"-'37cm、深さ 3""' 7 cmとなる。

A' 

50cm 

柱穴の掘方は4か所で検出された。直径35""'64cmの円形をなし、 南よりの2か所には近似した規模の

柱穴同士が切り合っている。また、 SP15205と15207にはより浅い三角形状の平面をした小穴が切り合っ

ている。柱の抜き取り穴であろうか。 南寄りで切り合う柱穴SP15207・15898と15935・15899は、各々
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第27図 SH14703平面・断面図(掘方)

第2i;i 調査の成果
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深さも極めて近似している。断面で確認できなかったので残念であるが、 内側から外側へ挿げ替えられ

たと考えられる。これに連動して住居が拡張されたのであろう。

[遺物]遺物は床面上と貯蔵穴から土器が出土している。

12は複合口縁をもっ大形査の口縁部であり、 SP15207に相当する柱痕の脇の床面上から出土している。

一部にミガキがみられるが風化が激しい。口縁部外面にはやや外傾する平坦面を作り、棒状の浮文を貼

り付ける。口唇部は矩形に整えられる。 13は貯蔵穴SK15209から出土した査である。口縁部は割り取ら

れて失われている。外面はハケ調整を施した後にナデ消しているが底部~腰部に調整痕が残っている。

胴部上半から頚部にかけてはハケ工具によ る斜めの刺突を連続させて羽状の文様を作りだしている。
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SPl8157 
1. I!I色シル ト 柱痕
2 風色シルト
SPISl59 
1 瓜色シルト 柱癌
2 黒色γノレ ト
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第28図 SH18057・18109平面・断面図(床面・掘方 ・炉)



第2章調査の成果

SH18057・18109(第28-29図)

[遺構] J 10グリッドで検出された。 SHl8057と18109は隣り合う小型の住居で、あるため、 ここでまと

めて記述する。いずれの住居でも床上の痘土以下の状況を把握する ことができた。

SH18057は南側のおよそ半分が調査区外となったため、 北側半分を調査したにとどまった。

床面は住居の縁辺部を除くおよそすべての部分で検出された。 黒色シル トを混入する黒褐色シルトを

用いて2---.... 4 cmの厚みで、敵き締めて造られている。この面ですでに掘方と同等の範囲で柱穴が2か所検

出きれている。柱穴の範囲は床が張られていなかった可能性を感じさせる。

壁溝は、床面上では検出されなかった。ただし、 掘方まで掘削した際に北西側の縁辺に壁溝とみられ

る1[1面20cm前後の細い溝を検出しているので、元来は壁溝を備えていたものと推測される。

炉は、調査区際で検出されている。直径56cm前後の不定型をなし、頂部は平坦で床面から1"'-'2 cm盛

り上がっている。黄褐色粘土を素材に用い、西側の一部が床由ー上に乗っているので、 床をある程度整え

た後に一辺58cmほどの隅丸方形の小土坑を穿って炉に用いる粘土を別途張っているものと考えられる。

住居の掘方は、 底面がほぼ平らに整えられる。内面に溝は設けられない。この ヒに黒褐色シルトを 2

"" 6 cmの厚みでト入れて均した上に床が張られる。柱の掘方は北側にあたる 2か所が検出されている。断

面で、は1[1高10cm程の柱の痕跡が観察された。東側のSPl8159は北側にやや浅い小穴が掘られているので、

柱が抜き取られて転用されているものと考えられる。柱穴聞の距離は芯々で、2.15mを測る。

[遺物]遺物は炉の北西側から土器、石製品が出土している。土器は I個体分の台付懇であるが、台部

と体部は接合しない上、 小片に割れて破損が著しいので図示できない。また、台部と体部は離れた位置

にあり口縁部も出土していないことから、 意図的に破壊されて一部の破片が床面に遺棄されたものと考

えられる。石製品は台石で、 炉から1.4m離れた壁|擦に置かれていた。

SH18109は18057の北東側に60cm程度離れた位置に検出された。北側の1/3程度はSH14322によって壊

されている。北側で、掘方の上端が内側にカーブしてくるので、円形を呈するものと考えられる。

床面は中央付近の一部で確認された。周囲は窪んでいるので、元来床が設けられていたのは中央部分

のみであった可能性も否定できない。 床面に相当する高きでは、住の存在を確認する ことはできなかっ

た。 また、貯蔵穴も設けられていない。

住居の掘方は、底面が平らに整えられ、西寄りに満が設けられる。溝は住居掘方の下端から15---....25cm

ほど内側に幅70cm前後で、掘られる。深さは4cmほどと深くはない。これらの上に黒色シル トが5'"""' 10cm 

入れられた上位に床が設

/日

略 。 1 : 20 50cm 

第29図 SH18057遺物出土状況

18057 

けられる。 掘方埋土の頂

部は、 床が残存する中央

部分から縁辺にかけて 5

cm程度下がっている。住

居の掘方下面でも明らか

に柱穴と断定できる遺構

は検出されなかった。住

居自体が直径2.5m程度

とすこぶる小さいので、

掘方外に埋め込んだ複数

の柱を円錐形に組み合わ

せた構造であったのかも

しれない。
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SP15338 
1 鳳色γノレト 柱痕
2 副色γノレト

3 貨褐色、ンルト 110. 6m_~2~1 
SP1S330 
l 刷褐色シノレト 柱痕
2 賞褐色シノレト
3. !臨色ンノレト Jt'の般による撹乱
SP1S327 
l 鼎柑色シルト 住痕
2 鳳色シノレト
3 賞禍色yノレト
4 蹴褐色シルト
5 鮒褐色シル ト
6 保褐色シノレ ト
7 肌色Yノレト
SP1S326 
1 縄褐色シルト 住痕
2 鮒褐色シルト
3 黒色シノレト

。。
E
U
.
C
H
H
 

E
 

」二 種土峰
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2 風間色シノレト
3 黒色シノレト
4 粘土 炉

，<1 

C 

C 

110.6m 

一一一_.._.~

第30図 SH15325平面 ・断面図 (床面 ・掘方)
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SH15325 (第30---31図)

{遺構] L16"'-' L17グリッ

ドで検出された。南側を

SH13021に、北東側の一部を

耕作による天地返しによって

壊されて全体の3/5程度が残

存している。検出面は床面直

上となり、 床上の覆土は把握

できなかった。また、住居の

壁も失われている。

床面は残存する範囲のほぼ

全面で見出きれ、ほぼ水平に

張られている。黒色シルト を

素材に用い、 2"'-' 5 cmの厚み

で硬く敵き締められている。

住居の北側では柱痕が2か所

で検出された。 直径40"'-'55 Clll 

の円形ないしは楕円形をなす。

いずれも断面で観察された柱

の太さよりも幅が広いので、

柱の周囲には床が張られてい

なかった可能性がある。柱穴SP15327の範囲で東側に切り合う小穴は、断面に見るように柱の抜き取り

穴である。床を穿って掘られており、柱を外側に倒して抜き去っているようである。

炉は住居の中央やや奥側に設けられている。床面を切るようなかたちで掘方を設け、褐色の粘土を充

填している。この粘土は東側に厚く盛られ西側に開く C字形に土手状の高まりを作る。この高まりは東

側に幅が広くおよそ40Clllを測り、末端に行くに従って細くなる。高さは床面から最高で4Clllほどとなる。

西側にも土手状の高まりは作られるが小規模で、、高きも 2"'-' 3 cmとやや低い。炉の中央は長軸40Clll、短

軸30Clllの楕円形状で、底面は土手状の高まりの最高所から16cmほどへこませて、平らに整えられる。

壁溝は平面・断面双方で確認できない。設けられていなかった可能性も高い。

貯蔵穴も明らかでない。柱穴SPl5330の南側にあたるSHl3021の掘方底面にはいくつかの小穴がある

ので、そのいずれかが該当する可能性がある。

住居の掘方は底面を平らに整え、周囲に溝を設ける。溝は0.85"'-'1.95m、深き 4"'-' 6 cm程度となる。

SHl3021の掘方が更に深いので南側では明らかでない。

柱穴の掘方は4か所で検出された。北側で、は直径70"'-'90cmの円形をなし、 SPl5326はひときわ大きい。

断面で認められた柱痕も最も太いため、柱の直径に比例して大きく掘られているものと考えられる。南

側の二つの柱穴はSHl3021の掘方下で検出されたため本来の間口は失われている。残存部の形状から、

SPl5327に似た規模であったろう。いずれの断面からも13 "'-'24clllの幅で、柱痕が観察された。 SPl5326以

外はlOcm台半ば程度となる。 SPl5327以外は抜き取りの痕跡は確認できない。柱穴の間隔は南北方向に

芯々 で、3.1"'-'3.25m、東西方向で、同様に3.3"'-'3.5mと、柱で固まれる空間は東西方向がやや長い正方形状
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第31図 SH15325炉平面 ・断面図

となる。

第2章調査の成果
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SH14250 (第32"'33図)

【遺構] J 10""' J 11グリ ッドで検出された。中央西側に小型の隅丸方形の竪穴住居SH14390が重複して

いる。 また、南側に展開する掘立住建物SB80012の柱穴が上位から切り込んで、いる。検出面が下がった

ため床面は失われているが、炉の一部が検出されたため床面に近接する高さであると判断してこの位置

で、-EL記録を取った。

炉は住居の中央やや奥側に設けられている。薄い熱染みとして検出された。西側をSH14390により切

られるが、直径60cm程度の円形を話するものと思われる。東縁に拳大の礁が置かれていた。

貯蔵穴は西側縁にあるSK15472が該当する。長軸80cm、短軸60cm程度の隅丸方形状を呈する。深さは

検出面から23cmであるが、床面上からでは45cm程あったものと推定される。南側の1/4程をSH14390の

柱穴SP15917によって切られている。

壁溝は把握できなかった。 A-A'断面の東端ではわずかな落ち込みが観察されたが平面的に把握で

きず、掘方上でも認められなかった。元来設けられていなかった可能性がある。

住居の掘方は底面を平坦に整えて、一部に溝を備えている。溝は南側と北側3か所に途切れており、

いずれも不定型に掘られている。

南側の溝が最も規模が大きく 長さ5m、幅OS-...-2.2m、深さ2""' 9 cmを測る。 内側の立ち上がり は蛇
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第33図 SH14250平面・断面図(掘方)

行しており、西寄りがより広く、東側では貧弱になる。多くの部分は2"-' 3 cmと浅いが、 柱穴SP15244

と貯蔵穴15472の聞が最も深くなる。

北縁の溝は長さ205m、幅0055"-'1.15m、深さ 2"-' 3 cmとなる。西寄りの幅が広く東に行くに従い狭く

なる。立ち上がりは南側の溝と同様に蛇行している。

北西縁の溝はSH14390の影響で一部のみが検出された。 l隔1.3m、深さ3cmとなる。この部分の最も幅

が広い一部であろう。

住居の掘方内部には黒褐色~暗褐色シルトが敷き均されている。複数の層位が水平に重層しており、

中位にのみ田層に起因する黄褐色のブロックを含んでいる。

柱穴は4か所で確認されている。直径50"-'90cmの円形が主体で、 北寄りにあるSP15246・15751は単

独である。南よりにあるSP15244、SP15914は近似した規模の柱穴が切り合っている。恐らく、内側か

ら外側へ住を挿げ替えているのだろう。プラン自体には移動が認められないので、拡張は伴わなかった

ものとみられる。柱穴の間隔は長手方向に芯々で、挿げ替え前が306m、挿げ替え後が309mとなり、短

手方向では3"-'305mとなる。
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第34図 SH51495平面・断面図(床面)

SH51495・54523(第34"'35図)

[遺構] 117"'118グリ ッドで検出された。東側の一部を周溝墓SZ51497に、西側の一部を歴史時代の

溝SD50676に切られるが、ほぼ全体の形状を把握する ことができた。床面上には黒褐色シルトが10"'20

cmの厚みで、残存していた。

床面は住居の多くの部分に認められた。黒色シルトを用い、 2'"4 cmの厚みで、硬く敵き締められてい

る。床面上で、は直径48"'75cmの円形のプランを4か所で検出した。柱穴の掘方の間口と同等あるいはー凶

り小さく、 SP54418に相当する部分以外では掘方の調査で柱痕が認められたので柱の痕跡と考えられる。

ただし、住痕の太さよりも広いので、桂の周囲には床が張られていなかったものと考えられる。

炉は住居の中央やや奥側に設けられている。直径90cm、深さ 7cmの円形状の掘方内に黄褐色粘土を充

填し、南東側にわずかな土手状の盛り上がり を作る。上位は褐色に焼けている。さ らに頂部に褐色粘土

を2cm程の厚みに敷いて、長軸70cm、短軸45cmほどの楕円形の平坦面を整える。この面に焼けた痕跡は

みられない。補修のために粘土を盛ったものの、使用しないうちに放棄したのだろうか。
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第2章調査の成果

SP54410 
1 風色シノレトと鼎褐色・別賞褐色粘土混合
2 鳳色シノレトと鼻褐色 褐色粘土混合
3 鳳色γルトと黒褐色褐色粘土混合
4. !II褐色シノレ卜 往復
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SP5<1405 
1 鳳尚色シルト 住日間¥:c
2 凪褐色yルト 住穴明土
3 明前褐色帖土プロ ック 柱穴J'I!土
4.1¥¥色ンノレト 住磁
5. 11¥;且色ンルト 柱穴埋l土

o 1 : 80 2m  

第35図 SH51495平面・断面図(掘方)

壁溝は住居の立ち上がり際を全周する。|幅16.-.... A6cm、深さ 2--..... 14cmとなり、西側の一部で2本が重複

する。貯蔵穴は南東側の壁際にあるSK54408が該当する。一部で、壁溝を切っている。

住居の掘方は底面を平らに整え、溝を設ける。溝は0.7--.....1.26m、深き 8--..... 10cmとなる。西側で途

切れがちとなる。柱穴の掘方は4か所で検出された。直径48--.....75cmの円形あるいは楕円形を呈する。

SP54418、54405・54406は複数の柱穴が切り合っている。同位置で挿げ替えられている可能性がある。

SH54523は主にSH51495の掘方底面で検出している。柱穴はさらに切り合う隅丸方形の住居SH51496

の住穴を除外したSP54413・54415・54417・54419がセットになると考えられる。貯蔵穴は該当する土

坑が見当たらない。この住居の掘方の一部は北西側に見え、外周に溝を備えていることが分かる。この

ように、 SH51495は54523にほぼ重複する範囲に新たに建て替えられている。

[遺物]14はSH51495覆土から出土した台付き翠の肩部~口縁部片である。外面は横方向のハケ調整の

後、口縁部を縦方向に掻き上げる。内面は板ナデの後、口縁部に横方向のハケ調整を加える。

‘コ

A 
111. 1m 
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橿土輔
i 鼎褐色、ンノレト 橿土
2 鳳色γノレト 橿土
3 鳳褐色シノレト 床
4 褐色シノレト 坦土
5 鳳色γノレト !!li障橿土
6 褐色シルト 埋土
7 鳳褐色シノレト 盛tlt
8 明黄禍色粘土と褐色シルト混合 床
9 黒褐色yノレト 埋土
10. nll 
11 黒筒色シルト
12 部褐色、ンノレト

g
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第36図 SH52984平面・断面図(床面)遺物実測図
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SH52984 (第36""'38図)

[遺構] L17'"" L18グリッドで検出された、

SH328と同様に軸をほぼ南北にとる稀有な住居で

ある。 一部を耕作による撹乱に壊されているがほ

ぼ全容を把握されている。 北側のおよそ1/5には

床面上の覆土である黒色~黒褐色シルトカ'IOcm内

外の厚みで残存しているが、 南側の多くは撹乱除

去により検出血ーが下がっているので最終床面の直

上での検出となった。

床面は2面あり、当初の床面の形状をSH52984

(第36凶ド)、 最終の床面の形状を

(同図上)と区別した。南側~東

側では当初の床面上に直接最終の床面が張り込ま

れるが、西~北側で、は黒褐色シル トを当初の床面

上に 6'"" 8 cm敷いた上に最終の床面が張られる。

これらの床の間には、壁溝部分の床の断面でも明

らかなように過渡的な利用が一時なされていたよ

うである。その!と その2の聞には若干の使用時

期の差があったものと考えられる。最終の床面上

には脆弱な覆土による直径14""18cmの円形のプ

ランが lか所観察された。 これらは柱痕跡と考え

られる。一方、当初の床面上では掘方で検出され

た規模とほぼ等しい規模で柱穴が4か所検出され

ている。当初の床面は柱の周りに床面が張り込ま

第37図 炉54708・粘土塊平面 ・断面図 れていなかった と考えられる。

当初の床面は明黄褐色粘土と暗褐色シルトを混合して素材とし、厚さ 2"" 4 cmで、張られる。最終の床

面は黒褐色シルトを用いて 1"" 4 cmの厚みで、張られている。いずれも硬く敵き締められる。このよう に

厚みは近似するが、 上下の床面の素材は異なったものとなっている。当初の床面を設ける際には、掘方

掘削によって掘り上げられたII~.~皿層を床面の素材として取り置いていたのだろう。 一方、最終床面を

設ける時点ではII'"困層の掘削を伴っていないので、同質の素材を得ることはできない。このような過

程で当初の床面と最終の床面の材質が異なる ことになったのだろう。

床の高さは、 東西方向では当初床面が西に向かつてやや下がっているが、黒褐色シル トを敷き均すこ

とによって最終床面では水平に補正されている。一方、南北方向にはほぼ水平で、あったものの、最終床

面では北側が次第に高くなっている。住居の奥側をテラス状に高くするつもりだ、ったのだろうか。また、

最終床面上には炉からおよそ 1m隔てた北側の壁近くに人頭大の粘土塊が置かれていた。当初は土器製

作に用いる素材かと考えていたが、化学分析の結果異なることが明らかになった。炉や床の補修材であ

ろうか。このような粘土塊を住居内に遺していた例は、他にSH1307にある。

壁溝は北西側で二重になって検出されている。内側の壁溝が当初床面、外側が最終床面に伴うもので

ある。断面で観察すると、東西方向には当初床面に伴う壁溝を当初床面と同じ高さで連続して張られた

床面が覆っている。 したがって、プランを拡張した直後は-8従来と同一レベルで、床を整えて暮らして

いたことが分かる。内側の壁溝は111高4"" 1 OCIl1、 深さ 3"" 5 cm、外側では111国8"" 12cm、深さ 4"" 6 crnと近

調査の成果第2主主

その l
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1 最釣床面
2 樺褐色粘土
3 刷費褐色粘土
4 暗褐色シル ト
5 最栴床面坦土
6 当初床面
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似する。壁溝は南~東側で

は明らかでないo 方で、

東側には住居の縁辺が重複

する部分がみられる。この

部分は拡張によって掘方が

外側へ広げられたことによ

り、従来の掘方の立ち上が

り部分との差がテラス状に

削り残されているのである。

炉は住居の中央やや奥側

に設けられている。当初床

面と最終床面ではほぼ同位

置にある。当初床面上では、

直径52'"'-'68cm、深さIOcm前

後の楕円形状の掘方内に暗

褐色シルトを充填して 3cm 

程度へこませた上位を炉床

としている。最終床面では

炉の掘方を新たに設けるの

ではなく、当初床面の炉の

くぼみを中心として上位に

土を張り込むことによって

一回り大きな炉を作り出し

ている。南側には粘土を土 第38図 SH52984平面・断面図(掘方)

手状に回しその中央付近に平坦な磯を置いている。

貯蔵穴は南東側の縁に設けられている。 柱穴SP54743と切り合う位置にあ り、柱を設置した後に貯蔵

穴を形作っている。貯蔵穴SK54431は長軸55cm、短軸40cmの楕円形で、深さ29cmを測る。西側には幅15

cm、深さ 5cm程度の矩形の張り出しが付属している。矩形の張り出しが付く貯蔵穴はSH328・1313など

に見ることができるが、この張り出しは著しく小さく同様な意義があるものかは判然としない。

住居の掘方は底面を平らに整え、溝を備える。溝は住居の西側に偏って東側に聞く C字形に巡ってい

る。 ljJ高0.1'"'-'1.7m、深さ 3'"'-'10cmで、北側では先端部が二股に分かれるなど縁辺が整っていない。また、

南側に行くにしたがって貧弱になる。溝の埋土は黒褐色シルトを用いている。この中には褐色シルトの

プロ ックが多く混入しているので、 I層・ 11層を掘り抜くことによって混在した土をここに戻している

のだろう。 この溝が及んで、いない部分は、掘方掘削によって露出したH層上に直接当初面の床面を張り

l国
SP54740 I ~ 
l 褐色シルト
2 鼎褐色シノレト
3 鼎褐色シル ト
SP54738 
1 鳳褐色γノレト
2 踊褐色シノレト
3. .111褐色yノレト
4 鵬褐色シノレトと縄色シノレト混合
5 隈褐色yノレト 控癌
SPS'735 
1 鵬禍色シノレト
2 鵬惜色ンノレト
3 胤禍色ンルト
4 凧褐色ンルト 柱痕
5 困層
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付けている。

柱穴の掘方は4か所で検出した。直径3o '"'-'35 cmの円形で深さは住居掘方底面から40'"'-'45cmとほぼ一定
である。柱穴の間隔は長手方向に芯々で、2.5'"'-'2.55m、短手方向に同様に1.9'"'-'2 mとなり比較的整然と

している。各々の柱穴には掘り抜き穴などは伴わず、 SP54735・54738・54740の断面には太さ10'"'-'12cm 

の柱痕が観察された。したがって、住居の拡張は柱の位置を変更することなく、掘方の北・東・西を30

'"'-'40cm外側へ広げて行なわれたことになる。

[遺物]15は台石である。住居の最終床面上南側壁際に置かれていた。炉を挟んで粘土塊と一直線上の
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第39図 SH50800そのしその2平面・断面図(床面)

第2意調査の成果

位置にあり、放棄された場

所に何らかの意味を感じさ

せる。表面と側縁が磨り面

として利用され、 縁の一部

を使って敵いている。被熱

して節理に従って板状に割

れている。磨り面の摩滅は

割れ口の縁を滑らかにする

ので、 割れた後も利用され

ていたことがわかる。裏面

は節理による割れ面をその

まま残してお り、特に使用

されていない。

SH50800 (第39----46図)

{遺構]M17"'M18グリッ

ドで検出された。一部が

B・C区の調査区境にかかっ

たが、多くの部分がC区に

含まれたので床面以ードはC

区でまとめて調査を実施

した。 SH50800の下位から、

50800に先立つ住居である

2m  SH54539が検出されている。

このSH54539は、50800と

は軸方向や形状が著しく異

なるものの、床面が上下に接して重層的に貼り替えられているので、 小型の住居から大型へと建て替

えられているものと考えるのが順当であろう。したがって、当初に建築されたSH54539を50800その l、

ここから南側を主体に拡張したものをその2、プランが変更された大型住居をその3として整理した。

その 1• 2の壁の立ち上がりは北北西側の一部を除いてその 3の掘方によって壊されている。その3段

階では、南側の一部を溝SD50838によって壊されている。

その lは長軸6.2m、短軸4.2mの楕円形の住居で、ある。北北西側の掘方は一部がその3まで同位置で

継承されている。床面はほぼ全面で検出されている。黒褐色粘土と暗褐色粘土を混合して材料として利

用しており、3'"6 cmの厚みで、硬く敵き締められている。床面上には脆弱な覆土による直径20"'25cm

の円形ないしは楕円形のプランが2か所観察された。これらは柱痕跡と考えられる。また、その3の柱

穴が3か所、この段階の床面等を貫いて掘削されている。

炉は中央やや奥側に設けられている。直径55cm、深さ 7cmの浅い土坑状を呈する矩形の掘方をもち、

その中に褐色粘土を充填して上面を炉床として利用している。炉の土坑の位置には床面が設けられず、

炉掘方の粘土が床面に斜めに乗るので、炉の位置は当初から計画によって明らかであったのだろう。

貯蔵穴は南西側の住居立ち上がり際に設けられている。貯蔵穴SK53886は、長軸75cm、短軸63cmの楕

円形を呈し、 35"'40cmの深さがあって底面は平らに整えられている。この内部からは口縁部が欠かれた

査が壁によりかかるような位置から出土している。
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壁溝は幅12"'-'30cm、深

さ1"'-' lOcmとなる。東側

の一部が明らかでないが、

この部分は残存するもの

も1"'-' 4 cmと浅いので、

検出面の加減で失われて

いる可能性も否定できな

。
、」

，
 

l
 
住居の掘方は底面を平

らに整え、周囲に溝を設

けている。溝は全周して

おり、0.9"'-'1.5mと南側

にやや細くなる場所が認

められる以外はほぼ均一

な幅をもっ。深さは6，..，_，

13cmで、 西側がやや深く

なっている。柱穴の掘方

は主に4か所で検出きれ

ている。床面上で柱痕を

確認したSP53879と東側

53886 

γ 

A 
110.5m 

y 

A 出
回

D
H
何

回

A' 

。 1 : 20 50αn 

第40図 貯蔵穴SK53886遺物出土状況・遺物実測図

にあるSP54482では断面でも柱痕を確認している。南側

にあたるSP54483は掘方底面から35"'-'50cmの深さがある

柱穴が複数切り合っているので、その2へ拡張する際に

挿げ替えられている可能性が高い。また、東側には深さ

lOcm程度のやや大きな土坑が切り合っており、 抜き取り

穴と も考えられる。同様に、西側のSP54480も近似した

深さの柱穴が南北に切り合っている。ここでも挿げ替え

られているのであろ う。 柱穴の間隔は長手方向に芯々で

3.1m、短手方向に同様に2.4mとなる。

その2段階では、住居は南東側におよそl.lm、北東

側にO.5m拡張されている。この部分は床面下の掘方を

新たに設けておらず、従来の床面と同等の高さまで平坦

に掘り抜いた地山上を直接床面としている。プラン自体

はややゆがんだ、形となるが、前述した柱穴掘方しか特定

できないので、同等な位置で挿げ替えられた柱を依然用

いていたのであろう。 第41図 貯蔵穴SK53886遺物実測図

その3は北側の掘方の一部をわずかに共有させているが、その 1・2よりも大型で、あるためにほぼ全

てが新たに造り替えられている。柱穴の位置も異なるので、従来あった上屋はすべて解体されて、新た

なものに取りかえられている といえる。

床面はほぼ全面で検出されている。黒褐色シルトを敷いた上に黄褐色粘土を乗せて 2"'-'5 cmの厚みで、

16 。 1 : 3 10an 

硬く敵き締めている。床面は同じ流儀で上下2枚に分かれている。
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第42図 SH50800その I、その2平面・断面図(掘方)

住居掘方の調査で二重になった壁溝が検出されたこと によって明らかなようにその3でも柱をそのまま

用いて南側に拡張を行っているので、各々はこれに伴う床と考えられる。その3の当初段階には南側の

床面に 5cm程度の段差が造り出されているものとみられる。最終の床面は当初の床面に直接貼りこまれ

ている。その際には、当初床面上の段差も解消されて、均一な高さに整えられる。床面上には脆弱な覆

土による直径22'""-'24cm程度の円形のプランが2か所観察された。これらは柱痕跡と考えられる。

炉は住居の中央やや奥側に検出された。直径70'""-'75 cmの円形状を呈し、深さは掘方上から 7cm程度と

なる。掘方内には暗褐色シルトを充填した上に黒褐色シルトを乗せ、最上位に黄褐色粘土を被せている。

上面は被熱して明赤褐色に変色している。炉の上面は床面に比べ最大で7cmほど高まっている。

炉の上面は平坦面を備える。この平坦面は少なくとも 4か所にあり、中央の二つが他よりも 3'""-'4 cm 

高く造られている。被熱による破損や後述する拡張の影響などもあって、より上位に造り足されている

ようにみえる。最終面は北東にあたる部分で、直径40cm程度の不定型に造られ、西縁は中心部より 1"-'

1.5cmの土手状のわずかな高まりをもっ。

貯蔵穴は南東側の縁で、壁溝を一部で切る位置に設けられている。貯蔵穴SK53892は直径80'"'-'85cmの

円形状を呈し、底面は平らに整えられて43cm程度の深さがある。東側には深さ11cmほどの半月形の浅い

L-「す←一一一づ暫)ーノ
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第43図 SH50800その3平面・断面図(床面)
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第2単調査の成果

段があり、葦受けのような作り出しである可能性があ

る。内面からは土器片が出土している。掘方で検出さ

れた壁溝の位置から、 この貯蔵穴はその3の最終段階

に伴うものと考えられる。

壁溝は西~南東側、北~南西側で検出されている。

掘方段階で明らかになった場所もあるので、本来は全

周に近い状態であったろう。 l幅は15"-'20cmで、 3"-'10

cmの;架さカまある。

住居の掘方は、その Iから継続的に造られているこ

ともあり、底面はそのlの床面相当の高さで整えられ

ている。新たに溝を設けるこ ともない。 西側では、立

ち上がり に沿う壁溝から20cmほど内側に壁溝とみられ

る細い溝が掘られている。 111面6"-' 1 6cm、深さ 2"-' 4 cm 

の規模がある。 これはその3の当初段階に設けられた

壁溝の一部であろう。一回り大きく拡張しているがた

めに床面も上下2枚に造り分けられている。

柱穴の掘方は少なくとも 4か所で検出され、 それぞ

第44図 貯蔵穴SK54539遺物出土状況・遺物実測図 れはいずれもいくつかの切り合いをもっている。北西

A 

1. r開赤他色粘土
2 貨褐色粘土
3 胤色γルト
4 罪褐色粘土
5 時筒色:γルト

53884 

。

γ 

A' 

1 : 20 50口n

側にあるSP53882は南北に間口・深さ ともにほぼ同規

模の柱穴二つが切り合っている。北側部分の断面で柱

痕が検出されている ことから も、南側から北側に挿げ

替えられていると考えられる。 SP53876では東側に切

り合う直径42cmの柱穴の断由ムに柱痕が認められる。西

側から東側へ挿げ替えられているのだろう。南側にあ

たるSP53890・53895でも同様に挿げ替えられた柱痕

が認められる。これらの傾向は、当初に設けられた住

が住居の拡張に伴ってわずかに外側へ移されて、最終

位置の柱は掘り抜かれる ことはなかったことを示して

いる。柱穴の間隔は、当初段階には長手方向に芯々で

3.2"-'3.8m、短手方向に同様に2.9mで、あったものが最

終段階には長手方向に3.9"-'4 m、短手方向に 3"-'3.1 

mに変更されている。この拡張によって柱で固まれた

範囲はおよそ2m広くなっている。
[造物]その lの貯蔵穴SK53886から16が、その3の

第45図炉53884平面・断面図 床上覆土から17"-'19が出土している。これらの他、そ

の3の貯蔵穴SK53892から土器片が出土している。

16は口縁部が意図的に欠き取られているほかは形状を良く残している。貯蔵穴の底面から 5cm程浮い

た位置で、壁面によりかかるようにあった。口縁部がすべて欠かれていたことは、 壷としての機能を失

わせて廃棄されたことを示しているのだろう。外面はハケ調整で整えた後に胴部上半に縄文を施す。文

様の上位は結節をもっ縄による羽状縄文であり、下位には同等な原体を用いた縄文が付けられる。 この

後に、体部下位には横方向のミガキが施され、縄文の末端をきれいに整えている。頚部には縦方向のミ
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第46図 SH50800その3平面・断面図(掘方)

ガキが連続して施され、縄文の上端を整えている。 このミガキによって表面はある程度平滑に整えられ

るが、ハケ目を消し切る ことはできずに‘部ド地のように残っている。内面の底部には反時計回り にハ

ケ調整を施している。体部下位から頚部にかけてはナデ、調整が主体で輪積み痕が消し去られることな く

残っており、一部に指頭痕が観察される。頚部内面から口縁部にかけては外面に使用されたものと同等

の原体による縄文が施される。

17・18は査の底部片である。内面はいずれも反時計回りのハケ調整で整えられている。外面はハケ調

整が主体であるが、 17には横方向のミガキが加えられ、平坦に整えられている。

19は複合口縁をもっ査の口縁部である。外面はハケ調整で整えられる。頚部は縦方向、口縁部外面に

は横方向に施された後に縦に棒状の浮文を貼り付ける。 内側は横方向の板ナデで平滑に整えられる。

その3の貯蔵穴SK53892から出土した土器は、掌大以下の慈の破片が主体であり図示できなかった。

多くは半月形の段の底面に近似した高さから出土している。住居が廃棄される際に投棄されたものとす

れば、貯蔵穴はおおかた埋められていたことになる。
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第2主主 調査の成果
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第47図 SH50801・54598平面 ・断面図(床面)
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第48図 SH50801・54598遺物出土状況
1 時間色シルト
2. I!I褐色シルト

SH50801・54598(第47-50図)

[遺構]M18'" M19グリ ッドで検出された。中央南側を溝

SD50838に、北側一部を耕作に伴う溝状の撹乱に壊される。 2

'" 7 cmの床上覆土下に、 複数回の拡張を伴う住居の構造を確認

した。

最終面(第47図上)の床面は住居のほぼ全域で確認している。

住居の中に2'"5 cmの厚みで、当初面の床面上に敷き均された黒

褐色シルトの上面が 1cm程度の厚きで硬化するが、掘方埋土と

同質のため境は漸移的である。当初面 (第47図下)の床面は、

皿層に起因する明黄褐色の粘土粒を多量に含んだ、黒色シルトを

住居の掘方内に 1'" 16cmの厚みで、敷き均した上面 1cm程度に相

当する。最終面の床面と同様に掘方埋土との境は漸移的である。

人 <I~

o 1 : 20 50ロn

第49図 SH50801炉平面・断面図

柱穴は最終面の床面上ではSP53380が該当すると考えられ、当初面ではSP54591の位置に柱痕と考えら

れる直径20cmの脆弱な土が入る円形のプランを見出した。その他の柱穴は掘方上で特定している。

炉は住居の中央やや奥側に検出された。直径40"'45cm、深さ1lcm前後の円形状の掘方内に黒褐色シル

トを充填している。上面は平坦で南東側にわずかな高さの土手を備えている。炉はこの他の場所に見当

たらないので、建築当初から同じ位置で使用されていたものと考えられる。

壁溝は最終面の床面に伴うものとしては南側に検出された。幅1O"'20cm、深さ 3'"" 4 cmとなる。当初

面に伴う壁溝は最終面の壁溝の内側に検出された。 幅20cm前後、深さ 2'"" 6 cmで、ある。当初面の壁溝と

その延長上にみられる立ち上がりの範囲から、 当初由.の住居は直径4.4'""4.5mの円形状を呈することが

把握された。これら壁溝と床、立ち上がりのプランから考えると、当初面の床をもっ円形状の住居から

最終面の床をもつやや楕円形状の住居に拡張され、 さらに南東側に50cm程度張り出しを作る という変更

が加えられていると見てとれる。

貯蔵穴はSK53377が該当するものと考えられる。 これはその位置から最終面の床面に伴うものと判断

される。 直径65"'80cmの楕円形状で、あり、 30cm程度の深さがある。

住居の掘方は当初の床面に伴うものである。直径4"'4.35mのひしゃげた円形を呈し、中央に平坦な

部分を残して周囲に溝を巡らせる。溝は幅0.9'"1.6m、深さ 2"'7cmで、 ドーナツ状に全周する。南側
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第50図 SH50801・54598平面・断面図(掘方)

には住居の立ち上がりとの聞に17"-'25cmのテラス状の平坦部を残している。

第2章調査の成果

o 1 : 80 2m 

柱穴の掘方は直径45"-'60cmの円形をなし、多くの部分で切り合いがある。北側にあるSP54591・

54592は近似した深さで、外側へ柱が挿げ替えられているものと考えられる。西側のSP54642・54643は

溝に切られて形状が変わっているが、同様な切り合う柱穴であったろう。 SP5338u・54813・54814も深

さの近似する柱穴でやはり東側への拡張に伴って掘り直されていると考えられる。 SP53380は当初の床

面に伴う貯蔵穴の可能性もある。柱穴の間隔は長手方向で芯々に1.95"'-'2.3m、短手方向で同様に1.8"-'

2.3mとなり、柱で固まれる空間はほぼ正方形となる。

{遺物]遺物は最終床面上から土器が、掘方埋土から打製石斧が出土している。

20・21は掘方埋土から出土した打製石斧である。いずれも基部は原磯面の方向から加えられた粗し=調

整によって尖頭状に作り出されている。 20は両側縁に細かな調整を加えてなだらかな屈曲を作る。表面

の先端部から中央部にかけては原際面を残している。先端部のおよそ半分は節理に沿って割れて失われ

ている。残存する先端部には細かな使用痕が肉眼でも観察される。 21は20と同様に、基部により近い両

側縁に細かな調整を加えてくびれを作り出している。先端部は節理に沿って大きく折れて失われている。

これらは縄文時代の遺物であり、住居の建築に際して混入したものと思われる。

22は台付費の頚部~口縁部片である。床面上にまとまって出土しており、住居の廃棄に伴って壊され

た謹の一部が置かれている。胴部以下の接合する破片が含まれないことから、すべての破片を同じ位置

にと どめ置くことを避けているようである。外面は垂直気味の斜め方向にハケ調整を施している。口唇

端部にはハケ工具による連続する刺突を施す。内面は頚部以下に横方向の板ナデを施して平滑に整え、

その後に口縁部内部に横方向のハケ調整を加えている。
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SH50610 (第51......53図)

[遺構] L 19"-'M19グリッドで 1t 司、¥爪

/ 検出された。観土の一部が耕作

によって撹乱されるほかは比較

的良好に残存し、全体形状が把

握できる住居のひとつとなって 50610 

いる。また、拡張もなされてい Q 
ない。

，~ 

床面は、覆土である厚さ20cm 25 

前後の褐色シルト下で、 住居の

ほぼ全面にわたって検出された。 、l。
黒褐色シルト を材料に使用し、 磁土抽国~色色l シJレ卜
厚さ 2"-'4 cmtこ硬く 敵き締めら
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6 黒色シノレ卜 埋土

土によ る直径15"-'20cmの円形な
日

いしは楕円形のプランが4か所

観察された。これらは柱痕跡と

考えられる。

壁溝は幅15"-'30cmで、北側・

西側 ・東側で太くなる部分があ
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1 惜色ンノレト
2 褐色シノレ ト
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2 褐色シノレト
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5 褐色シノレト
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炉は住居の中央やや奥側に設

けられている。直径50cm前後の

円形状を呈し、頂部は平坦でー北

寄りに高さ2cm程度の土手状の

高まりをもっ。掘方は炉より も

若干小さな直径45cm前後の円形

であり、内部に褐色シルトを充 ( 上 W 内IZVU 孟 凶控~yγj ..s.二

填している。縁辺は床面の高さ

よりも高い位置に盛り上がるが、

床面上に張り込まれることはな 昨J

く、 相互が計画的に構築されて 日
，..... 

C ょ:
いることが分かる。 111. Om 

貯蔵穴は、住居の西側縁に設 $P54034 
l 鵬筒色γルト

けられている。SK54033は直径
2 貧鳳褐色γルトと鵬禍色シノレ ト混合
3 褐色シルト 。 1 : 80 2m 4 鳳褐色ンルト

35"-'44cmの楕円形状で、 深さは

およそ30cmで、ある。北側に長軸 第51図 SH50610平面 ・断面図(床面 ・掘方)
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52cm、短軸45cm、深さ 3"-' 5 cmの長方形状で、浅い土

坑が付属している。この土坑の一辺は貯蔵穴の中心

部分に相当し、 貯蔵穴にかける蓋の受け部などの用

途があったのかもしれない。内部から北側にかけて

土器片が散乱するよう に出土している。

住居の掘方は底面を平らに整え、内部に馬蹄形状

の溝をもっ。内面には黒色シルトを4"-'32cmの厚み

で入れて上面を均した上に床面を設ける。溝は住居

の掘方下端から最大で0.65m離れており、やや東側

に偏っている。幅は0.45'"'-'1.55mで、東側が著しく

太く、上端のラインも蛇行する部分が至る所に認め

られる。深さは6'"'-'IOcmで、ほぼ一定している。

柱穴の掘方は直径35'"'-'45cmの円形ないし楕円形で、

住居掘方の溝外側に沿うように設けられている。 柱

の掘抜き穴は伴わず、柱穴SP54030と54034には太

き10'"'-'14cmの柱痕と考えられる堆積を断面で確認し

ているので、柱の抜き取りは行われていないものと 第53図 SH50610炉平面・断面図

考えられる。柱穴の間隔は長手方向に芯々で、2.8m、短手方向に同じく 1.8'"'-'1.9mとほぼ揃っている。

[遺物]遺物は貯蔵穴SK54033とその北側の床面上から土器が出土している。

土器は大小の饗が主体である。 3個体分の体部~口縁部片が混在して、貯蔵穴の内側と貯蔵穴に伴う

方形土坑の北側に分かれて捨てられていた。貯蔵穴の内部には23が入れられていたが、 破片の内面が上

を向くように重ねられていた。 24・25の多くは方形土坑の脇に散らばるようにあり、その場で演された

ようにみえる内面同士を合わせる部分もある。さらに、25の口縁部は炉の脇から打ち捨てられたよう に

出土している。いずれの裂も台部が失われており、別の場所で破壊されたものが遺棄されているよ うに

¥て
50610 

卜

土
ト
ル
士

粘
ル
シ
粘

色
ン
色
色

担
色
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¥てJ

A 
111. Om 

A' 

3 4 

。 1 : 20 50αn 

みえる。

23はやや小ぶりな裂である。外面はハケ調整が全面に施される。体部の中位は横方向に、 ""位と上位

は別方向の斜めに、頚部以上は縦方向に施される。口唇部にもハケ調整で断面が矩形となる面を作り出

し、 縁辺にハケ工具を用いた刺突を連続して加える。この調整方法は、 37などと同様な流儀で行われて

いることが分かる。内面は口縁部に横方向のハケ調整を加えるが、体部はおよそ横方向の板ナデで平滑

に整えられる。

24は大形の聾であり、体部と口縁部の接合点を直角にとり、直線状に立ち上がる口縁部を設ける。体

部上端は接合しないが、形状等により同一個体である と断定した。体部外面はハケ調整によって整えら

れる。調整の流儀は23と同一で、ある。内面は体部下位に横方向のハケ調整を施した後、体部中位に下か

ら上に連続するハケ調整を掻き上げるように施す。口縁部から頚部にかけて横方向のハケ調整を加えて

しミる。

25はやや小ぶりな聾である。体部の張りが23に比べて之し くすんなり立ち上がっている。外面の調整

はハケ調整により、 23・24とおよそ同じである。頚部の接合面が23に比べ滑らかであるせいか、 体部上

端から口唇部にかけて縦方向のハケ調整を一度で、行っている。内面体部にはハケ調整が目立たず、もっ

ぱら横方向のナデで平滑に整えられている。

26は査の口縁部片である。口唇端部を矩形に整える素縁とする。内面には結節のある縄文を施文する。

外面の調整は風化のため明らかでない。
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第2章調査の成果
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第54図 SH51147平面・断面図(床面)・ 遺物実測図
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28 

第55図 SH51147遺物出土状況

SH51147 (第54......57図)

[遺構] J 21"-'K21グリッドで検出された。
N 

南側を中心に耕作や方形周溝墓の溝によって

壊されている。検出面が床直上であったので、

床上の覆土や住居の立ち上がり は失われる。

床面は北側に検出された。黒色シル トを材 巴料に、 2"-' 4 cmの厚さで硬く敵き締められる。

床面上で柱痕は検出できなかった。 γ 
炉は住居の中央やや奥側に設けられる。耕

同

作の撹乱に壊され、炉床は失われている。掘 A A' 

方は直径35"-'38clDの円形状で、深さは30crnと
111. 3m 

比較的深い。内面には黒褐色シルトを充填し

上面が熱染みで赤化していた。壁溝は掘方内

で存在を把握している。
Lーノ 。

1 : 20 50cm 

第56図小穴SP51157遺物出土状況
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第2章 調査の成果

験日

E

∞.
H
何

回

日

o 1 : 80 2m  

第57図 SH51147平面・断面図(掘方)

住居の掘方は底面を平らに整えて、北側に満を設けている。溝は111面0.8-----し1mで、深さは最大 2cmと

ごく浅い。壁溝は住居の北~西側の縁に沿って設けられている。 111富山-----14cm、深さ 1-----4 cmとなる。

住居の南側縁沿いにある土坑SK51157は位置関係から貯蔵穴である可能性が高い。直径39-----43cmの円

形状を呈し、 40cmとやや深く掘られている。掘方の上位から土器が出土している。

柱穴の掘方は4か所で検出された。直径40-----57cmの円形状で、撹乱内から検出されたため一緒に掘り

ヒげてしまったSP51156以外の断面にはいずれにも柱痕が観察される。柱穴の間隔は長手側には芯々で

3.8m、短手側には同様に2.6'"'-'2.9mとなる。

[遺物]遺物は床面上と貯蔵穴と考えられる土坑SK51157内から土器と石製品が出土している。

28・29は床面上から出土した。 28は台付き蛮の胴部~口縁部片である。外面は全面をハケ調整で整え、

胴部は斜め方向に、頚部から口唇部にかけては縦方向に施される。口唇端部の刻みはわずかな窪みとし

て捉えられる。 内面は口縁部に横方向のハケ調整が加えられる。体部はナデによ り平滑に整えられるが

輸積み痕が残り、その周囲に指頭痕が密に付く。 29は査の口縁部である。外面はハケ構成で整えられる。

口縁部は折り返し口縁を備え、外側に直立する面に 5本でI対の縦長の浮文を等間隔に貼り付ける。

土坑SK51157内からは裂の破片が出土している。底面からかなり浮いた位置にあるので、破片が捨て

られた時点では土坑が埋められている可能性がある。 27は土坑SK53363内から出土した台石である。
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F→ 
日

SP54351 
C c' 

l 黒黒色色司ン/レ ト 111. 7m 
2 シノレ卜
3 鼎色シノレト
4 黒色シノレト
5P54348 
1 黒色シノレト 通んJ 。
2 黒色暗褐色 ・褐色シルト混合

1 : 80 2作1

3 鼎色暗褐色刷間色シルト拠合

覆土時
1 黒色γルト
2 馳色シルト
3 禍褐色シノレト 床
4. m.褐色シノレト
5 脇色シノレト
6 鳳色シノレト
7 暗同色シノレ卜
8 鳳褐色シノレ 卜
9 鵬褐色シノレト
10 暗闇色シノレ卜
11 暗褐色yノレ1 地山
12 鳳褐色シノレト ピッ ト
13. I!I縄色γノレト 根穴

A 
111. 7m 

13 

SP52087 
1 褐色 黒色シノレト混合
2 間色プロック
SP54123 
1 鵬色γノレト
2 品色γルト
3 黒色νノレト ー可「
4 黒色Yノレト 柱痕 。 ρ 

H 

H 

;1ロ

山L'111 
g 

3 

第58図 SH50001平面・断面図(床面・掘方)
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調査の成果

SH50001 (第58----59図)

[遺構]M25"-' L25グリッ ドで

検出された。 ほぼ中央を確認調

査ト レンチT1-4によって壊

第2章

されるほか、 茶畑の天地返しに

よって特に北側が大きく撹乱さ

れている。そのため、主に確認

調査トレンチ以北は掘方を検出

するに留まった。

床面は確認調査トレンチ以南

で部分的に検出された。黒褐色

シルトを利用し、厚さ 1，...，_， 2 cm 

に硬く敵き締められている。 南

側の柱穴二つは床面上で検出さ

れているが掘方上で確認された

規模と同等なので、柱の再調整

50cm 1 : 20 

-目、

i
r
J

。

g
∞J
H
H
 

〈

54123 

第59図柱穴SP54123付近遺物出土状況

によって柱穴自体が再掘削されている可能性を感じさせる。

炉は検出されていない。ちょうど炉があるべき位置に確認調査トレンチが掘削された影響で把握され

ていないものと思われる。壁溝・貯蔵穴は撹乱等の影響もあり床面上で把握することができなかった。

これらの存在は掘方の掘削の際に明らかになっている。

住居の掘方は中央部分の一部を平らに残し、周囲に幅広の溝を備えている。溝の存在は確認調査トレ

ンチの南側で明らかである。北側ではSP54123付近に一部が残存しているのみで、溝は確認調査トレン

チ付近で途切れて全周していなかった可能性もある。 111高1.4m、深さ 1"-' 6 cmとなり、住居の立ち上が

りとの聞に0.4"-'O.6mほどのテラス状の平坦面を残している。住居の掘方内には黒色~黒褐色シルトを

25cm程度と比較的厚く入れて上面を平らに均した上に床が張られている。

柱穴はこの溝の外側の立ち上がりに沿う位置に掘削されている。いずれも直径50cm前後の円形を呈

し、 4か所のいずれにも近似した規模の小穴が切り合っている。北側に位置する柱穴SP54123は南側に

ある似た深さの柱穴SP53433を切っており、北側にずらして柱が挿げ替えられたものと考えられる。南

側のSP54350・54351、SP54348・54349も同様の関係が見受けられる。 北西側のSP52087と切り合う小

穴SP52086は浅いので、抜き取り穴であろう。いずれの柱穴の断面にも柱痕は確認できなかった。抜き

取りの際に柱穴自体も-EL掘り抜かれている可能性を感じさせる。柱穴の間隔は長手側で芯々に2.4"-'
2.75m、短手側で、同様に2.2"-'2.8mと固まれる空間は正方形に近いものとなる。

壁溝は掘方の北側に底面が検出された。 l幅17"-'20cm、深さ 5cm前後となる。住居の南側では明らかで

なく存在していたか判然としない。

貯蔵穴SK54137は南東側の隅に設けられている。丁度天地返しによる撹乱と重複していたので床面で

はうまく見いだ、せなかった。掘方上で、は直径50"-'55cmの円形状で'13cmの深さがある。床面の高さとの差

を見込むと35cmほどの深さがあったものと考えられる。

[遺物]遺物は壷と裂の破片が柱穴SP54123、53433付近から出土している。いずれも底面からかなり

浮いた住居の掘方底面に近い位置にある。特にSP54123では柱穴の中心付近という柱の存在に抵触しそ

うな位置にある。柱を抜き取る際にできた空間に土器を捨て込んで、いるものと考えられる。これらは接

合しなかったため図化することは叶わなかった。
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SH50919 (第60""'62図)

[遺構] J 25"-' K26グリッドで検

出された。ほぼ中央を農道に伴う

埋設物によか東側の1/6程度を

農地の天地返しによって壊されて

いる。検出面で床面の一部が露出

する状況であった。

床面は、耕作等によって失われ

た部分が広いが、把握された住居

のプランの全面にわたって点々 と

残っているので、本来はほぼ全面

に張られていたものと思われる。

黒色シルトを用い1cm内外の厚み

で硬 く敵き締められている。床面

に相当する高さで柱穴を 2か所検

出している。これらの間口は掘方

で検出したものとほぼ同等で、、断

面でも柱痕が観察できなかった。

柱を抜き取られた後のかたちを示 112.5mミ三=三記云孟正午= 極土噂
i 臨色シルトと血褐色シノレト混合
2 鳳色ゾノレト

している。

炉は住居の中央やや奥側に設け

られている。長軸71cm、短軸63cm、

....，... 
~. ... :....'.'守

深さ 5"-' 15cmの方形の土坑を掘方 第60図

とし、内部に黒褐色シルトを充填する。中央付近が直径

40cm前後の円形状にへこんでいる。このへこみの周囲は

焼けて赤褐色に変色している。

壁溝は掘方上で存在を確認していたが、床面に相当す

る高さで検出することができなかった。

貯蔵穴は南東側の縁に設けら れてい る。貯蔵穴

SK50920は天地返しの撹乱の内側で検出されている。長

軸60cm、短軸45cm、深さ21cmの楕円形を呈する。 貯蔵穴

の縁が残存する床面と同等の高きであったならば、深さ

は45cm程度に見込まれる。

住居の掘方は底面を平らに整え、周囲に溝を備える。

溝は幅0.5"-'1.3m、深さ 1"-' 3 cmとごく浅い。北側では

次第に浅くなって不確かになるが、末端が終息する よう

に内側に入り込まないので、 あるいは全周していたのか

もしれない。

柱穴の掘方は4か所で検出された。 北側のSP53922以

外は切り合いがある。切り合う柱穴の底面は比較的近似

した深さにあるので、挿げ替えが行われているとみられ

72 
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第61図小土坑SK54017遺物実測図



SP53926 
1 胤褐色ンノレト
2. 111褐色γルト
3 鳳色巴ノノレ ト 植物慣乱
4 緑色ンノレト 控復。
割'53922
1 鼎褐色シノレト
2. J!I，褐色シノレト
3.暗褐色シノレト
4 晴褐色シノレト
5 褐色γルト

SP51071 
1. m色ンノレト
2. >>~飴色シノレト
3. ~~ì~色ンノレト
4. !品色シルト
SP50917 
1. MI色"/Jレト
2 胤伯色ンノレ1
3 ・.1.¥制也νノレト
4 出向色シノレト
5. !n色γル ト
6 地山

第2章調査の成果
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第62図 SH50919平面・断面図(掘方)

る。住居の掘方に改変がくわえられた形跡がないので、住の腐食などによって上屋の修繕が行われたの

であろう。 SP51071の断面では南側に柱痕が確認されており、柱の位置を南に動かしていることが分か

る。他では柱痕が明らかでない。柱穴内を撹押して柱を抜き取っているのだろうか。柱穴の間隔は、長

手方向に芯々で3.3"-'3.4m、短手方向で、同様に2.5"-'2.8mとなる。

壁溝は南~西、北西側の住居の掘方に沿う位置に確認された。 幅15"-'25cm、深さ 1"-' 4 cmとなる。 壁

溝の内部には直径8"-' 15cm、深さ 2"-' 5 cmのごく小さな穴が連続して検出された。この手の穴は壁溝を

検出できなかった北側の一部にもあり、元来壁溝は広い範囲で、巡っていたことを推測させる。また、こ

の穴は壁材を押えるための杭跡であった可能性も否定できない。 他の住居ではSH54436等に類例がある

ものの、多くにみられるわけではなく、確証が得られなかったので図中では-s_撹乱扱いとした。

[遺物]30は住居のほぼ中央に穿たれた小土坑SK54017から出土した台石である。砂岩製でおよそ2/5

が被熱による割れによって失われている。残存する部分も被熱によるヒビが著しい。使用による平滑

面は片面に広くみられる。割れ|擦も摩耗するので、割れた後も盛んに使用されていたことが分かる。

SK54017の住居への関わりは分からないが便宜的にここに掲載した。
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5cm 1 : 2 。

SH5390平面・断面図 (床面)・遺物実測図

SH5390 (第63--64図)

【遺構1K28'" K29グリッドで検出された。北側を方形周溝墓5009に、南側が住居を囲む溝S0302に
よって切られるほか、部分的に耕作による撹乱に壊されている。床面は把握できなかったが、 炉が残存

していたため、検出面が床面にほど近い位置にある ものと考えこの高さで一旦記録を残した。

炉は住居の中央やや奥側に設けられる。直径45"'57cm、深さ14cmの隅丸三角形状の掘方内に黒褐色シ

ルトを充填し、さ らに黄褐色粘土を 9cm程度の厚みで、貼り付ける。この上位は赤褐色に焼ける。貯蔵穴

は把握できなかった。 壁溝は断面で一部を把握したが、平面で捉える ことはできなかった。

住居の掘方は底面を平らに整え、周囲に溝を備える。内部には黒色シルトが14cm以上の厚みで、敷き均

される。溝は|幅0.5'"1.2m、深さは6'"18cmで、南側がより広く、 深くなる。柱穴の掘方は4か所で検出

された。 抜き取りや挿げ替えはみられない。直径35"'70cmの円形を呈し、南側のSP5592のみ著しく大

きくなる。柱穴の間隔は長手方向に芯々で'2.75"'-'2.85m、短手方向に同様に2.05"'2.25mとなる。

[遺物131は珪質岩製の分銅型を呈する打製石斧で、床下の埋土から出土している。基部が大きく 欠け
るが再調整を施して利用を試みている。
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第2章調査の成果
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第64図 SH5390平面・断面図(掘方)

SH1688・3272(第65----67図)

[遺構] L28"'M29グリッドで検出された切り合う住居である。 SH3272は当初調査を分割して実施し

たD区南北の調査境にあったので、北側2/5のプランが検出できなかった。また、 SH1688はSH3271・

3324により1/2が失われている。

SH1688は住居のプランのみで、掘方下位においても構造を明確にすることはできなかった。

SH3272は検出面が下がった関係で床面は失われていたが、 検出面において2か所の炉を検出した。

住居の掘方において二組の柱穴が検出されているので、東側が当初の炉、西側が拡張された後の炉であ

ると考えられる。柱穴は住居掘方上で検出した。当初の建物はSP5543・4087・4092・4107で建ち上が

るもので、柱穴の間隔は長手方向に芯々で、2.1"'2.2m、短手方向に同じ く1.8'"1.9mとなる。拡張後の

柱穴は、 SP4087を同位置で用いSP4102・4112・5414を新たに掘削して、長手方向に3.3"'3.4m、短手

方向に2.65"'2.95mと著しく広くなる。 SH1688・3272ともに壁溝・貯蔵穴は明らかでない。

[遺物] 32はSH1688に切り込む土坑SK4117・4118から出土した査である。外面はハケ調整を施した後、

全体にへラ削りを施して平滑に整える。へラ削りの浅い部分にハケ目が残る。また、頚部にはハケ工具

の連続する刺突で文様を施す。内面は、下位に横方向のハケ目を施すほか、横方向のナデで調整される。

33"'-'35はSH3272の掘方上で検出された小穴から出土している。 33は査の肩部片で、外面に縄文を施す。

34は複合口縁の査の口縁部で、ハケ調整で整えられる。 35は折り返し口縁の壷口縁部で、内面に結節の

ある縄文を施す。これら出土遺物は住居との関わりが明らかでないが便宜的にここに掲載した。
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SH5194 (第68"'70図)

[遺構J1 26"-' J 26グリッドで検出された。北
側のおよそ1/3を耕作による撹乱によって壊さ

れている。検出段階では、 南南西側がやや膨ら

む形状を把握していた。床上の覆土である黒色

シルトを除去し、 床面をあらわにしていく 過程

で、この膨らみ部分はベースである H層中をテ

ラス状に削り出していることが判明した。テラ

ス状の部分は北西側で住居の外周に整合し、南

側で最大55cm外側へ膨らむ。そして、南側で急

激に終息する。

床面は主に住居の中央部に検出されている。

黒色シルトを素材とし、2"-'4 cmの厚みに硬く

敵き締められている。床面上には脆弱な覆土に

よる直径25"-'30cmの円形のプランが2か所観察

された。これらは柱痕跡と考えられる。この他、

遺物を含む小土坑SK5555が穿たれている。

壁溝は平面的に検出することができなかった。

断面では縁辺に落ち込みが認められるので、本

来はプランの縁辺に巡っていたものと考えられる。

/ 
A - 。

置土等
l 血色ンルト
2 属色シノレト 床
3 鳳色シル ト
4 鵬色γノレトと黒同色シルト混合
5 鳳椙色、ンノレト
6 鼎褐色シノレト

0 
~量

?受診55

__L 

llA1 ↑ 人 2 1 Ji 

F?石マ?-f-「 γ 

o 1 : 80 

第68図 SH5194平面・断面図(床面)

炉は認められない。炉は、 耕作による撹乱によって失われているのだろう。

2m 

貯蔵穴は掘方上で確認されたSK54104が、位置関係から該当すると考えられる。長軸70cm、短軸55cm

の楕円形を呈し、深さは35cmで、ある。 東側で、直径35cm程度の三角形状の小穴によってさらに下端が5cm 

程度深くなる。この貯蔵穴は、後述する南側への拡張後に設けられたと考えられる。最終形態に伴う貯

蔵穴は把握できないが、これが継続して使用された可能性も否定できない。

住居の掘方は中央部分に直径4.3m前後、深さIOcm前後の円形状の窪みをもっ。この内部底面は平坦

に整えられている。 先のテラス状の部分はこの西側を主体に造り出されており、 30"-'70cmの間隔をもっ

て外側にほぼ平行している。南側にはこれとは別に70cm程度の半月状のテラスを設けている。

柱穴の掘方は6か所で検出されている。西側にあたるSP5689と5557は似通った深さで隣接し、

SP5687と5688は切り合う もののほぼ同規模となる。したがって、はじめにすべての柱は従来の位置に

置いたまま、掘方のみを南側に広げ、次いで、東側の柱はそのままに西側の柱を西方向にすげ替える と

いう2回の拡張を経て最終的な形状に至ったものと考えられる。そして、床面に相当する高さまで掘

方を追加した部分が検出段階でテラス状に見出せたのであろう。東側の柱穴SP54099も西側で小土坑

SK5555と切り合っている。これは柱穴よりもかなり浅いため、柱の掘り抜き穴と考えられる。柱穴の

間隔は、長手方向が芯々で、2.4"-'2.6m、短手方向が同様に当初は2.25"-'2.7mで、ある。 拡張後、短手方向

のみが2.7"-'2.95mとなる。柱で閉まれる内側は、拡張後およそ0.9ぱ面積が広がっている。

{遺物]遺物は柱穴SP54099に重複する小土坑SK5555とその周辺からまとまって出土している。 2個

体の聾を主体とするが、 いずれの台部も失われている。 住居内では台部が明らかでないので、住居外で

割られた破片を持ち込んでいるのだろう。また、 破片は土坑内から床面に相当する高さに水平に分布す

るので、柱の抜き取り後に空いたSK5555とその周囲に土器片を乱雑に廃棄したようにみえる。

36は護の体部上半から口縁部にかけての破片である。37に比べると体部上半は直線状に立ち上がり 口
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第2草調査の成果
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第69図 小土坑SK5555付近遺物出土状況 ・遺物実測図

縁部とのくびれも小さい。 外面は全面ハケ調整で整えられる。体部上半には横方向に施し、その後口縁

部との接合面から口唇部外面にかけて右上がりの縦方向に施される。口唇部外面にも斜め方向のハケ調

整が施されて、外側の縁にパリ状に粘土が押し出される。口唇部に施すハケ工具による刻みはこの押し

出された粘土上に連続して施される。

口縁内側の調整は主に横方向のハケで行われる。 口唇部内側には粘土の押し出しがみられないので¥

この部分のハケ調整はより後の工程で施されているのだ、ろう。内面の体部以下にはハケ調整の後に横方

向の板ナデが施されて平滑に整えられる。

37はおよ りもやや大形の謹である。 内外面と もにハケ調整が目立つ。調整痕の切り合いから、体部の

調整を先に手掛けているようである。体部のハケ調整は、下位から上位にJI固に施されている。下位では

左上がりの斜め方向に掻き上げて、中位は水平に施される。ここまでは上から見ると時計四りに施して

いる。上位に至ると下位とは反対方向の右上がりの斜め方向への掻き上げが主体となる。ここに至って

反時計回りに調整を加える順番を変えている。この作業の後、口縁部と台部との接合面に下から上に引

き上げる縦方向の調整を加えている。口縁部の調整は、 36と同様で‘ある。

内部の調整は、接合面を中心に指先による押さえとナデが施された後、横方向のハケ調整を加えてい

る。体部半ばにはハケ調整の下に指頭痕が多く観察される。体部上端にはハケ調整の後に横方向のナデ

が加えられる。
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第70図 SH5194平面・断面図(掘方)

SH2157 (第71-73図)

[遺構]N27"" 0 28グリッドで検出された。中央北側を斜めに確認調査トレンチT}-5によって切ら

れるほか、 耕作の影響と思われる円形・不定形の士坑状となる撹乱が多く切り合う。

床面は主に北側に2"" 5 cm程度の厚きで残存が確認された。 黒色のシルトを用いて硬く敵き締めてあ

るが、南側に行く に従って不明瞭になる。床面上には脆弱な覆土による直径25""35cmの円形のプランが

2か所観察された。これらは柱痕跡と考えられる。

壁溝は西側から南西側にかけ15""25cmの幅で、認められた。北側では途切れがちに、南東側では存在が

明らかで、なかったが、本来は全周していたものと考えたい。

貯蔵穴は認、められなかった。ただし、南東隅に土器が集中して出土する場所があり、この場所が住居

内の什器を片付けておく場所であった可能性を感じさせる。

炉は、あるべき場所に確認調査トレンチT1-5が掘削された影響で検出できなかったのであろう。

住居掘方の底面は平坦で、立ち上がりから0.7""1m内側に幅0.6""1.25mで、わず、かに窪む溝を全周させ

る。掘方内には5...._， 15cm程の厚みで、黒色シルトが敷き均されて、 この上に床が張られる。柱の掘方は溝

の外側に沿う位置に4か所が検出された。直径35""45cmの円形あるいは楕円形を呈し、断面に柱痕跡

を確認するこ とができた。 このうち北東側にあたる柱穴SP4198には南側により浅い小穴SP3728が切り

合っている。これは往を転用するために掘削した抜き取り穴の可能性がある。 柱穴は南北方向に芯々で

3.1m、東西方向に2.5m程度の間隔があり、配置は平行四辺形状にややくびれている。
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第71図 SH2157平面・断面図(床面)遺物実測図

[遺物]遺物は覆土中と床面上から土器が出土している。

38"'41は覆土中から出土した遺物である。 38・39は壷の体部上半の破片で38は上下二段の羽状になる

縄文を施している。 39はハケ調整の後に縄文を施す。こちらは羽状になるか明らかでない。

40は翠の台部である。 端部は矩形に仕上げられている。外面には指頭痕の他縦方向のハケ調整が認め

られる。 41は高杯あるいは器台の脚部で、ハケ調整の後、 三方向に円形の透かしを入れる。

南東隅の床面からは土器が集中して出土しているが、全体形が分かる個体はない。 42は査の口縁部で

ある。直線状に斜めに開き、口唇部をやや外側へ折り曲げる。外面にはハケ調整が認められるほか、口

縁部内側は横方向のナデで仕上げ、られる。 口縁部は折り返し口縁で、外面の稜にハケ工具の刺突を連続

して施す。口縁部内側の平坦面にはクシ工具の波状文が付けられる。 43は裂の体部~台部である。 40と

同様に矩形の端部をもち、外面は全体にハケ調整で仕上げられている。
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第72図 SH2157遺物出土状況 ・遺物実測図
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第2寧調査の成果
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第74図 SH3085平面・断面図(床面 ・掘方)遺物実測図
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SH3085 (第74""'75図)

【遺構]M28グリッ ドで検出された。 北

東側を方形周溝墓2002や耕作によって

1/4程が壊されている。

床は広い範囲で検出されている。主に

黒褐色シルトを材料として、5cm前後の

厚みで硬く敵き締められている。床面上

では柱痕と考えられる脆弱な覆土をもっ

直径35cm前後の円形のプランが2か所検

出されている。北側のSP4085は、柱穴

の掘方より小さく、 柱の周囲には床が張

られていなかった可能性も感じられる。

壁溝は検出されていない。掘方上でも把

握できなかった。

炉は住居の中央奥側に設けられてい

る。直径30"-'45cmの不定形で、床面上に張

り込まれており、頂部は平坦で床面より

もやや高い位置に造られている。 貯蔵穴

は南東側の隅に設けられている。直径55

cm、深さ最大35cmの円形状で、長さ85cm、

l幅58cm、深さ 8"-'14cmの長方形の土坑が

伴っている。

住居の掘方は底面を平坦に整え、西側

に溝をもっ。溝は幅20"-'40cm、深さ 6cm 

程度となる。柱の掘方は4か所で検出さ

れている。 SP4085は直径60"-'70cmと大

型である。他は直径35"-'40cmの円形状を

呈する。内部に段があるSP4074・4078

は柱が掘り抜かれている可能性を感じさ

せる。

【遺物]査の口縁部である44は床上覆土

からの出土である。45は台部を割り取っ

た上、体部以上の破片を貯蔵穴SK4337

に投げ込んで、いるようにみえる。外面は

ノ¥ケ調整で、整えられる。頭部までを斜め

方向に掻き上げ、その後、口縁部までを

垂直気味に調整する。内面は底部に横方

向のハケ調整を施した後、頭部までを横

方向の板ナデで平滑にする。円縁部内側

は横方向のハケ調整で整えられる。
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第75図 貯蔵穴SK4337遺物出土状況 ・遺物実測図
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第77図 貯蔵穴SK5424遺物出土状況・遺物実測図

SH5119 (第76----78図)

53 

54 

阻口
56 

1 : 3 10cm 

【遺構]K29'" K30グリッ ドで検出された。ほぽ中央を方形周溝墓5009に、南側の一部を耕作の撹乱に

より破壊されている。この他、竪穴式住居SH5435が東側に重複するなど、他時期の遺構の重複が多い。

床面は、方形周溝墓の溝以北に部分的に検出されている。黒色シルトを用いて、厚さは 1'" 2 cmとなる。

貯蔵穴は南西側縁に検出されたSK5424が該当し、最終形状に伴う。直径70"'75cmの円形を呈し、深

さは30cm程度で、ある。炉は方形周溝墓5009によって壊された個所に設けられていたと考えたい。

住居の掘方は底面がほぼ水平で、西側に偏った位置に溝が設けられている。溝は幅0.55'"1.1 mで、南

側がより広い。 深さは3'"15cmで、西側が比較的浅くなる。溝と最終形状の不整合から、溝を有する部

分が当初に築かれ、後に軸を北寄り にひねりながら北東側に住居を拡張されたとみられる。柱穴の掘方

は8か所で検出されている。一部を周溝墓に壊されるSP5651とSP578ト 5378、5430、5439が当初段階

の柱穴で、 SP5847・5809、5681、5650、5838あるいは5847・5809、5632あたりが拡張された後の柱穴

の組み合わせに該当するものと思われる。

【遺物]遺物は住居の埋土内と貯蔵穴SK5424などから出土している。46は折り返し口縁をもっ壷の口

縁部片で、 住居に切り込むSP5426から出土しているが、関連付けてここに掲載した。 47・48・50は折

り返し口縁をもっ壷の口縁部片である。外面は主にハケ調整で整えられる。口唇部外面にはハケ工具の

連続する刺突が施される例 (47)がある。 48はハケ工具による羽状の文様の内面に縄文が施される。 49

は壷の肩部片である。縄文を施した後に円形浮文を複数個一対として貼り付ける。51・52は墾の体部~

口縁部片である。いずれもハケ調整を施す。口唇部外側にハケ工具の連続する刺突を加える。 52の体部

内面はハケ調整の後に横方向の板ナデを施し、 ナデを加えて仕上げる。 53"'56は貯蔵穴の中に遺棄され

た破片が出土している。 53・54・56は謹である。54は風化が激しいが、51・52と同様の調整であろう。

53は頚部が直立し、口縁部を外側へ小さく折り、口唇部を折り返す。外面に向かう端部にはハケ工具の

連続した刺突を施す。 56は体部と台部が接する部分の破片である。外面に縦方向の粘土組を連続して貼

り付ける。 55は壷の底部片であるが、風化が激しく調整痕は定かで、ない。
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第2章調査の成果

第78図 SH5119平面 ・断面図(掘方)
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第79図 SH1313平面・断面図(床面)、遺物実測図
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第2翠調査の成果

SH1313 (第79"'82図)

{遺構]M30'" N30グリッ ドで検出された。

ほぼ中央部を真横に方形周溝墓SZ2575に

よって切られている。床面の遺存状態は良

く、プランの検出面からおよそ20cm下に、

ほぼ全面にわたって検出した。床面は黄褐

色の粘土を用いて敵き締めて張られており、

北側でより厚く 5cm程度、南側に行くに

従ってしだいに薄くなる。床面上には脆弱

な覆土による直径20"'25cmの円形のプラン

が3か所観察された。これらは柱痕跡と考

えられる。方形周溝墓の立ち上がり面で検

出された小穴を当初は柱穴のーっと考えた

が、掘方内で別個所に柱穴が検出されたた

め、 これは住居に伴うものでないことが明

らかになった。

南側縁には貯蔵穴が設けられている。壁

溝を一部切るかたちで掘られた貯蔵穴

第80図 SH1313遺物実測図 SK3081は直径50"'59cmの円形で、およ そ

60cmと深く掘られている。貯蔵穴の中位からは少なくとも 2個体の慈の口縁部~胴部が、子供の掌大の

破片に割られて捨てられていた。内面同士が重なるので、かたちを留めた胴部以上の破片を埋めかけた

貯蔵穴の中に投げ込んで、割っている可能性がある。貯蔵穴の周囲には深さ10cm程度の段が付き、貯蔵穴

にかぶせる蓋受けの用途を一部が担っていたのかもしれない。

壁溝は幅15"'35cmで、全周している。北~北東側でやや幅が広くなっている。

炉は検出されていない。方形周溝墓SZ2575が破壊した位置に設けられていたものと推測される。

住居の掘方底面は平坦で、立ち上がり直下から40cm程度の間隔をおいて周囲に、 111高45"'70cmで、わず、か

に窪む程度の溝を南側に開く 馬蹄形に掘っている。南~南西側に溝は掘られない。掘方内には10'"15cm 

の厚さに土が入れられた上に床が張られる。柱穴の掘方は70"'75cmほどの円形で、住居の掘方底面から

さらに40"'70cm深くなる。いずれも複数の柱穴が切り合っているようにみえる。これらの存在は床面上

では把握できなかったので柱を掘り取って転用するための穴ではなし」 同位置に複数回柱をすげ替えて

いる可能性を感じさせる。柱穴は、住居掘方の溝の内径に沿うように掘られており、南北方向に芯々で

3.7'" 8 m、東西方向に3.5m程度の間隔がある。

掘方底面からは4か所の小穴が検出されている。この住居より遡る時期の遺構であろう。

なお、この住居の周囲には溝が巡っている。 溝の形状等については後述する。

[遺物]遺物は、土器と石製品が床面上と貯蔵穴の内部から出土している。

57は複合口縁の壷の口縁部である。口縁部外面に縄文を施した後に縦方向の粘土紐を貼り付けて装飾

する。この粘土紐は剥がれた痕跡から I条以上の組み合わせであったことが分かる。 58"'61は翠で、台

部には、端部を矩形に仕上げるもの (58) と、内側に折り返して肥厚させるもの (59・61)がある。61

は内面を指で等間隔に抑えることで窪みを生みだしている。外面の調整はいずれも下から上にハケ工具

を掻き上げて行われ、特に胴部との接合部分には強く施される。内面は横方向に板状工具でナデられ、

頂部は59のようにナデのみの場合がある。 60は胴部~口縁部片で、外面は胴部下位には斜め方向の、上
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第81図 貯蔵穴SK3081遺物出土状況・遺物実測図

位には横方向のハケが下方向から次第に上へと施される。口縁部から口縁部・体部の接合部にかけては

縦方向にハケ調整が施きれる。口唇部は矩形に整えられ、 端部にハケ工具の刺突による刻みが付けられ

る。口縁内部は横方向のハケで整えられる。内面はハケ調整の後に横方向の板ナデが加えられている。

62・63は壷である。大きさの差はあるが頚部以下の形状は極めて近似する。 62は小型で、、全体形を知

られる ものとしては希である。輪積みの後に全面をナデにより調整する。63も高さ19cm余りと、やや小

ぶりである。外面は、最初に底部付近を垂直に掻き上げ、体部~頚部を斜め方向のハケ調整で整える。

その後、底部付近から体部下位には横方向のミガキを施して平滑に整えている。体部半ばから上端にか

けては羽状の縄文を施す。下位は上位に比べ幅広いが、施文が粗く下地にハケ工具の調整痕が残り、下

端には工具の末端の結節部が鎖状に記される。一方上位の縄文は密で、ハケによる調整痕をすっかり

覆っている。口縁部は折り返し口縁で、下面と外面に平坦な面をもっ。この面には体部に施される もの

と逆方向のハケ調整が施される。口縁部の内面にも、 横方向のハケ調整の後、外面体部上位に類した細

かな縄文が2回にわたって施される。結節部が半ばに残る ことから、内面に近い方を先に、その後に口

縁よりを施していることが分かる。縄文を施した後、半ば付近に円形の浮文が間隔を置いて付けられる。

64は敵石である。砂岩の自然離を用いており、三方向に敵打痕を残している。 一方向は割れて失われ

90 
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第82図 SH1313平面 ・断面図(掘方)

ているが、使用による割れであるかは判然としない。この敵石は、 63にほど近い場所の床面上に、他の

磯とあたかも集められたかのように残されていた。

貯蔵穴内からは聾と鉢がl個体ずつ出土している。いずれも外面はハケ調整で整えられる。体部の下

位から斜め方向に掻き上げた後、頚部から口縁部にかけて縦方向に掻き上げている。口縁部内側には口

縁に沿った横方向のハケ調整が施される。内面は主にナデ調整で仕上げられたようで、 複数の指頭痕が

連続して残されている。 65は小型の聾で60とほぼ同じ大きさである。口縁部はハケ調整によって矩形に

仕上げ、られ、外面にハケ工具による刺突が連続して施される。一方大型である66は、口縁部を大きく外

側に引き出した上外側に折り返すので平底の鉢と考えられる。

床面上の遺物は、住居の中軸線より東側に多く検出されている。特に、大小の査がほぼ完形で、出土し

ていることは興味深い。62は北東隅の壁溝から35cmほどの位置に転がるようにあり、 63は南東隅の壁面

によ りかかるよう に残されていた。謹の台部は少なくとも 3個体分がある。接合しなかったが、この中

に貯蔵穴に捨てられた個体の台が含まれる可能性は高い。61は北端に台部だけが正位に置かれるよう に

出土している。 57・60は床面上の覆土からの出土なので、この住居に直接伴わない可能性もある。

A' 
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A 
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4 黒褐色シノレトと風色シルト混合 哩土
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第83図 SH5425平面・断面図(床面)、遺物実測図

SH5425 (第83---86図)

[遺構JL29グリッドで検出された。西側を茶畑の天地返しによる撹乱で大きく削られ、北側・南側の
・部をSH5119とそれを囲む溝SD5389によって切られることで床面のおよそ2/3が失われている。残存

する部分については翠覆i土でで、ある黒色シルトをlロ2c佃m程の厚みで
床面は残存部分のほぼ全域でで、確認認、された。 褐色粘土と黒褐色シル トを用い、硬く f敵誠き締められる。3

'" 8 cmの厚みがあり住居の縁近くがより薄くなる。床面上では柱痕を確認することはできなかった。

炉と壁溝は把握できなかった。 炉は本来あるべき位置に撹乱が入っているので、破壊されているもの

と思われる。壁溝は断面、掘方上いずれでも明らかでなく、 設けられていない可能性もある。

貯蔵穴SK5661は南東側の縁に設けられている。直径73，...._，93cmの円形状で:.30cm程の深さがある。
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第84図 貯蔵穴SK5661遺物出土状況 ・遺物実測図
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第85図小穴SP5825遺物出土状況・遺物実測図

第 2~ 調査の成果

71 

72 73 

1 : 3 10cm 

10cm 

住居の掘方は底面を平らに整え、東側と北西側の立ち上がりに沿った位置に溝を設ける。東側の溝

は幅0.75'"'-'1.25m、深さ 1'"'-' 11 cmで、南北で途切れる。北西側の溝は幅40'"'-'55cm、深さ 2cm前後となる。

北端が尖るので、本来はわずかに東側の溝とつながっていたのかもしれない。

柱穴の掘方は主に6か所で検出された。北側には対になる柱穴が二組あり、北側に拡張されたものと

思われる。当初の柱穴はSP5813・5814・5822・5828である。直径50cm前後の円形をなし、明らかな掘

抜き穴は認められない。柱穴の間隔は長手方向に芯々で、2.1'"'-'2.3m、短手方向で同様に1.9'"'-'2 mとなる。

拡張は南側の柱をそのままにして北側だけを挿げ替える ことによって行われている。 SP5810・5829

が挿げ替えられた柱穴に相当する。 SP5810はやや浅いが5829と近似した深さなので柱穴と判断した。

これと同等あるいは深い小穴SP5809・5811が切り合うので、この柱だけが複数回挿げ替えられた可能

性もあるだろう。柱穴の間隔は長手方向に芯々で、2.65'"'-'3.4m、短手方向で同様に1.8'"'-'2.2mとなり、柱
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第86図 SH5425平面・断面図(掘方)

で固まれる空間は拡張によりおよそし8m広くなっている。
【遺物]遺物は床上の覆土、床面上、貯蔵穴内、掘方上で検出された小土坑SK5825内から土器が出土

している。 67は台付費の頚部~口縁部片である。外面は縦気味の斜め方向にハケ調整が施される。内面

口縁部の調整は風化して失われているが、頚部には横方向のナデ調整が観察できる。 68は折り返し口縁

をもっ壷の口縁部片である。全体的に風化が進むが口縁部の上面と外面に縄文がわずかに観察できる。

69・70は床面上から出土した査である。 69は体部の半ば以下が欠損し、 70は口縁部を打ち欠かれてい

る。69はその口縁部を70に被せるように横たわっていた。それぞれは若干離れているので、 立てられて

いたものが転倒したのかもしれない。 69は外面をハケ調整した後に頚部に縄文を施し、上端には等間隔

に円形の浮文を貼り付ける。縄文の上端部分は縦方向のミガキで平滑に整える。口縁部は外面に縄文を

施した上、 6本 l組の棒状浮文を縦に貼り付ける。内面は頚部以上をハケ e ナデで整えた後、口縁部に

縄文を施す。 70は外面全体をハケ調整で整えた後、体部過半に細かなミガキを施す。肩部には縄文を施

し、 その上端にハケ工具による連続した刺突を加える。 71"-'73は貯蔵穴から出土している。 73は広口の

小型壷で、ナデにより整えられる。 74は小土坑SK5825から出土した台付聾片である。底部から浮いた

位置に折重ねられていた。住居との関わりは確かで与ないが、便宜的にここに掲載した。
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調査の成果

SH1678 (第87......88図)

[遺構]M29グリッドで検

出された。床面は北側のお

よそ1/4をSH16850 3271に

よって壊されている。掘方は

SH1685の床面下に遺存して

第2章

覆土場
1 風色シルト 曜士
2 鵬褐色シルト床
3 鳳褐色シルト 埋土

いた。

床面は、 1 '"'" lOcmの厚きで

残存していた黒色シルトによ

る覆土を除去した住居のほぼ

全域で認められた。黒褐色シ

ルトを素材に用いて、 4"'8

cmの厚さで硬く敵き締められ

ている。断面を観察する と、

後述する掘方内側のくぼみの

内側にのみ設けられている こ

とが分かる。床面上には脆弱

な覆土による直径35cmの円形

のプランが Iか所観察された。

これは柱痕跡と考えられ、南

側に切り合う小穴は抜き取り

穴の可能性がある。また、同

様の円形プランはSHl685の

床面下からも2か所が検出さ

E
0
.N
H
H
 

白

A' 

。

。

。。θ 
。

れている。

貯蔵穴は設けられていない。

南東側縁に直径50cm内外の円

形の小穴が存在するが、深さ

2m 

¥一一J_L/

1 : 80 

一一-F「一一 ρ 

1 Oan 

第87図 SH1678平面・断面図(床面)、遺物実測図

が15cmと浅いのでこれに該当しないものと考えた。

炉も検出されなかった。掘方の下位や熱染みも認められなかったので、元来設けられていなかったも

のと考えられる。

壁溝は西側から南側にかけて検出された。JjJ面15"'25cmで、深さはIOcm程度となる。西側では掘方の縁

に接する部分もあるがおよそ20cmの間隔をもっ。南側ではおもむろに住居内側方向に屈曲して、最大で

55cm内側に入り込んでいる。

住居の掘方は、中央部分が直径4.5'"5 mの円形状に窪み、更に内側は中央部分が斜めに高まっている。

この周囲は掘方の立ち上がりまでの聞がテラス状に平らとなりその中間付近に壁溝の下位部分が掘り こ

まれている。北側の壁溝は掘方段階で明らかとなり、北北東付近で住居の掘方の沿う ものの、他の部分

は掘方よりも35cm程度内側にある。この状況から、最初に住居は掘方内部の円形状のプランで建てられ、

後に壁溝の位置から当初検出されたプランの位置まで複数回にわたって拡張されたのではないかと考え

られる。断面で認められた床面との関係から、この拡張は床面下の掘方や床面の追加を伴うものではな

し 掘方の底面を床面と同じ高さに止めてその位置に壁溝等の施設を新たに設ける手法で行われている。
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SP4143 
1 暴色シノレ ト 柱痕
2 鵬褐色'/)レト
SP4142 
1 鳳色νノレト 柱痕
2 鵬褐色シノレト
SP4.I41 
1. 111色シノレ卜 柱痕
2. m.梱色シノレト
3 鳳色シノレト

‘コ

o 1:80 2m 

第88図 SH1678平面・断面図(掘方)

そのために最終形態には伴わない壁溝を同ーの高さで検出しえたのである。

柱穴の掘方は5か所で検出された。 柱穴SP4146は切り合う浅い小穴を伴っているので、 床面上で、小

穴を伴っていたSP4147とと もに柱は抜き取られて転用されたものと考えられる。柱穴SP4144の断面で

は直径lOcm程の柱痕が観察された。

また、 SP4142・4143でも柱痕とも思われる部分が断面に見られる。 SP4143では底より間口が広がっ

ているので、挟って抜かれているのかも しれない。いず、れもSP4144の場合と異なり底面まで及んでい

ない。このSP4142・4143は一部が切り合い外側のSP4142が新しい。 拡張に伴って外側に挿げ替えられ

たものと考えられる。柱の間隔は、長手方向に芯々で3"'-'3.2m、短手方向に2.2"'-'2.65mとなる。

【遺物]遺物は土器が床面上などから出土している。 75は床面上から出土した小型の聾の台部で・ある。

外面はハケ調整で整えられる。主に下から斜め上方向に施されるが、体部との接合部は屈曲に合わせて

縦方向に施されている。 内面は縦方向のハケ調整の後に、同じく縦方向のナデを施して平滑に整える。

端部は矩形に成形される。 76は床上積土から出土した懇の口縁部片である。縦方向のハケ調整が外面の

官引こ観察される。77は壷の底部である。76と同様に風化が激しく調整痕は観察できない。
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SP360S 
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第89図 SH1822平面・断面図(床面・掘方)

第2ii"l 調査の成果

SH1822(第89"-'90図)

[遺構] P 28'" P 29グ

リッドで検出された。

南側を確認調査トレン

チT19に、北東側を耕

作の撹乱によって壊さ

れている。

床面は確認調査トレ

ンチよりも北側に広く

残っていた。黒褐色シ

ルトを素材 とし 、 2~

4 cmの厚ーさで硬 く敵き

締められている。床面

が残存する範囲からは

直径15"'35cmの円形の

プランを 2か所で検出

した。よ り小さな西側

はSP3676の柱痕と考

えられる。

炉は住居の中央やや

奥側に設けられている。

床面を一部切り込む形

で、直径60cm程度の円形

状の掘方を設け、内部

にシル トないし粘土を

充填するが、熱により

変色するので元来の色

調は定かでない。周囲

が2cm程度環状に盛り

上がっている。壁溝は

幅10'"16cm、深さ 5cm 

前後で、撹乱が及ぶ部

分以外には巡っている。

本来は全周していたも

のと推測される。

貯蔵穴は南東側の縁

に設けられている。貯

蔵穴SK3606は直径45

cm前後の円形をなし、

深さは30cmで、 播鉢状

に掘られている。内部
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の中央付近からは土器が出土しているが、貯蔵穴の

中位に比較的多くみられるので、貯蔵穴を埋める際

に投棄している可能性を感じさせる。

住居の掘方は底面を平らに整え、内部に3条の溝

を設けている。西側の溝は住居の立ち上がりに沿う

ようにやや弧を描いている。|幅は45'"'-'60cmで、 5'"'-'

11cmの、深さがある。中央部の溝は西側の溝に似た規

模をもつが、北側で住居の立ち上がりに沿う以外は

L字形に曲がって内側に入り込んでいる。 東側の溝

は幅0.4'"'-'1 m、深さ 1'"'-' 6 cmと最も幅が広く、外

側は住居の立ち上がりに沿っている。

柱穴の掘方は7か所で検出されている。SP3676

は4279と切り合っており、後者が5cm程深い。

SP3676の断面で柱痕が検出されているので、西側

に挿げ替えられたことが分かる。南側のトレンチ

A A' 

。 1 : 20 50cm 

第90図貯蔵穴SK3606遺物出土状況

内では直径25cm前後の柱穴が対になって検出されている。深さも近似するのでSP3673'"'-'3675では2回、

3671・3672では l回の挿げ替えが行われたのであろう。掘方内の溝が複数錯綜することからも、柱の挿

げ替えは住居の拡張を伴っていたものと考えられる。柱穴の間隔は、長手方向に芯々で2.2'"'-'2.4 m、短

手方向には同様に1.9'"'-'2.2mとなる。

[遺物]貯蔵穴SK3606から土器が出土している。謹の破片が主体であるが、接合しない小破片のため

図化は割愛した。

SH1335 (第91図)

[遺構]M30グリッドで検出された。北側はSH1313を囲む溝SD2937に、南側をSH1313に壊されている。

床面は 5'"'-'8 cmの厚きで迫存していた黒色シルトを主体とする覆土の下で、ほぼ全域にわたって検出

されている。掘方埋土に近似した黒褐色シルトを素材とし、厚さ 1cm内外と薄い。床面上には脆弱な誼

土による直径16'"'-'25cmの円形のプランが2か所観察された。これは柱痕跡と考えられる。

炉は住居の中央やや奥側に設けられている。 直径40'"'-'50cmの楕円形状でー上位は失われて熱染みとして

認められた。壁溝と貯蔵穴は認められなかった。

住居の掘方は底面を平坦に整え、内部に溝を備える。溝は楕円形に全周するもので、東側に偏って

いる。|幅0.7'"'-'1 m、深さ 3'"'-'8 cmとなり、比較的東側の幅が広くと られている。柱穴の掘方は 5か所

で検出された。直径20'"'-'35cmとやや小型の円形を呈する。北東側のSP4176のみが西側でSP4177と切り

合っている。住居の掘方が北側にややいびつでドある ことからも、 l本だけ柱を挿げ替えて拡張している

可能性を感じさせる。柱穴の間隔は長手側で芯々に2.2'"'-'2.3m、短手側で同様に1.8'"'-'2.1mとなる。

{遺物}遺物は床面上と掘方埋土から土器・石器が出土している。

78は床面上から出土した台付翠の台部である。末端はやや尖り気味に調整され、内側には連続する指

頭痕が観察される。表面は風化が激しい。

79は短冊形を呈する打製石斧である。 表面には原磯面を、裏面にも素材の面を広く残しながら側縁を

調整して形作る。側縁の中央付近には、 緊縛のためか緩やかな挟り込みが作られる。先端部には使用痕

と思われる細かな擦痕が平行して観察される。
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第2主主 調査の成果

o 
第91図 SH1335平面・断面図(床面・掘方)、遺物実測図
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SH2931 (第92図)

[遺構JN31'" 031グリッドで検出された。周辺を

SH1303・29日・ 803や耕作による撹乱によって壊されて

いるため掘方の一部を検出したにとどまった。床面に設

けられた施設で存在が把握できるのは炉である。住居の

中央と思われる位置に58"'82cm程度の直径をもっ楕円形

状の熱染みが観察されている。貯蔵穴は特定することが

できなかった。

住居の掘方は壁の立ち上がりが失われ、内部に位置す

る溝の一部のみが把握された。111高1.08'"1.95m、深さは

掘方底面から10cm程度とやや浅い。住穴は2か所を特定

した。 直径45"'65cmの楕円形状で、深さは50"'60cmと近似

している。 柱穴の芯々の間隔は2.7mとなる。 SP4276で

は柱痕の一部とも考えられる直径、深さともに30cmの黒

色シル トと黄褐色粘土からなる堆積を断面に見出すこと

ができた。 一方SP4283では黒色シルトと黄褐色粘土が

広い範囲で、入っており定かで、はない。

SH2218 (第93図)

【遺構] L27"'M28グリッドで検出された周囲を溝で囲まれる住居である。耕作に伴う円形の大形土坑
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第92図 SH2931平面・断面図(撮方)

により部分的に破壊されている。

床面は検出面とほぼ同等の高さにある。東側は検出面がやや下がった影響で検出されていないが、 お

そらくほぼ全面に張られていたものと思われる。褐色シル トを材料に周い、硬く敵き締められている。

北西側のSP3716に相当する部分に直径15"'25cmの脆弱な覆土による楕円形のプランを検出した。これ

は柱の痕跡と考えられる。

炉は、中央やや奥側に検出された。床面に一部が乗る直径75cm前後、深さ2'"6 cmの円形状の掘方内

に褐色粘土を充填する。頂部は床面から 4cm程度盛り上がっており、直径33"'42cmの円形状の平坦部を

作り出す。貯蔵穴は元来設けられていない。 壁溝も検出できなかった。

住居の掘方は底面を平坦に揃え、溝を設ける。溝は住居の南~南西側では掘方の立ち上がりに沿うが、

東~北北西側で、は最大で、40cm程度の間隔をもっ。住居掘方の立ち上がりは西から北を回って東に至る個

所では複数の段として捉えられる。おそらく、 建築当初から 2回の拡張が加えられているのだろう。柱

穴の掘方は少なくとも 4か所である。SP3714・3715・3716は直径30"'40cmで、 49"'56cmの深さをもっ。

いずれも抜き取り穴は伴わない。 SP3182は長軸30cm、短軸25cmの楕円形を呈し、深さ も56cmと他と近

似する。これにはよ り浅しミ小穴SP3184・4065が切り合っている。 東側のSP4065は39cmの深さがあり床

面上での精査段階では確認できなかったもので、当初段階の柱穴であろう。一方SP3184は3182ととも

に検出されており、 46cmとやや深く柱穴にしては他よりも大きい。

(遺物]遺物は床面上とSP3184内から土器が出土している。

80は折り返し口縁をもっ査の頚部~口縁部片で、SP3184から出土した。 外面、内面ともに風化するが、

ハケ調整を施した後に横方向の板ナデを追加して表面を平滑に整える。 口縁部外面は横方向のハケ調整

によって直立する平面を作りだしている。

81は床面上から出土した壷の口縁部である。複合口縁の一部分であり、直立する外面には縄文を施し

ている。
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第93図 SH2218平面・断面図(床面・掘方)、遺物実測図
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ることができた。

床面は、住居の全域にわ

たって検出され、 壁溝際ま

で隙間なく張られていた。

掘方埋土と同質の黒色~黒

褐色シルトを素材としてl

層上に厚きし5--""2 cm程度

の厚みで硬く敵き締められ

ている。断面図上ではこの

厚みを表現できないので、

割愛してある。床面の設け 第94図 SH328平面・断面図(床面)

られた高さは標高111.7m付近で、あるが、西~南方向に多少下っている。特に炉の周囲で-s.下がる傾

向がある。床面上には黒色シルトが覆土として堆積しており、最大で5cmの厚みが残存していた。床面

上には脆弱な覆土による直径30--"" 75 cmの円形ないしは楕円形プランが4か所観察された。これらのうち

南東側にあるひとつはSP2298の柱痕跡と考えられる。

貯蔵穴は南側の縁辺東寄りに設けられており、南東側の一部が壁溝と重複している。直径55--""65cmの

楕円形を呈し、深さはおよそ30cmで、ある。この北西側には長辺95cm、短辺60cmの長方形に、床面から4

cm程度掘り窪めてある。南東側の一辺に貯蔵穴のほぼ中心があたるこ とから、 それぞれは関連したもの

であると考えられる。貯蔵穴の蓋受けのよ うな機能を有していたのかもしれない。

壁溝は、北西側の撹乱付近以外で、は全周している。壁溝が定かでない部分は、検出面がやや下がって

いる関係で失われている可能性が高い。 l幅18--""32cmで、北西側がやや幅広となるものの、およそ25cm前後

で一定している。 深さは床面からIOcm内外で、ある。

炉は中央やや北側寄りに設けられている。周囲を小穴状の撹乱によって壊されているが、直径50--.，.，55

cmの円形で、あったものと思われる。深さIOcm程の小土坑を穿った後に、粘土を充填して造られている。

粘土の外縁は小土坑の外側15cmほどまで及んで、おり、上面は平に整えられる。床面と炉の頂部は高低差

があり、 床面から最大で4cm程度盛り上がっている。

住居の掘方底面はほぼ水平で、溝は設けられていない。掘方上には厚さ 2--.，.， 3 cmの黒色~黒褐色シル

SH328 (第94"'96図)

[遺構JM32--.，.，N32グリッ
ドで検出された、牛尾山山

上の平坦面の西縁に位置す

る住居のひとつである。今

回検出された竪穴式住居の

ほぼ全てが北西一南東方向

に軸をもっ中で、この住居

は斜面際という立地のせい

であろうか、南北方向に軸

をとる稀有な例である。西

端の一部を耕作による撹乱

によって切られている以外

は整った形状を概ね把握す
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第95図 貯蔵穴SK2301・2302遺物出土状況・遺物実測図

トを敷きならして埋土と している。

第 2~ 調査の成果

82 

83 

84 

1 ; 3 10cm 

住穴の掘方は直径30"-'60cmの円形状で、南東側のSP2298が最も小さい。いずれも住居掘方の立ち上

がりから90cmほど内側に掘られており、整ったバランスを感じさせる。南西側の小穴SP2306は隣接す

るSP2305に比べれば15cm程度浅いが、北側の柱穴2290とほぼ同じ深さなので、柱穴のーっと考えられる。

柱根の腐食などによってこの部分だけが外側へ新たに挿げ替えられたのであろう。また、柱穴SP2290

は著しく深い。軟弱な個所に延びた木根の可能性がある。

SP2298以外には複数の小穴が切り合っており、断面の土層にも柱痕とみられる堆積は定かでない。

いずれも柱穴よりも浅く床面上からもすでに把握されていたものがあるので、柱は抜き取り穴を掘って

取り去られるか、その場で、快って抜き取られているものと考えられる。柱穴聞の間隔は、長手方向が

芯々で3"-'3.2m、短手方向が同様に2.3"-'2.9mとなる。

[遺物]貯蔵穴SK2302内から土器がまとまって出土している。土器は翠のみである。貯蔵穴の中央部

から住居の内側方向にかけておよそ 2個体の破片が無造作に放り込まれているようにみえる。 82は体部

上半以下を復元することはできない。また、 83・84は同一個体の可能性が高いが破片の接点はなく 、更

に84の台部の端部も接合することができなかった。この状態は、完形の裂が貯蔵穴内に捨てられること

によって割れたのではなく、他の個所でばらばらに割った破片をまとめて廃棄したことを示している。

同一個体の破片が床面上に残されていないことからも、この場所は屋外であったとも考えられる。

82は廼の体部上半~口縁部片である。体部と口縁部の接合部で厚みを著しく増して、体部に比べて厚

い口縁部を備えている。表面の調整は風化により定かでない。

83はやや大形の聾の体部上半~口縁部片である。口縁部は体部との境に明確な境をもち、口唇部にか

けて直線状に立ち上がる。内外面ともにハケ調整によって整えられている。外面は口縁部と体部の接合

個所付近から上を縦方向にハケ調整する。体部上半のハケはこのハケを切って横方向に施されている。
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l 黒色νルト
2 黒色シルト
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l 撹乱
2 鳳色シノレト
3 脇色ンノレトと褐色粘土混合
4 血色シ/レト
5 鳳色シル卜と褐色粘土混合
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同
り

]

{

戸

M
・
C
E

mo 'ZTT 
コ正コ

， 9 

E
0
.N
H刊

口

A 

112. 

A' 

E 
112.0m 

E' 

。 1 : 80 2町1

第96図 SH328平面・断面図(掘方)

調整の最終段階に施されたものであろう。口唇部は角ばり、端部は横あるいは斜め方向にハケ調整され

ている。口唇部外縁にはこの際に押された粘土が下方向に垂れ込んでお り、この角にハケ工具を縦に刺

突して連続する刻みを付けている。 内面は口縁部に横方向のハケ調整が観察で、きる。口唇部の内側縁辺

にはハケ調整によ って押し出された粘土が残らないので口縁部内面のハケ調整は外面 ・口唇部の調整が

終了した後に施されていることが分かる。

84は惑の台部~体部片である。台部の内側は滑らかに調整され、底部内面の屈曲に沿うかたちで、中心

が下方に突出している。台部と体部の接合面も滑らかで、ハケ調整によって整えられたのだろうが調整

痕は風化によって明らかでない。 体部外面には下から斜め上方に引き上げられるハケ調整が観察できる。

内面はナデ調整が主体で、体部半ばに相当する部分には高き15cm程の輪積み痕が観察で、きる。
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第2意調査の成果

SH2949 (第97.......98図)

001 [遺構] L30"-'M30グリッ ドで検出され

た。南側を方形周溝墓SZ2575に、 北側

を溝SD302や耕作による撹乱によって壊

されている。検出面は床面前後になった

ため、住居の立ち上がりは把握できな

かった。 また、床面上には覆土である黒

褐色シル トが一部に 6"-' 1 4cmの厚みで、認

められた。

床面は震土の残る南側のごく一部など

で確認されたにすぎない。 掘方埋土であ

る黒褐色シルトの上面を敵き締めている

ようであるが全容は明らかにできなかっ

た。 この面で、は直径25"-'30cmの脆弱な覆

土による円形のプランを2か所で検出し

た。これらは柱痕であると考えられる。

西側の二つの住穴は、撹乱等の影響でこ

5
0
.N-[岡

田

A' 

。 1・80

の位置では把握できなかった。

炉は住居中央やや奥側に設けられてい

2mる。長

方に褐色シルトを充填する。上面は平に

整え、北縁に 2cm程度のわず、かなふくら第97図 SH2949平面・断面図(床面)

みを土手状に設けている。

壁満は見いだ、せなか国った。住居の掘方底面でも検出できなかったので、設けられていなかった可能性

を感じさせる。

貯蔵穴も明らかでない。方形周溝墓SZ2575が貯蔵穴のあってよい場所に掘られているので、これによ

り破壊されている可能性がある。

住居の掘方は、底面を平らに整えて周囲に溝を設ける。溝は住居の立ち上がりのラインに平行して

IllaiO.75"-'0.95m、深さ 2"-' 7 cmとほぼ均一な幅で掴られている。北東側は撹乱によって把握できないが、

SD302の北側では満があってよいはずの位置に検出できなかった。北から西側にかけて掘られずにJ字

形になる可能性もあろう。住居掘方の下端から15"-'30cm間隔をあけ、この聞がテラス状に残っている。

なお、掘方内には 5""' IOcmの厚みで、黒褐色シルトを敷き均している。

柱穴の掘方は4か所で検出した。直径40"-'50cmの円形をなし、西側のSP4158、4167は切り合いがある。

SP4158は西側に10cm程度浅いSP4159がある。 SP4159は4152、4151などと近似した深さがあるので柱穴

のーっと考えられる。いずれの断面にも柱痕は把握されず、柱穴の内部をさらって柱を抜き取っている

ものと考えられる。南側にあるSP4167は直径72cmとひときわ大きなSP4166と切り合う。住の抜き取り

穴としては大きいため柱穴のーっと考えたい。いずれの断面にも柱痕は認められず、柱の抜き取りのた

めに内部が掘り返されている可能性がある。東側の柱穴4152・4153、4151で、は幅15cmの柱痕が断面に認

められた。柱穴の間隔は、長手方向に芯々で、2.8""'3.1m、短手方向で同様に 2"-'2.25mとなる。このよ

うに、住居は同じ掘方を利用して東側の柱をそのまま残し、西側の柱を挿げ替えることで上屋を改修し

ているものと考えられる。
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SP4152 
1 黒色γル 卜 往複
2 黒褐色シノレト
SP4159 
1 黒色シルト
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SP4167 
1 黒色シノレト
2 鳳褐色シノレトと褐色シル ト混合
3 鼎色シノレト
4 陣褐色シノレト
SP4151 
l 帰色ンルト柱Ia
2 黒褐色シノレトと褐色シルト程合
3 褐色yル卜

第98図 SH2949平面・断面図(掘方)
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SHl440 (第99函)

[遺構JR29....... R30グリッドで検出された。西側のおよそ2/5を天地返しに伴う撹乱によって壊される。
残存部には床面上の覆土となる黒褐色シル トが10.......16cmの厚みで、検出された。

床面は、残存部の多くで認められた。褐色粘土粒の混じる黒褐色シル トを2.......6 cmの厚みで、硬く敵き

締めている。中央部に行くに従い厚くなる傾向がある。床面上では 2か所に柱穴を確認する ことがで

きた。西側にあるSP4311に相当する位置には長軸40cm、短軸25cmの楕円形のプランがあり、柱痕の一

部と考えられる。SP3342・4307・4308は連続して切り合う柱穴である。もっとも新しいと考えられる

3342は抜き取られている可能性が考えられるが隣接する4307上には床が設けられていなかった。 掘方上

で検出された柱穴がいずれも床に槌われていたので、このありかたは特異的である。

炉は住居の中央やや奥側に設けられている。撹乱の影響で、熱染みの下位が長軸50cm、短軸40cmの楕円

形状に検出されている。掘方は残存していなかった。

壁溝は撹乱を被る個所以外に認められた。途切れる気配はなく、 本来は全周していた可能性を感じさ

せる。 幅18.......28cm、深さ 7cm前後となる。

貯蔵穴は西側のプラン際と推測される位置にある 2基の小穴いず、れかが該当するかも しれない。確証

が得られなかったので図中では撹乱扱いとしている。

住居の掘方は底面を平らに整えるのみで、溝が伴っていない。
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第2章調査の成果

2m 

柱穴は4か所で検出され

ているが、いずれでも複数

が切り 合 う。西側の柱穴

SP3340は直径45cmの円形

で、 南側に4312と切り合っ

ている。 4312の下端は3340

より20cm程度浅くなるが、

床面上では認められなかっ

たので古い柱穴が埋め戻さ

れてその上に床が復旧され

ているものと考えられる。

この南側にあるSP4310・

4311についても同様の傾向

が観察される。撹乱中で

検出された柱穴SP3266は、

本来は西側の柱穴と同規

模であったろう。 SP3267

と切り合い、 3267が15cmtま

ど浅い。西側の柱穴いず

れでも内側の柱穴が浅 く

なっていることから、これ

も新旧の柱穴と考えられ

る。 SP3342・4307・4308

でもSP4307は3342より 6

cm、SP4308は4307より 12

cmそれぞれ浅くなり、他の

柱穴と同様な傾向にある。

このように、いずれの柱

穴でも内側から外側へ柱を

挿げ替えて、同一プランを

利用しながら上屋を造り替

えているものと考えられ

る。柱穴の間隔は、当初が

長手に芯々で、2.25"-'2.35m、

短手で同様に1.65"-'2.2m、

挿げ替え後は長手に芯々

で、2.8m、短手で同様に2.4

"-'2.65mとなり、柱で囲ま

れる面積は2.6ぱ程度広く

なっている。
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SH1426 (第100---103図)

[遺構]R28'" R30グリッ

ドで検出された。ほぼ中央

を真横に確認調査トレンチ

T21によって切られ、西側

の1/5程度が茶畑の改植に

伴う撹乱によって破壊され

ている。検出面が床面とほ

ぼ同等のレベルで、あったた

め、床面以上の立ち上がり

は失われている。

床面は炉の周囲に一部が

認められた。 黒褐色のシル

トを用いてお り硬く敵き締

められている。 床は検出面

カ宮下日3っているためにほと

んどの部分で失われていた

が、 残存部の状況から標高

111.9m付近に水平に張ら

れていたものと思われる。

2m 
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土坑SK3744遺物出土状況
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SH1426平面・断面図(床面)
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第101図

ロ 4ク

第100図

A 
112.0m 

この床面相等面上では、

柱穴が3か所で確認されて

いる。これらは掘方の埋土

上から穿たれているので、

柱穴は掘方の埋土を平らに

均した上から掘られ、その

後に床が張られているこ と

が分かる。西側のlか所は

改植による撹乱の下面で把

握された。

貯蔵穴は設けられていな

い。 ただ し、柱穴SP3395

と1435を結んだ線上北東寄

りに土坑SK3339が掘られ

ている。直径50crn前後の2

段に掘られた楕円形状を呈

し、 請をさは35crnほどで、ある。

この中から周辺にかけて遺

物が集中して出土している。

特に査の頭部は床閣に相当

する高さに据え置かれたよ
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第2章調査の成果

うに出土していることからも、これらは

住居に伴うものと理解してよいだろう。

また、5ll!は2個体分であるが、台部は出

土しなかったので、土坑内に遺棄される

以前に割り取られている ものと考えられ

る。 胴部から口縁部にかけては比較的原

形をとどめるので、破損した部分の破片

とと もに土坑内に丁寧に埋め込まれたよ

うに感じられる。 この土坑は、 通常貯蔵

穴が掘られる位置とは全く異なっている

が、 内部に土器が遺棄されるなど他の貯

蔵穴と共通する傾向もあるので、同様な

意図で設けられたものなのかも しれない。

炉はプランの北東側、すなわち住居の

やや奥側に相当する位置に設けられて

いる。床面を掘り抜いて設けられた直

径0.85'"1 mの楕円形を呈する土坑内に、

床面よりもやや明るい暗褐色シルトを貼

りこんでいる。また、これよ り20cm程度

南西側に直径28cmほどの円形を呈する焼

土が混じる小土坑状の施設がある。 この

位置から北東側に炉を造り替えている可

能性もある。

壁満は幅15cm程度で、あり北側の一部で

不明瞭となる。先述のよ うに検出面が多

くの部分で床面以下となっている影響で

失われているのであろう。

10cm 炉の南西側には一部が茶畑の撹乱に

よって壊される土坑SK3744がある。残

第102図小穴SP3339遺物出土状況 ・遺物実測図 存部で長さ90cm、111高45cmを測り、 元来は

円形状であったものと思われる。内面の底面よりやや浮いた位置からは謹の破片が一個体分集まって出

土している。位置関係から住居に伴う土坑とは考えにくいが、住居の時期に近似するものとしてこ こに

取り上げた。

住居の掘方底面は平坦で、、内面に溝は設けられていない。南西側には 5cm程度の落ち込みが断面で、観

察されているが、平面では把握できなかった。掘方内には埋土として黒褐色~暗褐色シルトが3'" 5 cm 

程度の厚みで充填されている。柱穴の掘方は直径50"'70cm程度の楕円形あるいは矩形をなす。住居の掘

方底面から50cm程度の深さがあるが、南側の柱穴SP3396のみ25cmほどとやや浅い。柱穴聞の間隔は長

手方向が芯々で、3.5"'3.8m、短手側が3.5'"4 mとややひしゃげている。なお、いずれにも柱の抜き取り

穴は認められなかった。

[遺物]遺物は、土坑SK3744内部と土坑SK3339内部から一部床面に相当する位置から土器が出土して

いる。 85は台付謹の体部~口縁部である。外面は下位から順番にハケ調整が施されている。台部に近い
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第103図 SH1426平面・断面図(掘方)

位置は縦方向に、体部では斜め方向、体部上端から口縁部にかけては縦方向の後横方向に施される。 上

下方向のハケは、いずれの個所でも下から上に施される。内面は、底部付近と口縁部を中心に横方向の

ノ¥ケ調整が施される。体部半ばにはハケ調整が目立たない。ハケ調整後、板状工具や指によってナデが

施されて平滑に整えられている。 SK3339から出土した聾は、 85の他図版4右上がある。

86は壷の頚部片である。内面には指頭痕が残されるが、外面はナデによって平滑に整えられる。外面

には文様が施される。上位にはハケ工具を用いた強しミ刺突を連結させることによって内側に凹凸をもっ

た沈線をヲ|いている。この下位にはクシ工具によるものとみられる連続するS字状の浅い沈線を施した

上、 直径5mm前後の円形の浮文を7mm前後の間隔でh連続して貼り付けている。最下位には、先のクシ工

具と同じ工具を用いて連続する短い沈線を斜めに施している。この破片は残存する上端・下端ともに輸

積みの位置で横方向に割れている。故意に割り取られているようにも見える。
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第2章 調査の成果

SH5678 (第104"'"105図)

{遺構] K30グリッドで検出

された。方形周溝墓SZ2579・
国T.ZH 

5009、SH5119を囲む溝SD5389
‘コ コ

により大きく壊されているので

全体の形状を把握するのは困難

である。溝SD5437・5633によっ

て固まれる住居と考えられ、調

査段階ではSZ5009北側まで住

居のプランが広がるものと考え

たが、 明らかとなった柱穴では

むしろごく小さな住居しか特定

I~ ¥__ ¥ tポイ し得なかった。

にコ P自4 床面は撹乱等によって明らか
;j 

ー でない。 柱穴SP5663の北側で
A A' 

112づ百六~工_r-- 土器がまとまって出土したので、

この付近に床面があったものと

仮定してこの高さで一旦形状を

記録した。

炉・壁溝・貯蔵穴は明らかで

N ない。炉は住居の中心付近を通

るSD5389によって壊されてい

る司能性が高い。壁溝・貯蔵穴

は掘方の掘削の際にも見いだせ

なかったので、設けられていな

かったとみられる。

住居の掘方は底面を平らに整

えて、南側に溝を設ける。溝は

;. l幅0.7----1.2m、深さ 4----18cmと

なる。東側の溝の肩が内側に

'" 入ってくるので、西側に開く馬[ 

叶

。 1 : 80 2m 蹄形を呈していた可能性がある。

柱穴の掘方は4か所で検出さ

第104図 SH5678平面 ・断面図 (床面 ・掘方) れた。直径40----50cmの円形を呈

する。柱穴の間隔は、南北方向に芯々で、1.5----1.8m、東西方向で同様に1.9mと、住で固まれる空間は正

方形に近い。

[遺物]土坑SK5679の上位から北東側にかけて土器が出土している。同一個体とみられる台付き謹の

台部~体部片が主体となるが、ほとんど接合せず図化は割愛した。上記のように床面が把握できなかっ

たが、土器の多くは近似した高さに面的に分布しており、床面上に遺棄された遺物であった可能性が高

い。破片がほとんど接合しなかったことは、他の場所で割られた破片が持ち込まれたか、この場で、割っ

て破片の一部を他に持ち出しているからであろう。
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きた。

床は南側の一部で検出された。 褐色粘土と黄褐

色粘土を混合した素材を用いており、硬く敵き締

められている。 床上の領土にあたる褐色シル トは

厚さ8cm前後で、残存していたが、広い範囲で床下

埋土上まで、下がった位置から堆積し、この中に床

の素材がプロッ ク状に砕けて混入する状況であっ

た。 覆土が堆積する以前に、床が剥がされた可能

性も否定できない。床面上には掘方とほぼ同じ間

口で柱穴が4か所で検出されている。

炉は中央やや奥側に設けられている。直径65cmの隅丸台形状で、床面に相当する高さから5cm程度盛り

上がり、上位の直径50cm前後分を平らに整える。掘方は炉の範囲とほぼ同等な円形状を呈し、黒褐色~

褐色シルトで充填している。貯蔵穴は南東縁に設けられている。貯蔵穴SK3057は、最大径68"-'70cmの

隅丸台形状で、深さは32cmとなる。内部には土器が遺棄されていた。

壁溝は幅10"-'25cm、深さ 5"-' 8 cmで、住居の立ち上がり際に全周する。

住居の掘方は底面を平坦に整え、内部に馬蹄形と直線状の溝を備える。馬蹄形の溝は幅0.4"-'1.9mと

南側が細く、 北北西側が著しく広く なる。深さは3"-' 8 cmで、あるが、 |隔と比例するわけではない。一方、

直線状の溝は馬蹄形の溝の南側にあ り、 幅65cm前後で、わずかに窪むO

柱穴の掘方は6か所を検出した。 直径40"-'60cmの円形あるいは隅丸方形を呈する。住居の奥側に位

置するSP3053は南側に柱の抜き取り穴と考えられるより浅いSP4289を伴っている。西側のSP3052も

南側に不定形の張り出しをもっ。抜き取 り穴の一部なのかもしれない。南側の柱穴はSP3077・4323と

SP3055・3056がセットになる。この部分は、直線状の溝とともに南側に拡張されたものと考えられる。

SP3056の西側に切り合う土坑は、 あるいはSP3077・4323に伴う貯蔵穴の一部であった可能性がある。

[遺物}床上の覆土と貯蔵穴SK3057内、床面上から土器が出土している。

88・89は覆土からの出土である。88は聾の体部~口縁部片である。外面は中位を横方向のハケ調整、

上位を縦方向のハケ調整で整えられる。口唇部にはハケ工具の刺突により文様を付ける。内面は縦方向

のハケ調整が確認される。また、縦方向のナデ調整も体部上端に施される。 89は複合口縁をもっ壷の口

縁部である。外面の一部にハケ調整が認められるが、全体にわたって風化が進んで、いる。

90・91は床面の北端付近から出土した惑の体部~口縁部片である。 それぞれが寄り添うように、潰れ

ていた。外面上位には縦方向のハケ調整を施し、口縁部内面にも横方向のハケ調整を施す。内面には指

頭痕が頻繁にみられる。 90は口唇部にハケ工具による刻みを付け、91にも同様な痕跡がある。 92は貯蔵

穴3057内から出土した裂の体部~口縁部片である。外由ーはハケ調整で整えられるが、横方向のハケ調整

と頭部の縦方向のハケ調整の聞には斜め方向のそれが入らない。内面の調整は91に類似している。

これらの護はいずれも台部が伴わない。他の場所で打ち割られて各所に廃棄されているようにみえる。

SH1200 (第106・108図)

{遺構]Q30"-' R31グリッ ドで検出された。床面では北西側を大きくSH1203によって壊される。また、

南北方向に確認調査トレンチT23が入っている。

SH1203 (第106"'108図)

[遺構]Q30"-' R31グリッ ドで検出された。一部

を確認調査トレンチT23・24によって切られてい

るが全体の状況は比較的良好に把握する ことがで
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第105図 小穴SP5679付近遺物出土状況



第2章調査の成果
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$111200住穴 !)1I12拍姻方埋土 . 

I _}I_二
掩土帯
A-A'、s-s.
1 ぬ色シノレl 橿土
1-2.m色シル トと剤耐色粘土混合
I-3ぬ色ンル卜と苅槌色粘土恥合
2 胤ぬ色シル トと貨褐色粘土自己合
3 ぬ色シノレトと胤侶色シルト悦合
4. i白色シルトと#他色出土佐出合
5. :，tJ削色ンルト 褐色ンルトと亦1白色シルト出合 b1Jq¥j 
c-c.、。D.
1. 1.'.1伯色シルト 掩土
2 此IU色粘土と i~色粘上出合
l. /.1.¥色シルトと111ぬ色粘土拠11"
4. ，!，I，¥出色シル卜
5 附尚色シルト.1/.1他色シルトと流出色粘土混合
6 時十日色シルト
7 日1M

o 1 : 80 2m 
ト一一一一一→一一一一一一→

A 1 ~2 

C ! ? 
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87 

88 

o 1 : 3 10cm 」 市"""v" J 
89 

第106図 SH1203・1200平面・断面図(床面)、遺物実測図
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第107図 SH1203、貯蔵穴SK3057遺物出土状況・遺物実測図

90 

91 

92 

1 : 3 10cm 

床面は住居中心部の比較的広い範囲で検出されている。黄褐色粘土と褐色粘土の混合土が材料として

用いられており、厚さ 1"-' 2 cmで硬く敵き締められている。床面上でlか所、確認調査トレンチの内

部で2か所柱穴を確認している。床面上の柱穴は掘方上とほぼ同規模で把握されている。 SP4286につ

いては図上ではSH1203の壁溝を切って表現しているが、 当初は柱穴と認識できず先行して掘削してし

まったせいである。本来はSH1203の壁溝の方が新しい。

炉は把握できなかった。 SH1203によって壊されているのだろう。貯蔵穴は、 T23内部で検出された

SK1l93が該当する。長軸67cm、短軸55cmの楕円形を呈し、深さは36cmとなる。

壁溝はSH1203と同等の規模で、検出範囲のほぼ全てに巡る。

住居の掘方は、北端で途切れるので、北西に開く馬蹄形状であった と考えられる。 l隔は0.35"-'1.9m 

と南側が広く とられ、深さは3"-'10cmとなる。

[遺物]87は覆土から出土した分銅型を呈する砂岩製の打製石斧である。縄文時代の混入品である。
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SP3055 
i 股乱
2 制色シノレトとI.!I約色シル ト混合
3. mlU色//レト
4 附制色シノレト
$['3052 
[. mt~色シルト
2 尚色シル ト止瓜色ンノレ卜混合
3 郎色シル !と関ぬ色シノレト混合
，. m間色シノレ卜
SP3053 
1. ;r.t~尚色シルト と III色、ノノレ ト f見合
2 時め色シルト
3. Wぬ色、ノル ト
1. 1日色ンノレト
5 時m色"/1レト
6 貼ぬ色シルト
51'3056 
1. I日嗣色シル卜
2 胤伯色シルトとかrH昌色シノレ卜部骨 位脱
3. 1.¥11:白色シル トと賞品色ンノレ卜促合
'1. mm色シノレト
5. !.~~飴色シノレト ___l1← 

J12.2m 

D 
112. 2m 

第2話調査の成果
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SP3051 
1. ml白色ンル kとぬ色ンノレトif!合 住出
Z 以ぬ色νノレトとぬ色yルト混合
3. ~.I褐色シル ト とm色シノレト混合
'1. !.I.¥柿色シル トと飴色シルト1ft'.合
5P1286 
l 則的色ンルト
2. .'.I.H尚色ソノレ卜と制色シルト混合
3. !.¥1m色シノレ!と尚色シJレト混合

A' 

0' 

E' E 

112. 2m、--._，.一一ー~ー
1 (3 

4 

第108図 SH1203・1200平面 ・断面図 (掘方)

o 1 : 80 2m  
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SH1234 (第109図)

[遺構JQ30"-' Q31グリ ッ

ドで検出された。北側を

SH2492に、南側をSH1203に、

中央やや東を確認調査トレン

チT23に切られる。 検出面が

下がったため炉・柱穴・貯蔵

穴・壁溝を検出するに留まっ

た。

炉は住居の奥側に直径50cm

前後の熱染みとして捉えられ

た。柱穴は直径35"-'50cmの円

形ないしは楕円形で、抜き取

り穴は伴わない。柱穴の間隔

は、長手方向に芯々で2.5"-'

2.8m、短手方向で同様に1.95

"-'2.7mとなる。貯蔵穴は南

東隅に設けられた直径50"-'70

cm、深さ35cm程のSK2559が

該当する。

SH4522 (第110図)
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。 1 : 80 2昨1

第109図 SH1234平面・断面図(掘方)

【遺構JV33"-' V34グリ ッドで検出された。今回の調査で検出された住居の最も西側にあたる。楕円形
の住居は軸が西へ偏るのが通例であるが、 軸がやや東側に偏る唯一の例である。ほぼ南北方向を示す

SH328とともに、台地の縁辺という立地が影響しているのだろ うか。南西側のおよそ1/5は調査区外と

なり検出していない。

床面はほぼ全面で検出されている。主に黒褐色シル 卜を用い、 3"-' 6 cmの厚さで硬く敵き締められて

いる。床面上の北東側には脆弱な覆土による直径20cmの円形のプランがlか所観察され、柱痕跡と考え

られる。

炉は住居の中央やや奥側に設けられている。直径70cm前後の不定形の掘方に褐色粘土を充填する。上

面には4cm程度の高さをもっ土手状の構造が北側に開く L字形に設けられている。この部分より北側が

良く焼けて赤褐色に変色している。

壁溝はプランの縁が失われている西側を除く部分に認められた。Ip富山"-'30cm、深さ2"-' 8 cmで、北側

がやや深くなる。貯蔵穴は該当する個所が調査区外となるので存在を把握していない。

住居の掘方は底面を平らに整え、周囲に溝を設ける。 IlliO.2"-'1.15m、深さ 4"-'28cmで、北側が深くなる。

柱穴の掘方は、この溝の内法に沿う位置に3か所が掘られている。残り Iか所は調査区外となる。柱穴

SP4521は三つの小穴が切り合うが、西側のひとつの断面に柱痕を確認したので複数回にわたって挿げ

替えられていることが分かる。 SP4543でも断面に柱痕を見出すことができた。南側のSP4520では柱痕

が確認できず、柱穴内をさ らって抜き取っている可能性を感じさせる。柱穴の間隔は長手方向で芯々に

3.5"-'3.9m、短手方向で同様に3"-'3.35mを測る。
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調査の成果第2章
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橿土簿
i 肌色γノレト
2. m色シノレト
3 胤色γル ト 糧土
，1 鵬色シル 卜
5 にぶい賞制色と I，~lll色附褐色ソノレ ト抗告 床

6 瓜褐色シルトと褐色ンノレト龍合
7. I!I褐色ンルト J.l!土。
A' B 胤13色ゾノレト 埋土
9. ~\~柿色ンルト J'I!土
5 10 間色シルトと時褐色シノレト混合 哩土
11 制色シJレト 炉
12. m色粘土 炉
13 ぬ色粘土炉
11. ~.\I品色0/'レト 縄文時代遺構
15. 111113 
16 沿色 .~(\褐色 f.I.¥色シノレト混合 埋土。
17. uK7 
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110.4m 
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SP4520 
1. I品1出色ンノレト
2. m色粘上
SP1S21 
1 胤褐色γノレトとめ色枯土混合 住踊
2 胤尚色ンノレトと褐色ンルトi見合
3 出色粘上
1 思?白色γルト
5 泊色ンルト
SN5-t3 
1 にぶい揖褐色~灰貸出色プロックと崎山色yルト混合
2 凧他色ンル ト住躍
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SH4522平面・断面図(床面・掘方)

1 : 80 。
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磁土時
). !品色ゾルト
2 蝋色ンルト
3 鳳色γル ト 席
4 鳳色ソルト
5 鵬褐色γJレト
6. ，¥11褐色ソル ト
7. U眉
8 胤色0/1レト 土坑積土
9 褐色粘置土 炉
印 刷褐色粘置土炉

。 1 : 80 2m 
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第111図 SH54436平面・断面図(床面)、遺物実測図

SH54436 (第111-112図)

93 

k空ザ
94 

1 : 3 1000 

{遺構] J 26"-' K26グリッドで検出された。 C区とD区の調査区境にあ り二つの遺構番号 (SH54436・

51079)が付いていたが、 SH54436に統合した。部分的に耕作による撹乱によって壊されている。形態

的にはわずかに楕円形であるが、視覚的にはほぼ円形に見える。

床面は部分的に残存している。黒色シルトを素材とし、 2cm前後の厚みで、硬く敵き締められている。

炉は住居の中央やや奥側に設けられている。長軸1.15m、短軸0.7m、深さ 8cm程の不定形の掘方に

褐色~黒褐色シルトを充填する。この覆土は東側に切り合って、複数回にわたり作り変えられる。

柱穴は4か所で検出された。床面に相当する高きで掘方上とほぼ同等の規模が把握されている。

貯蔵穴は南東側の隅に設けられている。貯蔵穴SK54088は直径70"'__'75cm、深さ27cmの規模がある。掘

方上で検出されているため、本来の深さは38cm程で、あったと考えられる。この貯蔵穴は次に述べる下位

で検出された壁溝と重複する位置関係にある。したがって、 最終形態に伴うものと考えられる。

壁溝は東側で検出された。 西側は検出面が下がった影響で失われているとみられる。幅28"-'30cm、床

曲目当ら 2"-' 7 cmの深さがある。床面を剥がした段階で‘l幅15"-'20cm、深さ 4"-' 5 cmの壁溝とみられる小規

模な溝をさらに内側に検出した。 30cm程度外側に拡張されていることが把握された。

住居の掘方は中心を土坑状に掘り下げ、周囲に溝を備えている。中央の土坑は長軸1.6m、短軸1m

程度、深さ 8cmの不定形をなす。溝は幅0.35"-'1 m、深さ 1，..__， 6 cmで、南側で細くなりながらも全周 し

ていたのだろう。柱穴の間隔は長手方向で芯々に2.2"-'2.3m、短手方向で、1.85mとなる。

[遺物]石錘 (93)、ミニチュアの壷 (94)が寝土から出土している。
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第112図 SH54436平面 ・断面図(床面・掘方)
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SH4486 (第113--114図)

{遺構]R27'" R28グリッ

ドで検出された。南側の ・

部を確認調査 トレンチT22 -←ーこ-一z @ 贋土‘
l 属色シ/レト 床。。 2 赤8眠色γノレト

により、j七個1のおよ そ1/4 3 褐い色色粘粘貨土 炉4 にぷ 褐色粘土炉
5 赤褐 土

を耕作により壊されている。

@ 検出面は床面直上である。

床面はプランが残存する
⑬ 

範囲のおよそすべてに張ら

れている。黒色シルトを素

材とし 2，-..._， 4 cmの厚さで硬

く敵き締められている。柱

穴は床面と撹乱中で検出さ

れた。 床面上の柱穴は、掘

方で把握した規模とほぼ同 、、
SP4488 

等であるので、柱穴の周囲 1. N民色iシルト 柱醐間
2. !!I色シノレトと黄 色粘土プロック混合 住鎌

吋

3.1.11色シルト

のみ床が設けられていな S?4487 

1 黒色シル ト 柱賞槙褐
2 黒色シノレ トと 色プロック混合

かった可能性がある。

炉は中央やや奥側にある。

直径50cm、深さ 8cmの掘方

ににぶい黄褐色粘土を充填
.0 

ーャー一ι===-"2<

する。被熱する範囲は更に 10 @2) 。。
広く幅O.85m、長さ ImJ;J.

上に及ぶ。当初の炉から数 @丁
回にわたって作り替えられ、 1740 

熱染みが広範囲に及んだも ③ 

のと考えられる。

壁溝は認められない。 断

面や掘方上で、も検出されな

かったので、設けられてい

なかった可能性が高い。

貯蔵穴は西側縁にあたる

SK4490が該当する。直径 ¥ 
40cm前後の円形状を呈し、 円

同

深さは56cmとなる。 T22に B B' 

11L 3m 

よって上端が失われている

ので、本来はさらに20cm程

度深かったものと考えられ 。 1 : 80 2m 

る。

第113図 SH4486平面・断面図(床面・掘方)
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第2章調査の成果

住居の掘方は底面を平らに整え、周囲に馬蹄形状に巡る溝

を設ける。溝は幅0.55'-"""0.9m、深さ 4.-.....， 8 crnとな り南側で

途切れている。 内面には黒色シルトを敷き均す。

柱穴の掘方は 4 か所で確認された。直径32~v50crnの円形を

呈し、南西側のSP4488、北東側のSP4489・4565で切り合い

がある。 SP4488は同規模の柱穴がと なり合ってお り挿げ替

えが行われたことを窺わせる。東側の柱穴の下部には幅18crn

の柱痕と思われる個所が断面で観察されてお り、 更に長軸80

crn、短軸40crnの楕円形状のごと坑が上位に切り合うので、掘

り抜き穴を掘って柱を引き抜いていると考えられる。柱穴

SP4489と切り合う4565はさらに浅いので抜き取り穴である

と 考えられる。柱穴の間隔は長手方向に芯々 で、2.7~2 .9m、

短手方向で、同様に2.3'-"""2.5mとなる。

{遺物]95は砂岩製の台石で、 炉の上面から出土した。被熱

して部分的に節理に従って剥落する。片面のみを使用するが、

第114図 SH4486遺物実測図 敵打痕が欠損部にかかり、割れ口の縁が滑らかになるので割

れた個体を再利用していることが分かる。

(2)楕円形~隅丸方形を呈する竪穴式住居

SH70007 (第115"-'116図)

[遺構] F4.-.....，F5グリッドで検出された。検出面は掘方埋土となったので掘方底面まで掘削し住居に

伴う構造を検出した。掘方の埋土は上位が黒色シル卜、下位が黒褐色シルトであった。

掘方底面まで掘り下げたところ、南西側に寄った位置により小型の住居の掘方がほぼ平行する軸線状

に存在することが判明した。ここでは便宜的に小規模な住居をその I、大規模な住居をその2と呼ぶ。

埋土の切り合いを観察することができなかったのは残念であるが、西側の縁が揃うこと などから、その

lからその2に拡張されたものと考えたい。

その lの住居掘方は底面を平坦に整え、周囲に溝を設ける。溝はIllffiO.56'-"""1.05m、深さ 6.-.....，20cmで、南

東側隅に聞く。炉・壁溝の存在は明らかでない。貯蔵穴は該当する土坑が南側には見当たらない。北西

側隅に掘られたSK70131西側を貯蔵穴と考える と、この建物は西側の長手方向に入口を設けていた可能

性が生ずる。 SK70131西側は長軸 1m、短車il10.57mの楕円形状を呈し、検出面からの深さは26cmとなる。

柱穴は4か所で把握されている。直径22.-.....，30cmの円形を呈し、 SP70314に切り合いがある。 SP70314

は内側にある柱穴を直径48'-"""58cmの楕円形を呈する小土坑が切っている。深さは小土坑が27cm程度浅い

ので、柱の抜き取りに伴う掘り抜き穴と考えられる。一方、北西側のSP70131は50crnほどの深さがある

oi" その上位からは土器片が出土している。柱が掘り取られた後の窪みにまとめて捨てたのであろうか。

柱穴の間隔は、長手方向に芯々で‘2.8'-"""3.15m、短手方向で、同様に2.4'-"""2.6mで、ある。

その2の住居掘方は北側の縁のみに溝を設ける。その Iの掘方と切り合わないこ とは、やはりその I

の存在を意識して壊さないように掘られていると考えられ、拡張されたとの見方を補完するものだろ う。

溝は幅0.5""1. 1 m、深さ 1.-.....， 11 cmとなる。炉70377は住居の中央やや北側に長軸40crn、短軸28crnの楕

円形状に熱染みとして残存していた。貯蔵穴は南側の縁にあるSK70373が該当すると考えられる。 この

土坑はほぼ間規模の二つが切り合うが、西側の土坑は掘立柱建物SB80004の柱穴である。 SK70373は直

径0.86m、深さ25crnの円形状を呈するとみられる。

柱穴の掘方は位置関係からSP70128・70391が該当すると考えられる。 SP70128は直径60crn、深さ30cm
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第2草調査の成果

hε 
97 

o 1 : 20 50αn 

。 1 : 3 10011 

第116図 SH70007遺物出土状況・遺物実測図

の円形をなし、 70391は直径25cm、深さ17cmと小規模で、ある。なお、住居の立ち上がりとの距離が近似

するので、この段階でもその lのSP70314は柱穴のひとつとして依然利用されていたものと考えられる。

柱穴の間隔は、長手側が芯々でι7m、短手側が同様に3.8mとなる。この拡張で、床面積はそのiのお

よそ27mからその2の51mへ2倍近く広がっている。

[造物]遺物は掘方埋土中と柱穴SP70131から土器が出土している。

96は掘方埋土から出土した査である。体部は比較的丸く立ち上がる。 外面は全体的にハケ調整を施し

た後、横~斜め方向のミガキを施して滑らかに整える。 内面にはハケ調整は目立たず、 底部付近を中心

に横~斜め方向のへラナデを施している。

97・98はSP70131から出土している。それぞれを穴に投棄して割ったのであれば同程度の破片に割れ

るものと思われるが、掌大程度の大破片が横たわる上に小破片が混じって散在する。他の場所で、割った

ものを持ち込んで意図的にこのような配置を行ったようにみえる。 97は体部過半から台部、 98は脚部が

失われており、該当する破片も見当たらない。 失われた部分は事前に割り取られて他に捨てられたよ う

に感じられる。この傾向は直前の時期である楕円形の住居に廃棄される遺物の傾向に近似している。

97は台付費の体部~口縁部である。外面はハケ調整で‘整えられる。当初には下位に正面から見て右上

がりのハケを施し、その後に体部半ばで左上がりのハケに転換する。肩部では体部と口縁部の接合点に

平行する横方向に移り変わる。口縁部は体部に直角気味に取り付いており、接合部分が内側に肥厚して

いる。この外面には縦方向のハケを 卜ーから上に掻き上げるように施した後、横ナデを加える。 内面は主

にハケ調整で整えられる。頚部から口縁部にかけては横方向のハケを施し、口縁部には外面と同様に横

方向のナデを加える。口唇部は素縁でハケ工具による刺突は持たず、上方にわずかに挽き上げられる。

98は大型の高杯の杯部である。 口縁部にのみ横方向のナデを加え、他の部分は内外面と もに縦方向のミ

ガキを丁寧に施して平滑に整えている。このミガキは、外面では口縁部近くにまず横方向に連続して施

され、その後体部過半に同様に施される。

このよ うなミガキを伴う大型の高坪と蛮が一括して出土した例はSH14235にもある。
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SH70008平面・断面図(掘方)

SH70008 (第117図)

[遺構]05グリッドで検出された。耕作土除去後にあらわになった田層直上で検出を行っている。 こ

の部分の困層は北側へ次第に 1'.る地形を呈しているので、元来水平に整えられていたと考えられる掘方

の下位は北に行くに従って次第に薄くなり住居のおよそ1/2ではすっかり失われてしまっている。検出

段階ですでに掘方埋土が南側に薄く残る程度であったので、掘方下面まで掘削し住居に伴う遺構を明ら

かにすることと した。

住居の掘方は底面を平坦に整えるのみで、周囲には溝を設けない。

柱穴は4か所で検出されている。南側にあるSP70353と北側のSP70385・70386には切り合いがみられ

る。 北側二つについては、柱穴の掘方のおよそ1/2'""3/5程度の深さの小穴が柱穴を切っている。これら

は柱の掘り抜き穴であろう。一方南側のSP70353は南西側に深い部分があり東側がやや浅くなる二つの

柱穴の切り合いであると考えられる。おそらく外側に柱が挿げ替えられているのであろ う。柱穴の深さ

は北東側のSP70385が40cm程度とやや浅いが、他は50cm前後となり比較的揃っている。 SP70353や70356

は尖底状となり、柱根が座っていたと考えられる位置がひときわ凹んでいる。柱の長さを合わせるため

に掘り足されたとも考えられる。柱穴の間隔は長手方向に芯々で2.8'""3.1m、短手方向で同様に2.6'""2.9

第117図

mとなる。

貯蔵穴は南東側縁に検出されたSK70387が該当する。直径42'""45cmの南側にやや膨らむ円形状を呈し、

7 cmの深さがある。他の住居の例から類推すれば、本来の深さは30cm前後で、あったろ う。
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第118図 SH14319平面・断面図(床面・掘方)

SH14319 (第118図)

[泣構] 19"-'110グリッドで検出された。 SH14322に西側が切られる小型の住居である。検出時には

すでに床面が失われて掘方埋土が露出した状況であった。したがって、掘方下面まで掘削し、 住居に伴

う遺構を明らかにする こととした。

住居の掘方は楕円形に近く、底面を平らに整え、周囲に満を設ける。溝は北側から東側に掘られてお

り、幅30"-'50cm、深さ 6"-' 13cmとなる。東側の溝は掘方の縁に沿うが、北側ではやや内側に入り縁との

聞に22cm程の平坦部を残している。この満は南側には掘られていない場所があるのでL字あるいはC字

形に巡るものと考えられる。

炉は住居の中央やや奥側に設けられている。直径40"-'50cm、深さ 7cmの惰円形の掘方内に黒褐色シル

トを充填している。この覆土内からは自然磯が出土している。炉床は失われていたので炉床に据えられ

た礁ではなく、意図的に埋め込まれたものと考えられる。

柱穴は4か所で検出されている。 SH15798にのみ切り合いがある。南側に浅し吋、穴がみられ、住の掘

り抜き穴の可能性がある。柱穴の深さは検出面から25"-'40cmで、あるが、 SP16073のみがおよそ60cmと著

しく 深くなる。柱穴の間隔は南北方向に1.85"-'1.9m、東西方向に 2"-'2.2mとなる。また、柱穴の位置

が住居掘方の北西側にずれているようにもみえる。南側に柱穴が確認できなかったので拡張に伴うもの

ではなさそうである。何らかの障害があったものと考えたい。

壁溝・貯蔵穴は見当たらない。壁溝は断面でも確認することができず、貯蔵穴は該当する土坑がない。

いずれも設けられていなかった可能性が高い。掘方の埋土は黒褐色シルトとやや明るいH層に起因する

と考えられる黒褐色シルトが混入していた。 地山を掘削した残土を充てているのであろう。
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第119図 SH14131平面・断面図(掘方)

SH14131 (第119図)

[遺構] F 8グリ ッドで検出された。東側と上面に耕作による撹乱を受けて大きく壊されている。検出

段階で既に掘方埋土となっていたので、掘方の底面で住居に伴う遺構を検出するこ ととした。

住居の掘方は円形状をなし、底面を平らに整える。 南側の一部に住居掘方の縁に沿う溝が残存してい

る。 溝は|隔0.9.--....1.3m、深さ 3.--.... 7 cmとなる。北側には継続しないので北側に開くU字状になるのであ

ろうか。掘方の埋土は黒褐色~暗褐色シル トである。田層に起因する黄褐色粘土プロックを含むので掘

削した残土を均しているものと見える。

炉・壁溝は検出されなかった。炉は床面とともに失われていると考えられ、壁溝は断面でも見出せな

かったので存在したか明らかでない。

柱穴は3か所で検出した。北東側にあるべき一つは撹乱によって失われていると考えられる。南側の

SPI6039・16351は14132に比べ住居掘方の縁にやや寄った位置に設けられている。 比較的上位で検出で

きたSP14132・16039は直径60.--....70cmの円形を呈し、深さは40.--....45cmで、断面形状は逆台形状をなす。南

東側ではSP16351が柱穴にあたると考えられるが、直径28cmの円形状と撹乱で壊されているとはいえ先

の2つより も小規模となる。柱穴の間隔は長手方向に芯々で3.2m、短手方向には同様に2.4mとなる。

貯蔵穴は該当する土坑が見当たらない。設けられていなかったか、SP16351が含まれる撹乱によって

壊されて失われている可能性がある。
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SH14083平面・断面図(掘方)

SH14083 (第120図)

[遺構] F8"-'F9グリッドで検出された。 SH14131の北西側にあり、円形の掘方を有する。断面で黒

色~黒褐色シルトの床を検出したが平面では失われていたので、掘方底面で住居に伴う遺構を把握した。

掘方の底面は平らに整えられ、縁辺にドーナツ状に全周する溝を設けている。溝は 111~0.9"-'1.4m、深

さ3"-' 7 cmで、南側がやや深くなる。上端は全体的に滑らかな曲線をもって掘られている。

炉は住居の中央やや奥側に設けられており、 断面でのみ確認した。直径0.5"-'0.6mの円形状の掘方を

もっていたと考えられ、内部は黄褐色粘土が充填されているが全体的に赤褐色に変色していた。

柱穴は4か所で検出されている。直径45"-'55cmの円形~楕円形をなし、東の並びのSP15390・15411

は柱の掘り抜き穴とみられる小穴と重複する。 SP15390では断面に幅20cmほどの柱痕が確認されており、

この小穴によって東側に倒して抜かれた可能性を感じさせる。SP15411は北側に倒して抜かれたのだろ

う。柱穴の間隔は南北方向に芯々 で、2.3"-'2.5m、東西方向で、同様に2.3"-'2.55mとほぼ均等となる。

貯蔵穴は明らかでない。 SP15390の南側にある一辺45cmの隅丸方形状の小土坑が位置的には良いが、

検出面からの深きが12cmとやや浅い。確証が持てなかったので図中では撹乱扱いとしてある。
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SH15315 (第121"""122図)

【遺構] 1 10グリッドで検出

された小型で、円形状の住居で、

ある。 西側でSH14322と切り

合っている。検出面ですでに

炉や遺物が露出 した状態で

あった。 黒色シルトの覆土を

除去し、遺物や炉をあらわに

したが明確な床面は存在しな

かった。したがって遺物の底

面に相当する炉の裾部の高さ

を生活面と捉え、この上で遺

物と炉の記録を採った。

住居の掘方底面は生活面と

ほぼ同レベルにあり、 掘方底

面をそのまま用いていたと考

えられる。特に溝は設けず、

平らに均している。

炉は住居の中央奥側に設け
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られる。直径50cmの円形状の 第121図 SH15315平面・断面図(生活面・炉)、遺物実測図

掘方内に炉の残材と思われる赤褐色シルト粒を含む黒褐色シルトを充填するので、同位置で炉を造り替

えている可能性がある。さらに上位には凹層から採取した明黄褐色シルトを 3cm内外の厚みで貼り込ん

でいる。この粘土の縁辺は炉床から 1-----3 cm盛り上がった土手状となり、 北側に聞く U字状に盛り付け

られる。土手の内側にあたる炉の中央付近から北側にかけてが炉床として利用され、 一帯は赤褐色に焼

けている。

柱穴は判然としない。 住居の範囲で検出されたSK16105-----16107は直径45-----55cmの円形あるいは隅丸

方形状を呈する小土坑であるが、深さが4-----5 cmと浅いので柱穴ではないと判断した。壁溝や貯蔵穴も

存在が明らかでない。特に貯蔵穴は該当する土坑がなく、設けられていなかったものと思われる。

【遺物]遺物は覆土と生活面直上から土器と石製品が出土し、特に住居の北側に集中する傾向がある。

炉からSKl6107周辺には拳大から小児頭大の自然礁が集中している。 これらの礁は炉の上面に据えられ

たようにみえるものもあるが、 台石片(101)や壷の口縁部片を含んで多くは無造作に散らばっている。

このような礁をまとめて生活面上に捨てる状況は他の住居には見当たらず、廃棄の際の特異性を感じざ

るを得ない。台石102は東側の縁辺にあり正位におかれている。これは住居の片隅に片付けられた状況

にあるのかもしれない。

99・100は覆土内から出土した壷の肩部片である。器面を平滑に整えた後にクシ工具を用いて波状文

を描いている。 この2片は工具の運びが違うので異なる個体のものであろう。

101は生活面上から出土した台石片である。表裏に使用痕が残り、焼けた上、 割れている。

102は薄い砂岩製の台石である。片面を平滑になるまで使いこんでいる。これも焼けて、節理に沿っ

て所々が薄く剥がれている。なお、 炉の南側から出土した査の口縁部片は出土時には原形を保っていた

ものの風化が著しく、整理作業中で接合・復原することは叶わなかった。

128 



、

¥ @ 
φ 計J

宅ヲ ♀ 

16105 

。

ぬ
101 。

。

「崎、、

¥¥f，ヱマすえミ日
1臼iた'b?Zj
1..:-τr，:ご".J，-:J

~ザ

Jてこ戸大ごコ
I 'r二マ向、 寸

ibZU2 
(.~三~C:-J

101 

第 2 ~ 調査の成果
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第122図 SH15315遺物出土状況 ・遺物実測図
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第123図 SH13043平面・断面図(掘方)

SH13043 (第123図)

[遺構] L 16グリッドで検出された。西側をSH1302い 15325に、北側を天地返しの撹乱で大きく壊さ

れる。検出面が掘方埋土となったので、掘方底面で住居の伴う遺構を確認した。なお、掘方の埋土は黒

色~黒褐色シルトで、 下位の黒褐色シルトは掘方の掘削によって生じた I層と II層の混合土である。

住居の掘方底面は平に整えられ、残存する部分には溝は見当たらない。柱穴は4か所で検出されてい

る。直径40'"'-'92cmと規模に差があり、 いずれも切り合いをもっ。 SP15536は浅く15535の柱の掘り抜き

穴の可能性があるが、これ以外は近似した深さにあるので、柱が挿げ替えられているものと考えられる。

柱穴の間隔は長手方向に芯々で:'3.S'"'-'4.Sm、短手方向で同様に3.2'"'-'3.5mとなる。

炉は検出できなかったが、撹乱によって壊されているものと考えたい。壁溝・貯蔵穴も検出できな

かった。壁溝は断面でも確認できず、貯蔵穴は該当する土坑が見当たらない。
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SH15780 (第124図)

[遺構]M17グリッドで検出さ

れた。北側でSH13025、南側で

SH18127に重複し上面を撹乱等

で荒らされている。 検出段階で

すでに床面が失われている状況

であったが、撹乱の中に島状に

残った部分に炉が残存していた。

なお、掘方の埋土は黒色シルト

調査の成果第24f

である。

炉は住居の中央やや奥側に設

けられる。直径50cm、深さ 8cm 

の円形の掘方内に困層から掘り

取った黄櫨色粘土を充填する。

断面では西側に 2cm程度の盛り

上がりが観察できるので、本来

は土手状の盛り上がりを周囲に

備えていたのかもしれない。焼

け締まり、明赤褐色に変色する。

住居の掘方は底面を平らに整

2m える。住居のプランとの位置関

係が明らかでないので図上では

第124図 SH15780 (18129)平面 ・断面図(床面・掘方) 撹乱扱いとしているSP18184の

南東側にある深さ12cm前後の窪みが、住居の掘方に伴う溝である可能性もある。

柱穴は掘方底面で4か所を検出した。直径29""52cmの円形状を呈し、南東側のSP18153以外はいずれ

も切り合いをもっ。切り合ういずれもが近似した深さをもつので、複数回にわたり柱が挿げ替えられて

いるものと考えられる。住穴の間隔は長手方向に芯々で2""2.5m、短手方向で同様に1.8""2 mとなる。

壁溝は断面でも観察できず、存在が明らかでない。貯蔵穴も検出した範囲では該当する土坑がなく、

住居の南縁が調査区外になるため有無は断定できない。

SH51496 (第125'"126図)

[遺構] 1 18グリッドで検出された。住居の7割程度がSH51485の上面に切り込んでいる。また、西側

の一部を溝SD50760に切られている。検出面は床面直上となったので、床上の覆土は観察できなかった。

床面は主に住居中央部分で不定形に残存していたが、断面では縁辺部にも観察できたのでより広い範

囲に張られていたものと考えられる。黒色シルトを素材とし、 2，..__4 cmの厚みで、硬く敵き締められてい
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る。

炉は住居の中央奥側に 3か所で検出された。後述する柱穴にみるように上屋は何回かの改修が施され

ているものと考えられるので、その都度作り替えられたものと考えられる。もっとも南側にある炉が最

後に使用されていたもので、上面には細長く直径5cm程の焼けていない自然礁が置かれていた(図版編

図版153-1・154-3)。掘方は直径33""43cm、深さ12cmの楕円形状を呈し、全体的に暗赤褐色~赤褐色に

焼け締まっている。他の炉は直径25"-'50cmの円形あるいは楕円形を呈する。前後関係は判然としない。
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第125図 SH51496平面・断面図(床面・掘方)

壁溝の存在は明らかでない。 断面でも確認できなかったので、設けられていないこと も考慮される。

貯蔵穴は柱穴SP53769に接するSK54420が該当する。直径60""68cm、検出面からの深さ50cmの円形状

を呈する。この貯蔵穴はSH51495の調査の際に存在を把握しているので、床面からの深さは60cm程だっ

たと考えられる。

柱穴は4か所で検出されている。直径50""60cm台の円形あるいは楕円形を呈し、 SP53769以外は切り

合いがある。北側のSP53765・53767は切り合う土坑が浅く断面でも柱痕が観察できないので、柱は掘

り抜き穴で抜き取られている ものと考えられる。もっとも切り合いが多いのはSP53770付近で、 4基の

柱穴が重複している。このうち53770(南側)の断面で、幅13""18cmの柱痕が観察で、きたので、ここが最

終の柱穴と考えられる。単独であるSP53769でも幅7""15cmの柱痕が観察されている。柱穴の間隔は長
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第2草調査の成果

手方向に芯々で2.3""'3 m、短手方向で、同様に2.2"-'2.9mとなる。

住居の掘方は底面を平らに整え、溝を備える(図版編図版153-2)。溝は幅0.5"-'0.6m、深さ6'" 8 cmで、

北側と南東側にのみ掘られている。

[遺物]遺物はSK54420脇の床面上から54420内にかけて土器が出土している。大破片である103・104

は割り取られて床面上におかれているように見える。いずれも風化が激しく調整痕を観察できたのは

103に限られた。

103は折り返し口縁をもっ壷の口縁部片である。 およそ半分が逆位で出土した。 口縁内面と口唇部外

面に横方向のハケ調整を、口縁部外面から頚部にかけて縦方向のハケ調整を施している。

104は103よりも小型の査の体部過半~底部片である。正位で検出されている。

105は台付費の口縁~体部上半の破片である。一部が貯蔵穴の覆土に混入していた。貯蔵穴が埋まる

過程で流れ込んだ可能性がある。口唇部にはハケ工具の刻みが施されていたものと推測されるが、現状

では観察できない。
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第126図 SH51496遺物出土状況・遺物実測図
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第127図 SH18127平面・断面図(床面・掘方)
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第128図 SH53085平面・断面図(生活面・掘方) 第129図 SH50896平面・断面図(床面・掘方)

SH18127 (第127図)

[遺構]M16'""M17グリッドで検出された。 東側でSH13018と重複し、南側は調査区外となる。 検出面

は床面直上である。

床面は黒色シルト を用い、 3cm内外の厚みで、硬く敵き締められている。住居の際まで張られるので、

広い範囲に設けられている可能性がある。撹乱等の影響で柱痕を床面上で把握する ことはできなかった。

炉と貯蔵穴は調査区外の位置となるため存在を把握できない。壁溝は断面でも確認できないので、 設
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第130図 SH50896遺物出土状況

SH53085 (第128図)
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第2章調査の成果

けられていなかったこと も

考慮される。

住居の掘方は底面を平ら

に整え、周囲に溝を設ける。

溝は住居掘方の縁に沿っ

て掘られ、幅0.75"-'0.98m、

深さ 8cm程となる。内面に

は黒褐色シルトが充填され

る。

柱穴は北寄りの2か所を

把握した。直径30"-'35cmの

円形で深さは50cm台と間口

に出べて深く掘られる。柱

穴の間隔は芯々で、1.9mと

なる。

{遺構]H18"-' 1 18グリッドで検出された円形状を呈する小型の住居である。西側を溝SD50838に切ら

れ、南側でSH51923と重複する。床面は検出できなかったが、 掘方埋土が厚く敷かれるので埋土中に生

活面が存在する可能性があると考えた。 したがって埋土中で-EL記録を採り、掘方底面まで掘り下げた。
生活面では炉を検出する ことはできなかった。また、壁溝・貯蔵穴も見出すことができなかった。

住居の掘方は二つの掘り込みからなる。より内側には直径2.5"-'2.8mの範囲に、|幅0.3-----1.1m、深さ

7"-' 9 cmの溝が掘られる。北側で急激に絞れるので、西側で途切れる可能性が高い。この範囲には直径

40"-'65crnの小土坑SK54368・54371・54372が検出されたが、 8"-'15cmと浅いので柱穴と考えるのは難し

いだ、ろう。主住穴を伴わない上屋構造であったと考えられる。

外側には北から南東にかけて20cm程度の深さの揖り込みが設けられる。これには溝は伴わない。

この二つの掘り込みはややずれており南側の縁で整合しないので、同一のプランに伴うものとは考え

にくい。ささやかであるが、内側の掘方から北東側へ拡張していると考えてよいだろう。

SH50896 (第129-----130図)

[遺構]H 19"-' 1 20グリッドで検出された。小型の住居で一部に後世の撹乱の影響を受ける。また、方

形周溝墓SZ52284の内側に位置するため、この構築の際に撹乱を被っている可能性もあろう。検出面は

床面直上となったので、 覆土の様子は把握できなかった。

床面はほぼ全面で検出された。黒ー色シル トを2"-'6 cmの厚みで、硬く敵き締める。床面上では柱痕を認

めることはできなかった。 また、掘方上でも柱穴を見いだ、せなかったので、掘方内に柱を要しない上屋

構造であったと考えられる。

炉は住居の中央やや奥側にあり、中軸線より東に若干ずれている。直径60cm、深さ 6cm程の楕円形状

の掘方内に黒褐色シル トが混じった黒褐色粘土を充填し、上面を平らに均して炉床とする。

壁溝・貯蔵穴は検出できなかった。いずれも設けられていなかった可能性がある。

住居の掘方は底面を平らに整えたうえ、溝を設ける。溝は|幅0.6"-'1.6cm、深さ 1"-' 6 cmの規模があり

全周する。北側では幅が狭くなるので、住居の立ち上がりとの聞に幅16"-'34cmのテラス状に掘残される。

[遺物]炉の北側床面から土器片が遺棄されたかたちで出土している。接合する例が少ないので、一個

体が床上で割られてそのまま捨て置かれたわけではないようだ。
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SP53724 
1 胤惜色シノレト
SPS3723 
l 鼎褐色シFレト
2. "褐色γノレ}
3 黒褐色シノレト
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第131図 SH54374平面・断面図(床面・掘方)
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SH54374 (第131図)

[遺構] J 19グリッドで検出された。 至る ところに方形周溝墓や耕作による天地返しによる撹乱を被っ

ており、平面形状すら定かではない。炉と柱穴によって住居の存在を見出した。床面はすべて失われて

おり、掘方の充填された黒色~黒褐色シル トがlOcm前後の厚みで、残存していた。

炉は掘方と熱染みを検出した。住居の中央やや奥側に設けられていたものと考えられる。 掘方は直径

55cm、深さ15cmで、内部には暗褐色シルトが充填されている。上位は明赤褐色に焼けているが、炉床は

失われている。この部分は粘土が用いられているので、 炉の上位は別途粘土で張られていたとみられる。

柱穴の掘方は直径30"-'50cmの円形で深さは概ね揃っている。SP53724だけに切り合いが認められ、お

よそ同じ深さなのでほぼ同位置で柱を挿げ替えた痕跡と考えられる。SP53723の断面には柱痕とみられ

る幅lOcmほどの痕跡が認められた。柱穴の間隔は長手方向に芯々で'2.9m、短手方向で同様に 2"-'2.2m 

となる。貯蔵穴は特定できないが、 SP52031の南側にある小穴のひとつが該当する可能性がある。
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第132図 SH50795平面 ・断面図(床面・掘方)

第2章調査の成果
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SH50795 (第132.......133図)

[遺構]K 18グリッドで検出された。多くの部分に方形周

溝墓や耕作による撹乱を被っている。床面は失われていた

が、炉が残存したためにこの高さに近似する位置に床面が

あったものと考えて-El記録を取った。掘方埋土は黒色~

黒褐色シルトで、 5"'-'lOcrnの厚みで、残存していた。

床面に近似する高きでは撹乱等の影響で柱痕を明らかに

するこ とができなかった。 柱穴の存在は掘方上で明確にし

ている。

炉54355は住居の中央やや奥側に設けられている。直径

90crn、深さ30crn程度の掘方内に黒褐色シルトを充填し、そ

の上位に20crn前後の厚みで、より耐火性に富む褐色粘土を貼

り込んでいる。炉床の周囲には部分的に2""' 5 crnの土手が

残存し、中央部分は直径25crn前後の窪みとなる。この土手

は周囲を巡っていた可能性がある。床面が残存していない

ので高低差は明らかでないが、炉の土手の頂部は床面以上

の高さにあったものと考えられる。南側では褐色粘土のな

だらかなカーブで床面に擦りつくのだろう。

掘方埋土上では壁溝は把握できず、住居掘方上でその残

欠を確認している。貯蔵穴も明らかでない。柱穴SP54398

の外側に小穴が存在するのであるいはこれが貯蔵穴なのか

もしれない。今回は確証がないので図上では撹乱扱いとし

ている。

住居の掘方は底面を平らに整え、周囲に溝を設ける。 溝

は幅0.3"'-'1.2m、深さ 3"'-' 8 crnとなる。南東側の幅が著し

く狭くなるので、途切れている可能性がある。内部には上

位に黒褐色シルト、下位に黒色シルトを充填する。取り置

いた土で別々に埋めているものと考えられる。

壁溝の残穴は東縁に相当する場所に認められた。長さお

よそし8m、|隔16crn前後、深さ 2crn程で、ある。

柱穴の掘方は4か所で検出された。直径40"'-'70crnの円

形ないしは三角形状をなし、深さは概ね揃っているが

SP54360の規模だけが大きくなる。いずれにも挿げ替えの

柱穴や柱の掘抜き穴は伴っていない。もっとも間口の大

きいSP54360は南側に長さ40crn、幅70crnほどの土坑状の

突出を南側に伴っている。覆土は柱穴と一体であったの

で、 柱穴の掘削の際にともに掘られたものと考えられる。

SP53569・54360の断面からは幅13cm程度の柱痕が観察で

きた。柱穴の間隔は長手方向に芯々で、3.1""'3.4m、短手方

向で同様に2.5""'2.8mとなる。
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第134図 SH53254平面・断面図(床面・掘方)
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第2掌調査の成果

SH53254 (第134図)

[遺構]K 18グリッドで

検出されたごく小型の住

居である。一部をより新

しい遺構や耕作によって

壊されている。床上の覆

土として黒色シルトを20

cm程度の厚みで、部分的に

把握する ことができた。

床面は掘方の埋土であ

る黒褐色シルトの上面 l

cm程度を敵き締めて作り

出す。同質のため相互の

分離は困難で、あった。 炉

や壁溝、貯蔵穴は設けら

れていない。住居の掘方

は底面を平らに整え、|幅

0.6'"'-'0.9m、深さ 3"'-'6

cmの溝を全周させる。柱

2m 穴はないので主柱穴をも

たない上屋構造であった

とみられる。
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第135図 SH52243平面・断面図(掘方)

SH52243 (第135図)

[遺構] K20"'-'L21グリッドで検出された。北側をSH51143等によって切られる位置にある。また、天

地返しによる撹乱が著しく、柱穴の掘方を除いて遺構は失われている。調査時には柱穴SP52242・

54085の北側に住居の掘方と思われる弧状のプランを検出した。しかしこれはSP52242と53919聞で住居

の内側に回り込むのでこの住居の掘方ではないと判断した。このよ うにプランの形状も定かで、ないが、

便宜的にこの場所に掲載した。

柱穴は4か所を検出した。直径30"'-'50cmの円形ないしは楕円形を呈し、 SP53919に切り合いが認めら

れる。 SP53919は外側にあたる部分がより浅いものの10cm程度の差しかなく、挿げ替えられた柱穴が切

り合っているものと考えられる。住穴の間隔は長手方向に芯々で、2.4"，-，2.7m、短手方向で同様に2.1"'-'2.3 

mとなる。なお、貯蔵穴は該当する位置に土坑が認められない。

SH51173 (第136図)

[遺構]K20"'-' K21グリッドで検出された。茶畑の改植が全体に及んでおり部分的な破壊を被っている。

検出面は床面直上から掘方埋土上位が主となるので、床上の痘土は把握できていない。

床面は比較的端にも検出されているので、広い範囲で張られていたものと考えられる。黒褐色シルト

を用い2"'-'4 cmの厚みで、硬く敵き締められている。撹乱によって床面上で柱痕は確認できなかった。

炉は住居の中央やや奥側に設けられている。炉床は平らで、 床面よりも 2"'-'3 cm盛り上がっている。

目立った掘方は伴っていない。炉の北側部分が薄くなった床面上に張られているので、 床を貼り込んだ、

上位に別途炉のための褐色粘土を盛り付けているようである。

壁溝は検出されていない。掘方上でも把握できなかったので、設けられていない可能性がある。
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SP51416 
1 鳳色シノレト 柱掴
2 鼎褐色シノレト
3 鼎褐色ンノレト
SP53470 
I 胤色シル ト 住値
2 鼎褐色シルトと貨楓色粘土混合 床
3 鳳褐色シノレト
4 鳳褐色ιノル1
SP5362t 
1. m色シノレト 柱痕
2 黒褐色シルトと貨褐色粘土混合 床
3 胤褐色シルトと褐色枯土混合
4 褐色粘土

床面上では貯蔵穴は把

握できなかった。 掘方上

では柱穴SP53621の南東

側に小土坑SK54053があ

る。これが貯蔵穴であっ

たものと考えられる。

住居の掘方は南側がや

やゆがむが、底面は平ら

に整えられる。溝は改植

の撹乱に切られるそれら

しいカーフゃがみられるの

で、 小規模なものが掘ら

れていた可能性がある。

柱穴は4か所で検出さ

れている。いずれも直径

30""52cmの円形を呈する。

北西側にあるSP51416は

ほぼ同規模の二つの柱穴

が切り合うが、 他には切

り合いはみられない。 断

面では東側のひとつに柱

痕が認められたので、 西

からより内側の東側に柱

が挿げ替えられたものと

考え られる。 SP53470・

53621の断面でも幅16""

20cmと同程度の牲痕が観

察されている。柱穴の間

隔は長手方向に芯々で

2.2""2.6m、短手方向に

は同様に1.8""1.9mとな

る。

貯蔵穴 と考えられる

SK54053は直径35cm前後

の円形で、西側に直径25

cmほどの小穴と切り合っ

ている。深さは27cmで、あ

るが、床面の高さを考慮

すると元来は45cmほどで

あったと考えられる。
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SH50837 (第137図)

[遺構]M20グリッドで検出され

た。南側のおよ そ1/2を改植によ

る撹乱によって失っている。検出

面は一部で残存していた床面と掘

方の上位であり、床上の覆土は把

握できていない。

床は黒褐色シルトを用い、 2cm 

程度の厚みで硬く敵き締められる。

北側では床に相当する高さで掘方

埋土が露出しているので、 床は中

央部にのみ設けられていたか周辺

部が中央に比べ高まっていたかの

いずれかであろう。柱痕は床が残

存する部分からは外れている。

炉は住居の中心からやや奥側に

設けられている。直径50cm、深さ

7 cmの円形状の掘方内に黒褐色シ

ルトと黄褐色粘土の混合土を充填

する。 この中には赤褐色に焼け

た粘土ブロック を含んでいるの

で、この場所に従来あった炉を壊

して作り直しているのかも しれな

い。 さらに上位には黒褐色シルト

を貼り込んで、いる。 炉床は床面か

ら4cm程度盛り上がった位置とな

る。壁溝・貯蔵穴は明らかでない。

住居の掘方は底面を平ら に整

えて周囲に溝を設ける。溝は 1[1高

O.6"'O.8mで、深さ は13"'20cmと

なる。埋土には2種の土を用い、

別々に埋めたことを示唆する。

柱穴は4か所で検出された。直

径25cm前後の円形で、SP54748の

みが方形状となる。

調査の成果第 2i;i
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第137図

SH54721 (第138図)

M20グリッドで検出された。天地返 しによ る撹乱や溝SD50838によって壊されるほか、

SH50837に切られて床面が失われている。検出面は床面直上であり、床上の覆土は確認されていない。

床は黒褐色シルトと褐色シルトを混合した土を素材とし、 1 '" 3 cmの厚みで、硬く敵き締められる。よ

り床の残存する南北方向にはほぼ全てにわたって張られているので、全面に近い範囲に設けられてい

た可能性が高い。柱穴は床面上では2か所が確認された。南側のSP54675は撹乱によってやや下がつ

SH50837平面 ・断面図(床面 ・掘方)

[遺構]
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た位置に見出されたため

SH50837の調査に合わせて

掘削したもので、後に柱穴

の照合の際にSH54721に属

するものと判明したもので

ある。図上では組闘が生じ

ているがご了承願いたい。

SP54745の位置では掘方の

間口よりも規模が狭いので、

柱の周囲には床が設けられ

ていなかった可能性がある。

炉は検出できなかった。

天地返しによる撹乱で破壊

されているのだろう。壁溝

も検出されていない。

貯蔵穴は東側縁の小土坑

SK54746が該当する。直径

40cmの円形を呈し、深さは

22cmとなる。検出面が周囲

よりも下がっているので、

元来の床面の高さを考慮す

れば37cmほどの深さであっ

たろう。

住居の掘方は平坦な部分

を中央に残し、周囲を一様

に掘り窪めている。平坦な

部分はわずかで不定形な島

状をなす。 掘窪められた部

分は幅1.8m、深さ 5"'24 

cmとなり東側で深くなる。

柱穴は4か所で検出され

ている。SP54750は撹乱に

より検出面が下がっている

ので小ぶりにみえるが他は

直径50cm前後の円形をなす。

柱穴の間隔は長手側に芯々

で、2.2"'2.4m、短手側で同

様に 2mとなる。
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第138図 SH54721平面・断面図(床面・掘方)
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第2i;'i 調査の成果

SH51790 (第139図)

[遺構JM21グリッド

で検出された。北側か

ら東側にかけて天地返

しの撹乱により大きく

壊されている。 検出面

は床面直上となったた

め、床上の覆土は把握

できなかった。

床面は検出された範

聞のほぼ全面にわたっ

ている。黒色シルトを

素材と し、1'"'-' 3 cmの

厚みで硬く敵き締めら

れている。床面上では

撹乱の影響等で柱痕は

確認されていない。

炉は住居のほぼ中央

に設けられている。直

径45'"'-'50cmの円形の掘

方内に直径3'"'-'5 cmに

砕けた焼土塊が混じる

黒褐色シルトを充填す

るので、従来あった炉

を壊して作り替えてい

る可能性が高い。また、

熱染みが及んでいる範

聞は直径1m前後と掘

方よりもかなり広い円

形をなす。炉の複数回

にわたる作り替えや貼

り直しによってその都

度熱染みが拡大して

いったのであろう。

壁溝は西側の縁に検

出された。 11届は20cm前

後、深さ 1'"'-' 2 cm程度

とわずかな窪みとなる。

2町、 全周しているのか明ら

かでないが、浅いので

失われている個所もあ
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ると考えたい。

貯蔵穴は柱穴SP53989南

側の小穴が該当するのであ

ろうか。 確証がないので図

中では撹乱としてある。

住居の掘方は底面を平ら

に整え、溝をもたない。内

部には黒褐色シルトが敷き

均されている。

柱穴は4か所で検出さ

れ、北寄りの2か所では近

似した規模の柱穴が切り

合っている。柱を隣に挿げ

替えているものと考えられ

る。 柱穴の間隔は長手側に

芯々で2.8"-'3 m、短手側

では同様に北側では内側の

SP53993・51778聞が2.15m、

外側のSP53994・51454聞

が2.9mに広がる。南側の

SP53991・53989聞は2.35

mとなりSP53993・51778

聞と近似する。

SH50507 (第140......141図)

[遺構]023"-'024グリッドで検出された。一部を耕作によ

る撹乱等によって壊されている。床面は失われており、住居

の掘方上まで掘削し柱穴等の検出を試みた。

住居の掘方は底面が平らで溝をもたない。3基が切り合う

SP53184等を柱穴と想定したが対になるものが見当たらない。

炉・ 壁溝・貯蔵穴も存在を把握することができなかった。

{遺物] 住居の東側に穿たれた土坑SK53788から土器が出

土しているが、接合せず図示できない。 壷の掌大以下の破片

で磯と ともに投棄されている。住居との関係は定かでないが

便宜的にここに載せた。

SH52100 (第142図)

[遺構] 1 24"-' 1 25グリッ ドで検出された。東側を改植に

よる撹乱によって壊され、南側でSH52101と切り合っている。

検出面は床面直上で、住居の覆土は把握されていない。

床面は壁溝際まで張られているので、住居全体に及んで、い

たのであろう。黒褐色シルトを用い1"-' 3 cmの厚みで、硬く敵

き締められ、北~西側の縁にはわずかな段が付く 。床面上で

A 
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第140図 SH50507平面・断面図(掘方)
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第2章調査の成果

は2ヵ所の柱穴を把握し

たが、掘方と同規模なた

め柱の周囲は床が設けら

れなかったものと考えら

れる。 SP54668は切り合

う同規模の2基の柱穴か

らなり、柱の挿げ替えを

示している。柱が抜き取

られた柱穴と新たに設け

られた柱穴が同様に検出

されたこ とは、抜き取ら

れて埋められた範囲にも

床の補修が施きれなかっ

たことを示唆している。

炉は住居のほぼ中央に

設けられる。直径50"-'60

cm、深さ15"-'18cmの円形

をなす掘方に褐色粘土を

床面よりやや低い位置ま

で充填し、上面を炉床と

する。

壁溝は確認できなかっ

た。 貯蔵穴は該当する土

坑が見当たらないので、

設けられていないものと

考えられる。

住居の掘方は中央部分

を島状に残し、周囲を

3 "-' 6 cm程掘り窪める。

SH54721と近似する方法

で掘られている。

柱穴は4か所で検出さ

れた。直径42"-'50cmの円

形状を呈し、 SP54668以

外は単独となる。柱穴の

間隔は長手方向に芯々で

2.6"-'2.8m、短手方向で

同様に2.2"-'2.5mとなる。
2m 

第142図 SH52100平面 ・断面図 (床面・掘方)
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SH52101 (第143-144図)

[遺構] 124'"'-' J 25グリッドで検出され

た。南側を改植による撹乱に、北東側を

SH52100によって切られている。検出面

が下がったため床は失われており、掘方

上で住居に伴う遺構を検出した。

炉は住居の断面で掘方の一部を検出し

た。 直径45cm前後の円形を呈していたと

思われ、 内部には暗褐色シルトが充填さ

れている。炉床はさらに上位にあったと

考えられ、熱染みは認められなかった。

住居の掘方は底面を平らに整える。溝

は底面が検出できた範囲では認められず、

外では撹乱されて明らかでない。掘方上

には溝状の遺構があるが住居のプランと

整合せず他時期のものと判断した。

柱穴は3か所で検出し、残り lか所は

撹乱により失われている。直径30'"'-'45 cm 

の円形ないしは楕円形を呈する。北側の

2か所にはいずれも切り合いがある。西

側のSP54301・54302は近似した深さな

ので、柱を挿げ替えているものと考えら

れる。東側のSP54295と54296は54296が

18cmほど浅く、柱の抜き取り穴の可能性

がある。柱穴の間隔は長手方向に芯々で

3.4m、短手方向で、同様に2.5'"'-'2.7mとな

る。

[遺物]炉の周辺から握り拳大以下の扇

平な面をもっ礁が集まって出土している。

性格は判然としない。
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第144図 SH52101遺物出土状況
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第145図 SH53142平面・断面図(床面・掘方)

第 2草調査の成果

SH53142 (第145""'146図)

[遺構]N24----024グリッドで

検出された。西側の一部に黒色

シルトの床上覆土と床面を検出

している。

床面は黒色シルトを用い、 l 

----2 cmの厚みで、敵き締められる。

壁溝の際まで張られているので、

本来は住居の広い範囲に設けら

れていたのだろう。壁溝は断面

と掘方上で把握されている。炉

や貯蔵穴は把握できていない。

炉の位置には撹乱が入っている

ので破壊されているものと考え

られる。

住居の掘方は底面を平らに整

え、黒褐色シルトで充填され

る。柱穴は 3か所で検出した

が、SP54322は浅く内側に入る

ので確実ではない。SP53819・

54325は直径30----40cmの円形で、

間隔は2.5mとなる。

[遺物]106は覆土から出土し

た壷の肩~口縁部片である。外

面はハケ調整の後、ナデで平滑

にし肩部に縄文を施す。縄文の

上端と口縁部外側にはハケ工具

の刺突による文様を付ける。内

面には口縁部にハケ調整の後、

縄文を施している。

。 1 : 3 10cm 

第146図 SH53142遺物実測図
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SH52090 (第147図)

【遺構]M25グリッドで検

出された。南側でSH50001

と切り合うが掘方が浅く検

出面が下がったために直接

的に新旧関係を把握する こ

とはできなカ〉った。 また、

上面には一様に改植による

撹乱が及んでおり床面も失

われている状態であったが

検出面で_..-旦記録を採る こ

ととした。 床下の埋土は黒

褐色シルトを用いている。

住居の掘方は底面を平ら

に整えるのみで、溝を設けー

ていなかったようである。

西~南西側のプランは張り

出してお り、 撹乱の影響を

誤認している可能性がある。

内部には複数の色調のシル

トが観察されるので、場所

によって土を選んで、埋めて

いる可能性もある。壁溝 。

貯蔵穴は掘方上でも確認で

きなかった。特に貯蔵穴は

該当する士坑が見当たらな

いので設けられていなかっ

た可能性もある。 炉も撹乱

の影響で明らかでない。

柱穴は4か所で検出され

た。 直径35'""48cmの円形を

なし、南西側のSP54127は

切り合いをもっ。 SP54127

と53721の断面では柱痕が

確認されている。 SP54127

では8-8'断面では痕跡

が確認されているがC

C'断面では明らかでな

い。上面にかぶる浅く切り

合う小穴によって掘り取ら

れているものと判断される。
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第147図 SH52090平面・断面図(検出面・掘方)
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第2章調査の成果

SP53721の柱痕は幅22cm前

後と柱穴に比べて太い。他

の2か所については柱痕が

観察されなかった。 柱の掘

り抜き穴も見当たらないの

で、柱穴内を直接掘り込ん

で抜き去られたのであろう

か。
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第148図 SH5447平面・断面図(掘方)

SH5447 (第148図)

[遺構] I 25'" I 26グリッドで検出された小型の住居である。北側は調査区外となる。床面は把握でき

ず、 床が設けられていたかも明らかでない。 住居の施設は掘方の下面で検出すること とした。なお、掘

方の埋土は黒褐色シルトと田層に起因する黄褐色粘土の混合土であった。

住居の掘方底面は平らに整えられて溝は設けられていない。南東側に円形の小穴を見出したので当初

は柱穴のひとつと考えたが対が見当たらない。 また、貯蔵穴も該当する土坑がない。

SH2933・2934(第149""'151図)

[辿構] P 30グリッドで検出された。東側の一部を方形周溝墓SZ1900によって切られている。また、

南東側のSH2936を壊している。床面は明らかではないが、 SP2973と2963の周辺に検出面から 3'"5 cm 

浮いた位置に造物が水平に分布する個所がある。これらは床面上に打ち捨てられたものと考えられるの

で、検出面からさほど隔たっていない部分に床が設けられていた可能性がある。検出は掘方埋土である

黒色シルト上で行い、遺物の取り上げが終了した後に掘方上で住居の施設を検出した。なお、遺物の出

土位置は住居の掘方平面図中に合成している。

炉は検出されなかった。熱染みも把握できなかったが、住居の規模から炉自体が設けられていなかっ

たとは考えにく く、炉床が床面から盛り上がるなど、掘方埋土に熱染みを及ぼさない高さにあったもの

と考えたい。壁溝・貯蔵穴も把握できなかった。

住居の掘方は底面を平らに整え、溝をもたない。輪郭は北東側と南側が突出した不釣り合いな形状を

なす。また、北西側から南側にかけて外側に隅丸方形の掘方が巡っている。内側の住居をSH2934、外

側の住居をSH2933とし分離を試みたがSH2933には該当する住穴を見出すことができなかった。同一の

柱を用いて上屋が建ち上がるものか検討を要する。

柱穴は4か所で検出した。うち 3か所は直径33"-'45cmの円形ない しは楕円形状を呈する。東側の

SP2973は短軸58cm、長軸80cm程度の土坑状をなし、他に比べても著しく 大きいが断面で柱痕が確認さ

れているので柱穴と判断した。いずれの柱穴の断面でも 111高15"-'20cmの柱痕が把握されている。柱穴の間

隔はA-A'断面方向に1.9"-'2.4m、8-8'断面方向に2.1，，-，2.3mとなる。

[遺物]遺物は覆土と床面に相当する位置から土器が出土している。 107は覆土に相当する位置から出

土した複合口縁をもっ査の口縁部である。口縁外面に直立する面を設け、縄文を施した後に複数本でー
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第149図 SH2934・2933平面 ・断面図(床面・掘方)、 遺物実測図

対になる棒状の浮文を貼り付けている。全体的に風化が進んで、調整痕は明らかでない。

108"'-' 112はSP2973付近から出土した蛮である。SP2973の肩にかかる位置の破片も他の破片と同レベ

ルにあり、2973が埋められて以降の同時期の造物であることは間違いない。 4個体が掌大以下に粉々に

割られている。 108"'-'11 0・112は台付裂で、他の楕円形~隅丸方形の住居から出土する例と同様、一部

が失われ完形になることはない。外面はいずれもハケ調整によって整えられる。108・109は体部半ば以

下のハケ方向は共通しているが、体部上半以上は108が縦方向に変化し、 109は依然として横方向に施し

ている。この方法は、口縁部までを滑らかなカーブFで、つなげる108と、 体部に対して口縁部が直角に取

り付く 109の形態差に即している。口唇端部にはいずれにもハケ工具による刻みを連続して施す。内面

は、口縁部には横方向のハケ調整を施しているが、体部は108が指頭によるナデと上位にへラナデに対

して109は108が指頭によ るナデを施す部分にハケ調整を加えている。底部である110は、接点はないが
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第151図 SH2934・2933遺物出土状況 ・遺物実測図2

109と同一個体の可能性が高い。 112は台部~底部片である。 全体にハケ調整を施し、台の内面だけはナ

デを加えてきれいに均している。端部は内側にやや潰れている。

111は無台の鉢である。台付惑に比べ褐色にやや硬く焼けている。 外面の一部に黒班が残される。外

面は台付費よりも組いハケ工具を用いて調整し、体部過半の一部に横方向のミガキを施している。口縁

部は外側に折り返し、端部に細かな刻みを連続させる。内面は口縁部と底部にハケ調整が残るが、他の

部分はナデと横方向の板ナデで整えている。

113は砂岩製の台石である。 108"-'112に近接して出土している。片面が良く使い込まれて平滑になる。

使用面の端部は割れ口を巻き込んで、滑らかになるので、破損後も使用されていたことが分かる。

114はSP2963の脇に横たわって出土した折り返し口縁をもっ壷である。 口縁部と体部の一部が欠かれ

て失われている。全体的に風化が進んでいるが、外面はハケ調整の後底部を中心にミガキが施されてい

たようである。内面はナデ調整で整えられ、 粘土組の接合個所を中心に指頭痕が密に残される。
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調査の成果第2主主
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SH5195.5398平面・断面図(床面・掘方)
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第152図

SH5195・5398(第152......153図)

[遺構] I 26"-' J 27グリッドで検出された。 SH5195は楕円形状の住居で、南側に方形の小型住居

SH5398が切り込むほか、耕作による撹乱を部分的に受けている。 SH5195の検出面は住居の覆土である

黒色シルト中となった。一方5398では床が失われて検出段階で掘方底面の一部が露出した状況であった。

SH5398の掘方を掘削し記録を採った後、 SH5195の調査に移行した。

SH5195では、床面は住居の東よりの狭小な部分に検出されている。床上の覆土に撹乱を被っていな

い範囲にも床面が検出できなかったので、元来一部にしか設けられていなかったと考えられる。黒褐色
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シルトを素材とし、 I 

'"'-' 3 cmの厚みで、硬く敵

き締められている。床

面と同一レベルの掘方

上面で柱穴を確認して

いるが、いずれも掘方

底部で検出したものと

同一程度の間口が認め

られているので、掘方

埋土を平らに均した後

に掘りこまれている こ

とが分かる。

炉は検出できなかっ

た。炉の想定される位

置に入る撹乱によって

壊されている ものと考

えられる。

壁溝も認められない。

断面でも明らかでない

ので設けら れていな

かったこと も考慮され

る。

山9'1:11

コ，:1 

国

H
H
N
'
m
ヨ

E
申

.N
H
H

凸

A 

112.6m 

A' 

。 1 : 80 2m 

貯蔵穴は設けられて

いない。 住居の掘方上

でも該当する土坑は見当たらない。

住居の掘方は底面を平らに整え、溝を備える。溝は南側に寄って北側で開く U字状のものと、 北東縁

に位置する半月状の二つがある。前者は0.26'"'-'0.94m、深さ3，..___5 cmで、南側で太く、東側で急激に狭

くなる。後者は0.74'"'-'l.lm、深さ 4cm前後となる。住居の掘方内には黒色シルトが3'"'-'10cmの厚みで、

第153図 SH5195平面・断面図(掘方)

充填されている。

柱穴は4か所で検出された。直径48'"'-'60cmの円形を呈し、南東にあたるSP5561のみが切り合いをも

っ。 SP5561は柱の掘り抜き穴と思われる小穴SP5695を西側に伴っている。柱穴の間隔は長手方向に

芯々 で、2.2'"'-'2.3m、短手方向で、同様に2.4'"'-'2.7mとなる。

SH5398の住居掘方は底面を平らに整えて周囲に溝を巡らせる。南側は天地返しの撹乱によって壊さ

れているが南西隅が内側にカーブしてくるので、南面にも溝が存在したものと考えられる。溝は0.45'"'-'

0.95m、深さ 2'"'-'6 cmで、比較的きれいに掘られている。

柱穴は4か所で検出されている。いずれも住居掘方の溝の内法に沿う位置にあり、直径40cm台の円形

と規模も似通っている。いずれにも柱の挿げ替えや掘り抜きによる切り合いはみられない。柱穴の間隔

は長手方向に芯々で、2.6m、短手方向で同様に1.35'"'-'1.45mと揃えられている。

炉・壁溝・貯蔵穴は撹乱の影響を受けて存在を確認できない。

{遺物]SH5398の掘方埋土中から土器が出土している。115は小型の高坪の杯部である。風化が進んで、

いるが、内面の一部にハケ調整が観察できる。
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第2章 調査の成果
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第154図 SH1514平面・断面図(掘方)

SH1514 (第154図)

[遺構]029グリ ッドで検出された。 北側の一部が方形周溝墓SZ1900に切られるほか、確認調査トレ

ンチT1-5や天地返しに伴う撹乱によって多くの部分が破壊されている。住居の断面はT1-5南壁で

確認しているが狭小で¥調査の主体は住居の掘方上で行う こととした。住居の覆土は黒色シル トである。

床面には黒色シル トが用いられている。 2cm 内外の厚みで、硬く敵き締められる。 T1-5南壁では2.8

m程の聞に床の存在が認められたので、本来は広い範囲で設けられていたと推測される。

炉は平面では明らかでない。 T1-5南壁で、は幅48cm、深さ 5cmの炉の掘方とみられる落ち込みが確

認されているので、 住居の中央やや奥側に設けられていた可能性が高い。

壁溝は平面・断面でも検出できず明らかでない。貯蔵穴も該当する土坑が見当たらない。
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住居の掘方は底面を平らに N 

整えるのみで、溝は伴っていな ¥u 1{ しユ。

柱穴の掘方は7か所で検出

した。 SP3802を共有 して建

て替えられているものと考え

られる。

当初の柱穴は直径52"-'70cm

の楕円形をなす。 SP3802・

3679・4234・4251で構成される。

SP4251はSZ1900の周溝内で

検出されたので上端が失われ -/ 
ているが、本来は他と同様な 日

A' 
同

規模であったろう。 これらの
A 

112. 1m 

底面はおよそ同様な位置にあ

る。 SP3679は北側にやや膨

らんでおり、柱の掘り抜き穴 。 1 : 80 2π1 

が切り合っている可能性があ

る。柱穴の間隔は長手方向に ~-z耕瀞 〈戸
芯々 で、2.9"-'3.3m、短手方向

116 

で同様に2.2"-'2.5mとなる。
。 1 : 3 1 Ocm 

建て替え後の柱穴はSP3802・ 第155図 SH739平面・断面図(掘方)、遺物実測図

4237・4230・4252で構成される。柱穴の間口と形状は当初のものと同等で深さも近似している。それぞ

れに柱の抜き取り穴等の切り合いはみられない。柱穴の間隔は長手方向に芯々で、4.1"-'4.15m、短手方向

で同様に3mときれいに揃っている。建て替えの前後では、 柱で固まれる空間はおよそ1.7倍に増加し

たことになる。

SH739 (第155図)

{遺構] P 30"-' P 31グリッドで検出された。 北側でSH2932と重複し、西側を方形周溝墓SZ228の周溝

に切られている。 また、 南側の一部を確認調査トレンチT1-5に切られている。検出段階ですでに床

面は全曲‘で失われていたので、 住居の掘方底面で住居に伴う遺構を検出することとした。

住居の掘方は底面を平らに整えるのみで‘溝は伴っていない。柱穴の位置と比べると南西側が外側へ張

り出している。この部分の掘方のライ ンは更にSZ288の手前で、内側へ入り込んでおり不自然である。切

り合う遺構等と誤認している可能性も否定できない。炉は住居の中央付近に、直径48"-'58cmの楕円形状

の熱染みとして把握するこ とができた。 住居の南東縁にあるSK24日が貯蔵穴の可能性がある。直径50

cmと37cmの二つの小土坑が切り合っており、内側が42cmとより深い。

柱穴は2か所で検出 した。直径49"-'61cmの円形状で同等の深きをもっ。柱穴の間隔は芯々で、3.1m

となる。住居の北西側に想定される柱穴はSZ228の周溝により消滅しているのだろう。残り lか所は

SH2932の掘方底面でも検出を試みたが特定できなかった。

[遺物)土坑SK2411から土器が出土しているが大破片ではないので、土坑が埋没する際に混入した可

能性がある。116は折り返し口縁をもっ壷の口縁である。全体的にハケ調整で器面を整えた後、口唇部

外面にはハケ工具による刺突を連続して施す。口縁部内面には縄文を施している。
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第2主主 調査の成果

(3)隅丸方形を呈す

る竪穴式住居

SH14236(第156"'157図)
# 

[遺構]

/ 
1 10'"'-' J 11 。

グリッドで検出され。 た。一部をL字型に曲

_A_ 
A' がる撹乱によって切ら

14236 

れているが、 全体の形

状を捉えることができ

た。検出面は床面直上

であったので床上の覆

土は把握できていない。

床面は黒褐色シルト

~ を用い、 5cm 内外の厚
_A_ __K_ みで硬く敵き締められ
110.5m 4 2 4 -ノーー 1II土尊

人戸、 斗ロιト5J i 節蹴約邑粘土 炉
2 褐色シルト ている。北側~東側で「一一 3 6 3. MIIIl色シルト
4 鳳f色S色シルト床
5 胤 ‘ン/レ卜 住居の掘方があらわに6 胤ぬ色シノレト
7 梢色粘土

なっている部分がある

ので、縁辺部には床が

張られていなかった可

能性がある。また、床

面上では柱痕と考えら

町S'011 
れる直径2Q'"'-'28cmの円

，3 ヨ
形のプランを4か所検

日

'" 出した。南北方向の断/1ロ
面をみると、北寄りに

掘方埋土の上面が南側

ヨ ノ の床面よりも 6cm程度

高まっている部分があ

る。 この部分の床は検

出できなかったカ人あ

るいは南側の床よりも

「
一段高く作られている

のかもしれない。

'¥¥1¥ "-1 壁溝は認められない。

掘方上でも把握できな
C c' 

かったので、設けられ110.5m ~ /一
ていなかった可能性も

。 1 : 80 2打1 あろう。

炉は住居の中央奥側

第156図 SH14236平面・断面図(床面・掘方) に設けられている。直
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径70cm前後、深さ 6cmの円形状の掘方

内に黄褐色の粘土を貼り込み上面を炉

床とする。炉床には長軸60cm、短軸42

cmの長方形状の平坦面が設けられる。

床面より 5cm程度低く、周囲が若干盛

り上がっている。住居の大きさに比べ

て炉は大きく、やや不釣り合いにもみ

える。なお、炉の外縁に小さな穴が複

数切り込むが、これは根跡である(図

版編図版116-1 )。

貯蔵穴SK15919は東の隅に設けられ

/; 

l' 、、、、、

14236 
日
申

C
【

日

国

_A_ A' 

る。直径55""60cmの円形状で、床面か 110.4m 

らは40cmほどの深さがある。

住居の掘方は底面を平坦に整え、周

囲に溝を備える。溝は0.6""1.9m、深

さ1""7cmの規模があ り、全周する。 第157図炉14236平面・断面図

南側が最も幅広となり、一部が内側にこぶ状に突出する。外縁は住居の立ち上がりから離れており、こ

の聞に 5"" 10cmのテラス状の段が残っている。掘方の底面には厚さlOcm内外で、黒褐色シルトを敷いてい

る。 溝部分がこれを切って立ち上がるので、 ー且掘方内を平らに均した後に改めて溝を掘削しているも

のと考えられる。

柱穴の掘方は4か所で検出された。直径45""60cmの円形ないしは楕円形を呈し、いずれにも柱穴や柱

の掘抜き穴による切り合いはみられない。 床面上の柱痕の存在からも、柱は抜かれずに床面相当の高き

で切り取られているのかもしれない。 柱穴の底面は近似した深さにあって、 尖底状に掘られている。柱

。 1 : 20 50cm 

穴の間隔は、長手方向に芯々で、2.3""2.4m、短手側で、同様に2.2mとなる。

SH15589 (第158図)

【遺構] HIOグリッドで検出された一辺3m内外のごく 小さな住居である。南東側のおよ そ1/2が

SH14550と切り合っている。検出面が床面下まで、下がった上、南に向かつて下る地形なのでSH14550と

重複する部分は掘方も検出できない状況であった。

掘方埋土は黒褐色シル トでH層に起因する暗褐色粘土粒を含んで、いた。 したがって掘方の掘削土をそ

のま ま利用していると考えられる。柱穴は定かでない。調査時には北側隅に検出した小穴を柱穴と考え

たが、対になるものがない。主柱穴をもたない構造であったと考えられる。

炉・壁溝も定かで、なく、貯蔵穴も設けられていない。

SH13641 (第159図)

{遺構] E8""F9グリッ ドで検出されたSH15589と近似した規模の住居である。断面では確認したも

のの平面的に床面を検出することができなかったので、掘方底面まで掘削し構造を確認した。

住居の掘方は底面を平らに整え周囲に溝を設ける。溝は幅0.6""0.8m、深さ 4cm内外となる。内部に

は暗褐色シルトを充填する。

柱穴は3か所で検出された。 1か所はやや下る時期の建物の柱穴SP15279によって壊されている。直

径22........，34cmの円形を呈し、深さも一律で、はない。 その上SP15282は他の二つよ りずれた位置にある。柱

穴の間隔は南北方向に芯々で、1.3m、東西方向に1.8m以上となる。
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SH14306 (第160図)

[遺構]G11"-'Hllグリッド

で検出された。検出面が床面

直上となり、床上覆土は確認

できなかった。

床面は黒褐色~暗褐色シル

トを用い、 2"-' 4 cmの厚みで、

硬く敵き締められている。 北

~南西縁は立ち上がりから15

"-'20cmの間隔で、床が設けられ

ていない個所が帯状にある。

床面上からは柱痕と考えられ

る直径16"-'20cmの円形のプラ

ンを4か所検出した。柱穴の

掘方の間口と近似するので、

柱の周辺は床が設けられてい

なかったと考えられる。

炉は住居の中央やや奥側に

設けられている。直径40"-'60

cm、深さ 5"-'7 cmの楕円形の

掘方内に褐色粘土を充填する。

上面は直径20"-'58cmの長楕円

形に焼けており、 掘方の一部

だけを利用しているようであ

る。

壁溝・ 貯蔵穴は掘方上でも

検出できなかったので設けら

れていなかったといえる。

住居の掘方は底面を平らに

整え、溝は設けられていない。

柱穴の掘方は4か所で検出

されたが、住居のプランとは

中軸織が平行しない位置にあ

る。いずれにも挿げ替え痕や

柱の抜き取り穴は確認されな

い。直径14"-'30cmとごく小さ

く、 華者な柱であったことが

想像される。柱穴の間隔は、

長手方向に芯 で々1.9"-'2.3m、

短手方向で同様に104"'-'1.5m 

となる。
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第2章 調査の成果

o 1 : 80 2m 

第161図 SH14390平面・断面図(床面・掘方)

SH14390 (第161'"162図)

[遺構] J 11グリッドで検出された。 SH14250の範囲西側にはまり込むように造られている。このた

め、 調査段階ではSH14250とうまく分離する ことができず、住居の断面をと ることが叶わなかった。床

面直上には上屋の構造物であったと考えられる炭化材が散乱しており、 消失しているものと考えられ

る。 また、床面直上では柱痕を見出すことはできなかった。なお、 南西側に掘立住建物SB80012の柱穴

SP15749が床面の一部を穿っている。

床面は炉が残存する ことから北側の一部に張られていた可能性がある。

炉はおよそ住居の中南i1線状にあるが、北側の壁面まで、45cmとかなり偏った位置にある。粘土を貼り込

んで炉床を作るが、同時に長さ30cm、111ii¥10cmの自然磯が平坦面を上にして埋め込まれている。炉床は平

坦で¥焼け締まっている。

壁満・貯蔵穴は設けられていない。小型の住居に相応したシンフ。ルな作りである。

住居の掘方は底面を平らに整え、北西側に溝を設ける。南北の高低差はおよそ 2cmで、水平に掘ろう

とした意図がうかがえる。溝は幅O.6"'O.7m、深さ 1'" lOcmで、南東側に聞く U字型となる。溝の外側

は住居の立ち上がりに接しておらず、 10"'30cmの111菌で、テラス状に残されている。

柱穴の掘方は判然としない。柱穴の可能性のあるSP15750は直径35cmで、60cmほどの深さがある。南東

側の小穴群と対になって2本の主柱穴で上屋を保持しているのかもしれないが、 南西側の小穴群は検出

面が明確でないので今回は便宜的に撹乱扱いに図示している。あるいは床面に柱を設けない構造の上屋

であったのかもしれない。

[遺物]炉の北側の床面上から土器が出土している。図示した117と西側に隣接してもう l個体がいすど

れも逆位で置かれていた。これらは当初同一個体とも考えたが、直径が整合しないので別個体と判断し

た。 西側の個体は口縁部~体部上半と台部が失われている。壁際に片付けられていたのであれば口縁部

を伴うはずなので、住居を放棄する際に意図的に割り取られて置かれているものと考えられる。体部過

半以下が失われる117も同意義であろう。

117は台付懇の口縁部~体部片である。外面は体部を斜め方向のハケ調整で整えている。口縁部下位

のハケ調整は縦方向で、あるが体部のハケが切っており、口縁部の調整後再び、体部の調整を行っているこ

とが分かる。口唇部にはハケ工具を用いた刺突を連続して施している。内面は体部をナデ、調整で、平滑に

整えた後、口縁部に横方向のハケ調整を加える。体部~口縁部には指頭痕が多く観察される。
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第2章調査の成果
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SH14239 (第163----164図)

[遺構] 1 11"'-'J11グリッドで検出された。南西側でSH14242と切り合っている。形態的にはSH14242

が古く、断面でもSH14242の炉半ば付近に南東側の立ち上がりが来ることは明らかであったが、平面的

にうまくプランを押える ことができなかった。したがって、掘方埋土が確実に把握できた範囲のみを-

E図化し、失われた部分はSH14242の掘方上でともに検出することとした。

床面は明確に張られていない。一部に硬化した層位(断面図中2層)を把握したが、平面的な広がり

は確認できなかった。床上の覆土と考えられる黒褐色シルトは 6cm程度の厚みで、残存しており、この層
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位を除去した下位からは土器片が集中して

出土している ことからすれば、 2層の延長

上が床として利用されていたと考える こと

ができる。柱穴は遺物が出土したと同レベ

ルで、SP15742の上面を把握している。

壁溝や炉は認められなかった。掘方上で

も把握することができず、設けられていな

かったと思われる。

貯蔵穴は住穴SP15745に接する位置の小

土坑SK15894が該当すると考えられる。長

軸40cm、短軸30cmの楕円形をなし、lOcmの

深さがある。内部には掌大の土器片が複数

残されていた。 SH14242の掘方上で、検出し

たため、本来の深さは更に15cm程度深かっ

たものと考えられる。当遺跡の例では貯蔵

穴は通常入口の右手に設けられているので、

この住居の入口は南西側に面していたもの

と推測される。

住居の掘方は、 底面をSH14242の覆土と

峻別することが困難であったため多くの部

C 。i
A 

110.5m 
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一一一 一---'"ニコ一一
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国i E
-
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国
1 鼎褐色 。暗闇色シノレト混合

o 1・20 50cm 

第164図小土坑SK15894等遺物出土状況

分で未確認となった。 断面では掘方埋土にあたる層位が確認できていないので、おそらく溝を設けない

半らな底面であったろう。柱穴の掘方は4か所で検出された。長軸60cm、短軸40cmの円形ないしは隅丸

方形状を呈する。 SP15742と15744はより間口の広い土坑の中央部をさらに掘窪めている ようにみえる。

また、SP15745は中央部分のみが15cm程深くなる。柱根が当たる部分のみをさらに掘窪めたのであろ う

か。柱穴の間隔は長手方向が芯々で2'"'-'2.2m、短手方向が同様に2'"'-'2.1mとなる。

[遺物]遺物は床面に相当する位置とSK15894の内部から土器が出土している。 いずれも密に出土して

いるがほとんど接合せず、図化することができなかった。

床面に相当する位置から出土した土器は同一個体の台付謹である。体部片のみで一辺10cm以下に粉々

に割れた状態であった。破片が密集するのでこの場で割られたものと考えたいが、口縁部・台部片を割

り取った破片を改めてこの場で割っているのであろうか。

SK15894から出土した土器は一個体の査の体部~口縁部片である。この場合も破片が十分で、ないので、

小土坑内に置いて割られたものとは考えにくい。一部のみを土坑内に投棄したのだろう。

SH14176 (第165図)

{遺構] J 11'"'-'K11グリッ ドで検出された。 北西側の一部を確認調査トレンチT7によって壊されてい

るほか、耕作による撹乱が部分的に及んで、いる。検出面が下がったため床面は失われているが炉の一部

が残存していたため掘方埋土が残存している状態で一旦図化して記録を採った。

炉は住居のほぼ中心で検出された。掘方は長軸48cm、短軸34cmの楕円形状をなし、深さは4cm前後が

確認された。内部には黒褐色シルトを充填し、上位には直径38cm前後の円形で熱染みが及んでいる。

壁溝は見いだ、せなかった。掘方上でも把握できなかったので設けられていなかったものと考えられる。

貯蔵穴は埋士上では検出できなかった。掘方上では柱穴SP15824の南東側に把握された小穴が、直径38

cm、深さ15cmと貯蔵穴になるのかもしれない。今回は確証が持てなかったので図上では撹乱扱いとして
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第 2話調査の成果

し〉る。

住居の掘方は底面を平ら

に整えるのみで溝を設けな

い。東側が若干突出し、や

ゃいびつになる。 掘方内に

は黒褐色~暗褐色シルトを。
A' :~) 充填する。

14176 

柱穴の掘方は4か所で検

。 でkノ 出した。直径30'"'-'5 Ocmの円

形をなし、 北側に位置する

SP15934以外はいずれも小

ぶりである。一方で、 F-
I 

〈コ
F'列の柱穴は浅く、 0-

H 
H 

0'列ではより深く掘られ
A A' 

110. 3m 3 3 
ている。

極上略
1 鼎倒色シルト 炉

SP15934以外は切り合い2. ~"!白色ンル ト
3 時ぬ色シル 卜
4. ~\!8色シルト

をもっ。 SP13405は双方の

底面に25cmの差があるた

め、外側の小穴は柱の掘抜

き穴の可能性がある。近似
SPIS824 

した深さをもっSP15824・1. !.I.目白色シノレト
2 時尚色シノレト

lllS '011 
3. m色シ/レ卜

13610とSP15815・15816でSPl5931 

，耳 立 1 尚色シノレ卜
2 肌I!l色シノレト

は柱穴の中心が20cmしか離
】

/点三人ごl れていないので、およそ柱
】

l本分を外側に挿げ替えた

と考えられる。また、断

面で柱痕を検出できない

SP15934では、柱穴内が再

掘削されて抜き取られてい

るのだろう。 SP15824で

も同様な要因で住痕が残ら

なかったのだろう。

柱穴の間隔は長手方向に

~逗毛~
芯々 で、2.85'"'-'3.3m、短手

方向には同様に2.2'"'-'2.4m

} 
となる。当初の住穴では柱

[ 

C c' に固まれた空間がひしゃげ
110. 3m 

た形になり、挿げ替えられ

。 1 : 80 2m た後は長方形に近似する。

第165図 SH14176平面・ 断面図(床面・掘方)
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SH14272 (第166....，167図)

[遺構] J II"'KIIグリッ

ドで検出された。東側の一

部をSHl8050によって壊さ

れるほか、南側のおよそ半

分が調査区外となっている。

検出面は床面直上である。

なお、調査区南壁で I層が

覆土となり床面上に8'"16 

cmの厚みで、遺存しているこ

とが把握されている。

床面は黒褐色シルトを利

用し、 1'" 4 cmの厚みで、硬

く敵き締められている。こ

の床は掘方の溝を除く底面

近くに張り込まれている。

柱穴は床面上で掘方と同

等の間口が把握されている

ことから、 柱の周囲には床

が設けられていなかったと

考えられる。

炉は住居の中央やや奥側

に設けられている。掘方は

長軸58cm、深さ 7cmの楕円

形を呈していたものと思わ

れ、内部に暗褐色シル トを

充填し上位を平坦に整えて

炉床とする。炉床は長さ60

cm、幅32cmの長方形状を呈

し、 南半分が1cm程度高ま

る。この変換点付近には二

つの長細く焼けていない礁

が平行して置かれている。

さらに南端にごく低い土手

状の盛り上がりが作られて

いる。

壁溝は検出できなかった。

断面でも観察できなかった

ので設けられていなかった

可能性がある。

貯蔵穴は調査を行った範
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第2章調査の成果

囲には該当する土坑がない。調査区外に存在するのだろう。

住居の掘方は、 底面を半らに整えて周囲に溝を設ける。溝は北

側と南側に分かれている。北側は0.59"-'0.80m、深さ 2"'-' 8 cmと

なり、住居の縁に沿って掘られている。南側は一部が調査区外と

なり左右に分かれて検出されている。 内法が内側に入り込んで、

くるのでそれぞれは連続するものと想定される。幅0.76"'-'1.05m、

深さ 2"'-'8 cmとなる。掘方埋土は溝の部分を主体に黒褐色~暗褐

色シルト ・褐色粘土が充填される。

住穴の掘方は2か所で検出した。直径46"'-'60cmの円形~楕円形

をなし、 住の抜き取り穴等の切り合いは認められない。柱穴の間

隔は芯々 で、2.1mとなる。

[遺物}掘方の埋土から査の口縁部片が出土している。 118は外

面をハケ工具で整え、口唇部外面に先の尖った棒状工具による刻

みを付ける。内面は縄文を施した後、等間隔に円形浮文を貼り付

第167図炉14272平面・断面図 けている。

。 1 : 20 50αn 

SH53038 (第168図)

[遺構] I17"'-'J17グリッドで検出された。上面に耕作による撹乱が入る以外は切り合いがほとんど見

られない。検出面は床面直上である。

床面は暗褐色シルト粒がやや入る黒褐色シルトを素材としている。 1"'-' 5 cmの厚みで、硬く敵き締めら

れている。 8-8/断面ではほぼ全ての範囲に床が張られ、 A-A〆断面でも東側の1.4mほどに床が把

揮できないのみなので、本来はほぼ全面に床が設けられていたものと考えられる。床面上では3か所に

直径20"，-，30cmの円形のプラ ンを見出した。それぞれはSP54518・54333・54808にあたる位置にあり、柱

痕と考えられる。また、円形のフランは柱穴掘方の間口よりも小さく収まるので、柱の際まで床が設け

られていたこ とを示している。

炉は検出されていない。掘方や熱染みも認められなかった。壁溝も平面・断面で見出すことができな

かった。掘方底面で、は北西に幅13 "'-'20cm、深さ 4"'-' 6 cmの細い溝が検出されたが、立ち上がり よりも離

れており北端で内側に曲がってくるので壁溝ではないと考えた。

貯蔵穴についても該当する土坑が見当たらない。元来設けられていなかったと考えられる。

住居の掘方は底面を平らに整えた後、周囲に全周する溝を設ける。溝は0.8"'-'1.47m、深さ12"'-'19cm 

となる。住居の掘方に比べ溝が大規模なので、当初の底面が島状に掘り残されているように見える。ま

た、溝の外辺部には掘方立ち上がりとの聞に幅16"'-'50cmのテラス状の掘り残しがある。掘方の埋土は褐

色シルトを用いている。

柱穴の掘方は4か所で検出されている。直径40"'-'50cmの円形あるいは隅丸方形状で、北西隅の

SP54333にのみ切り合いがある。切り合う土坑は柱穴よりも間口の大きい直径60"'-'75 cmの楕円形を呈す

るが、柱穴底面より20cm程度浅く、柱の掘り抜き穴とみられる。柱穴の間隔は長手方向に芯々で2.2"，-，

2.4m、短手方向で、同様に2.3"'-'2.4 mとなり、 比較的揃っている。

[遺物]住居の床面上北東隅に2か所、北西隅に Iか所の計3か所にわたって土器片が集中する部分が

検出されている(図版編図版120-1)。これらは住居が廃棄される際に放棄された破片と考えられるが、

接合せず図示することが叶わなかった。接合しないことは他で割り取られた破片をこの場所に持ち込ん

でいることを示すものだろう。
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第169図 SH13019平面・断面図(掘方)、遺物実測図

合まれないので、割り取った一部をここに捨てているように見える。

柱穴は3か所で確認した。 残り lか所はSH13021により消失して

いるものと考えられる。いずれも住居掘方の縁に近い位置にあり、

直径30cm台の円形を呈する。南側に位置するSP15347は直径40cmの

小穴と切り合う。 この小穴は柱穴の1/3程度の深さしかなく、柱の

掘り抜き穴と考えられる。SP15351は断面形状をみる と2段に掘り

こまれているように見える。あるいはこの上段も抜き取り穴なのか

もしれない。 柱穴の間隔は南北方向に 3m、東西方向に2.85mと近

似している。

[遺物]119は台付翠の台部~底部片で、密土から出土している。

表面には149に類する組いハケを用いた調整がみられる。 内面は奥

から手前にナデによって滑らかに整えられる。最後に台部下位と内

面をより細かなハケ工具を用いて横方向に調整する。
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第2章調査の成果

SH13019 (第169--170図)

[遺構]M16グリッドで検

出された。西側をSH13021

に壊 され、南西側でSH

13018を壊 している。また、

上面に耕作による撹乱が部

分的に及んで、いる。検出面

は住居の掘方底面の直上と

なった。

住居の掘方は底面を平ら

に整えるのみで、溝を設け

ない。

炉は住居の中央やや奥側

の、若干東に寄った位置か

ら直径35"-'50cmの楕円形を

呈する熱染みとして所在を

認識できた。炉床は熱の伝

わり易い比較的検出面に近

2m 接した位置にあったのだろ

つ。

貯蔵穴は南東縁に設け

られたSK15349が該当する。

長ili!u50cm、短軸40cm、深さ

20cm程度の楕円形を呈し、

住居の掘方縁辺に沿ってい

る。内部からは台付窓片が

出土している(図版編図版

122-1 )。体部以外の破片は
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SH18050 (第171図)

【遺構JJ 10"-' K 11グリッドで検出され
た小型の住居である。 西側でSH14272を

壊している。また、検出範囲の南西側で

は掘立柱建物SB80012の柱穴のひとつが

上位から穿たれている。検出面は黒色シ

ルト上である。調査時では床面が検出で

きなかったためこの土層を掘方埋土と認

識した。しかし、 住居の規模に比べ厚み

があるので本来は掘方底面を生活面とし

て利用し、黒色シルトは住居の覆土で

あったのかもしれない。炉・壁溝・住穴

は検出されていない。主柱穴を用いない

上屋構造であったと考えられる。

SH50799 (第172.....，174図)

[遺構JL 18"-'M18グリッドで検出された消失住居である。上面の一部に耕作に伴う撹乱を被るものの

全般的に状況を担揮できた。検出面は床上覆土であり17"-'23cmの厚みで、黒褐色シルトが堆積していた。

床面は黒褐色シルトを用い、 1 cm程度の厚みで、硬く敵き締められている。床面の下位は掘方の埋土と

の境が漸移的であるので改めて敷かれたものではな く、掘方埋土の上面から形成されたものと考えられ

る。この床面は住居の中心部分にみられ、縁辺部およそ 1m内外には設けられていない。

床面上には炭化材と焼土が複数個所に検出された。

炭化物は住居の中央付近により密に検出された。炭化材の直径は10cm以下で、棒状のものが多く垂木

等の住居の部材であると考えられる。これらの出土位置は屋根の組み方を反映して、 主に住居のプラン

に直交・平行する方向にある。また、直径8mm前後の細いストロー状の炭化物がまとまって検出され

た個所もある。これらは葦などの屋根材と考えられる(図版編図版124-4)。

複数個所で検出された焼土はいずれも炭化物の上面に乗っている。元来は厚さ 5"-'12cmの黒褐色シル
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第171図 SH18050平面・断面図(掘方)

トであり、下位に行くに従って熱による変色が強くなる状況であった。

これらの状況から、焼土となって検出された黒褐色シルトは屋根材の上に盛り付けられていたものと

考えられる。上屋の有機物が燃える際に炎にあぶられて変色し、垂木や屋根材との位置関係を保ったま

ま床面上に崩れ落ちているものと理解される。

炉は住居の中央奥側に存在を想定した。しかし、遺物を取り上げた後に床面を精査したが検出できな

かった。これにより炉は設けられていなかったものと考えられる。したがって、住居が焼失した原因は

住居内での生活に伴う失火ではない可能性が高い。

壁溝は平面・断面いずれからも検出されなかった。設けられていなかったこと も考慮される。

貯蔵穴は東縁に設けられたSK53906が該当する。長軸45cm、短軸37cm、深さ28cmの円形状を呈し、内

部から台石と土器が出土している。

住居の掘方は底面を平らに整え、周囲に溝を巡らせる。溝は0.3"-'1.1 m、深さ 2"-'9 cmとなり、 南西

側で著しく幅を狭めている。東側に寄った位置に設けられるので、西側の掘方立ち上がり との聞に0.18

"-'0.80mのテラス状の平坦面を掘り残している。

住穴は4か所が確認されている。直径30"-'55cmの円形あるいは楕円形状を呈し、 lか所に切り合いが

みられる。 SP54014は北西側にSP53904を伴う。 54014の断面に柱痕が観察される ことからも柱の抜き取
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調査の成果第2章
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SH50799平面・断面図(床面 ・掘方)第172図
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第173図 貯蔵穴SK53906遺物出土状況 ・遺物実測図

り穴と も考えられない。 54014より20cm程度浅いが、住居建築当初の柱穴であろうか。 SP53905と53907

の断面にも柱痕が観察される。 これら柱痕は幅16cm内外となる。 SP53903の断面には柱痕が確認されて

いないが、断面図の採取位置が東にややずれたことが原因であり、本来は中心部分に残されていたもの

と考えたい。 柱穴の間隔は長手方向に芯々で、2.3~2.5m、短手方向で同様に 1 .8~2 mとなる。

[遺物]遺物は床面上と貯蔵穴内から土器と石製品が出土している。

120・121は貯蔵穴SK53906から出土した造物である。 120は一部が底面に接し、片側が土坑の斜面に

寄りかかっている。121は120の上面から北側に複数の破片となっていた。 120は台石で、両面ともによ

く使い込まれて複数の場所で滑らかなへこみを作りだしている。部分的に敵打痕が見え、表面には砥

石として利用されたことを示唆する平行する細かな擦痕が残されている。 121は壷の底部~胴部である。

表面はハケ調整の後縦方向の細かなミガキが施され滑らかに仕上げられる。内面には横方向の板ナデが

施されるが、接合痕が消されず、に残っている。

122・123は床面上から出土した造物である。122は砂岩製の自然礁を利用した台石である。より平坦

な面を利用しており、 敵打痕と滑らかになった擦り面が観察される。なお、 122は焼土の端に乗ってい

るので住居の廃絶以降にこの位置にもたらされたものと考えられる。 123は覆土内から出土している。

全体的にハケ調整により仕上げられる。端部が潰れていないので杯状の製品と理解した。

このように、住居内には当時の家財道具がそのまま残されている状況にはなく、貯蔵穴内にも使用不

能の状態となった破片が遺棄されている。出火時には、住居はすでに放棄されているように感じられる。
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第174図 SH50799遺物・炭化物出土状況、遺物実測図
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SH53409 (第175--177図)
H 

[遺構] L 18グリッド
， 

で検出された。南側を

SH50799に切られ、上面

に掘立柱建物80028の柱 t:!( 。 。。
穴が穿たれる。 検出面は

床上の覆土上で、 黒色シ Q I I I 11 N 廿Il.的

ルトが10cm内外の厚みで、 53409 

遺存していた。

床面は黒褐色シルトを

用いて 1̂" 4 cmの厚みで、 ードj 。
硬く敵き締められている。

南側では住居の立ち上が

り際にまで設けられるな

ど、床は広い範囲で張ら

れている。また、床面上
て¥将、¥

で、は直径18̂"44cmの円形 F吋

同

同

あるいは楕円形のプラン A A' 

111. Om 

が4か所で検出されてい

る。これらは柱痕と考え 。 1 : 80 2m 
られ、柱の根元にまで床

が張り込まれていたこと 橿土句
i 鳳色ンルト

を示している、また、南 2 ザド慢色粘土 炉
3. I!I禍色粘土炉
4 関褐色シルト 床

側のSP54391・53539の 5 鼎褐色シノレト 褐色粘土混合

位置にも並んで柱痕が認

められる。挿げ替え痕と W関 //ζ以 O 10αn 1 : 3 

考えられるが、この場所

では古い柱の位置に床を 第175図 SH53409平面・断面図(床面)、遺物実測図

改めて張り込まなかったよ うである。

炉は住居の中央やや奥側に設けられている。直径55̂"65cm、

りも 2一一一…側カ1深さlOcmの掘方内に黒褐色粘土を充填している。 炉床は床面よ

赤褐色に焼け締まっている。炉床上には長さ15cm、直径4cmほ

どの長細い自然礁が乗せられていた。この礁は焼けていない。

なお、埋土の黒褐色粘土は赤褐色の焼土粒を多く含んでいた。

作り替えられた炉の一部が混入しているのであろうか。

壁溝は平面・断面いずれでも検出できなかった。床が住居の

立ち上がりにまで張られていることからも、壁溝は設けられて

いなかった可能性が高い。

E

∞
o
-

J
t
 

〈

l 赤纏色粘土 o 1・20 50口n
2 黒禍色粘土

第176図炉53409平面・断面図
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第177図 SH53409平面・断面図(掘方)

貯蔵穴は床面上では明らかでない。住居の掘方底面で、は南縁に直径42crn、深さ33crnの小土坑を検出し

ている。これに貯蔵穴の可能性を感じるが、確証が得られなかったので図上では撹乱扱いと している。

住居の掘方は底面を平らに整えて、縁辺に溝を備える。溝は111高0.5"-'1.9m、深さ 2"-' 7 crnで、内法が

蛇行するとともに南側で著しく狭くなって南西側で途切れている。

柱穴の掘方は4か所で検出した。このうち北西側にあるSP54389以外はいずれも切り合いがある。特

に0-0/ラインの二つの柱穴の切り合いが激しい。いずれも同位置で近似した規模の柱穴を複数回掘

り直しているものと思われる。 SP54388では床面上で柱痕が確認できた位置は最も北側の掘方に重複す

るので、ここでは南側からより北側へ挿げ替えられていったものと考えられる。

南側のSP54391・53539はいずれも床面上で掘方よりも小さな間口の柱痕を観察しているので、それ

ぞれは挿げ替えられて切り合う柱穴と判断した。しかし、 0-0/ラインの柱穴は、 SP54388にみる よ

うに古い柱穴は新たな床に覆われている。床面を復旧する流儀がSP54391・53539の場合と異なってい

るようにみえる。柱穴の間隔は長手方向に芯々で、3.4"-'3.6m、短手で同様に 3"-'3.4mとなる。

[造物]124は覆土から出土した折り返し口縁をもっ査の頚部~口縁部片である。頚部には縦方向のハ

ケ調整を施し、口縁部内外面には縄文を施す。その上で口縁部外面には棒状浮文を付ける。
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o 1 : 80 2m 

SH52293 (第178図)

[遺構]H20グリッドで検出された。特に切り合う遺構は検出されなかったが、面的に耕作の影響を受

けているので検出面は北側では掘方埋土中、 南側では掘方底面となった。

炉は掘方埋土中に掘方の一部が残存していた。 掘方は直径18cmの円形で、 深さ 3cmが残存していた。

埋士は元来黒色~黒褐色シルトであったと推測されるが赤褐色に焼けているので、炉床とはさほど隔

たっていないものと思われる。

住居の掘方は底面を平らに整えて南東側に溝を備えている。溝は掘方の立ち上がりから10"-'30cm内側

に寄った位置にあかほぼ住居のプランに沿って内法も蛇行することなくきれいに掘られている。幅32

cm"-'54cm、深さ 4"-' 7 cmとなる。

柱穴の掘方は4か所で検出された。いずれにも桂の挿げ替えや抜き取り穴はなく、断面に幅8"-' 15cm 

の柱痕が観察された。 SP53641と53643では柱痕の末端が細いので、末端が尖り気味の部材を用いたこ

とが想像される。柱穴の間隔は長手方向に芯々でト2.4"-'2.6m、短手方向で、同様に2.15""'2.3mとなる。

壁溝は平面@断面いずれも検出されなかった。 貯蔵穴は該当する士坑が認められない。いずれも設け

られていなかったことが考慮、される。

C 

ロ
.

176 
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SH50898 (第179図)

[遺構] 1 19"-' J 20グ

リッドで検出された。東

側を方形周溝墓SZ54807、

北側をSZ52284に壊され

て、住居のおよそ半分が

失われている。残存部分

の検出面は床上覆土であ

る。

床面は褐色シルトブ

ロックを含む黒色シルト

が用いられ、1 "-' 4 cmの

厚みで硬く敵き締められ

ている。住居の立ち上が

り付近にまで張られてい

るので、喪失部分にも広

く設けられていた可能性

がある。

壁溝は西側から北西側

にかけて部分的に検出さ

れている。幅12"-'20cm、

深さ 3"-' 4 cmとなり南側

がやや太い。

炉は検出されていな

い。 住居の中央部にある

SZ54807によって失われ

ているものと考えられる。

貯蔵穴も同様な理由で把

握できない。

住居の掘方は底面を平

らに整える。内部には黒

褐色シルトを充填する。

西側の立ち上がり沿いに

幅25"-'30cm、深さ2cm前

後の溝が検出されている。

住居の掘方に伴う溝にし

2m ては狭く感じる。

柱穴の掘方は3か所で

検出した。直径20"-'25cm

の円形を呈し、北東側の

SP54392は底面の深さが
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第180図 SH53256平面・断面図(床面・掘方)

異なりやや離れているので、他の住居の柱穴である可能性もある。また、他の一つは南西側の円形の撹

乱によって失われている と考えたい。

SH53256 (第180図)

[遺構]K 19'"'-' K20グリ ッドで検出された。北側を方形周溝墓SZ50880によって壊されている。検出面

は床面直上となったので床上の覆土は把握できていない。

床面は掘方埋土と同質の黒褐色シルト を用いている。 2'"'-'4 cmの厚さで、南側0.8m程は検出で、きな

かった。東西方向には住居の立ち上がりに近い部分まで張られているので、未検出の部分にも設けられ

ていた可能性が高い。床面上で柱痕を見出そうと努力したが判明しなかった。

炉は残存していなかった。住居の奥側にあったがためにSZ50880によって失われたものと考えられる。

壁溝は住居の縁辺南~西側に設けられている。|幅12'"'-'20cm、深さ 4cm前後となる。

貯蔵穴は設けられていない。掘方上でも該当する土坑が見当たらなかった。

住居の掘方は底面を平らに整えて周囲に溝を備える。溝は幅0.57'"'-'0.9m、深さ 4'"'-'13cmで、東側で

は住居掘方の縁辺に沿うが南~西側で、は12'"'-'30cmのテラス状の間隔を置いている。さらに西側の末端は

内側に入り込んでいるので、住居の北縁に至る手前で丸く巡っている可能性がある。

柱穴は南寄りの2か所で把握できた。 いずれも周囲にやや浅い部分をもっ2段状に掘削されている。

断面では幅10'"'-'12cmの柱痕が観察で‘きた。住穴の間隔は芯々で、2.3mとなる。北寄りの柱穴はSZ50880

によ り失われているので、 この住居の平面プランは長方形状の隅丸方形になるものと考えられる。

SH50802 (第181-183図)

[逃構] L20グリッドで検出された。北側の一部を方形周溝墓SZ50880に壊され、西側で溝SD50838に

接する。検出面は床上の覆土中で、黒色シルトが最大で、24cm把握された。

床面は住居の中央付近を中心に、北側では一部炉の奥側まで設けられている。黒褐色シルトを用い、

1 '"'-' 3 cmの厚さで硬く敵き締められている。床面上では lか所住痕を見出すことができた。したがって、

柱の際まで床が張られていたことが分かる。
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第181図 SH50802平面・断面図(床面・掘方)

第2章調査の成果

炉は住居の中央やや奥側に設けら

れている。直径27cm、深さ 8cmの円

形状の掘方内に黒褐色シルトを充填

し、 上面を炉床とする。炉床は直径

25"-'34cmの楕円形をなし、炉から外

れた西側に幅6cm、長さ17"-'21 cmの

長細い焼けていない自然礁を二つ直

線状に並べて崖いている。

貯蔵穴は床面上では検出できな

かった。 掘方上の南西縁に明らかに

なった土坑SK54364が該当する もの

と考えられる。直径47"-'50cm、深さ

24cmを測る円形を呈する。床面の高

さを勘案すれば、 本来は30cm程度の

深きであったろう。

壁溝は見いだ、せなかった。平面 ・

断面ともに把握できず、設けられて

いなかったことも考慮される。

住居の掘方は底面を平らに整え、

溝を備える。内部には黒色シルトを

充填する。溝は北西側に聞く馬蹄形

をなし、 l幅0.63"-'1.4 m、深さ 8"-'

15cmとなり、外側の上端が西側で蛇

行する。東側では住居のプランとの

聞が著しく聞く。柱穴と溝の位置関

係は自然なので、切り合う他の遺構

等を誤認している可能性がある。

¥で

J 亡己件一

l. in色シルト
。 1・20 50αη 

第182図炉50802平面・断面図
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柱穴の掘方は3か所で検出された。北側の Iか所はSZ50880により壊されたものと考えられる。直径

28"'35cmの円形状あるいは隅丸方形状を呈し、切り合いは認められない。SP54362以外は掘方底面と同

等程度とかなり浅く華者である。柱穴の間隔は長手方向に芯々で、2.9m、短手方向で、同様に2.5mとなる。

【遺物]造物は床面上から土器が出土している。2個体分の壷と l個体分の台付費が破片となって住居

中央付近に東西方向に散らばっていた。壷の底部と台付塑の台部が床面上に正位で据えられ、大破片が

台付費の台部を挟んで一直線上にある。破壊された後に意図的に置かれているのであろう。また、他の

楕円形~隅丸方形の住居と同様に、それぞれの個体はいずれかの部分が失われているので、この場で壊

されてそのまま放置されたのではない。

125は査の底部~肩部である。風化が進んで調控方法はよく把握できない。成形時についたとみられ

る指頭痕が全体的に観察される。

126は壷の腰部~頭部である。外面はハケ調整の後に肩部に縄文を施して 2個 l対の円形浮文を貼り

付ける。この文様帯の上端にはハケ工具を用いた沈線が横方向に付けられている。内面はナデ調整の後

にハケ調整を加える。接合痕を中心に成形時の指頭痕が観察される。

127は台付塑の台部である。 これも風化が進んで調整痕が失われている部分がある。 ナデ調整の後に

ノ、ケ調整を加えている ことが外面で判明する。また、成形時の指頭痕が頻繁に観察される。
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第2'Gi 調査の成果

SH53243 (第184図)

[遺構]M19"'M20グ

リッドで検出された。

天地返しの撹乱によっ

て破壊され、北側のお

よそ2/5が残存するの

みであった。 残存個所

の一部には黒褐色シル

トの床上覆土が10cmの

厚さで確認された。

床面は黒褐色シルト

が用いられ、住居の北

側に 1cm内外の厚みで、

検出された。ここ以外

にも床面は広がってい

たものと 考えられる

が、検出面が床面より

も下がって失われてい

る。床面上では東側の

SP54035の位置に直径

18"'25cmの楕円形の柱

痕が観察されたので、

床は柱際まで張られて

いたことが分かる。

炉は検出されていな

い。 断面図でもわかる

ように撹乱の影響を受

けて南側では検出面が

下がっている。この影

響で炉は破壊されてい

るものと考えられる。

壁溝・貯蔵穴も明らか

でない。 壁溝は平面 ・

断面でも観察できず、

貯蔵穴は該当する土坑

が見当たらない。元来

設けられていなかった

2円1 ことも考慮される。
」

住居の掘方は底面を

平らに整え、溝を設け

る。掘方は北側に認め
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られ、南側は撹乱によって失われ

ている。溝は北側に聞く C字状を

呈するが、西側が狭くなるため南

北で途切れる 2本の溝で構成され

るのかもしれない。 幅0.37"-'1 m、

深さ 3"-' 11 cmとなる。

柱穴の掘方は 4か所で確認され

ている。直径60"-'75cIIlの円形状を

呈し、南側の撹乱中で検出された

二つも同様な規模であったと推測

され る。 SP54035・54037の断面

で、は幅13"-'15cIIlの柱痕が観察され

る。SP54035では同規模の柱穴が

切り合っているように見え、東側

から柱痕の残る西側に従来の柱穴

の内部をさらった上、 挿げ替えた

と考えられる。柱穴の間隔は長手

方向に芯々 で、3.8"-'3.9m、短手方

向で、同様に2.5"-'2.65mとなる。

SH52069 (第185図)

[遺構]N20"-'021グリッドで検

出された。南側は調査区外となり

検出されていない。 上面は天地返

しによる撹乱が床面まで及んで、い

る。 検出面では部分的に床上覆土

である黒褐色シルトが最大10cmの

厚みで残存していた。

床面は褐色粘土混じりの黒色シ

ルトが用いられ、 3"-' 5 cmの厚み

で硬く敵き締められている。床面

上で、は直径16'"'-'20clIlの柱痕と考え

られる円形のプランを 3か所で検

E
由

。

【
門

田

A 
110.6m 

A' 

橿士時
1 鳳褐色シノレト
2 胤色シルト・ 褐色粘土混合炉
3.111色ンル ト 褐色粘土混合
4 鳳色シル ト
5 鵬色シノレト 木栖か。
6 鳳惜色'/ノレト・褐色粘土混合
7 間色粘土

‘コ
山9'011 
3 

平面五正鵠

世

コ

SP56117 
i 鵬褐色シル ト 住痕
2 褐色粘土 ・陣褐色._.，..!レト混合
3 禍色粘土
SP56115 
1 胤褐色シノレ ト 褐色粘土混合
2 胤冊色シノレ ト
3 鵬褐色シJレト・褐色粘土混合
SP56116 
1 鳳色γノレ ト 禍色粘土混合
2 鳳色γノレ ト
3 胤褐色シノレト・褐色粘土浪合
4 褐色粘土
5. I!I褐色yノレト ・褐色粘土混合
6. i~色粘土

。 1 : 80 2m 

出している。これらはSP56115'"'-' 第185図 SH52069平面・断面図(床面・掘方)

56117の柱痕であると考えられる。

炉は住居の中央やや奥側に設けられている。直径53clIl、深さ 7CIIlの円形状の掘方内に黒色・褐色粘土

を充填し上面を炉床とする。炉床は直径30'"'-'40cmの楕円形状となり、2cmほどの深さが明赤褐色に焼け

締まっている。南側縁辺は土手状に2CIIl程度盛り上がっている。

壁溝はプランが検出された範囲の縁辺全てに巡っている。|幅12'"'-'24cm、深さ 2'"'-' 8 CIIlとなり、西側に

より深くなる一部がある。また、貯蔵穴は調査区外となり検出されなかった。

住居の掘方は底面を平らに整えて周囲に溝を巡らせる。溝は北側で途切れ、 南西側の内法が内側に

屈曲しているので東側の溝と調査区外で、つながったC字形を呈する ものと考えられる。 |幅0.32"-'O.85m、
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第2章 調査の成果
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第186図 SH51224平面 ・断面図(掘方)

深さ 1"-' 7 cmとなる。南西側では掘方の立ち上がりに沿っているが、その他の部分ではやや内側に入札

17 "-'30cmのテラス状の掘り残しが外縁部に生じている。

柱穴の掘方は3か所で検出されており、他の lか所は調査区外となる。 SP56116・56117は住居の掘

方から50cm程度の間隔を置いているが、 SP56115はごく近接している。 SP56117の断面に幅20cmの柱痕

を検出した。他の二つについても床面で柱痕が観察されているので残存している筈であるが、柱穴の中

心から外れていたと見え、柱穴の中央を通した断面では把握できなかった。また、 SP56115では三つの

柱穴が切り合っているものと考えられる。 SP56116は柱穴の南側に浅い掘り込みを伴っている。柱穴の

間|痛は2，...._，2.2mとほぼ等間隔となる。

SH51224 (第186図)

[遺構] L 21 "-' L 22グリッドで検出された。天地返しの撹乱により掘方の溝が露出した状態であった。

掘方に伴う溝は西側で聞く C字状をなし、幅0.62"-'1 m、深さ14"-'28cmとなる。

炉、壁溝は撹乱によって失われている。痕跡も見当たらず特定できない。

貯蔵穴は南東側の縁辺にある直径38cm、深さ16cmの円形状を呈する土坑SK53443が該当するものと思

われる。掘方底面とSK53443の底との差は53cm前後となるので、床面の高さを考慮すれば60cm程度の深

さがあったものと考えられる。柱穴は 4か所で検出された。切り合いをもつものはなく、柱穴の間隔は

長手方向に芯々で3"-'3.2m、短手方向で、同様に2.5mとなる。
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SH51731 (第187図)

[遺構]M21 '"'"'M22グリッ

ドで検出された。南側のお

よそ1/2を天地返しの撹乱

によって失っている。 住居

の掘方自体が浅かったせい

か、検出面は掘方埋土中と

なった。したがって、掘方

底面で住居に伴う遺構を検

出するこ ととした。 掘方埋

土には上位に黒色シルト、

下位に I層とH層が混合し

てできた黒褐色シル トが用

いられている。充填する土

を選別している可能性を感

じさせる。

掘方の底面は平らに整え

られ、溝を設ける。溝は北

西側の縁辺に残存している

のみで他にはみられない。

幅0.4'"'"'0.8m、深さ 3'"'"'5

cmとなり、南西側でより幅

伺-一・ 輔 川州・
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が広くなる。 第187図 SH51731平面 ⑩断面図(床面 ・掘方)

炉、壁溝、貯蔵穴は把握できなかった。炉は熱染みも検出できなかったので、検出面よりある程度高

い位置に設けられていたものが、床面と ともに失われたと推測される。 壁溝は断面でも確認できていな

いので設けられていなかったことも考慮される。 貯蔵穴は天地返しの撹乱で失われているのであろう。

柱穴は3か所で検出されている。他lか所は撹乱によって失われている。直径45'"'"'60cmの円形状

をなし、柱穴の切り合いや抜き取り穴は伴わない。柱穴の断面にはいずれにも柱痕が観察された。

SP51730・51827は撹乱で半ばから失われるが、 53750では14cmの幅で、把握された。柱穴の間隔は長手方

向に芯々で2m、短手方向で同様に1.95mとほぼ等間隔となる。

SH51749・54624(第188....，189図)

[遺構]M22グリッドで検出された。南側のおよそ2/5が天地返 しによ る撹乱で壊されるほか、

SH51844と一部が切り合っている。SH51844と切り合う部分は撹乱によって明確に新旧関係を把握でき

なくなっているが、形態的には51844が古くなるものと思われる。検出面は黒色シルトを主体とした床

上覆土中で、掘方底面まで掘削する過程で3時期の住居が重複している ことが判明している。調査時に

は上位の2時期をSH51749、最下位をSH54624として区別していた。ここでは連続性を考慮、して構築

された順番に上位をその3、中位をその2、下位をその lとして説明する。

その3は隅丸方形の住居である。床面は黄褐色粘土のプロックを含む黒色シルトを用い 1'"'"' 4 cmの厚

さで硬く 敵き締められている。この床面は、広く住居の縁辺部にまで及んで、いる。 床面上では柱痕を 3

か所で検出している。SP54188にあたる部分では柱穴の掘方より も一回り小さな間口を保つため、柱際

まで床が設けられていた可能性が高い。一方、 SP54192・54193の部分では牲穴の掘方と同規模の間口
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が検出されている。抜き取って再

設置する際には床面の補修が伴っ

ていなかったもの と考えられる。

炉は住居の中ほどに設けられて

いる。基本的にはその 2に伴う炉

の位置を継承している。その2に

伴う炉の掘方上位にその3の床面

が張られるので、実際はその3の

平面中に関化しである炉の南側の

一部が使用されていたにすぎない。

壁溝は残存する部分のほぼ全て

を巡っている。 111高10cm内外、深さ

2 cm程度で、北側の一部が途切れ

ている。なお、断面図は壁溝がご

く浅くなる部分にあたったのでう

まく図化されていない。

貯蔵穴は該当する土坑が特定で、

調査の成果第2章
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きなかった。

その2はその3の床面を剥がし

SH51749・54624平面 ・断面図(床面) た段階で検出している。床面は 2

面にわたって設けられていたようでいずれも黒色シルトと黄褐色粘土の混合土を用いている。上位の床

面は住居の縁辺からO.8'"'-'1.3mの範囲には設けられていない。この部分には下位の床面が露出していた

と考えられ、上位の床面の厚みにあたる 3cm程度の段差が生じていたようである。下位の床面は 2'"'-'5

cmあり上面が硬く敵き締められるが、縁辺部に行くに従ってお前移的に硬化面がみられな くなる。改めて

床の材料を敷いているのではなく、掘方上に敷き均した土の上面を工作しているようにみえる。

炉は住居の中央やや東寄りに設けられている。長さ 1m、11I高O.7m、深さ 3'"'-'8 cmの楕円形状の掘方

内に黒褐色シル トを充填する。掘方内には焼土ブロックが混入し炉床の平面形状も不定型となるので、

床面の張り替えの際に造り替え・造り増しがなされていることが分かる。

柱穴の掘方は 7か所で検出されている。北側の 3か所は直径30'"'-'40cmの円形あるいは隅丸方形状を呈

する。南側の撹乱内で検出した柱穴も本来は同様な規模であったろう。 北側のSP54188以外は二つの柱

穴が対になっており、いずれでも内側から外側へ挿げ替えが行われている。 SP53998以外には幅lOcm前

後の柱痕が認められた。掘方が比較的浅いので古い柱はその場で扶て抜かれたのであろう か。

その Iはその2・3の東側に重複している小型の住居で、ある。その2・3の北東側プランに見えるわ

ずかな膨らみはその lの上端の形状を反映しているのかもしれない。特に床面は把握できなかったので、

掘方の底面をそのまま用いている可能性がある。

壁溝は北側を巡っている。 l幅10'"'-'20cm、深さ 1'"'-' 4 cmとなる。南西側で急に内側に折れるので、南東

側が出入り口となる長軸3m、短軸2.3mほどの楕円形の住居であったことが分かる。

柱穴の掘方は4か所で、検出された。直径28'"'-'35 cmの円形あるいは楕円形を呈し、 SP54537の断面から

は柱痕が検出されている。柱穴の間隔は長手方向に芯々で1.7m、短手方向で同様に1.2mとなる。

このように、楕円形から隅丸方形へ変化する過程を把握できたことは貴重な発見であった。
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第2f，'i 調査の成果

SH1307(第190.......191図)

[遺構] N30'" 030グ

リッドで検出された。

SH1313の周囲を巡る溝

を切っているため1313よ

り新しく設けられたもの

と判断される。検出面は

黒色シルトを主体とする

床上覆土中で上面に耕作

による撹乱を一部で被る

ものの、床面まで、25cmと

住居の掘方が意外と深く

構造を良く残していた。

床面は黒色シルトを用

い、2'" 3 cmの厚さで硬

く敵き締められている。

掘方の埋土と近似した質

なので、掘方内を整えた

後に連続して張り込まれ

たものと考えられる。縁

辺音liでは掘方の立ち上が

りに一部を盛りつけるよ

うに張り込んで、いる。

床面上で柱穴の掘方が

4か所とも検出されてい

る。柱の周囲には床が設

けられていなかったも

のと考えられる。また、

SP2909の南側には小穴

が切り合っている。この

部分のみが抜き取り穴に

よって柱が抜き去られて

いる可能性がある。

炉は住居の中央やや奥

側に設けられている。炉

は掘方を伴わない。床面

上に直接直径42"'50cm、

5 '" 8 cmの高さにシルト

を盛り付け、上面に北西

側にやや傾く炉床を設け

る。熱のために変色して

187 



いるが、元来は黒褐色シルトを用いていたと考えら

れる。

壁溝は床面が住居の掘方立ち上がりまで張られて

いるので、備えられる余裕がない。貯蔵穴も該当す

る土坑が見当たらないので、 設けられていなかった

ものと考えられる。

住居の掘方は底面を平らに整えて溝を設ける。溝

は北側で開く U字形に住居の立ち上がりと平行して

掘 られ、 幅0.42~O.7m、深さ 10~13cmとなる。住

o 1 : 3 10cm 
い一一一---+-一一一一一一→

第191図 SH1307遺物実測図

居の立ち上がりと溝の外法は0.4~O.6m隔たってお り、この間にテラス状の平坦部を残す。掘方の埋土

は黒色シルトで、 溝部分にのみやや明るい色調のシルト~粘土ブロックが混入している。-s_掘方内を

黒色シルトで平らに整えた後に溝を掘削したため、混じり気のより強い土で再充填されたのであろう。

柱穴の掘方は4か所で検出した。柱の挿げ替え、抜き取りに伴う切り合いは見られない。 SP2909

の床面上でみ られた抜き取り穴も掘方を大きく掘削するものではない。直径27~39cmの円形を呈 し、

SP2909はやや深いがほぼ同じ深さで整えられる。 柱穴の間隔は芯々で2~2.1m とほぼ均等で、 c-c〆

断面のみが2.3mとやや広くなっている。

【遺物]床面上の南側縁から土器が出土している。 128は111と同様の折り返し口縁をもっ鉢の底部と思

われる。底部~胴部過半のみが割り取られて床面上に据え付けられるように置かれていた。外面はやや

組いハケ工具を用い、下から上に掻き上げるよ うに調整を施している。内面には横方向に板ナデを加え

て平滑に整える。

SH51780 (第192図)

[遺構] L24~M24グリッドで検出された小型の住居である。南側の一部を確認調査 トレンチT1-4 

によって切られている。検出面は床E百上であり、 床上の覆土は把握できていない。 小型の住居には珍し

く床面・炉を備えている。

床面は黒色シルト を用い、 2~ 3 cmの厚みで硬く敵き締められている。東西断面では途切れがちでは

あるが縁辺部にまで設けられていることが把握できる。

炉は住居の掘方埋土上に直接設けられる。掘方埋土カかミ ら 4~7cmの厚みで

を平らに整えて炉床とする。炉床の中央部は被熱して褐色に変色する O この盛り土は下位に行くに従っ

て広くなっているので、埋土を掘削して充填しているわけではない。また、炉床は南側に残存する床面

と同等の高さにあるので、炉を設けた後に際まで、床面を張っていた可能性を感じさせる。

住居の掘方は底面を平らに整える長方形状を呈する。 深く掘削される範囲は北側に偏っており南側は

ごく j曳くなる。

柱穴は特定されていない。住居内に主柱穴をもたない上屋構造であったと想像される。

SH1685 (第193図)

[遺構] L29~M29グリッドで検出された。 西側を方形の住居SH327 1 に切 られ、 南側で楕円形の住居

SH1678を壊している。検出面は床上覆土である黒色シルトであり、 5~9cmの厚みで、残存していた。

また、検出面では炉の一部が露出した状態であり、床面直上である とこ とが察せられた。

床面は黒褐色シルトを用い、 3cm前後の厚みで、硬く敵き締められている。 西側・北側では住居の立ち

上がりからO.5~ 1 mの範闘で床面が明らかでない部分があり、住居の中央付近に重点的に設けられて

いた可能性が高い。床面上では柱痕を見出すことはできなかった。

炉は住居の中央やや奥側に設けられている。直径50~65cmの楕円形状の掘方内に黒褐色シルトを充填
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第193図 SH1685平面・断面図(床面・掘方)

して、さらに上位を床面から 4crn程度盛り上げている。炉床は直径50------56cmの円形状をなし、東側に10

cm程の突出部を作る。 上面の周囲は中央部よりも 1cm程度とわずかな盛り上がりを土手状に巡らせてい

る。なお、炉床は被熱により赤褐色に変色している。

壁溝は検出されなかった。断面にも見出せなかったので、備えられていなかったのであろう。

貯蔵穴も該当する土坑がなく、設けられていなかったものと考えられる。

住居の掘方は底面を平らに整えるのみで、溝は伴わない。内部は黒色シルトで充填されている。

柱穴も掘方底面を十分精査したが明らかにする ことができなかった。調査段階では南東側の小穴を

柱穴と考えたが、同様な位置に小穴を見出すことはできなかった。一辺が3.7mを越える住居であるが、

主柱穴を持たない上屋構造を備えていたのであろうか。
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SH29日(第194図)
日

[遺構]N30"-'031グリ ッドで

検出された。北側でSH1303に

切られ、 南側でSH2800を壊し

ている。 検出時には掘方埋土中 ( ~fR)1I 。
に炉が残存していたので、床面

に近似した位置と考え-E!.記録

を採るこ ととした。

炉は住居の中央やや奥側に設

けられている。直径57cm、深さ

12cmの円形の掘方内に褐色粘土

を充填し、上面を炉床としてい

る。炉床は失われていたが、 中

央部に赤褐色に熱染みが深くま A A' 
112. 1m L 

3 1 一一一一ー
語土時 '----.____'"'" Td 

で及んでいる。 i 帯i陥色粘土
2 褐色色粘シ土

， 
4 2 

3 t'草 ノレト

壁溝、貯蔵穴は確認されてい 4 黒色シノレ

ない。特に貯蔵穴は該当する土

坑が見当たらない。
ー

住居の掘方は底面を平らに整 F /〆V--~ ~隊 G えるのみである。北側で大きく

張り出し、平面形状が台形状と

なる。内部には黒色シル トが2
。
2891 

層に及び充填されている。

柱穴の掘方は4か所で特定

している。 南側の3か所は直 、..C__

径35"-'38cmの円形を呈する (( 
。
4267 

が、 SH1303で壊される範囲で

検出された柱穴は、北側の張り

出し部と整合するより大型の ド
SP4219・4220しか該当する も 112.C lm 

c' 

のがない。一見不自然な住居の

プランは何らかの要因で意図的

に作り出されているものと考え
。 1 : 80 2m 

られる。

【遺物]129は掘方埋土に混入

していた縄文時代のスク レイ

パーで、ある。片端に節理面をも

つ珪質岩の剥片を素材とし2側 『‘道主宰属選率謹'iP" 129 

。 1 : 2 5αn 
縁に丁寧に剥離を施して刃部を く二 一〉イ乍りだしている。

第194図 SH2913平面・断面図(床面相当・掘方)、遺物実測図
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は柱穴

SP4257・3860・4260・4269で構

成される。東側に建て替えられた

住居(その2)は柱穴SP4272・

4266・4259・4263で構成され、床

面・炉を伴っている。最後の住居

(その 3)はその2から東側に拡

張し、 SP4272・4263を使いなが

ら再びSP4257・3860の位置に柱

穴を穿っている。 なお、第195図

はその2の床面とその3の掘方の

立ち上がりに、 その3の炉を合成

したものである。

その 3は床面直上で検出された。

床面は 1'"'-' 5 cmの厚みで、黒褐色シ

ルトが張られている。炉は中央や

や奥側の東よりに設けられている。

直径58'"'-'70 cm、深さlOcmの円形状

の掘方に褐色粘土を充填し、炉床

第195図 SH2800平面・断面図(床面)、遺物実測図 は床面よりおよそ 4cm高まった位

置に設ける。壁溝は東側の縁に認められた。|幅16'"'-'20cm、深さ 4cm前後となる。また、貯蔵穴は該当す

る土坑がなく、設けられていなかったものと考えられる。

住穴は長手方向に芯々で、2.8'"'-'3.4m、短手方向で‘同様に3.2mと正方形に近い。

床下にはその2の床面との聞に黒色シル トが8'"'-' 12cmの厚みで、敷かれて嵩上げされている。

その2はその3の掘方埋土下で検出されているので、西側の立ち上がりは失われている。第195図中

に記載した東側のプランは床面の残存線であり、上端は30cm程度より東側に存在していた可能性がある。

床面は黒色シルトを用い、 2cm前後の厚みで、張られている。炉は中央やや奥側に設けられる。掘方は

直径60'"'-'75cm、深さ 7cm前後の楕円形を呈し、内部に黒色シルトを充填する。炉床は床面とほぼ同じ高

さにあり、赤褐色に焼け締まっている。南側には幅15cm、高き 2cmの土手状の高まりを巡らせる。

柱穴は長手方向に芯々で'2.7'"'-'2.9m、短手方向で、同様に2.4'"'-'2.5mとなる。掘方上で検出された東側

に開く馬蹄形の溝はこの住居の範囲に丁度重複するので、その2に伴って設けられたものと考えられる。

その lはその2・3によって住居の一部が把握されたのみである。柱穴の間隔は長手方向に芯々で3.3

-----3.4m、短手方向で、同様に2.1-----2.3mとなる。

[遺物]130は掘方埋土から出土した査の底部片である。ハケ調整を施した後外面のみミガキを加える。

調査の成果

SH2800 (第195--196図)

[遺構]030'"'-'031グリッ ドで検

出された。北側をSH29日に切ら

れ、南側でSH1284を壊している。

平面・断面で検討したところ少な

くとも3時期の住居が重複してい

るものと考えた。

当初の住居(その 1) 
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SH2492 (第197図)

[遺構]Q30"'Q31グリッドで検出された。一部を確認調査 卜レンチT23や天地返しによる撹乱によっ

て壊されている。検出時には床面と掘方埋土の多くは失われ掘方底面の一部しか残存していなかったの

で、 底面で住居に伴う遺構を検出する こととした。

住居の掘方は底面を平らに整えて、周囲に溝を巡らせる。溝は北側に開く C字形を呈し、幅0.58'"1.84 

m、深さ 4'"12cmとなる。外法は比較的直線状に整えられるので、住居の立ち上がりに接していた可能

性がある。内法は蛇行する部分があり、特に西側に著しい。

柱穴の掘方は4か所で検出された。直径42'"60 CIJlの円形ないしは楕円形を呈し、北側のSP3068は検

出面から55cmとやや深いものの、 他は40cIJl程度と深さが揃えられている。また、底面は平らに整えられ

る。いずれにも柱の挿げ替えや抜き取りに伴う切り合いは認められない。住穴の間隔は芯々で3.4"'3.5

mとほぼ揃っている。

壁溝、貯蔵穴は明らかでない。壁溝は床面の喪失によって失われていると考えたい。貯蔵穴は該当す

る土坑がなく、設けられていなかったものと考えられる。

炉は住居の範囲の西側に寄った位置に熱染みとして検出されている。この住居の炉としては著し く

偏った位置にあるので、把握できていない別の住居に伴うものなのかも しれない。
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第2辛調査の成果

SH492 (第198--199図)

[遺構]R31"'S31グリッドで検出

された。北側と南側の一部を確認調

査 トレンチT25・26に切られている。

検出面は住居の掘方底面近くであっ

たので、掘方を完掘して住居に伴う

遺構を検出した。

住居の床面が失われているので、

床由‘に伴う壁溝や炉の上位部分は失

われている。炉の下位部分は熱染み

として住居の中央やや奥側に検出さ

れた。直径40cmの円形を呈し、特に

掘方を伴わない。 住居の掘方底面に

熱が伝導する程度の短い間隔に炉床

2m が設けられていたことが分かる。

住居の掘方は底面を平らに整え、

周囲に溝を備える。溝はl幅0.45'"1 

m、深さ 4'"9 cmで、南西側に聞く C字形を呈する。

柱穴は4か所で、検出した。直径30"'50cmの円形状を呈する。南西側のSP429付近はいくつかの小穴の

切り合いが認められるが、南西側の小穴SP430以外は底面が20cmほど浅く、柱穴か否か確証が持てな

かったので図中では撹乱扱いとしている。北西側の柱穴は撹乱の影響で検出きれなかった。柱穴の間隔

は長手方向に芯々で、3.8m、短手方向で、同様に3.15mとなる。

貯蔵穴は、 SP3962の南西側にある小土坑SK432が該当すると考えられる。直径45"'49cm、深さ37cm

の円形を呈し、床面からの深ぎを考慮すれば40cm以上の深さがあったものと推測される。内部からは土

器などの造物が出土している。 131は頚部と底部が割り取られて、底面から浮いた位置に頭部を斜め下

に向けて出土している。住居が放棄される際にわざわざ不完全な個体を、貯蔵穴を埋めている可能性が

感じられる。

壁溝は把握できなかった。溝以外の掘方埋土が失われていたために断面でも確認されなかった。

[造物]貯蔵穴SK432から棒状の自然磯2点と土器が出土している。

131は査の胴部~頭部片である。外面は斜め~縦方向のハケ調整の後、横方向のミガキを施している。

ミガキは全体的にまばらで、ハケの調整痕を消し去っていない。頚部下位には縄文を施し、上位をクシ

工具によるものと思われる 5本の平行する沈線で、区切っている。内面は、輸積みで成形した後にナデて

平滑に整え、更に斜め方向のハケ調整を施す。ハケ調整は胴部半ばに密集する部分があるがその上下は

まばらで、成形時の指頭痕が合間に観察される。

SH2707 (第200図)

[遺構]M3引Iグリツドで

による撹乱で一部が壊されている。検出面は掘方上となった。

住居の掘方は底面を平らに整えるのみである。炉は住居の中央やや奥側に熱染みとなって検出されて

いる。直径25"'30cmの楕円形を呈し、炉の掘方は認めることができなかった。熱が伝導する検出面から

さほど隔たっていない位置に炉床が設けられていたものと考えられる。

柱穴の掘方は3か所で特定している。 SP2708・2709は直径35"'40cmの円形で、切り合いを伴わない。
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定かで、ない。

貯蔵穴は該当する土坑が見当たらな

いので、設けられていなかったものと

考えられる。

SH2895 (第201図)

{遺構]M31グリッドで検出された。

西側に方形周溝墓SZ2895の撹乱を受

け2/5程が失われている。検出面は床

面直上となり、一部に覆土の黒色シル

トが6cm程度の厚みで、残存していた。

床面は黒褐色シル トを用い、 3cm程

度の厚みで硬く敵き締められている。

床は住居の立ち上がりから 8cm程度ま

で張られており、元来は全面的に設け

られていた可能性が高い。 床面上では

柱痕と考えられるプランを 2か所で検

出した。いずれも柱穴の掘方より間口

がやや狭いので、柱の際近くまで床が

設けられていたものと考えられる。対 第201図 SH2895平面・断面図(床面・掘方)

になる残り 2か所は、方形周溝墓によ り検出できていない。

炉は住居の中央やや奥側で検出された。 直径l.05mほど、 深さlOcmの円形になると考えられる掘方内

に黒褐色シルトを充填し、更にその上位に床面から盛り上がる位置まで褐色粘土を敷き詰めている。 炉

床は直径30cm程度の範囲が平坦となり、周囲に 3.......，5 cmの凸部を土手状に作り出している。炉床を中心

に焼け締まって赤褐色に変色している。

壁溝は平面・断面でも検出できなかった。元来設けられていなかった可能性が高い。

貯蔵穴も該当する土坑が見当たらない。方形周溝墓の溝によって失われている可能性も否定できない。

住居の掘方は底面を平らに整えて溝を備える。溝は幅O.7""""O.8m、深さ13cm前後で、住居の立ち上が

りから18.......，40cm内側に掘られている。東側は周溝墓によって定かで、ないが、 終息する気配が読み取れな

いので、全周していたものとも考えられる。埋土には黒褐色シルトが用いられる。

柱穴の掘方は2か所で検出している。直径32.......，63cmの楕円形を呈し掘方の溝の外法に沿って設けられ

南側のSP2714は3基の小穴が切り合

う。中央部分が直径23cmと小ぶりであ

るが深さは65cmと一段と深く、他は浅

くなるので柱の抜き取り穴である可能

性がある。柱穴の間隔は芯々で'3.05m

となる。対になる残り l基の柱穴は検

出されなかった。撹乱等で失われてい

るものと考えたい。

壁溝は住居の東側半分で検出きれて

いる。幅22.......，32cmとやや幅広で、深さ

5.......， 8 cmとなる。西側の状況は撹乱で
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第2章調査の成果

る。柱穴の間隔は芯々で3.3

mとなる。なお、対になる西

側の2基は方形周溝墓によ り

失われる。

SH1059 (第202図)

[遺構] S 30----T30グリッド

で検出されたほぼ南を向く 住

居である。南側の一部を方形

周溝墓SZ4424・4389に壊 さ

れている。

住居の掘方は底面を平らに

整えて周囲に溝を設ける。溝

は|幅0.6----1.15m、深さ 3----

7 cmで、南西側で切れるC字

形を呈する。 柱穴の掘方は4

か所で検出した。いずれにも

柱の挿げ替えや抜き取りに伴

う切り合いは認められない。

南側の2基は小規模となるが、

元来は北側と同様に直径40----

60cmの円形を呈するものと考

えられる。柱穴の間隔は長手

2 方向に芯 で々、2.6----2.8m、短
円1

手方向で同様に2.2----2.3mと

なる。第202図 SH1059平面・断面図(掘方)

(3 )方形を呈する竪穴式住居

SH70005・70006(第203"'205図)

[遺構] EI"'F2グリッドで検出された。 いずれも南側が調査区外となる。特にSH70006は北側隅の

一部が検出されたのみで全容は把握できなかったが、隅が直角になるので住居の一部と考えた。

SH70005は、検出時には床が失われて闘方埋土があらわになっていた。しかし、住居の縁辺には壁溝
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が残存していたので、床面に近似した位置にあると考え-fJ.記録に残した。

壁溝は二重に巡っている。内側の壁溝は東辺で、は幅15cm前後、深さ 5cm内外で、あるが、北辺西側で次

第に幅が増し北西隅では111面l.lm、深さ 5----8 cm程となる。この部分では内法が蛇行する部分もあるので、

誤って掘方の一部を掘削している可能性も否定できない。外側の壁溝は幅15"'22cm、深さ 2'" 8 cmとな

り、ほぼ均等に3辺を巡っている。これら二本の壁溝は交わることな く平行している。 30cm前後とわず

かではあるが、内側から外側へ住居を拡張しているのであろうか。

炉は検出できなかった。後述する正方形の撹乱によって失われているものと考えられる。

貯蔵穴もこの範囲には認められない。調査区外となる南東隅付近にあるのだろうか。

住居の掘方は底面を平らに整える。 明らかな溝は認められなかったが、北東側が|、ーがっているのでわ

ずかな深さの溝が備えられていたことも想像される。

柱穴は北側で2か所を検出した。直径45"'70cmの円形状で規模はやや異なるが、深さは住居の掘方底

ト

--u-v 
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第204図 SH70006遺物出土状況・遺物実測図
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第205図 SH70005遺物実測図

面から45"""A6cmとほぼ揃っている。南側の対のうち lか所はわずかな下端の窪みを調査区際に掘削した

排水溝内に検出した。 対になる他のIか所は調査区外となり検出できなかった。柱穴の間隔は東西方向

に芯 で々、4.4m、南北方向でも4.4mと均等に配置されている。

SH70006は北東隅を検出した。北辺がSH70005の西辺を切っていることからも分かるようにSH70005

とは軸方向が異なるが、やや離れたSH70010に近似した方位性をもつものと考えられる。検出した範囲

が極めて狭かったので立体的な位置を明確にする ことが困難で、あった。したがって、掘方上面で住居に

伴う遺構を検出することとした。

掘削に伴って、遺物が2か所から集中 して出土している。 一つは掘方底面から25cm程度高い標高

109.5m付近に高杯 (132)、鉢(133)、壷 (134)が密集している。住居の床面は明らかにできなかった

が遺物の底面がほぼ同じ高さにある ことから、この付近に床面があったものと推測される。もう一つは

土坑SK70218内に遺棄されていた台付裂4個体である(135，，-，138)0137は横たわって出土したが、最も

低い位置が土坑の底面よ りも12cmほど上で、土坑内部に据えられた整が埋まる際に横倒しになったもの
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第21主調査の成果

と考えられる。逆位に近い138の例からも埋め戻す土坑内に意図的に放棄されたものとみることもでき

ょう。このように形状を保つ遺物は楕円形や隅丸方形の住居に伴う遺物には見られなかったもので、土

器を住居内に廃棄する際の意識や流儀が何らかの要因で変化しているこ とは確かで、ある。このような傾

向はSH70004や70010にも共通する ことから、大型の方形住居に居住した人々共通の認識であったのだ

ろう。

さて、 住居の範囲には一辺2.4m前後の正方形の撹乱が入る。同規模の撹乱はこの北側とで都合4か

所あり、送電用の鉄塔の基礎である ことが分かるが、調査開始時には撤去され茶畑となって存在を事前

に知る ことはできなかった。 基礎には骨材に直径2""'-'3 cmの礁を多く含むコンク リー トが用いられてい

る。このコンク リートの雰囲気は海軍大井航空隊跡(牧之原市・菊川市)に残された施設に類似してい

るので、 牛尾山の東麓から地下に設けられた理化学研究所の疎開工場に関する施設の可能性がある。

[遺物JSH70005の掘方埋土内からは古式土師器や石製品が出土している 039""'-'145)。土器にはS字
費や叩き設など外来の器種が含まれることが特徴である。

139はS字懇で薄く、精微に仕上げられる。外面は細かなハケ工具を用いて縦方向に調整した後、肩

部には横方向のハケを加える。内面は縦方向のナデで平滑に整えられる。 140・141は在地の台付墾でい

ずれもハケ調整で整えられる。脚部の短し斗41は164を縮小したような形状を呈するのであろう。 142は

叩き翠の肩音11""'-'頚部片である。細かな叩きにより薄く仕上げられている。

143は磨石と紋石の兼用品、 145は磨石、 144は台石である。当該期のものかは判然としない。

SH70006からは土器が出土している。 132は小型の高杯で縦方向のミガキを密に施して丁寧に仕上げ

られる。最初に脚部、次いで坪部にミガキを加えたようで、両者の接点あたりにミガキの切り合いを見

出すことができる。脚部には穴が三方向に空りられている。 133は広口の鉢で、本来は底部に台を伴っ

ていたようであるが接合面で剥がれて失われている。全体的にハケ調整で仕上げられる。 134は小型の

球形の胴部をもっ壷である。外面は判然としないが、内面はナデの後に細かなハケ調整が加えられる。

135""'-'138の台付塑はし 3ずれも肩部から直角に立ち上がる口縁部を備え、口唇部は素縁となる。これら

の調整法は 2種がある。内外面を全体的にハケ調整で整える135・138では、外面に縦方向のハケを加え、

g y ¥ 内面には体部下位に縦、上位から口縁部にか

l;|〉/ぶ

ど ⑦ 

8 

。 1 : 80 2m  

第206図 SH70003平面・断面図(掘方)

けて横方向のハケ調整を施している。一方、

136・137は外面では台部から体部下位を縦方

向、体部中央部を斜め方向、上部から口縁部

を縦方向のハケで調整する。体部の内面は横

方向の板ナデを施す。

SH70003 (第206図)

[遺構]調査区の東縁、 D2グリッドで検出

された。検出面は掘方上となったが、 東側に

下る地形のため西側の一部のみが残存してい

た。本来はプランのすべてが存在していたと

考えると、現況の地形は住居の営まれた古墳

時代前期以降に形成されたものと考えられる。

壁溝は幅28""'-'50crn、深さ 5""'-'10cmで、西縁と

東西縁の一部が検出された。柱穴は2か所で

特定でき、直径27""'-'55cmの楕円形で相互の間

隔は芯々 で、2.4mとなる。
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SH70004 (第207......210図)

{遺構]E2'"'-'E3グリッ

ドで検出された。東側の

一部を確認調査トレンチ

T-2によって壊され、 上

面に耕作による撹乱を被る。

検出面は炉が検出された床

面相当の位置である。なお、

床面の平面図には掘削が及

んでしまった掘方の一部も

併せて掲載しである。床面

は部分的に途切れ途切れに

見出されたのみなので、面

的な把握はできていない。

断面をみると炉の底部が6

層上にあるので、この位置

に床が設けられていた可能

性がある。また、複数の炉

や住居掘方の形状からも住

居が拡張されていると考え

られ、炉70378を覆う l層

から連続する 3層上も生活

面として利用されていたと

想定される。

炉は3か所で検出されて

いる。切り合い等がなく直

接前後関係を知る ことはで

きないが、複数回の改修に

伴って場所を移動させなが

ら新設されたものと考えら

れる。もっとも新しいと考

えられる炉は三つのうちの

中聞に位置する もので、炭

化物が長軸50cm、短軸41cm

の三角形状に分布している。

熱による著しい変色は認め
E

∞
.m
o
J[
 

白

c' C 
109，8m 

2m 

SH70004平面・断面図(床面・掘方)

1 : 80 。
第207図

られなかったので、 さほど

使われていないものと推測

される。炉の範囲の南側に

は長さ10'"'-'19cm、太さ 6'"'-'

7 cmの長細く焼けていない
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自然礁が3個置かれていた。中位にあ

たる炉は70378である。 6層上から長

軸55cm、短軸40cmの矩形の範囲に粘土

を8cm程度の高さに積み上げている。

この炉は床面より も上位に突出してい

た可能性が高い。 炉床は被熱して赤褐

色となり、 変色域は張られた粘土下位

まで及んでいる。炉床には中央南寄り

に長さ16""'18cm、太さ 6""' 9 cmの長細

い礁が2個、並べて置かれている。北

側には長さ23cm、幅12cmの半分程度に

割り取られた礁が置かれる。いずれも

焼けていない。西側の炉が最も古いと

推測され、赤褐色の熱染みとして把握

できた。

柱穴は4か所で検出された。直径30

""'50cm、深さ37""'64cmの円形状を呈し、

西側のSP70086にのみ床面上で小穴の

切り合いがみられる。同ーの掘方内に

収まる規模のため挿げ替えではなく 、

柱の抜き取り穴と考えたい。柱穴の間

隔は東西方向に芯々で、3.3""'3.6m、南

北方向で、同様に2.4"'-'2.7mとなる。

壁溝は北西隅と南西側には見当たら

ないが、他の部分は幅12""'22cm、深さ

2 ""' 13cmの規模で、巡る。

住居の掘方は形状により 2時期が存

在することが判明 した。 当初段階に

は周囲に溝を巡らせた4.2"'-'4.6m四方

の正方形状の掘方がある。溝は111高0.43

"'-' 1.4m、深さ 8cm前後で与全周するが、

内法が著しく蛇行して特に南側で狭く

なる。この掘方に伴う柱穴は明らかに

ならなかった。溝の掘方内に含まれる

比較的浅いものだ、ったのだろうか。後

続する段階では 3・6層直上のレベル

でプランを西側と南側に広げて、新た

に溝を掘っている。この溝は床面の調

1 : 20 50cm 査に伴って掘削した部分で、南側にし
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B' 

A' 
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第208図 SH70004遺物出土状況・炉平面・断面図

第2章調査の成果

か設けられない。|幅0.5""'0.9m、深さ

10cm前後で、南側は住居のプランに沿
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第210図 SH70004遺物実測図2

うが北側では蛇行する部分がある。

第2章 調査の成果

155 

民主二2
0 
158 

3cm 0 1 : 2 5cm 

(158) 

[遺物]出土品には土器、土製品、石器、石製品がある。土器は南東側の壁満付近に台付窓が集中する。

完形に近いものが含まれるが、内面同士が接するのは第208図A-A'断面の一部にみえるのみで、 他は

外面を下にして重なっているので、破片のカーブに沿って積み重ねられたものと考えられる。

146は高杯である。台付裂とはやや離れた住居の南東隅から出土している。外聞はハケ調整で整えら

れ、ミガキは施されない。坪部の内面は底部から口縁部方向に板ナデを加え平滑に仕上げている。

147'" 152は台付懇である。 150・151は接合しなかったが特徴から同一個体と考えられる。裂の口縁部

の取り付け方には二つの流儀がある。ひとつは肩部へ鈍角に取り付き、両者の境がなだらかなものであ

る(147・149・152)。もう ひとつは肩部に直角に取り付き、両者の境に明らかな角が付く ものである(148・

150)。前者は口唇部の断面形状がま巨形となり、後者は丸くなり 150などはなだらかに外反する。

外面はハケ調整で整えられる。やや細かなハケ工具を利用するのが一般的であるが、 149はより粗い

工具を用いる。 147・149・152は胴部下位から口唇部にかけて斜め方向のハケを下から上に掻き ヒげて

いる。一方、150は肩部に、 148は肩部と口縁部に横方向のハケを加える。内面は外面に用いたものと同

種のハケ調整が主体となるが、体部にハケ調整後に板ナデを加えるもの (147・152)がある。

土製品は158の土馬が後の段階の掘方溝内から出土している。足のうち 3本と顔面付近が欠損してい

る。全体的にナデで整えられている。

石器・石製品は153'"'-'157が出土している。石錘 (153)、敵石(156)は床面に近い位置にあり、住居

に伴うものと考えられる。 154は磨石、 155は磨石 ・敵石の兼用品である。特に155は使用による潰れが

片面に集中し、著しい。 157は黒曜石製の石鍬である。三角形状をなし、丁寧な調整で形作られる。 こ

れらは掘方埋土等に混入した縄文時代遺物であろう。

SH70010 (第211---214図)

[遺構]F6"-'G6グリッドで検出された。切り合う遺構はほとんどなく、検出面は住居の覆土中である。

住居の掘方は底面を平らに整え、溝をもたない。掘方内に埋土を充填する作業は行われず、田層中に

位置する掘方底面に直接床面を張り込んで、いる。 E層は均質で硬いので、主要な部分にのみ床を張る こ

とで事足りたのだろう。床面は住居の中央付近の、炉と台石(173)、柱に凶まれる範囲にのみ設けられ
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第211図 SH70010平面・断面図(床面)

ている。凹層から掘り取った黄褐色粘土を用いて、3cm前後の厚みで、硬く敵き締められている。

炉は住居の中央やや奥側に設けられている。特に掘方を伴わず、耐火性に富む凹層上をそのまま使用

している。炎による熱染みは長軸60cm、短軸50cmの楕円形状に広がり、一部が東側に突出する。近接す

る複数個所で火を焚いたがために範囲が広く形がいびつになったのだろう。炉の東側には長さ13.......，18cm、

太さ 5cm内外の長細く焼けていない自然牒が3個、直線状に並べて置かれている。

壁溝は住居の南東辺以外の3方に設けられている。 |幅27""""34cm、深さ 3.......， 5 cmとなり、東隅では立ち

上がり際から離れて貯蔵穴に連結している。貯蔵穴SK70380は東隅に設けられている。長さ86cm、幅56

cm、深さ34cmの長方形状を呈する。内部からは土器と石製品が投げ込まれるように出土している。

柱穴の掘方は4か所で検出された。直径34.......，45cmの円形状を呈し、いずれにも切り合いが認められる。

切り合う小穴の規模は近似し、 SP70382の断面では柱痕が双方で確認されるので柱が挿げ替えられたも

のと考えられる。柱穴の間隔は芯々で内側同士が2m、外側で、2.4.......，2.5mとなり均等に配されている。

[遺物]遺物は床面上と、貯蔵穴SK70380、貯蔵穴の北側から出土している。特に貯蔵穴の北側ではS
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第2章調査の成果

70382 

160 

心
162~ 

70379 

o 1 : 20 50011 

162 

。 1 : 3 10cm 

159 

第212図 炉70379付近遺物出土状況・遺物実測図

字盤と在地の謹が供伴して出土し注目される。床面上から出土した造物は159"'162・170'"1 73である。

159は3面を使用する磨石である。炉の際に置かれた礁のひとつに転用されていた。

160は土師器の台付翠で、埋められた柱穴SP70382の上由Jこかけて粉々に割れた状態で出土している。

体部は上半の張りが著しく強く、口縁部が直角に取り付く。内外面ともにへラナデで平滑に整えられる。

161は壷の口縁部でやや外反する。 163のような丸い体部に取り付くもので、床面上に逆位で据えられ

ていた。 162は高杯で、全体的に細かなハケ調整で整えられる。脚部には透かしが3方向に空けられる。

170"'172は壁溝際~壁溝内から出土している。 170は小型の壷で外面はミガキが加えられる。内面は

横方向のへラナデで平滑に整えられる。 171は大型の壷で基本的な調整方法は170に通じる。内面底部に

はハケ調整が認められる。 172は磨石で173とセットだ、った可能性がある。 3面を使用している。 173は台

石で住居の中央やや手前側に据えられていた。砂岩製で被熱し一部が節理に沿って剥落している。

貯蔵穴とその周辺で出土した造物は163'"169である。 164は体部片のカーブを合わせているので、割っ

た後に積み重ねたのであろう。 165・166は横倒しになるが、破片が細かいので、意図的に割られたよう に

感じられる。 163は小型の壷で、ハケ調整で整えた後に外面体部過半に横方向のミガキを加える。 164・

165は在地の台付裂で、 164の台はひときわ低くなる。内外面ともに組いハケで調整される。 166はS字
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第2章調査の成果
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第214図 SH70010遺物実測図

~C類で精織に調整される。 167"-' 169は貯蔵穴内から 出土 し た。 169は人頭台の磯の下敷き となり、 他

はその ヒに乗せられるように出土している。 167は小型の壷で、あろうか。ハケ調整で、仕上げられる。

168・169は高坪で168がやや小さい。 169はハケ調整のみであるが、 168は細かなミガキが加えられる。

SH14209 (第215"'216図)

[遺構]H8"'I 8グリッドで検出された。東側をSH14389に切られ、南側は調査区外となる。断面で

は床面を見出したが検出面は掘方埋土となったので、掘方底面で住居に伴う遺構を検出した。

住居の掘方は底面を平らに整え、周囲に溝を備える。溝はl幅0.7'"I.9m、深さ 6'" 1 Ocm程度となか

南西側で途切れるものと考えられる。 内部には黒褐色シル トが充填される。

住穴は4か所で検出された。 北側のSP15374・15586では内部に柱の根固めと考えられる握り拳大の

礁が入れられていた。 柱穴の間隔は芯々で南北方向に4"'4.2m、東西方向に4.3'"'-'4.4mとなる。

炉は前後して作り替えられたとみられる 2か所を検出した。北側の炉床上には長さ28cm、太さ 8Clllの

焼けていない長細い礁が置かれている。 2基とも深さ 6"-' 8 cmの掘方をもち、内部には褐色粘土を充填
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第216図柱穴SP15374・15586平面・断面図

して上面を平らに均して炉床とする。中央部分は熱により赤褐色に変色する。

[遺物]174は小型の査の底部~体部片で、掘方埋土中から出土した。全体に風化が進んでhいるが、内

面はハケ調整の後ナデを加えて平滑に整えているようである。

SH14389 (第217図)

[遺構]H7"'I 8グリッドで検出された。西側でSH14209を切り、南側は調査区外となる。 SH14209

とは軸方向が同一なので、前後して建てられたものと考えられる。南側壁面等では床面を見出したが、

検出面は住居の掘方埋土内となり、掘方底面で住居に伴う遺構を検出した。

住居の掘方は底面を平らに整えて溝を設ける。溝は住居立ち上がりに沿って掘削される。幅0.7'"

1.25m、深さ 2'"llcmで、南西側の一部が途切れてC字状を呈する。溝内からは土器がまとまって出土

しており、掘方を埋め戻す際に意図的に混入しているようにも見える。

柱穴の掘方は3か所で検出した。いずれも直径60cm内外の円形状を呈し、住居の縁辺近くに掘られて

いる。北側の柱穴SP15585は切り合いをもっ。柱の挿げ替えが行われたのであろうか、北側は南側より

lOcm程度深い。他には切り合いは認められない。柱穴の間隔は東西方向に芯々で4m、南北方向には

3.4mとなる。対のもう Iか所は調査区外となり検出できなかった。

壁溝は西辺から北辺の一部にかけて残存している。 l幅25cm、深さ 3cm前後となる。

また、住居内からは複数個所に焼土が検出されている。本来は床面上に存在したものと思われる。西

側の壁際に集中しており、この部分には炭化材も認められるので、住居が焼失している可能性が感じら

れる。焼土14389も西側に寄った位置にあり、炉と考えると北東側に出入り口が想定されるので、類例

からすれば不自然である。壁際の焼土と同様な成因と考えてよいだろう。

[遺物]遺物は主に掘方の溝内から土器と石器が出土している。

175は球形の胴部をもっ壷である。風化によって調整が失われているが、内面の一部には接合面を中

心に指頭痕が残される。177は台付謹の体部~口縁部片である。口縁部は体部に直交するように設けられ、

端部は素縁となる。外面には縦方向の、内面には横方向のハケ調整が観察できる。 176は台付翠の台部

で、外面には縦方向の、内面には横方向のにハケ調整が加えられる。 178は高杯の脚部~坪部片である。

脚部の上位は筒状となる。複数方向に透かしが空けられていたようで、その位置で横方向に割れている。

風化により調整方法は明らかでない。

179は砂岩製の接形を呈する打製石斧で、縄文時代の所産である。表面には原牒面を広く残し、縁辺

部には両面にわたり細かな調整が加えられる。刃部は裏面方向のみを割り取り、鋭利に整えている。
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第217図 SH14389平面 ・断面図(掘方)、遺物実測図

SH15285 (第218""'221図)

[遺構]G8"'G9グリッドで検出された。 東側にSH14128を切っている。 炭化材や炉とは異なる焼土

が検出されたので、この住居は焼けて失われたものと考えられる。調査では当初、炉を検出したので近

接して床面が設けられているものと考えたが見出すことができなかった。住居の掘方上で住居に伴う遺

構を検出しており、平面図上には床面に伴うと考えられる炉と炭化材の位置を合成している。

炉は住居の中央やや東寄りに設けられている。直径96cm、深さ15cmの円形状の掘方内に褐色粘土を充

填し、上面を平らに整えて炉床とする。炉床は被熱して明赤褐色に変色する。炉床の上面南縁には長さ
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第221図 SH15285遺物実測図2

22'""25cm、太さ 6-...， 8 cmの焼けていない長細い磯を直線状に並べ、更にその上位に幅13cm、長さ30cmの

平らな磯を乗せている。この炉は6層上に設けられている。その他の焼土や炭化物、遺物の出土位置も

この6層上に分布しているので、生活面は 6層上にあったと考えられる。

貯蔵穴は北側隅にある土坑SK15772が該当する。 長辺70cm、短辺60cmの長方形で、 深さは17cmとなる。

遺物の出土位置から生活面の高さを勘案すると、本来は40cm程の深さであったと考えられる。

壁溝は南西辺で一部が途切れるものの、各辺で認められた。幅26'""40cm、深さ 2'"" 8 cmの規模がある。

住居の掘方は底面を平らに整えて、周囲に溝を巡らせる。溝はI!I高0.5'""1.5m、深さ 4'"" 9 cmで、西側に

開く C字形を呈する。柱穴の掘方は4か所で検出されている。直径50-""70cmの円形状を呈し、柱の挿げ

替えや抜き取りに伴う切り合いは伴わない。SP15723・15724の断面には幅1O'""20cmの柱痕が観察され

ている。他の柱穴では柱痕が認められないので、 柱穴内がさらわれて抜き去られている可能性がある。

[遺物] 床面に相当する位置から出土した遺物は180"-189である。

180は台七[で炉からおよそ1m隔たった位置から出土している。床面上に据え置いて使用していたも

のと考えられる。磨り面は両面にあり、表面に敵打痕、裏面に刃物を研いだような平行する擦痕が残さ

れている。これに接する位置からは台付聾の台部(189)が出土している。 189は低く、 164のような形

状を呈するのだろう。表面には指頭による成形の後、ハケ調整を加えている。乳棒状の磨石・敵石であ

る181・182は住居の縁から出土している。 182は側縁も使用し、上端で敵打している。

183は小型の査でSK15772の南西側から出土している。184は小型で、広口の壷であろう。これも風化が

進んで、調整痕が失われている。 185・187は器台で、表面にはハケ調整が施される。各々は別個体である。

186は覆土内から出土したミニュチュア土器である。査形になるのであろうか。188は台付裂の台部であ

る。内面には指頭による成形痕が残される。表面は風化により調整痕が失われている。

貯蔵穴SK15772とその周辺からは190・191が出土している。 190は二重口縁をもっ壷で、頭部~口縁

部が貯蔵穴の縁上に、体部は住居の立ち上がり際に破片が集められていた。 表面は細かなミガキにより

仕上げられ、肩部にはクシ工具による細かな平行する沈線を上下に引いてその聞をハケ工具の刺突を羽

状に施している。口縁部外面にもハケ工具の刺突を平行して付ける。また、内面には横方向のへラナデ

が施される。 191は小型の聾の体部上半~口縁部である。貯蔵穴の縁から出土している。 指頭による成

形の後、表面にはハケ調整を施している。 190の頭部~口縁部・ 191の出土位置はいずれも貯蔵穴の底面

から浮いている。 191は貯蔵穴が埋められる際に、 190は埋められた後に廃棄された と考えられる。
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3 

遺物実測図

。

SH14549平面・断面図(掘方)、

200 

第222図

ζ二〉



SH14549 (第222図)

[遺構]G8"-'H9グリッドで検出された。楕円形の住居SH14158・14215・15968に乗り、西側の方形

の住居SH15286を一部壊している。このことからより南を指向する15286や14389などよりも東へ振れる

一群がより新しいことが分かる。検出面は掘方埋土中で、掘方底面で住居に伴う遺構を確認した。

炉は住居の中央に掘方を検出した。直径70"-'80cmの円形状を呈する。内面にはシルトが充填されるが、

熱染みが及び褐色に変色する。炉床はすでに失われていた。

柱穴は4か所で確認している。直径50"-'80cmの円形状を呈し、 SP15678にのみ切り合いがある。切り

合う土坑の覆土は柱穴の上位で、柱痕を切って覆うので、柱の抜き取りのために掘られたものと考えられ

る。他の柱穴で、は幅15"-'18cmの柱痕が検出されている。柱穴の間隔は芯々で、4.3m前後と揃っている。

壁溝は各辺で確認されている。 11'富山"-'20cm、深さ 4"-' IOcmとなる。

貯蔵穴は該当する土坑が見当たらないので、設けられていなかったものと考えられる。

[遺物]遺物は土器、石器が出土している。 194"-'198は標高110.25m前後から出土しているので、掘方

底面から12cmほど上に床が存在していた可能性が高い。

192・193・197はS字謹B類である。体部外面はハケによる丁寧な調整が施され、口縁部は強く横ナ

デされる。 194は高杯である。表面の調整痕は風化のため定かで、ない。ややゆがんで口縁部がわずかに

波打つている。脚部には3方向に透かしをもっ。195・196は高杯の脚部である。いずれも外面に細か

なミガキが施され、内面は横方向の板ナデで平滑に整えられる。 3方向に円形の透かしを空けている。

198は査の口縁部であろう。表面にハケ調整が施される。 199は在地の小型の台付費で、ある。口縁部をゆ

るやかにくの宇に折るのはS字

~の影響だろうか。体部外面は

斜め方向のハケ調整で整えられ、

内面は板ナデが施されるが体部

上端に成形時の指頭痕が残る。

200・201は打製石斧で、縄文

時代の混入品である。 201には

基部に使用痕が付く。

SH15855 (第223図)

[遺構]G 10"-' G 11グリッドで

検出された。住居の掘方が元来

浅かったのか、溝の一部と柱穴

のみが残存していた。

掘方の溝は南西側にのみ掘ら

れている。'1'面45"-'60cm、深さ 5

cm前後となる。

柱穴は4か所で検出された。

いずれにも切り 合いは認めら

れず、 SP15869の断面に幅17cm

の柱痕を確認した。 SP15859の

2・3層も柱痕の可能性がある。

柱穴の間隔は3.3"-'3.6mと近似

している。
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第223図 SH15855平面・断面図(掘方)
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第2草調査の成果
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第224図 SH15286平面・断面図(床面)、遺物実測図

SH15286 (第224......225図)

[遺構]H 9グリッドで検出された。東側をSH14549により一部が壊され、西側でSHl5615の東辺をわ

ず、かに切っている。 掘方が深かったために遺存状況は比較的よ く、床上覆土を検出面とした。

床面は2回にわたって作り替えられる。当初の床面は黄褐色粘土を用い2'"" 4 cmの厚みで、張られる。

この段階では外縁部が中央部よりも 5'"" 6 cm、ベッド状に高まる。 この高まりは全周せず、東側で途切

れている。最終段階では、厚さ 2'"" 4 cmの黒色・黒褐色シルトを入れて均した上に黄褐色粘土を用いて

厚さ 3cm前後の床が設けられる。この段階では当初段階にあった住居中心部のくぼみが失われ床は平坦

となる。

床面上に直‘径12'""20cmの柱痕が4か所検出された。柱の際まで床が張られていたことが分かる。

炉は住居の中央やや奥側に設けられる。直径55'""70cm、深さ10cmの楕円形を呈する掘方内に黄色粘土

ブロックの入る黒褐色シル トを充填し、上部を炉床とする。平面図に図示した炉は最終段階で、当初段
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第225図 SH15286平面・断面図(掘方)

階の床に伴う炉は、 床のかさ上げに伴って同じ位置に作り変えられ破壊されたものと考えたい。

貯蔵穴はSK16147で、 25cm程の深さがある。 両側に葦受けと思われる2cm程度のくぼみが設けられる。

壁溝は南東側で途切れるものの、その他の部分には|幅8"-' 15cm、深さ1"-' 4 cmの規模で、掘られている。

住居の掘方は西側を高めに残し、北側から南東側にかけて溝を設ける。 西側の高い部分は床面のベッ

ド状の高まりの芯の部分を削り出すので、 当初の床の形状は掘方掘削以前から予定されていたと理解さ

れる。溝は0.6"-'1.1 m、深さ4"-' 7 cmとなり、南東側がより細くなる。柱穴の掘方は直径40"-'50cmの円

形ないしは楕円形を呈し、切り合いは認められない。いずれの柱穴でも幅lO.........18cmの柱痕を断面で‘検出

している。柱穴の間隔は長手方向に芯 で々、2.65"-'2.75m、短手方向で、同様に2.4mとなる。

[遺物]202は珪質岩製の打製石斧である。先端部は表裏共に使用により摩滅している。

SH15615 (第226図)

[遺構]H 9 "-'HIOグリッドで検出された。西側でSH14550・16008を切り、東側でSH15286(こ一部が

切られる。掘方埋土が検出面となったが、 炉が残存しており床面に近在するものと して一旦記録を採っ

た。床面は住居西側の標高110.35mあたりに遺物が散布するので、この付近に床面が設けられていた可

能性がある。第226図は住居の掘方に炉、出土遺物を合成したものである。
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第226図 SH15615平面・断面図 (掘方)、遺物実測図

炉は住居の中央やや南西側に偏った位置に設けられている。明確な掘方は把握できず、直径60""72cm 

の熱染みとして存在を把虚した。炉床はこの位置に熱が伝導される近接した位置にあったのだろう。

住居の掘方は底面を平らに整えて、西側に溝を設ける。溝は 111菌1.1""2.25m、深さ 1"" 6 cmで、住居

のおよそ西半分の範囲に掘られている。外法は住居の縁辺に沿っているが内法は蛇行する。

壁溝は3辺に把握されているが、東隅で、住居の縁に沿って北側に回り込むので、失われた東辺にも壁

溝が設けられていたと考えられる。 111面8""28cm、深さ 2"" 5 CIllとなる。貯蔵穴は明確でない。

柱穴の掘方は4か所で検出された。直径25""35cmの円形をなし、全ての柱穴の断面には幅12""15cmの

柱痕が観察されている。柱穴の間隔は芯々で、2.2mと、揃った位置に設けられている。

[遺物J203は壷の底部で元来床面上にあったものと考えられる。内外面ともに風化が進んで、いるが、

外面に縦方向のハケ調整が一部に見える。底部はドーナツ状に外縁部が感り上がり中央部がへこむ。
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SH13021 (第227.....，231図)

[遺構] L 16"-'M17グリッドで検出された。南側の一部を撹乱によって切られるが、ほぽ全体にわたっ

て形状を残していた。 検出面は覆土である黒色シル ト中であった。

床面は明確な敵き締められた硬化面として把握できなかったので、 炉が乗る 6層上を生活面と考えた。

生活面上からは住居の廃絶に伴って遺棄されたとみられる土器が、住居の東側に偏って出土している。

炉は3か所で検出された。炉13021は6層中に長軸1.04m、短軸0.85m、深さ12cmの掘方を穿っている。

内部には元来黒褐色であったと推測されるシルトが充填されている。この部分は熱によって直径73cmの

円形状の範囲が赤褐色に変色している。炉床は平らに整えられるが、頂部中央に長さ54cm、幅31cmの台

石が水平に埋め込まれ炉床とともに赤褐色に焼けている。この炉床上の台石は、焼けていない礁を置く

事例とは異なり、炉床上に水平面を作り出すために設置された炉の構築材と位置づけられる。この場所

の北側には横幅50cm、奥行き40cm程の矩形の範囲がさらに赤褐色に焼けている。炉の奥側にJ織を掻き出

すなどして調理等にこの場所を用いているのだろうか。

これらの炉のすぐ南側にも炉が検出されている。 長さ60cm、幅20"-'30cmの楕円形状の熱染みが2か所

重複するように認められた。 炉13021のような掘方は伴わず、生活面状を直接利用している。

生活面上では柱穴を3か所検出している。いずれも掘方上で検出した柱穴と規模が近似するので、掘

方埋土上から掘削されていることが分かる。また、SP15332のやや東側に位置するSP15314からは土器
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第230図 土坑SK15475遺物出土状況・遺物実測図

片が密集して出土している。何らかの用件で柱の脇に土器の投棄場所を設けたのであろうか。

壁溝は明らかでないが、 B-B〆断面の南側縁が若干窪むので浅い壁溝が存在した可能性もある。

貯蔵穴は南側の壁際に設けられる土坑SK15475を検出した。長軸0.85m、短軸0.75m、深さ28cmの楕

円形状を呈し、 生活面の高さを考慮すれば深さは48cm前後であったと推定される。内部からは土器が投

棄されるように出土している。

住居の掘方は底面を平らに整え、東~南側に溝を設ける。溝は東側の住居掘方沿し功主ら南側にかけて、

F字状に掘られている。 l幅0.6'"'-'1.9m、深さ 4'"'-'8 cmとなる。通常は住居の外縁の沿う形で溝が設けら

れることが多く、この形状は不自然である。拡張にしては溝のつながりが自然で、、より小型で、あった時

分の柱穴も見当たらない。したがって、 拡張に伴ってこのような形になったのではな し掘方の掘削途

中に設計を変更して溝を掘り直しているものと考えたい。

柱穴の掘方は4か所で検出されている。直径40'"'-'60cmで'SP15332以外の深さはおよそ近似し、 南西側

のSP15341・15342、北東側の15332では切り合いが認められる。柱穴の間隔は長手方向に芯々で、4.2m、

短手方向で、同様に3.4'"'-'3.8mとなる。

[遺物]造物は床面上とSP15314内、貯蔵穴SK15475内から土器・石製品が出土している。

204は炉13021上に据えられたかたちで出土した台石である。砂岩製で焼けて節理によって表面が剥が

れている。残存する表面は使用によって滑らかに磨滅している。

205'"'-'212は覆土~生活面直上で出土した。 205は壷の口縁部で、外面をハケ調整した後、口縁部のみナ

デを加える。内面はハケ調整の後、口縁内部に縄文を施す。 206・207は査の底部~体部片で、206はドー

ナツ状に底部の外縁部を盛り上げ、 207は平坦にする。 206は風化が進んで明らかでないが、 207で、はハ

ケ調整の後に横方向の粗いミガキを加える。 209は台付翠の台部で、内外面ともにハケ調整で整えられる。

208・210'"'-'212は器台ないしは高杯である。 208の杯部は横方向のハケ調整の後に外側は横方向の、内側

は縦方向のミガキが加えられる。脚部である211は3方向に透かしを空けるが、 210・212は4方向となる。

210は風化により判然としないが、 211・212は縦方向のミガキで平滑に仕上げられる。

213は一部が北側の生活面上に分布するものの、多くの破片をSP15314内から出土した。口縁部が失

われており、査を小穴内で、割ったというよりは破片を集めて小穴内に捨てたよ うにみえる。外面はハケ

調整の後板ナデ?と粗く太い磨きが乱雑に施される。頭部は尖った工具で上から 下へ短い沈線を連続して

2段にわたって刻んで、いる。頭部上半には 2mm程の高さで8mm程の111高の突帯が巡っている。
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第231図 SH13021平面・断面図(掘方)

214は柱穴SP15345の東脇の生活面上に破片が集中していた。この場合も潰れたように重なる破片が

少ないのでこの場に破片を集めたようである。外面はハケ調整の後に横方向のミガキを加えるが、まば

らな部分ではミガキが消し去られないで残る。肩部には縄文を施し、 2個 I対の円形浮文を上端に貼り

付ける。この縄文の下端は横方向のヘラナデで区画されるが、 一部は縄文の上にかぶって消してしまっ

ている。 口縁部には斜め方向のハケ調整を加え、口唇部も横方向のハケ調整によって平らに仕上げてい

る。内面は指頭による成形の後、ハケ調整で平滑に整える。口縁部には結節のある縄文を施している。

貯蔵穴SK15475とその周囲からは215"'219が出土している。 219は複合口縁をもっ大郭式の大形壷の

口縁部である。 218は小型の壷形を呈すると思われる。 215・216は高杯であるが、脚部上位のミガキの

方向が異なっている。 217は壷の口縁部で、丸い体部が取り付くものと思われる。
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第2章調査の成果
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第233図 SH14235遺物出土状況 ・遺物実測図

SH14235 (第232---233図)

[遺構] 1 11グリッドで検出された。 南側でSH14346を切る。検出面は床上覆土下位で、炉床の一部が

露出していた。また、床面上には炭化材が残されていたので、住居は焼失している可能性がある。

床面は黒褐色シルトを用い、 4"-' 6 cmの厚みで、硬化する。住居の北側にのみ残存しており南側等では

認められない。近似した質の7層・ 10層の上面は床面と同等の高さなので、床は掘方埋土上面を敵き締

めたものなのかもしれない。床面上の北・南側、 SP15259付近から造物が集中して出土している。

炉は住居の中央やや東寄りに一辺20"-'28cmの楕円形状の熱染みとして確認された。 これとは別に住居

の中央付近に直径75"-'90cmの小土坑がある (断面中4層)。炉の残欠であろうか。

壁溝は床面上では把握できなかったが、断面と掘方上で見出している。掘方上で、は幅12"-'27cm、深さ

2 "-' 7 cmで、東辺には見当たらない。貯蔵穴は該当する土坑がなく、 設けられていなかった可能性が高い。

住居の掘方は底面を平らに整えて、周囲に溝を設ける。溝は北側と南西隅の2か所で東側には掘られ

ていない。北側の溝は住居の立ち上がりに沿い、 幅0.3"-'0.85m、深さ 1"-' 8 cmとなる。南西側の溝は
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第2i主調査の成果

幅0.23"'-'0.52m、深さ 1"'-' 6 cmで、南西隅にU字形に配置される。 末端は住居の内側に折れ曲がる。

柱穴の掘方は4か所で検出された。直径30"'-'55cmで、切り合いは認められない。北西側のSP15261は上

下2段に掘られている。柱穴の間隔は芯々で2"-'2.1 mと近似した値に揃っている。

[造物]遺物は床面 とから土器が出土している。 北側の住居の縁からは台付塑223が出土している。外

面は細かなハケ工具で ド半は斜め方向に、上半は横方向に、口縁部は再び斜め方向に調整が施きれる。

口縁部の上半はハケ調整の後に強い横ナデが加えられて調整痕を消している。 内面は成形時の指頭痕が

多く残り、部分的に横方向のハケ調整が加えられる。全体的に薄手で華箸な作りとなる。

柱穴SPI5259の上面~周凶にかけては台付窓の破片が散乱していた。 221は小型の台付塑の台部で、

全体的にハケ調整で整えられる。 224は住居の南側縁付近から出土した大型の高杯の杯部で、全体的に

ミガキが施され、きれいに仕上げられる。 220・222は覆土中の出土で、 壷の頭部片である220には縄文

が施きれる。 222は台付費の台部で風化が進んで、いるが、内面はハケ調整で整えられる。

SH5162 (第234図)

[遺構] K28グリ ッドで検出された。明確な床がなく、掘方上面まで掘削し住居に伴う遺構を把握した。

住居の掘方は底面を平らに整え、溝を伴わない。小型の住居なので、あるいはこの面が住居内の生活

面だった可能性もあろう。 柱穴の掘方は4か所で検出した。直径33"'-'40cmの円形をなし、柱穴の間隔は

長手方向に芯々で、2.2"-'2.6m、短手方向で同様に1.4"-'1.8 mとなる。壁溝 ・炉・貯蔵穴は確認できない。
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[遺構]L29"-M29グリッ

ドで検出された。隅丸方形

の住居SH1685・1688等を

切っている。上面は耕作に

よる撹乱などを被るが、住

居のプランは欠けるこ とな

く把握できた。検出面は住

居の覆土である黒色シルト

中となり、住居の掘方上で

異なるプランを検出したこ

とから改築されていること
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が判明した。

床面は黒褐色シルトを用

い、 3"-7 cmの厚みで、硬く

敵き締められている。床面

上には柱痕と考えられる直

径20"'-'30cmの円形のプラン

が3か所に検出できた。 こ

れらから、 柱の際まで床が

設けられていたこと、挿げ

替えられた柱の跡には床が

復旧されなかったことなど

が把握できる。南東側に見

出した二つの円形のプラン

は当初柱痕と考えたが、掘

方上で貯蔵穴の上位の一部
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であることが判明した。

炉は住居の中央やや奥側

に設けられている。直径60

"-64cm、深さ20cmの円形状

の掘方内に、 黒褐色シルト

を半ばまで充填し、更にそ

の上位に黄褐色粘土を張り

込んで上面を炉床とする。

この掘方は2段にわたって

掘られているように見え他

の住居と比べてもより深い

ので、掘方で検出された楕 2m 

SH3271平面・断面図(床面 ・掘方)

1 : 80 。

第235図

円形の住居の炉上に再構築

されている可能性が高い。

230 



第2牽調査の成果

ア千 くT二 相言 マ226 
225 

~ ¥_jd 
227 228 。 1 : 3 10cm 

第236図 SH3271遺物実測図

炉床は床面から 2cm程度盛り上がっている。炉床は直径70cm程の円形に熱染みが及んでいるが、熱染み

が深い部分は中央部で、直径26"'40cmの楕円形となる。

方形のプランの住居には壁溝は検出されていない。断面にも見当たらないので設けられていなかった

ものと考えられる。

貯蔵穴は床面上では間口の一部を検出している。掘方上で、は直径45cm前後、深さ16cmのSK4133と直

径50cm、深さ30cm前後のSK4132の2基が把握されている。床面上で把握された切り合いにより4133が

より新しいと考えられ、住居のプランが変更される際に4132が再掘削されたものと考えられる。

住居の掘方は底面を平らに整えて溝をもたない。底面では異なる住居が2軒重複していることが判明

した。 当初に築かれたのは、内側に入る楕円形状のプランで、外側に一回り大きく方形のプランが掘ら

れている。 このことから、隅丸方形の住居が方形のプランに作り替えられていることが判明する。隅丸

方形のプランには北東側に幅23cm前後、深さ 5cm程の壁溝が伴っている。

柱穴の掘方は4か所で検出した。複数の小穴が切り合うようにみえるのは北側のSP4126・4127、

3723・4124であるが、切り合う小穴はいずれも柱穴よりも浅く柱痕が断面で確認されるので一概に柱の

挿げ替え、抜き取り穴とは考えられない。他の柱穴の断面からも幅14"'20cmの柱痕が検出されている。

このことから、住居のプランが変更になっても、柱はそのまま用いられたことが分かる。

[造物]造物は貯蔵穴SK4132・4133から出土している(図版編図版206-2)。これらは皆破片であり、

比較的貯蔵穴の上位から出土しているので、 貯蔵穴が埋め戻される際にともに入れられたと考えられ

る。

225・226は台付裂の頚部~口縁部片である。いずれも内外面ともにハケ調整で整えられる。口唇部は

矩形に面取りし、外面にハケ工具による刺突を連続して付ける。 227は壷の肩部片である。外面には縄

文を施す。 228は壷の底部と考えられる。外面は判然としないが、内面はハケ調整の後にナデを施して

平滑に仕上げている。

SH2508 (第237図)

[遺構]N31"'N32グリッドで検出された。南側の一部を方形周溝墓SZ228によって切られるほか、上

面には天地返しによる撹乱が広く及んでいる。検出面はほぼ掘方底面上となった。

住居の掘方は底面を平らに整え、溝は撹乱で壊される場所もあるので存在は不確かである。

柱穴の掘方は 6か所以上で検出されているので、複数回の建て替えが行われたものと考えられる。柱

穴は大きく分けて住居の縁から0.4""-'1 m程度内側に入る一群と縁際に設けられるものがあり、時期的

に前後する関係にあるものと思われる。

前者に該当する柱穴は、 SP2925・2980"'2982・2926・2983"'2987と考えられる。深さは20"'30cm程

度となるので、 SP2925も北側に切り合う部分が前者の柱穴であった司能性がある。他の3か所は直径

32"'70cmの円形~隅丸方形の小穴が複数切り合っており、特にSP2983"'2987が著しい。いずれも柱の
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第237図 SH2508平面・断面図(掘方)

挿げ替えに伴うものと推測されるが、 セッ ト関係を特定することは難しい。内側から外側にかけて随時

広げられていったのであろ う。柱穴の間隔は南北方向に芯々で、1.5'"'-2.5m、東西方向では1.9'"'-2.7mと

差が大きい。これらの柱穴は、住居の掘方からはやや東側に寄っているように見える。残存する住居の

掘方は後者の柱穴に伴って拡張された姿であろう。

後者に該当する柱穴はSP2925、2927・2928、2732、2504である。直径28'"'-50crnの円形あるいは楕円

形をなし、深さは60'"'-70crnと前者の柱穴に比べ著しく深くなる。これらの柱穴には柱の挿げ替えや抜き

取りに伴う切り合いが認められない。柱穴の間隔は南北方向に芯々で3.4m、東西方向で、同様に2.5mと

揃っているが、北側のSP2504・2732は住居の縁際とな り、位置としてはやや違和感がある。

炉 ・貯蔵穴・壁溝は認められない。炉は撹乱によって失われているのだろうか。 貯蔵穴は該当する土

坑が見当たらない。 SZ228によって壊されている可能性も否定できない。
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第238図 SH3032平面・断面図(床面・掘方)

第2意調査の成果

SH3032 (第238----239図)

[遺構1N29グリ ッドで

検出された。ほぼ同規模

の住居SH3034に重複す

る。SH3034は3032より

も浅く 留まるのであろう

か、掘方上で伴う遺構を

明らかにすることができ

なかった。西側は確認調

査 トレンチT-18によっ

て切られている。検出面

は床面直上で、北側は床

が抜けて掘方埋土が露出

した状況であった。

床面は黒色シルトを用

い、 2cm程度の厚みで、硬

く敵き締める。床面の

残存する範囲では柱穴

SP3355の位置に柱痕を

lか所検出した。柱穴の

閉口より一回り小さく、

柱の際まで床が張られて

いたことを示す。

炉は住居の中央やや奥

側に設けられている。掘

方は伴わず、炉床も失わ

れていたが長軸50cm、短

軸45cmの楕円形に熱染み

が残されていた。

壁溝は平面でも確認で

きず床が壁際まで張られ

ているので、設けられて

2m 

いない。

貯蔵穴は掘方上で検

出された南東隅にある

SK4202が該当する。直

径35"-'60cmの楕円形状を

呈し、深さは20cD1程度で、

あるが床面の高さを勘案

すれば深さは65cm程度で、

あったと考えられる。
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第239図 柱穴SP3355遺物出土状況・遺物実測図

住居の掘方は底面を平らに整え、周囲に溝を巡らせる。溝は東・南側で途切れ、確認調査トレンチで

切られる範囲でも溝の末端が丸く終息するので、 SP1613と1611付近でも途切れるものとみられる。最

も規模の大きい北側の溝は111菌0.7"-'1.1m、深さ 7cm内外となる。南東側の溝は111国0.4"-'0.58m、深さ 6~~ 

15cmとより幅が狭い。掘方内部には黒色シルトが充填されるが、 上下2回に分けて入れられ均されたも

のと断面から観察できる。

柱穴の掘方は4か所で検出された。いずれにも柱の挿げ替え、抜き取りに伴う切り合いは認められな

い。深さは掘方底面から50"-'60 cmと揃っているが、 SP3073・3355は柱を建てる際に深さを調整したた

めであろうか、 2段にわたって掘り込まれている。柱穴の間隔は長手方向に芯々で、3.15"-'3.3m、短手

方向で同様に2.5"-'2.6mと近似した間隔に整えられる。

[遺物]遺物は掘方埋土と柱穴SP3355の底部付近から出土している。

229は掘方埋土から出土した台付謹の頚部~口縁部片である。風化が激しく調整痕の判然としない部

分もあるが、全体的にハケとナデで整えられている。口唇部にはハケ工具の刺突が連続して施される。

230はSP3355に埋め込まれていた。査の底部片で、 内面はハケ調整を施す。底面付近にあったので、

抜き取りの際に入れるのは困難であろう。柱を埋め込む際に意図的に底面に敷いたので、あろうか。

SH5391 (第240図)

[遺構] 127"-' J 27グリッドで検出された。南東側を天地返しによる撹乱に切られ、半ばで楕円形の住

居を囲む溝SD302に重複する。検出面は掘方埋土となったので、掘方底面で住居に伴う遺構を特定した。

住居の掘方は底面を平らに整えて、小規模な溝を備える。溝は西側と東側の 2か所にあり、住居の掘

方方向に厳密に沿う ものではない。 西側の溝は柱穴SP5583から南東に延びるもので、幅25"-'40cm、深

さ3cm程度となる。東側の溝はl幅22"-'48cm、深さ 2cm前後で、東西方向に掘られる。

柱穴の掘方は 4 か所で検出された。直径22"-'2~cmの円形あるいは楕円形を呈し、いずれも住居の隅付

近にある。柱穴の間隔は芯々で2"-'2.2mと、比較的揃っている。

壁溝は住居の立ち上がりと住穴聞に十分な間隔がなく、貯蔵穴は該当する土坑が見当たらないので、

いずれも設けられていないものと考えられる。

炉も検出きれなかった。熱染みも確認できず、存在するか否かを断定することができない。
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SH5392 (第241図)

[遺構] 1 27グリッドで検

出された。曲ー側でSH5391

に切られ、北側は調査区外

となる。中央付近には耕作

に伴う撹乱が及んでいた。

検出面は掘方埋土となった

ので、掘方底由ーで住居に伴

う遺構を特定した。

住居の掘方は検出面から

6 cm程度で、底面に至るので、

かなりの部分が失われてい

るものと考えられる。底面

は平らに整えられ、調査を

行った範囲には溝は検出さ

れなかった。掘方内には I

層に起因する黒色シルトが

充填されている。炉は調査

区外になると考えられ、検

出されなかった。

壁溝も検出できなかった。

貯蔵穴は南面に設けられて

いるのであれば該当する土

坑がない。方形の住居には

変則的な配置がされるもの

があり、調査区外となる住

居の隅に存在する可能性も

否定できない。

柱穴は南側の2か所を特

定した。直径30'""56cmの円

形あるいは楕円形を呈し、

いずれにも柱の挿げ替えや

抜き取りに伴う切り合いは

認められず、断面では各々

に幅18'""20cmの柱痕を見出

すことができた。柱穴の深

さは検出面から20'""30cmで、

間隔は芯々で'2.9mとなる。
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第 2i注調査の成果

f酒盛j畠
C二二二二フ

231 。 1 : 3 10cm 

第243図 SH1303遺物実測図

SH1303 (第242"'243図)

[迫構]N30"-'030グリッドで検出された。隅丸方形の住居SH29日と楕円形の住居SH1313を巡る溝

SD3745を切る関係上からも住居の相対的な形状の変化をとらえることができる一例である。検出面は

床上覆土中であり、黒色シノレトがIOcm内外の厚みで、残っていた。

床面は黒色シル トを用い2"-' 8 cmの厚みで、硬く敵き締められる。中央部分がやや薄いものの、ほぼ住

居の全域にわたって張られている。床面上で、は柱痕が直径30"-'40cmの円形のプランとして検出されたが、

この間口は住居の掘方上で検出された規模と同等なので、柱穴の掘方に相当する範囲には床が設けられ

ていなかった可能性が窺える。また、床面上では西側縁近くに土器がI個体、遺棄されていた。

炉は住居の中央やや奥側の床面上に、直径30cmの卵形を呈する熱染みにとして把握された。掘方は掘

られていないので、 施設を整えず直接床面上を炉として利用していたものと考えられる。

壁満は床面が住居の立ち上がり際まで張られるので、設けられていなかったものと考えられる。

貯蔵穴は住居の掘方上でも該当する土坑がなく、備えられていなかったと考えられる。

住居の掘方は底面を平らに整え、周囲に満を設ける。溝はJjJ国0.47"-'1.12m、深さ 2'"17cm北側で、切れ

るC字形を呈する。住居の立ち上がりより14"-'46cm内側に掘られるので、この聞がテラス状に残ってい

る。掘方内にはやや明るさの異なる黒色シルトが2回に分けて充填されている。

柱穴の掘方は4か所で検出された。直径32"-'42cmの円形を呈し、いずれにも柱の挿げ替えや抜き取り

に伴う切り合いは認められない。柱穴の間隔は長手方向に2.45"-'2.5m、短手方向に2"-'2.15mとなる。

さて、炉が住居のやや奥側に設けられ、その手前側が出入り口、 右手隅に貯蔵穴が設けられる という

法則性からすれば、この住居の入口は南西向きであったと推測される。楕円形~隅丸方形の住居で出入

り口が南西側に想定される例は調査区南西隅に見出されたSH4522であるが、 SH1313のように著しく傾

く例は認められない。方形の住居に至ってこのような例が出現することは、住居の建て方に従来とは異

なった意図が芽生えたことを示しているのだろう。貯蔵穴の位置が北側隅になるSH15285の事例などと

ともに、意図の変化を精査する必要があるだろう。

[遺物]遺物は土器と石器が覆土~掘方埋土聞から出土している。

231は壷で、頚部以上と体部過半を割り取った破片が床面上に据えられるように出土している。失わ

れた破片は住居内に残されていないので、割り取られた一部は別に捨てられているのだろう。風化が進

んで一部の調整が不明瞭となるが、内外面ともにハケ調整で平滑に整えられている。

232は台状の小型製品で、覆土から出土している。内外面ともに指頭による成形を施した後、内面端

部を強く横ナデする。

233は珪質岩製のスクレイパーで、ある。表面の中央部には素材の面を広く残すが、 2側縁には細かな

調整を施して直線状の刃部を整えている。縄文時代の混入品である。
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第2率調査の成果

、

SH1316 (第244......245図)

[遺構]N30'" N31グリ ッドで検出された。北東隅を方形

周溝墓SZ3086によって大きく 切られ、上面には耕作による

撹乱を被る。住居半ばではSH1303と同様に楕円形の住居

SH1313を巡る溝SD3745を切る。明確な床面は把握できな

かったが、炉と遺物が集中して出土する個所が見出されたの

で、床面に近似するものと考え一旦記録を採ることとした。

また、東側で重複する方形の住居SH3086は規模も似通う

ので1316の直前の時期に存在したものと考えられるが、西側

を1316に切られる上、中央部をSZ2575に大きく壊されて全

容は判然としない。 SH1316の掘方上で住居に伴う遺構を見

出そうと考えたが、より東側の柱穴SP4222に柱穴である可
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o 1 : 20 50cm 

第245図 SH1316遺物出土状況

能性を見出すほかは特定できなかった。 掘方自体がさらに浅かった可能性を感じさせる。

前述のよ うに床面は明確に把握していないが、集中して出土した遺物の底面が標高111.93'"111.97m 

とほぼ一定していることから、 およそこの位置に床面が設けられていたと考えられる。柱穴はこの時点

で2か所が把握された。住居の掘方上で見出した柱穴と間口が近似することは、 掘方に埋土を充填した

後に掘削していることを示している。

炉は住居の中央やや奥側に、長さ37cm、111高15cmの楕円形状の熱染みとして把握された。炉床は検出段

階ですでに失われていた。検出位置は遺物が出土した高さに近似する標高111.93'"111.95mとなる。熱

染みの規模・形状から炉床はここからある程度離れた位置に、 若干床面から盛り上がって設けられてい

たものと推測される。

壁溝は平面・ 断面でも把握できなかったので、設けられていない可能性がある。

貯蔵穴は該当する土坑がなく、備えられていなかったものと考えられる。

住居の掘方は底面を平らに整え、周囲に溝を設ける。溝の内法は直線状に掘られ、 掘り残された底部

中央は平面形状が隅丸方形状となり台状に突出する。溝は11届0.6'"1.3m、深さ 5'"13cmで、全周するもの

と考えられ、細くなる東側がより浅い。南側では住居の立ち上がりに接するが、東~北側で、は10"'35cm

離れて、その聞をテラス状に掘り残している。内部には黒色シルトが16"'20cmの厚みで、充填されている。

柱穴の掘方は3か所が把握できた。北東側の Iか所はSZ2575によって破壊されているものと考えら

れる。 E-E'断面の柱穴は住居の掘方から均等な位置に設けられるが、 SP4221のみがやや内側に入っ

て若干いびつな配置となる。直径34"'53cmの円形~楕円形を呈し、 掘方底面から35cm程の深さがあるが、

西側のSP4221だけが他よりもIOcm程度浅くなる。 SP3655にのみ切り合いがみられる。より浅く多くの

部分で重複するので、 柱の抜き取り穴と考えられる。柱穴の間隔は長手方向に芯々で、2.6m、短手方向

で、同様に2.2mとなる。

SH3086の柱穴の可能性が考慮されるSP4222の断面では、幅15cm程の柱痕が検出されている。 SH1316

は3086にわずかに遅れて建てられたと切り合いと形状から推測されるが、当然その時点、には3086の柱は

存在し得ない。挟て抜かれたか、床面上で切り取られたのであろうか、柱穴の掘方内を撹押しない方法

で撤去されているものとみられる。

[遺物]遺物は住居の東側縁近くの床面上とみられる位置から土器が出土している。台付蜜1個体分の

破片であるが、接合しない小破片のため図示できなかった。 住居の放棄に伴って遺棄されたものと考え

られるが、破片の散布状況から l個体がこの場で壊されたような状況にはなく、別の場所で壊された破

片のうち一部を持ち込んでいるものと考えられる。
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第1表竪穴式住居一覧表(1 ) 

住居番号 グリッド 平面形態 長軸
規模(m) 状況

短軸 床面深さ 掘方深さ 床面数貯蔵穴 拡張 掘方

SH 70002 D3"-'E4 橋円形 8.80 7.92 0"-'0.10 0"-'0.20 あり なし 馬蹄形

SH 70001 D 3 ，，-，D 4 キ育円形 6.08 0"-'0.08 0.04"-'0.16 なし 方形

SH 70009 F5 ，，-，F 6 楕円形 5.70 4.78 0.02"-'0.24 なし なし 馬蹄形

SH 14215 H8"-'H9 楕円形 0"-'0.24 なし つ つ

SH 14158 G 8 "-'H 8 I楕円形 I6.45 0"-'0.04 0"-'0.18 あり なし U字形

SH 15968 H8 "-'1 9 楕円形 9.20 7.64 0"-'0.44 あり なし 馬蹄形

SH 13791 E9"-'EI0 楕円形 0"-'0.06 なし なし 平坦

SH 14550 HI0"-' IlO 楕円形 7.88 0.02"-'0.08 0"-'0.20 なし あり 与JLt日

SH 13847 F 9 "-'GI0 楕円形 5.60 4.40 0"-'0.04 0.04"-'0.44 なし あり 円形

SH 16008 日9"-'IlO 楕円形 0.06"-'0.12 0.04"-'0.20 あり あり つ

SH 14347 HI0"-'Ill 楕円形 9.48 6.88 0"-'0.12 0.04"-'0.24 なし 馬蹄形

SH 14346 I11 楕円形 0"-'0.16 なし なし つ

SH 14322 19 '"'-'JI0 楕円形 9.16 6.36 0.14"-'0.42 あり なし 馬蹄形

SH 14242 Ill"-'Jll I楕円形 4.48 。"-'0.04 0"-'0.64 なし なし 半土日

SH 14356 Hll 惰円形 3.60 0"-'0.02 0"-'0.08 なし なし 平坦

SH 14703 I-I12 楕円形 5.72 0.04"-'0.12 0.08"-'0.28 あり あり 平均

SH 18057 JlO 楕円形 3.48 0.08"-'0.14 0.14"-'0.22 なし なし 平坦

SH 18109 JI0 楕円形 2.48 0.04"-'0.14 なし なし つ

SH 15325 Ll6"-'Ll7 楕円形 0"-'0.10 0"-'0.52 なし 円形か馬蹄形

SH 14250 JlO"-'Jll 楕円形 7.44 5.40 0"-'0.08 0.08"-'0.24 あり なし 馬蹄形?

SH 51495 Il7"-'J18 楕円形 7.44 6.28 0.08"-'0.16 0"-'0.28 |あり なし 馬蹄形?

SH 52984 Ll7'"'-'Ll8 楕円形 4.88 0.08"-'0.12 0.08"-'0.32 2 あり あり C字形
SH 50800 MI7"-'MI8 楕円形 6.40 0.02"-'0.24 0.04'"'-'0.28 3 あり あり 円形

SH 50801 M18"-'M19 楕円形 5.60 5.00 0.04"-'0.14 0"-'0.24 2 あり あり 円形

SH 50610 Ll9"-'M19 楕円形 4.80 3.68 0.08"-'0.20 0.06"-'0.34 あり なし 馬蹄形

SH 51147 J21 "-'K21 楕円形 0"-'0.04 0"-'0.16 なし 馬蹄形?

SH 50001 M25"-'L25 楕円形 5.84 4.72 0.02"-'0.1 0 0"-'0.42 あり なし 馬蹄形?

SH 50919 J25"-'K26 楕円形 6.40 0"-'0.28 あり なし 円形?

SH 5390 K28"-'K29 楕円形 0"-'0.24 なし 馬蹄形

SH 1688 L28"-'M29 楕円形 4.36 0.00 なし 平土日

SH 3272 L28'"'-'L29 楕円形 0.00 0"-'0.08 あり 平坦

SH 5194 126"-'J26 楕円形 5.56 4.76 0.04"-'0.06 0.08"-'0.28 あり あり 平土日

SH 2157 N27"-'028 楕円形 6.32 I 5.20 0.12"-'0.16 0.04"-'0.36 なし 円形

SH 3085 M28 楕円形 0.12"-'0.22 0.20"-'0.28 あり なし つ

SH 5119 K29"-'K30 楕円形 8.24 0"-'0.04 。'"'-'0.44 あり あり 馬蹄形?

SH 1313 M30"-'N30 楕円形 7.80 0"-'0.02 0.24"-'0.48 あり なし 馬蹄形

SH 5425 L29 楕円形 5.48 0.14"-'0.16 0.08"-'0.28 あり あり 馬蹄形

SH 1678 M29 楕円形 5.48 0.04'"'-'0.20 0.02"-'0.44 なし あり つ

SH 1822 P28，，-，P29 楕円形 4.96 0'"'-'0.04 0"-'0.20 あり あり L字形
SH 1335 M30 楕円形 4.24 0.08'"'-'0.20 0.04"-'0.36 なし あり 円形

SH 2931 N31"-'031 楕円形 0"-'0.12 なし つ

SH 2218 L27"-'M28 楕円形 4.92 I 3.90 0"-'0.06 0.04"-'0.16 なし あり つ

SH 328 M32"-'N32 楕円形 6.72 5.32 0"-'0.12 0.04"-'0.24 あり なし 平坦

SH 2949 L30"-'M30 楕円形 0"-'0.16 0"-'0.60 なし J字形
SH 1440 R29"-'R30 楕円形 5.96 0.08"-'0.16 0.04"-'0.32 なし 平坦

SH 1426 R28"-'R29 楕円形 6.16 0"-'0.04 。"-'0.32 なし なし 司王知

SH 5678 K30 楕円形 0"-'0.04 なし なし 馬蹄形

SH 1203 Q30"-'R31 楕円形 6.08 5.00 0"-'0.04 0.04"-'0.24 あり あり 馬蹄形

SH 1200 Q30"-'R31 楕円形 6.04 0.02"-'0.04 0.04"-'0.20 あり なし 馬蹄形

SH 1234 Q30"-'Q31 楕円形 0"-'0.08 あり なし つ

SH 4522 V33"-'V34 楕円形 0.04"-'0.12 。"-'0.24 なし 馬蹄形?

SH 54436 J26"-'K26 楕円形 ・ 0.10"-'0.16 あり なし 円形
円形

SH 4486 R27"-'R28 楕円形 。'"'-'0.04 0"-'0.12 あり なし 馬蹄形

SH 70007 F4"-'F5 楕円形方 ・隅丸形
8.08 6.20 i 0.08~0.10 0.06"-'0.32 あり あり 馬蹄形

SH 70008 D5 楕円形・ 0"-'0.08 あり なし 平坦
隅丸方形

SH 14319 I 19"-'110 楕隅円形 ・丸方形 3.96 2.92 0"-'0.12 なし なし L字形かC字形
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第2草調査の成果

第1表竪穴式住居一覧表(2 ) 

住居番号 グリッド 平面形態、1 長軸
規模(m) 状況

短軸 床面深さ 掘方深さ 床面数貯蔵穴 拡張 掘方

SH 14131 F8 楕丸円形・隅方形 0"'0.12 0"'0.16 なし U字形

SH 14083 F8"'F9 楕丸円形・隅方形 5.36 5.00 0"'0.12 0"'0.24 なし 円形

SH 15315 IlO 楕丸円汗3・隅方形 2.68 なし なし 平坦

SH 13043 Ll6 楕円形 ・ 0"'0.12 なし なし 平坦隅丸方形

15780 M17 楕丸円形 ・ 0.00 0"'0.08 なし つSH (Î 8 i2~Íl 隅方形

SH 51496 I18 楕丸円形・隅方形 5.52 5.16 。"'0.02 0"'0.16 あり なし つ

SH 18127 I M16"'M17 
楕円形 ・ 0.08"'0.28 0"'0.24 なし 円形か馬蹄形隅丸方形

SH 53085 H18"'Il8 楕丸円形 ・隅方形
3.12 0.08"'0.24 あり 馬蹄形

SH 50896 H19"'120 楕円形・ 3.84 3.24 0"'0.04 0.04"'0.12 なし なし 円形
隅丸方形

SH 54374 J19 楕円形・ 0"'0.12 なし つ
隅丸方形

SH 50795 Iく18 楕円形・ 0"'0.12 なし 馬蹄形?隅丸方形

SI-I 53254 K18 楕円形・ 2.12 0.06"'0.24 なし なし 円形隅丸方形

SH 52243 K20"'L21 
楕円形・ 0"'0.12 なし なし つ
隅丸方形

SH 51173 K20"'K21 楕円形・ 4.40 0"'0.08 0"'0.12 あり なし つ
隅丸方形

SH 50837 M20 楕円形・ 0.00 0"'0.24 なし 馬蹄形隅丸方形

SI-I 54721 M20 楠円形・ 0"'0.04 0.04"'0.28 あり なし つ
隅丸方形

SH 51790 M21 梢円形・ 0"，-，0.06 0.04"'0.14 なし 平坦
間丸方形

SH 50507 023"'024 
楕円形・ 5.72 5.20 0.......0.08 なし 平坦隅丸方形

SH 52100 124.......125 楕円形・ 0.......0.04 0.......0.28 なし なし 円形
隅丸方形

SH 52101 124.......J25 楕円形・ 0"'-'0.16 なし つ
隅丸方形

SH 53142 N24.......024 楕円形・ 0.06 。.......0.20 なし 平坦
|特丸方形

SH 52090 M25 楕円形・ 4.48 0.......0.18 なし なし 平坦隅丸方形

SH 5447 125....... 126 楕円形・ なし なし 平坦隅丸方形

SH 2934 P30 楕円形・ 4.64 3.80 0.04.......0.20 0.04.......0.22 なし 平坦
隅丸方形

SH 2933 P30 楕円形・隅丸方形

SH 5195 126.......J27 楕円形・ 5.02 4.54 0.04.......0.12 0.08.......0.28 なし なし U字形・半月形隅丸方形

SH 5398 126.......J27 楕円形・ 3.32 0.......0.16 なし 円形間丸方形

SI-I 1514 029 
楕円形・ 0.......0.40 なし なし 平坦隅丸方形

SH 739 P30.......P31 
キ育円育3・ 0.......0.14 あり なし 平坦隅丸方形

SH 14236 IlO"'Jl1 隅丸方形 4.12 3.88 0.08"'0.10 0.04"'0.36 あり なし 円形
SH 15589 HI0 隅丸方形 0"'0.08 なし なし 平i日
SH 13641 E8"'F9 隅丸方形 3.16 3.08 0.04.......0.08 。"'0.20 なし なし 円形

SH 14306 Gll"'Hl1 隅丸方形 3.32 3.24 0.08"'0.12 0.12"'0.24 なし なし 平土日

SH 14390 Jl1 隅丸方形 3.16 2.76 0.02"'0.20 なし なし U字形
SH 14239 III "'Jll 隅丸方形 0.00 0.08"'0.24 あり なし| 平坦
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第l表竪穴式住居一覧表(3 ) 

住居番号 グリッド 平面形態
規模(m) 状況

長軸 短軸 床面深さ 掘方深さ 床面数 貯蔵穴 拡張 掘方

SH 14176 Jll ""'-'Kll 隅丸方形 4.68 0.04""'-'0.08 0""'-'0.20 なし 平畑

SH 14272 Jl1 ""'-'Kll 隅丸方形 4.60 0.36""'-'0.40 0.14""'-'0.28 なし つ

SH 53038 Il7""'-'J17 隅丸方形 4.60 4.00 0.08""'-'0.16 0.08""'-'0.38 なし なし 円形

SH 13019 M16 隅丸方形 4.76 4.48 0""'-'0.08 あり なし 平坦

SH 18050 JI0""'-'Kll |偶丸方形 2.52 0.32 なし 平畑

SH 50799 L18""'-'M18 隅丸方形 4.84 4.60 0.20""'-'0.24 0.12""'-'0.48 あり なし 円形

SH 53409 Ll8 隅丸方形 6.40 5.40 0""'-'0.16 0""'-'0.28 なし 馬蹄形

SH 52293 H20 隅丸方形 4.56 3.80 0""'-'0.04 0""'-'0.16 なし なし 馬蹄形

SH 50898 119""'-'J20 隅丸方形 0.08""'-'0.12 0""'-'0.12 なし 馬蹄形?

SH 53256 K19""'-'K20 楕隅丸方形?円形?
3.52 0""'-'0.06 0.08""'-'0.18 なし なし 円形か馬蹄形

SH 50802 L20 隅丸方形 4.10 3.96 0.20""'-'0.26 0.12""'-'0.38 あり なし 馬蹄形

SH 53243 M19""'-'M20 隅丸方形 0""'-'0.04 0""'-'0.20 なし なし C字形

SH 52069 N20""'-'021 隅丸方形 3.76 0.08""'-'0.16 0.12""'-'0.20 なし C字形

SH 51224 L21 ""'-'L22 隅丸方形 5.16 0""'-'0.44 あり なし 馬蹄形?

SH 51731 M21""'-'M22 隅丸方形 0""'-'0.14 なし つ

SH 54624 M22 隅丸方形 4.60 0.06""'-'0.18 0""'-'0.36 なし なし 円形か馬蹄形

SH 51749 M22 隅丸方形 4.60 0.4""'-'0.26 0""'-'0.48 2 なし なし 平坦

SH 1307 N30""'-' 030 隅丸方形 3.96 3.80 0.12""'-'0.26 0.28""'-'0.48 なし なし U字形

SH 51780 L24""'-'M24 隅丸方形 2.88 2.44 0""'-'0.04 なし なし 平坦

SH 1685 L29""'-'M29 間丸方形I3.76 3.56 0""'-'0.04 なし なし 平土日

SH 2913 N30""'-' 03 1 隅丸方形 4.48 0""'-'0.20 なし なし| 平坦

SH 2800 030""'-'031 隅丸方形 6.28 5.84 0.06""'-'0.10 0.10""'-'0.44 2 なし なし 馬蹄形

SH 2492 Q30""'-'Q31 隅丸方形 6.12 5.52 0""'-'0.16 なし なし C字形

SH 492 R31 ""'-'S31 間丸方形 6.04 0""'-'0.24 あり なし C字形

SH 2707 M31 隅丸方形 4.88 0""'-'0.28 なし なし 平坦

SH 2895 M31 隅丸方形 0.20""'-'0.40 なし 円形

SH 1059 S30""'-'T30 隅丸方形 5.44 0""'-'0.16 なし C字形

SH 70005 E 1 ""'-'F2 方形 7.48 0.04""'-'0.18 なし 平坦

SH 70006 F2 方形 あり

SH 70003 D2 方形 4.88 0""'-'0.04 なし つ

SH 70004 E 2 ""'-'E 3 方形 6.16 5.36 あり ? あり 円形

SH 70010 F 6 ""'-'G 6 方形 5.04 5.16 0.08""'-'0.14 0.12""'-'0.36 あり なし 平坦

SH 14209 H 8 ""'-'I8 方形 8.24 0.16""'-'0.36 0.28""'-'0.66 なし 円形か馬蹄形

SH 14389 H 7 ""'-'I8 方形 5.32 0.12""'-'0.24 0.04""'-'0.28 なし C字形

SH 15285 G8""'-'G9 方形 6.80 7.00 0.24""'-'0.30 0.20""'-'0.64 あり なし C字形

SH 14549 G8""'-'H9 方形 7.88 7.26 0.10""'-'0.12 0.04""'-'0.36 なし なし 円形

SH 15855 GlO""'-'GlI 方形 0""'-'0.08 なし 馬蹄形?

SH 15286 H9 方形 5.56 4.96 0.20""'-'0.34 0.04""'-'0.54 2 あり あり 馬蹄形

SH 15615 H 9 ""'-'HI0 方形 4.56 0""'-'0.24 なし 馬蹄形?

SH 13021 Ll6""'-'M17 方形 7.00 6.84 0.06""'-'0.48 あり なし F字形
SH 14235 III 方形 4.36 4.64 0.02""'-'0.08 0.08""'-'0.28 なし なし U字形

SH 5162 K28 方形 3.36 3.56 0.08""'-'0.16 なし なし 平坦

SH 3271 L29""'-'M29 方形 4.34 3.96 0.04""'-'0.10 0.12""'-'0.32 あり あり 平坦

SH 2508 N31""'-'N32 方形 4.76 0.04""'-'0.24 あり 平坦

SH 3032 N29 方形 4.84 4.16 0.00 0.04""'-'0.28 あり なし つ

SH 5391 I27""'-'J27 方形 2，82 0.06""'-'0.28 なし つ

SH 5392 127 方形 0.04""'-'0.06 0.04""'-'0.22 なし なし 平坦

SH 1303 N30""'-'030 方形 3.92 3.44 0.04""'-'0.08 0.12""'-'0.36 なし |なし C字形

SH 1316 N30""'-'N31 方形 I 4.80 0""'-'0.08 0.08""'-'0.20 なし |なし 円形か馬蹄形
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第2章調査の成果

2 住居を巡る溝と出土遺物

住居を巡る溝はA区東側にあたるC3"-'E4

グリ ッドと、 D区北側にあたる 127"-' M33グ

リッ ドで検出されている。 いずれも台地の縁辺

に沿う位置にあり、台地の内側には設けられて

いない という立地的な特徴がある。 A区では

東側の崖面方向に溝が延び、行き先が定かで

ないが、 D区の事例からすれば基幹となる溝

(SD302)が弧状に巡り、そこから分岐した溝

が住居を巡る構造であったと理解できる。

溝で固まれるのは小~中型の楕円形を呈する

住居 (SH5678・2218)、大型の楕円形を呈する

住居 (SH70002・5119・1313)があり、切り合

いからすると前者が古く、後者がよ り新しい。

隅丸方形や方形の住居が溝に固まれる例は見当

たらないので、この時期に特徴的なあり方で

あったと窺える。

(1) A区の住居を巡る溝と出土遺物

[遺構]溝はSD70019・70021、70020、

70024・70017の3条が検出さ れ てい る。 こ

れらの溝はC4グリッドでX字状に交差L、

SD70019・70021、70024・70017の2条が南側

にあるSH70002を取り囲むように南側にか付て

膨らんでいく。 SD70020は70019・70021から分

771岐してSH70002の西縁に取り付く。溝は南側で
連結せず、特に西側のSD70019・70021はE4

グリッド付近から南東方向に直線状に延びる。

高杯236の形状から、溝と固まれる住居は古墳

時代前期前葉のものと考えられる。

5070019 北側がもっとも広く 65cm、深さは最

深で包3cmとなるが、調査区際から 4mほどで|幅

40cm前後と狭くなり、深きも10cm程度と浅くな

る。直線状となる部分は幅50cm台、深さ23cm前

後と若干規模を広げる。覆土は l層に起因する

黒色~黒褐色シル トである。遺物は土器・石製

品等が出土している。

5070021 SD70019・70021と70024・70017

が交差する付近から分岐する。 4.5m程度は

SD70019・70021と平行しているが、その後へで)マ 。 1 : 40 1円1

120。程南東に折れてSH70002の西縁に取り付

第247図 5070019遺物出土状況l く。平行する部分は最大幅が70cm前後に及ぶが、
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屈曲部付近で、25....... AOcm程度に狭くなる。

深さは12，........16cmで、住居に取り付く部

分は2cm程度とごく浅くなる。覆土は

I層に起因する黒色~黒褐色シルトで、

遺物は分岐点の南西側で壷の底部が据

え置かれるようなかたちで出土してい

る。

SD70024・70017 一部で、60cm程度に

帽を広げるが、多くの部分は幅20，........40

cm程度となる。 深さは6，........13cmで、北側

がよ り浅い。北側ではほぼ東西方向に

直線状に延び、 D3グリッドで850 ほ

ど南に折れる。覆土は I層に起因する

黒色~黒褐色シルトで、遺物は土器が

A' 

出土している。 LJ/ r~ _j 
【造物]遺物は、240以外は破片であり、 A A 

?に意図吋てら吋山し lω9ml/

234・235はSD700l7から出土した。

B 
l09.9m 
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234は折り返し口縁を備える壷の頚部 第248図 SD70020遺物出土状況2

1 : 40 1m 

~口縁部片で、口唇部外面に複数本で対をなす棒状浮文を貼り付けている。表面は風化が進んで、調整痕

は把握できない。 235は壷の底部片で、底部に木葉痕を残している。 234同様に風化が進んで、いる。

236，........238・240，........244はSD70019・70020から出土している。236は高杯である。杯部は腰が急激に折れ

て立ち上がる。腰部以下は円盤状に作られ体部・脚部と接合される。脚部には 3方向に透かしを空ける。

ハケ調整の後に脚部には縦方向のミガキを加える。杯部にも ミガキが施されていたと考えられるが、風

化が進んで明らかでない。237は小型の台付窪の台部、 238は壷の底部である。 一部にナデ、調整が観察さ

れるが風化が進んでいる。 240は大型の査の底部で外面はハケ調整、内面は横方向の板ナデが観察できる。

241は台付裂の台部で細かなハケ調整で整えられる。端部の聞きは小さく抑えられる。

242・243は砂岩製の敵石である。先端部あるいは側面を使用している。

244は安山岩製の台石で、割れた上、節理に沿って剥がれる。表面の一部分が使用により磨滅する。

239はSD70020から出土した壷の底部~体部である。溝内に据え置かれるように出土しており、溝の

分岐点近くにあることからも何らかの意味を持って置かれたものと考えたい。表面は風化が進んで調整

痕を観察できないが、およそ2.2cmおきに複数段の輸積み痕が残されている。

(2) D区の住居を巡る溝と出土遺物

[遺構]溝は基幹となるSD302・2896・5902、SH2218を巡るSD2048・2204、SH5119を巡るSD5389、

SH5678を巡るSD5005・5633、SH1313を巡るSD2937・3745・3586が検出されている。

基幹となるSD302・2896・5902は北側の調査区外に延びており、このまま円形に巡るのであれば直径

100m以上に及ぶ可能性がある。基本的にはこの溝から各々の住居を囲む溝が分岐している。SD302・

2896・5902の底面は台地の縁に向かつてドがり、これらに接続する溝も接続部に向かつて底面が低くな

るように掘られているので、排水を考慮した構造になっていたといえる。

それぞれの溝には切り合いによって前後関係が窺える。西側ではSD302は少なくとも 2時期にわたっ
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第249図 SD70017・70019・70020出土遺物
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276 

戸
第254図 SD302等出土遺物2

素縁のもの (245)、複合口縁のもの (280)がある。

246は比較的頚部が細く急激に広く 口縁部を広げる。 279は頚部が細し 3が口縁部の広がりは246程著し

くない。 247・281はより頚部が太く、口縁部にかけて緩やかな広がりをみせる。それぞれの口縁部の折

り返しは小さく断面は矩形をなす。 249は直線状な広がりをみせるやや大形の査で、口縁部の折り返し

は大きく断面は三角形状になり、外側に広い面をもっ。いずれもハケ調整で器面を整え、 249は風化の

251 
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第255図 SD302等出土遺物3

ため把握できないが、 246・247は口縁部内面に縄文を施している。 279はさらに口縁外面にも縄文を施す。

また、 247は口縁部外面折り返しの下位に棒状工具による列点を刻んでいる。 281は口縁部内側に文様を

もたず頚部にも文様帯がなさそうであるが、口縁部外面には縄文を施している。

素縁となる245は風化のため調整痕が把握できない。比較的薄手で口唇部は断面を矩形に整える。

複合口縁の280は口縁部の立ち上がりが短く、外面に縄文を施した後2個 l対の円形浮文を貼る。

頚部は細く絞りこまれる もの (248・253) と比較的太いもの (250・25ト 252)がある。 253以外の外

面はハケ調整で器面を整えている。 文様帯は248・250・253に設けられ、縄文を施す。 250は上端を細い

沈線で区画し、 248は3個で一対の円形浮文を貼り付ける。一方文様帯をもたないおい 252はし=ずれも

頚部がより太いものとなる。それぞれの内面には成形時の指頭痕が頻繁に残っている。

体部~底部では、体部過半が強く張るもの (257) と比較的丸く立ち上がるもの (260)があり、前者

のほうが古い様相を留めている。外面の調整はハケ調整の後に横方向のミガキが加えられる個体が多く

(254・255・260)、風化が進んで、観察できなかったものもミガキが加えられていた可能性を感じる。内

面は底部付近に横方向のハケ調整を施し (255・256・258)、体部にはナデの後に板ナデで平滑に整える

(254)。底部はいずれも平底で、外縁部を ドーナツ状に盛り上げるものは実測個体に含まれない。

261"'267・271は台付聾である。口縁端部を面取りし、縁辺にハケ工具による刺突を連続して施すよ

り古い様相のもの (261"'264)が多いが、素縁となる もの (267・271)も含まれる。 267は風化が進ん

で調整痕が定かで、ないが、他の個体は外面にハケ調整を施している。内面はハケ調整の後に横方向の板

ナデを施す例 (262"'264)がある。 265・266は台部である。 265は端部がやや潰れ、内外面ともにハケ

調整で整えられる。 266は風化が進んで、調整痕は定かで、ない。

268は高杯で、外面はミガキが密に施されている。内面はナデ調整で仕上げられる。 脚部は棒状にな

るようだが失われて定かで、ない。 269はハケ調整で仕上げられる杯状、 270は小型の壷となる。

272'""276はSD5389から出土している。 272は璽の頚部片で、外面に縄文を施した後、円形浮文を貼り

付けている。 276は壷の体部~底部である。腰部の張りが強く、体部は垂直に立ちあがっている。

273は広口で無台の鉢である。口縁部は折り返されて端部にハケ工具による連続した刺突を施す。外

面は斜め方向のハケ調整で整えられ、内面は体部~頚部に横方向のへラナデの後に口縁部まで横方向の

ハケ調整を加える。274・275は台付聾である。肩部~口縁部の外面にはハケ調整を施し、口唇部にハケ

工具による刺突を連続して加える。内面は横ナデで整えた上、口縁部に横方向のハケ調整を施す。

277・278はSD2048から出土している。277は台付塾の体部~口縁部片で、外面はハケ調整を施し、口

唇部にハケ工具の連続する刺突を施す。刺突は強く狭い間隔で行われ、口縁端部は波打つように凹ん

でいる。 278は査の口縁部で、複合口縁をもっ。口縁部の立ち上がりは低いが垂直に近い外面を備える。

外面は頚部を縦方向の、口縁部外面を横方向のハケ調整によって整える。
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第2表出土土器一覧表 (1)

開

壷

崎

f

台

抑
凶
帯
叶

1

2

7 S字廻

10 登

11 盛

12 翌

日萱

14 台付費

16 謹

17 盛

18 謹

19 ill 

22 台付廻

23 台付盟

24 台付砲

遺構 グリッド 膚位 時期
口径 底径 顕部径鮫大径 様高
(cm) (cm) (cm) (cm) (田)

鉢 SH70009 F6 栂方埋士 弥生後期 8.4 

S字II SH14550 H9 覆土 古墳前期 (10.0) (9.5) 

SK70280 D3・4 覆土 古墳前期 5.1 (10.4) 

SK70280 D3・4 彊土 古墳前期I (10.4) (9.7) 11.7 

SH14550 Hl0 掘方組土 古墳前期 (10.0) 

SH13847 FlO 床上覆土 弥生後期 (17.8) 

SH14242 Jll 床上覆土 弥生後期

SH14703 112 床直上 弥生後期 34.0 

SK15209 H12 覆土 弥生後期

SH51495 1 ~J17 床上限土 弥生後期 (15.4) 

SK53886 Ml日 現土 弥生後期

SH508∞ M18~19 床上覆土 弥生後期

SH508∞ M18 床上積土 弥生後期
SH508∞ M18 床上積土弥生後JUJ (20.2) 
SH50801 M19 床iu七 弥生後期 (18.9) 

SK54033 L' M19 覆土 弥生後期I 18.6 

SH50610 L. MI9 床瓜上 弥生後期I (19.0) 

25 台付~ SH50610 L. M19 床il1上 弥生後期 19.6 

26 ii:l SH50610 L. M19 床直上 弥生後期 08.6) 

28 台付費 SH51147 J. K21 床直上 弥生後WI(26.0) 

29 遊 SK53363 K21 淑土 弥生後WI(15.0) 

32 i!. 

33 1" 
34 正t

35 fi:i 

36 台付型

灯台付組

38 、，1

39 ':':1 

SK4117・
4118 

SP4111 

SH3272 
内小穴

SH3272 
内小穴

SH5194 

SH5194 

L28 

L29 

L28 

111土 '亦生後IUI

fil土 弥生後WI

¥l1上 弥生後即l

龍l土 弥生後期I(21.0) 

床山上 弥生後JUJ 21.6 

床i((上 弥生後j町 26.8 

L28 

1・J26

1・.126

N27・
028 

N27・
028 

床 Icm土 弥生後jUI

* Ic悩 t 弥生後WI
SI-12157 

Sト12157

仙台H~ Sト12157 宅街 床上悩土 司令制U
4l t官 Sト12157 沼5床上限上 昔話加
42 ;::1 Sト12157 N27・ 床[丘上 弥生後期 (21.6)028 

N27・
028 

床汗0.. 怖生後IUI43 台付~ SH2157 

44 ';:1 SH3085 M28 悩上 体~U金IUI

46 1t;~ 

45 tì付2~ SK4337 M28 畦l士 弥生後!日I(22.0) 

47 i;'，干

48 ~M 

49 <i;l 

SK5426 1く29 慣土 弥生後jgj (17.6) 

Sト15119 1(29 島1i1j"JfIl土 弥生後四1 (15.8) 
SH5119 1く29 晶i方町I!土 弥生後IUI (10.0) 

SP5650 K29 fil上 亦生後WI

lく29 lIii万円TIJ二 世ト生後IUI (15.6) 50 <:'J Sト15119

51 台付2U SH5119 

52 台付~ SH5119 

53 鉢 SI(5424

54 台付要 SI(5377 

55 <i;l SK5377 

1(29 似プ'jJfIl土 弥生後間I (16.8) (16.9) 

1(29 晶1方川l土 弥生後間I (26.0) (23.9) 

L-29 ¥il上 弥生後期 (20.0) (18.0) 

K29 ra土 弥生後!UI (26.0) (23.0) 

1<29 fi1上 弥生後IQJ 11.4 

56 台付~~ SK5377 1(29 ¥i!t 弥生後期
57 必 SHI313 M' N30床上寵土 弥生後jUI

58 台付廻 SHI313 M' N30床上続土 弥生後!日1

59 台付塑 SHI313 M' N30 床也上 崎、生後期

60 台付日

日l 台付到

62 鐙

63 im 

65 台付日

66 H 

67 i;';，' 

68 ~;':f 

69 !i;1 

SHI313 M. N30床七桜土弥生後期 (15.8) 

SHI313 M. N30 床直上 弥生後間I 12.6 

SHI313 M. N30 床出上 弥生後jUI 8.5 5.7 

SHI313 M' N30 床tii上 弥生後期 (10.8) 7.5 

SK3081 N30 波土 弥生後IUI 14.0 

51(3081 N30 砲t 弥生後l町 (32.0) 

SH5425 1.29 床 un土 弥生後IUI (20.8) 
SH5425 129 床上限土 弥生後IUI (15.8) 

SH5425 L29 '*1向上 弥生後IUJ 12.0 

(9.4) 

5.6 

6.8 4.3 14.8 

(14.7) 

(7.4) (6.4) (17.2) 

9.0 

7.0 

(16.4) 

17.5 (22.8) 

(17.5) (28.0) 

16.2 

(22.8) 

8.2 

(19.0) 

(23.3) 29.2 

(8.4) 

8.2 

7.6 

(19.1) (26.2) 

(9.0) 

(10.8) 

(15.2) (17.0) 

4.5 8.6 

4.7 16.5 

(12.8) (17.5) 

(27.6) 

(19.4) 

4.9 

(23.0) 

第2m調査の成果

色鯛

内面 外面

5YR6/61畳色

7.5YR7/4にぶい燈色

lOYR6/4にぶい質侵色

1OYR6/4にぶい貰笹色

IOYR6/3にぶい蛸燈色

7.5YR6/4にぶい燈色

IOYR6/3にぶい指位色

7.5YR6/6償色 7.5YR7/6燈色

7. 5YR6/6位色~lOYR6/2灰前褐色

7.5YR6/3にぶし通褐色

lOYR6/4にぶい前後色 IOYR7/6明前縄色

IOYR7/4にぶい黄燈色

2.5Y5/2Hff灰賞色 5YR6/4にぶい笹色

5YR6j6.jfi色

7.5YR5!2灰褐色

7.5YR6/4にぷい燈色

7.5YR7/2明縄灰色

IOYRG/4にぶし通貨般色 70% 

7.5YR結舵~7/1 5YR4川灰色~8/糊色鉛%

IOYR7/4にぶ O'貨般色

7.5YR6/3にぶし寸品色

7.5YR6/4にぷい般色

IOYR7/4にぶいillID色

7.5YH6/31こぶい1lJ色

7.5YWI/4にぷい船色

I OYH7/4にぶい~~<<i.色

7.5YR5/4に』九、尚色

IOYR7/4にぶし‘前在t色

5YH7/8縫色

10YR6/4にぶ~)i百ー位色

IOYR7/3にぷい前般色

IOYH:l/IJnI日色 ・7/2IOYH7/1にぶい泌総色 にぶい山崎2色

IOYR4/1向灰色

2.5Y4ハ前灰色

IOYH7/4にぶい泌総色

IOYI~M/3i!t持層2色

IOYH5/4にぶい抗制色

7.5YH5/6IVI制色

7.5YR7/6l¥J.色

IOYH5/3!こぶい抑制色

10YH7/4にぷい郎総色

IOYR5/2灰抑制色 IOYR7/4にぶい此悩色
~5/1拘以色

7.5YR6/4にぷい位色

2.5Y7/2灰的色

IOYR7/4にぶい此総色

7.5YR7/4にぶい位色 7.5YR8/4浅前総色

7.5YR7/4にぶいfi1.色

IOYH6/3にぶい前総色

IOYR6βにぶい抗位色

5YR7/8桜色~2.5Y7βìll前色

IOYH7/4にぷい前総色 2.5 Y6/2灰前倒色

IOYR6/3にぷい抗白色 7.5YHにぷし'l¥l色

iOYR7/4にぷい前舵色

2.5 Y6/3にぶH~色 7.5YR7;6位色

IOYR6βにぷいiIi位色

IOYR7/3にぷい1防相2色~2.5YH6βにぶい白色

7.5YR7/4にぷH，i色
IOYR7/4にぷ0'前鐙色

10.0 

18.9 

7.5YRi/6ID色

IOYR7/3にぶい前般色

IOYR6βにぷい筑縫色 IOYR3/W¥lU色

IOYRi/4Cこぶ1.l!Vi佼色

IOYRS/4ill決鐙色

5YR8/3i'k位色 7.5YR8/1灰白色

7.5YR7/4にぷい駁色

残存綜

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

拍

垢

%

%

m

m

m

5

5

1

5

m

お

m

m別

V

5

5

m

80% 

%
m
w
m
w
m
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%
 

K
J

z
h

f

t

r

t

1

l
 

7
 

%

W附

川川

3

i
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3
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20% 

1% 

20% 

5% 

20% 

w
m
w
m
川
町
%
%
%
%
%
%
%
山川

%
w
m

4

H

目

2

1

2

1

1

5

5

U

5

H
1% 

3% 

10% 

5% 

10% 

10% 

1(旧%

95% 

40% 

10% 

5% 

596 

30% 
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出土土器一覧表(2 ) 

糊

査

盛

岡
引
凶
器
分

拘

引
SH5425 L29 床直上 弥生後期

口径 底径 頭部径最大径 知商
遺構 グリッド 膚位 時期 (~ (~ '(叩) (α11) (凹)

5.9 5.0 15.7 

72 台付聾

73 讃 po 
ヮーづ

t
n
b
 

n

U

F

O

 

n
h
u
o
o
 

n
U
 

巧
/

期

期

期

後

後

後

生

生

生

弥

弥

弥

土

土

土

覆

彊

彊

凶

凶

m

n
h
υ
n
h
u
n
h
υ
 

民
d

Fh
d

Fh
d

k

k

k

 

s
s
s
 74 台付型 SK5825 L29 磁土 弥生後間i

75 台付費 SH1678 M29 床直上 弥生後期 (6.4) 

76 台付費 SP3200 M29 穏土 弥生後期? (20.0) 

77 li11 SP3200 M29 殖土 弥生後期? (10.2) 

78 台付艶 SH1335 M30 床上磁土 弥生後期? (10.0) 

弥生後期~80 lil! SP3184 M27 m土 古墳IiuJ田 (16.8) (10.4) 

81 蛮 SH2218

82 台付II SK2302 

83 台付廻 SK2302 

84 台付費 SK2302 

L27~ 

M28 

N32 

N32 

N32 週土 弥生後期

床flI上 弥生後期つ

自置土 弥生後期 (16.2) 

磁土 弥生後JUl (24.2) 

85 台付費 SP3339 R29 覆土 弥生後期 (22.1) 

86 iIil SHI426 R29 床直上 弥生後期

88 台付費 SHI203 R30 床上櫨土弥生後期 (19.6) 

89 盗 SHI203 Q31 床上櫨土弥生後期 (24.0) 

90 台付現 SHI203 Q30 床直上 弥生後期 (22.0) 

91台付I! SHI203 Q30 床直上 弥生後期1 (23.8) 

92 台付廻 SK3057 

94 iIil SH51079 

96 鐙 SH70日07

97 台付費 SP70131 

98 高杯 SP70131 

99 壷 SHI5315

100 壷 SHI5315

R30 磁土 弥生後期 (21.8)

K26 床上磁土古墳前期

弥生後期~
E~F5 錨方坦土古墳Ilír期

F5 覆土 古寝前期 (13.6)

F5 積土 古償問j町 22.8 

IlO 植土 弥生後期

IlO 覆土 弥生後期

103 査 SH51496 118 弥生品期
床直上 古噴初期 (19.6) 

弥生後期~104 l:!l SI-I51496 Il8 床flI_t 古墳前期 8.0 

弥生後期~l日5台付費 SH51496 I18 彊土 古墳前期 (21.2) (19.6) 

106 ill 積土 弥生後期 12.8 

弥生後期~
磁土 古漬前期107 l:¥l 

SI-153142 N. 024 

5ト12934 P 30 

(15.0) 

(22.2) 

(18.5) (25.3) 

6.5 

(18.3) (24.0) 

(20.1) (22.8) 

(23.5) (27.3) 

(20.4) 

4.2 

6.6 18.9 

(11.8) (18.0) 

5.8 
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後
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生

生

生

生
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弥

弥
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上

上

上
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底

阻

む

百

匹

床

床

床

床

床

n
v

n
u

n

U

ハU
n

U

3

3

3

3

3

 

p

p

p

P

P

 

4

4

4

4

4

 

q

u

q

d

q

d

q

d

q

u

 

A吋
d

n
wd

A
叫

u

n
wu

n吋
J
V

2

2

2

2

2

 

H

H

H

H

H

 

S

S

S

5

5

 

理

費

費

麹

付

付

付

鉢

付

ム

ロ

ム

ロ

ム

口

ム

ロ

ω
ω
m
u
ロ

色倒

内面 外商

7.5YR7/4にぶい概色

7.5YR8/4浅削街
10YR7/1灰白IOYR5/1褐灰色

10YR8/2灰白色 10YR7βにぶい賞俊色

IOYR8jl灰白色

IOYR6j3にぷい賀燈色
~5j2灰黄褐色 10YR7j4にぶい策担色 20% 

10YR6/3にぷい貨舵色 5% 

IOYR7j4にぷい前借色 2% 

2.5Y7j3浅鈍色 IOYR7j4にぶい蹴償色 3% 

IOYR7j3にぶい賞燈色 5% 

7.5YR7j4にぶい般色 20% 

10YR6j2灰賞褐色 lOYR5/2灰黄悩色

10YR7/4にぶい賞位色

10YR7/4にぷい貨般色

IOYR7/4にぷい鈍般色

7.5YR5j3にぶい飴色 7.5YR7j3にぷい燈色
~4jl禍灰色

lOYR6j4にぶい質m色

7.5YR5/4にぷい褐色

10YR6j6明賞褐色

7.5YR5/4にぶい倒色

IOYR5j4に』品、蹴倒色

7.5YR6/3にぶい褐色

10YR8j3浅賀ID色 JOYR5j3にぶしミ黄褐色

5YR7j4にぶい鐙色

7.5YR6j4にぶい鐙色

7.5YR8j2灰白色

7.5YR8/2灰白色

7.5YR8/2灰白色

7.5YR7j4にぶい燈色

7.5YR7j4にぷい位色

7.5YR7月燈色

7.5YR7j4にぶ"m色

5Y7j2灰白色

7.5YR7j6鐙色~8j2灰白色

7.5YR7/4にぶい鐙色

7.5YR8j6浅賀燈色

IOYR7j3にぶい賛樫色

7.5YR6/3にぷい褐色 15% 

7.5YR5j2灰拘色 20% 

7.5YR5j2灰褐色 lOYR7/3にぶい黄樹色 5% 

7.5YR6j6溢色 40% 

7.5YR6j3にぶい褐色 10% 

弥生後期~114 壷 SH2934 P 30 床直上 古噴前期 (15.0) (9.3) 6.7 (21.5) 26.8 IOYR5j3にぶい前掲色

115 高杯 SI-15398 r・J27 捌方埋土古償問則 10.5 
116 壷 SK24日 P30・31 覆土 弥生後期 15.0 

弥生後期~117台付費 SI-114250 JlI 床直上 古噴前期 17.0 

118 壷

119台付廻

121 ill 

123 杯つ

124 l!:l 

125 壷

S1-114272 Jll 掘方埋土 弥生後期1 18.0 

SH13019 M16 磁土 古墳前期

SK53906 M18 置土 古墳1山崎l

SH50799 M18 磁土 古墳前期 8.4 

SH53409 118 t置土 弥生後期J (13.0) 

SI-150802 L20 床也上 弥生後期

126 蜜 SH50802 L20 床直上 弥生後期

127台付費 SH50802 L20 床直上 弥生後期

128 鉢 SH1307 030 床直上 弥生後期

130小型壷 SI-12800 

131 讃 SK432

132 高亦 SH70006 

133 鉢 SH70006

134 蛮 SH70006

030 掘方埋土弥生後期 5.1 

S31 覆土 弥生後期

F2 覆土 古漬前期 (11.0) 8.8 

F2 覆土 古境前期 (12.5) 3.4 

F2 磁土 古漬前期

254 

(15.4) (17.6) 

(10.3) 

4.8 

3.。 (13.2) 

6.8 (16.0) 

(5.0) (15.4) 

10.4 

8.0 

7.9 (20.0) 

(9.9) 

(6.8) (13.0) 

5YR7j6償色

JOYR7j2にぶい貨燈色 IOYR7j4にぷい黄信色 50% 

7.5YR6/4にぷい笹色 1% 

IOYR6j3にぶい前笹色 40% 

7.5YR8/4i皇賞燈色 7.5YR7j6燈色

IOYR7/4に..l~い賀燈色

7.5YR4jJ褐灰色 7.5YR6/4にぷい燈色

4.2 5YR6βにぷい燈色

IOYR7/3にぷい貨俊色

7.5YR6/6m色

7.5YR6/4にぶい燈色

10YR6/3にぷい賞綬色

lOYR7j3にぷい黄燈色
~4jl掲灰色

10YR8j3ij)，貿鐙色

10YR6j2灰鈍色~5j2灰黄色 25% 

7.5YR7j4にぶい鐙色 ・
7.5YR8/2灰白色

8.3 

10YR7j4にぷい賞燈色 10YR7/4にぶい泌位色

5YR6/6鐙色

7.5YR7/4にぶい笹色

5YR7川被色

残存準

85% 

10% 

10% 

10% 

1% 

5% 

10% 

20% 

70% 

20% 

10% 

10% 

20% 

30% 

10% 

15% 

50% 

35% 

20% 

1% 

1% 

10% 

10% 
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%

%

 

ハU

mh
U

》
4

2

2

;

 

60% 

1% 

10% 

35% 

15% 

5% 

40% 

40% 

30% 

5% 

80% 

67% 

50% 

40% 



出土土器一覧表(3 ) 

留犠極
'_' 
135台付麗

136台付聾

137台付聾

138台付聾

139台付聾

遺構 グリッ ド 届位 時期 日5鰭号EF号EF?器
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K

K

K

K
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n、
】

円

、

以

内

、

υ
円
、

u

円
、
以

140 台付~ SH70005 E • F2 掘方埋土古境前期
141 台付塑 SH70日05 E . F2 錨方埋土 古境問期

142献曹塑 SH70005 E・F2 姻方組土 古墳前期

12.4 

4.6 

146 t~停 SH70004 E4 床上司E土 古境前期 (15.6) 8.2 

147台付翠 SH70004 E3 床上積土 古墳前期 (14.0) 

E3 床ま ・捕前期 (15.0)

(13.2) 

(12.6) (19.4) 148台付控
SH70日04
SP70087 

同台付費 SH70捌 Ei 床上積土 古境前期 (川
150台付費 SH70004 E4 床上積土 古績即日朝 (16.0) 

151 台付l!l SH70004 E4 床上積士 古境前期

152台付費 SH70004 E4 床上積土 古漬前開I 17.6 

158 土周 SH70004 E4 床上積土 古邸前期

(18.6) (23.0) 

(12.8) (20.0) 

(16日) 24.55 

160台付費 SH700l 0 F . G6 床直上 古境l町田I (12.3) (8.2) (1日0) (19.4) 24.2 

161 m SH70010 F . G6 床応上 古筑前IUI 14.6 
162 ，:'!汗 SH70010 F' G6 

163 l1:t SH70010 F. G6 

164台付E! SH700l 0 F • G6 

165台付塑 SH70010 F • G6 

166台付組 SI-I70010 F. G6 

167 小型~ill SK7日380 F.G6 

168 日亦 SK70380 F . G6 

床直上 古境研iH明 11.9 

床相当 古境lIiJJ田 (11.3) 5.4 (7.8) (15.4) 14.9 

床相当 古筑前期 (19.2) 5.65 (16.3) (20.0) 19.6 

床相当 古Jrt前期 15.1 8.7 (12.4) 19.8 25.3 

床相当 古償問JUI 15.7 10.45 12.9 24.2 25.8 

組土 古寝前期 8.6 

lU土 古噴!日IVI 9.8 7.4 

169 前向 SK70380 F • G6 立I土 古邸前JPI 11.0 

170 小i:¥l SH7α1I0 F. G6 床iu上古J(tijilIUI

lげ71 TI詑ぜ SH7叩口3引IO F' G6 床砥上 古z噴Ili前H河削il日!則U別l 
l問7九4 1;，讃~ S計印卜1-1142

lげ75台付塑 Sト1-114伺38ω9 H7-1陥8 11踊銅i!方担盟E土 古j羽R削j則9剖l 
17苅6台付E犯唱 SHI4389 1-17-1隠8 蜘似l方坦制l二土仁 古府I前}旧江ωj則0引l 

4.0 6.0 13.7 

7.0 (17.8) 

2.4 

(9.2) 

9.0 

177 台付~ Sト114389

178 刈町、 SI-I143B9 

1 日 3 日~ sト115285
184台付現 SH 15285 

185 ~::台 S I-I 1 5285

186ミニチュT SI-I15285 

187 保台 SI-I15285 

188台付廻 SI-I 1 5285 

1 89 向付~ SI-I15285 

190 ;:¥l SHI5285 

191 台付忽 Sト115285

192 S宇怨 SI-I14549 

193 S字怨 S1-I14549 

194 Mf，干 SI-I14549

195 ;::;11、 Sト114549

H7~ 18 ~ïl方m土古山lìíjJV I (16.4) 

1-{7-18 蜘11i1.盟土古墳JiiJJUJ

G9 床相当 古山IIlIJ朋

(13.8) 

3.8 (13.7) 

G9 床相当 古耳11而WI (7.4) (9.5) 

G9 床相当 世，-JrtnijJVI 7.7 

G9 叫:相当 古I!lIIlJIVI 1.0 

G日 体相当 古明lIijJ日I (10.5) 

G9 床相当 古.tnliil四I 9.6 

G9 床柑当 日iJ(lHiIJUJ 6.8 

G9 床相当 古別IiiJ!UI 22.4 

G9 床相当 古境JiiJJUI (10.2) (11.4) 
G8 床上腿土 古邸前期 (14.0) (13.0) 

G8 床上限土 内杭liiJ期 (14.0) (12.7) 

ト19 床相当古I!lJiijJ明 日3

H9 床相当 古JItJiiIlUI 10.4 
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第2章調査の成果

色町

内面 外面

5YR7月縫色

IOYR8/3浅111侵色

7.5YR7/6櫛色

7.5YR7/6種色

lOYR3/2i11褐色

7.5YR8/4浅黄桜色

7.5YR8/3浅賀燈色

7.5YR7/4にぶい位色

11.6 2.5YR6/8俊色

2.5YR7/4淡赤笹色

2.5YR7月経色

5YR4/1絢灰色

5YR7/6位色

2.2 

5YR7/6縫色 40% 

7.5YR3/WI拘色 IOYR7/3にぶい黄燈色 75% 

5YR7/8桜色 85% 

6.7 

7.5YR6/3にぶい制色

7.5YR8/4浅筑綬色

2.5YR6/4にぶい鐙色

7.5YR7/6鐙色

7.5YR8/4iJhl'i俄色

lOYR6/2灰前拘色

IOYR6/3にぶいtl1.駈色
7.5YR7/4にぶい鐙色

IOYJ<8/3i.民政笹色

IOYR7/4にぶい煎笹色

IOYR7/4にぶい前衛色

IOYR7/3にぷい抗位色

lOYR5βに..;ぃ的対色 IOYR6/3にぷしゅt笹色

7.5YR5/611f1拘色

IOYR6j:lにぶい前笹色

IOYR7/4にぷい政監色 IOYR5/2灰l)'lllJ色

IOYR7/4にぶい前飴色

5YR5/日l阿亦l!J色 7.5YR5/61抑制色

IOYR5/3に』九、iYillJ色

IOYR7/4によ:し'J.'iifil.色

7.5YR7/6位色

7.5YR5/日明ぬ色

7.5YR6/6佑色

7.5YR6/4にぷい般色

2.5YR6/日位色 5YR6/4にぶい償色

IOYR6/4にぷいl\~位色

IOYR8/4i主立iID色

IOYR7/3にぶい前位色

5YR7/6給色-2.5Y7/2灰前色

7.5YR6/3にぷい何色

7.5YWI/4にぷい笹色

IOYR7/31こぶい鈍位色

7.5YR7/4にぷい位色

7.5YR6/4にぷい般色

5YR7/6位色

7.5YR7/4にぷい笹色

5YR7/6般色

7.5YR8/4浅立i位色

7.5YRG/4にぷい悩色 10% 

i.5YR7/4にぶい位色 20% 

7.5YR7/4にぷい位色 10% 

7.5YR8/4浅貨縫色 7.5YR6/4にぷい笹色

5YR7/6位色

7.5YR6/6笹色 IOYR7/1灰色

7.5YR6/4にぷい縫色

7.5YR8/4浅蹴般色

2.5YR7/6位色

5YR7/4にぶい飴色

7.5YR8/2灰色

残存率

40% 

90% 

99% 

70% 

20% 

10% 

15% 

1% 

50% 

5% 

30% 

40% 

15% 

50% 

5% 

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

 

0

0

0

0

0

5

9

5

5

0

0

 

8

8

5

9

8

5

9

4

7

2

2

 

20% 

20% 

2日%

20% 

30% 

30% 

40% 

9日%

10% 

25% 

10% 

30% 

10% 

10% 

10% 

75% 

15% 

15% 

5% 

10% 

2096 

10% 

15% 

10% 

10% 

5% 

30% 

70% 

255 



出土土器一覧表 (4) 

事F
器棚 遺構 グリッド

214 壷

215 高杯

216 高亦

217 ~ 

218小型誼

219 !/'J 

220 ~ 

221 台付費

222台付費

位 時期

SHI3021 MI6 床相当弥生末~古 15.6 
墳liiJ矧

SKI5475 MI6 鍾土 古噴前期

SKI5475 MI6 磁土 古境前期'1 11.3 

SHI3021 M16 床相当 古境前期 (11.4) 

SKI5475 M16 橿土 古墳前期l

SH13021 MI6 床相当 古墳前期 (21.4) 

SH14235 111 慣土 弥生後期

SH14235 III 床出上 古償問陣j

SHI4235 III 磁土 弥生後期つ

226台付現 SK4132 M29 

227 蛮 SK4133 M29 

228 !/'J SK4132 M29 

235 蜜

236 高杯 S070日20 E3~4 

S070日17 D. E3 

237台付聾 S D 70020 E3~4 

239 翠

238 蛮 SD70日20 E3~4 

240 蜜

SD70019 
S070020 

SD7∞20 
241 台付聾 S D70020 E3~4 

223台付費 SHI4235 111 床底上 古邸前期 (18.2) 

224 高亦 SHI4235 III 床直上 古墳前期1 (26.0) 

弥生末~古225台付廻 SK4133 M29 111土 境前期 (15.4) 

250 壷

251 壷

252 箆

253 鐙

254 重

255 盛

256 盈

257 査

258 鐙

259 ，~ 

26日 夜

SD302 M32 

S0302 L30 

S0302 M32 

SD302 L30 

SD302 L30 

SD302 1vI32 

SD302 M32 

SD302 M32 

SD302 M32 

SD302 M31 

SD302 L. M31 

弥生末~古
覆土 墳前期 (22.2) 

置土 弥富需品古

弥生末~古
磁土 積前期

231 壷 SH1303 N. 0-30 床相当 古樹JiiJ即1

232 台? SH1303 N. 0-30 慣土 古明日目崎l

弥生末~オ234 歪 SD70017 D. E3 磁土 墳前期 ， (15.8) 

弥生末~古
樋土 泊前期l

D4 

弥生末~古
噴前期 (11.5) 

磁土 弥続 雨古 5.6 

覆土 弥議誌面古

土 弥生末~古
償前ml

覆土 弥長奇両古

弥生末~古
磁土 績前開l

tS鰭 頭部径最大筏 穂高
(cm) (cm) (cm) 

11.0 9.3 (26.0) 

6.8 

(8.4) 

3.6 (5.6) 

7.8 

(10.4) 

(14.4) (21.7) 

(13.5) 

色刷

内面 外面

7.5YR7/4にぶい校色

5YR7/日後色 5YR6/6穏色

7.2 10YR7/4にぶい筑燈色

7.5YR7/4にぷい燈色

2.5YR7/8ID色

7.5YR6/4にぷい位色

5YR8/2灰白

2.5YR6/S111色

5YR7/8位色5YR7/6位色

lOYR7/3にぶいZ耳慣色 7.5YR8/6浅筑燈色

7.5YR5/4にぶい柑色

7.5YR5/6明渇色

lOYR6/3にぶい斑燈色

lOYR6/4にぷい貨燈色

lOYR7/3にぶい貨鐙色

(20.1) 7.5YR6/6位

7.5YR7/6続色 5YR7/6鍛色

(6.6) 

弥生末~古229 台付型~ SP3073 N29 磁土 噴前期 (32.0) (30.0) 

弥生末~ず230 登 SP3355 N29 磁土 墳前期i'~ 8.0 

E3~4 

245 箆 SD302 M32 磁土 弥生後期 (10.8)

246 整 SD302 L31 斑土 弥生後期 (17.6)

247 蛮 SD302 L30 磁土 弥生後期 (15.8)

248 壷 SD302 M32 覆土 弥生後期

249 壷 SD302 M31 磁土 弥生後期 (22.0)

磁土 弥生後期

預土 弥生後期

低士 弥生後期

磁土 弥生後期

磁土 弥生後期

積土 弥生後期

覆土 弥生後期

覆土 弥生後期

橿土 弥生後期l

覆土 弥生後期

弥生後期~
覆土 古tttWJ抑l

261台付m SD302 M32 置土 弥生後期 (20.2) 

262台付費 SD302 L30 覆土 弥生後期 (20.2) 

263台付廻 SD302 L30 m士 弥生後期 (21.6) 

7.5 

(6.0) 

(9.6) 

7.5YR6/3にぶい褐色

7.5YR8/4浅抗俊色 7.5YR8β浅賀償色

5YR6/6位色 2.5YR6/6鐙色

5YR7氾飴色 5YR6/6m色

7.5YR7/6笹色

IOYR7/4にぶい政俊色

l日YR5/2灰賃補色~10YR6/2灰前褐色

5YR6/4にぶい桜色

lOYR6βlこぶい鈍燈色~7.5YR6/4にぶい位色

10.8 

5YR6/6綾色

(27.2) 2.5YR6/6般色

(11.4) 

(8.0) 

(5.8) 

(6.0) 

(7.4) 

(6.5) 

(7.0) 

(5.6) 

(9.6) 

(9.4) 

(10.4) (22.8) 

(10.0) 

6.4 

(9.0) (23.3) 

(18.4) (23.8) 

(18.2) 

09.0) 

264台付現 3D302 L30 磁土 弥生後期 (22.8) (20.2) 

265台付費 SD302 M32 覆土 弥生後期 (9.4) 

26日台付事! S0302 M31 積t 弥生後期

267台付廻 SD302 M31 塑土 古境前期 (23.6) (21.6) (24.0) 

268 高杯 SD302 M32 覆土 古寝前期 00.2)

269 杯? S D302 L30 置土 古境前期 9.0 5.4 3.1 

270小型壷 SD302 M31 覆土 古墳前期 (6.0) (4.9) 

256 

7.5YR6/2灰褐色 7.5YR7/4にぶい笹色

7.5YR6/4にぶい位色 7.5YR7/4にぶい惣色

7.5YR6/4にぶい燈色

10YR5/4にぶい賞褐色

IOYR7/4にぶい貨燈色

7.5YR7/4にぶい燈色

lOYR6/1栂灰色 7.5YR7/6位色

7.5YR7/6ll'f色

IOYR7/3にぶい賛燈色 7.5YR7/6笹色

7.5YR7/4にぶい位色

lOYR7/4にぶい2直径色

lOYR5/21災前拘色 7.5YR7/6俊色

10YR5/2灰蹴鈎色

2.5Y7/3浅黄色

7.5YR6/3にぷい褐色

7.5YR7/4にぶい総色

7.5YR7川底色

5YR6/4にぶい燈色

lOYR7/3にぷい質経色

7.5YR6/4にぷい燈色

7.5YR7/6に』九、位色

7.5YR6/4にぶい担色

10YR5/2灰賀拘色

10YR5/3にぷい賞純色

10YR6/3にぶい賞燈色

7.5YR6/4にぶい償色 2% 

7.5YR7/6程色 3% 

lOYR6/4にぶい貨位色

lOYR6/4にぶい賛峻色

IOYR7/4にぶい前後色

2.5Y7/3浅鈍色~
7.5YR7/6綬色

5YR6/4にぶい笹色

7.5YR7/6m色-IOYR
7/4にぶい貨鐙色

10YR6/4にぶい賛燈色

7.5YR7/4にぶい但色

lOYR7/6明黄褐色

残存率

仰

山

山

腕

腕

阿

川

m
M
腕
腕
山
川
町

m
m

A
a

1
1

Q
d

1
1

0
0

5

、
1
l

n4

9
】

q
d

q

u

z
k

3% 

2% 

3% 

1% 

10% 

20% 

55% 

10% 

10% 

30% 

40% 

10% 

75% 

5% 

15% 

10% 

15% 

10% 

5% 

10% 

5% 

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%
 

5

初

日

5

5

伺

5

旧

日

30% 

5% 

10% 

5% 

10% 

40% 

90% 

25% 



出土土器一覧表(5 ) 

明

岨

畑

讃

届引

ムロ

州
凶
得

uv
m
m

遺構 グリッド 層位 時期 53 
S0302 M31 覆土 古墳前期 (25.2)

S05389 L29 覆土 弥生後期

底後 頭部径愚大径 百E高
t佃) (回1) (佃) (四)

lOYR5/3にぶい貧褐色

10YR5/2灰前倒色 IOYR7/4にぶい黄燈色

5% 

5% 

273 鉢 S05389 K30 覆土 弥生後期 (28.6) (幻 7)

274台付費 S05389 1く30 覆土 弥生後期 (17.8) (16.1) 

275台付聖 S05389 L29 覆土 弥生後期

276 l1:'l S 05389 L29 覆土 弥生後期 (9.6) (18.1) 

277台付塑 S02048 M28 覆土 弥生後期 (18.6) (17.2) 

278 壷 S02048 M28 磁土 弥生後期 (18.0)

279 盗 S 0302 M32~33 置土 弥生後期 (13.0)

280 li:1 S0302 M32 覆土 弥生後期 (17.0)

281 盗 S 0302 M32~33 領土 弥生後期 (14.8)

t申図
m号

第3表出土石器一覧表

組

石

石

田
耐

m

m

台石・砥石

打製石斧

15 台石

20 打製石斧

21 打裂石斧

27 台石

30 台石

31 打製石斧

64 似石

79 打製石斧

87 打製イ7斧

93 石錘

95 台石

101 台石

102 台伝

113 台石

120 台有

122 台石

129 スクレイノ竜一

143 1f1:ri 
144 台石

145 Jij石

153 石錘

154 Jij石

155 JrJ石

156 舷石

157 石鍬

159 Ji'I石

172 J~石

173 台石

179 打製石斧

180 台石 ・砥石

181 li'I石

182 J哲石 ・舷石

200 打倒石斧

201 打?j~石斧

202 打5迎行斧

204 台石

233 スクレイパー

242 以石

243 JI.'i石 ・磁石

244 附石

J1l構

SH70002 

SH70002 

グリッド

04 

D4 

位

上

上

回

炉

炉

時期

古墳前期

古墳前期

期

期

期

間

期

則

的

文

後

文

文

後

後

文

後

文

文

文

後

噴

純

生
訓
刑
制

生

生

純

生

剣

純

純

生

古

弥

弥

弥

弥

怖

土

土

土

土

と

ヒ

土

日比
哩

μ
埋

埋

土

土

山

叫

制

限

刷

出

土

問

方

刷

方

方

剛
山
刷
出
方
向
上
上
上
炉

節

犯

相

川

銅

床

床

床

nxu 

m
m
叶

凶

悶

幻

日山

却

防

犯

初

叩山

叩品

目

H
門
町

M

M

K

H

K

N

M

R

K

R

I
U
 

0

0

4

1

1

3

7

l

l

i

)

日

i

mb

F
b
o
o

n
U

A
U
ρ
U
1
1
V
A
H
ι

w
h
V
A

マ
f

M
MA

M
W

川町

mu
ωω

m品
川山

玖

ぼ

ぽ

山

山

山

附

官

官

刊

刊

刊

G

G

山山

町円

山
仲
川
町

北川

仲

割

引

訂

釘

割

引

引

S

5

5

5

門
出

S

Sト115315

5ト115315

S1-I2934 

SK53906 

5ト150799

5卜[2913

SH70日日5

SH70005 

SI-I70005 

5ト170日04

Sト170004

SH70004 

SH7∞04 
SH70004 

SH70010 

SH70010 

SH70010 

SHI4389 

[ ~.J9 

1 ~.J9 

P30 

M18 

L~MI8 

N30 

E. F2 

E' F2 

E・F2

E3 

E3 

E3 

E3 

E3 

F. G6 

F. G6 

F・G6

H-7 
]-[-8 

床l(i上

床1([上

床応よ

床上限土

床向上

昔il方町七

縮方~J!土

綱方町fl土

弥生後期

弥生後期

弥生後WJ~古
tf1liijJUJ 

古1{lJii!WJ

世jl{tJiilJIIl

純文

弥生後!日lつ

弥生後JUJ?

llTI方岨土 弥生後l切っ

床而相当 市Ii'tliilJUJ

腕方月[H: 怖生後JVJ?

揃!方11!土 弥生後JUJ?

!本田l相当 古島量刑期

崩!方~H 制文

炉上 古郡山l明

床底上 古漬前JUJ

床直上 古境前期I

銅方組土 縄文

SH15285 G-9 床凪上 古統的lVJ
SHI5285 G-8 床直上 古漬lFiJ朋

SHI5285 G-9 床瓜上 古墳前ltIJ

SH 14549 H-9 綱方出土 釦文

S1-I14549 G8~9 IIj!ñ~J!土 車II文

S1-I15286 ]-[-9 床と桓土 縄文

5ト113021 L 1 6~M17 炉上 古域的JVJ

SHI303 N30 床面中 縄文

S07∞20 E3~4 ra土 弥生後期つ

S07∞20 E3~4 IU土 弥生後期つ

S07∞20 E3~4 111土 弥生後lUJ?

(9.0) 

内面

色鯛

第2i詳調査の成果

外面
残存率

7.5YR7/4にぷい燈色 7.5YR7/4に~ I_. }償色 5% 

7.5YR7/4にぷい笹色 5YR7/6!i1色 5% 

lOYR6/4にぶい百首位色 10% 

IOYR6/4にぶい賛舵色 30% 

7.5YR7/6笹色 IOYR6/4にぷい前笹色 10% 

7.5YR7/6笹色 7.5YR8/6浅賀笹色 10% 

7.5YR7/2明禍灰色 25% 

7.5YR7/6燈色~7.5YR
4/2灰!{J色

7.5YR7/4にぷい燈色

幅 (cm) 長さ (cm) 厚さ (cm) Il量 (g)

3]，] 

)

)

)

)

)

)

)

 

9

5

η

l

五

A

市

A

K

M

0

3

2

3

3

2

1

4

4

3

3

6

:

o

:

2

2

3

2

6

0ヲ

e

戸

b

n

u

'

f

4

4

A

O

0

4
・

3
3

〉

t

Fb

p

o

(

1

1

7

1

4

1

1

3

1

2
 

(

(

(

(

(

(

(

 

(11.7) 

i

)
 

』

3
引

A

7

6

7

 
:

(
 

山

}

)

)

]

[

6

[

9

7

2

6

 

2

氾

6

内

4

5

6

6

4

:

;

;

(
 

30.4 

2.75 

11.0 

8.3 

15.7 

7.6 

8.4 

16.0 

15.65 

34.7 

9.5 

(20.5) 

(13.6) 

(10.55) 

(18.6) 
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